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　現代魔ま法ほうの出発点となる異能が当時のＵＳＡで観測されてから今年で九十七年。魔法技能の開発から魔法師の開発へ、人間の改造へと舵かじが切られてから、およそ八十年。

　この短い期間で、いや、実質的には更さらに短い、たったの五十年程度で「魔法師の名門」と呼ぶに値する高い能力を持つ魔法師を安定的に供給できる「血筋」を作り出すことができたのは、良く考えてみれば驚きよう異い的てきなことだ。わずか半世紀で、魔法師という「種族」の開発に成功したということなのだから。

　もちろんその背景には、それを可能とするだけの科学技術資源と経済資源を注つぎ込んだ先進国間の激しい開発競争があった。前世紀後半から既すでに未来に対する呪じゆ詛そとして（先進国の）人々の意識に暗い影かげを落としていたエネルギー資源の枯こ渇かつ。それを解決する技術として魔法が当初より期待されていたのに加えて、西暦二〇三〇年前後から顕けん在ざい化かした地球の寒冷化とそれに伴ともなう食料不足。そして食料・資源争奪戦が引き金を引いた第三次世界大戦が魔法師の開発を強く後押しした。──基本的人権の尊重という社会原理を、棚たな上あげにする程に。

　二十年に及およぶ戦乱の時代以前から、世界中で半ば公然と「人間の品種改良」「人間の交配実験」が行われ、魔法師という種族の開発が競われた。魔法が遺伝するものである、という事実は魔法が超能力と呼ばれていた時期から判明していたことであり、魔法の開発が「優れた血筋」の開発へ向かうのは当然にして必然だった。

　人間の品種改良に当たって、先進国ではスマートな形で人の尊厳が踏みにじられた。

　人工子宮の開発は先進各国で真っ先に実行されたことだ。

　後進国では素質を持つ者同士の強制交配──つまり、国家公認の強ごう姦かんがまかり通っていたが、先進各国では受精前卵子の複製と、非外科手術精子採取法＝射精促そく進しん剤ざいにより採取された精子を用いた人工授精によって効率的に魔法師の開発が進められた。遺伝子操作はむしろ少数派で、遺伝子操作を伴わない「試験管ベビー」が大量に生産されたのが先進国における魔法師開発の実態だった。

　幸いなことに──と言ってしまえるところが「科学技術の発展と人間性は相あい容いれない」とそしられる所以ゆえんなのだろうが──複製卵子から生まれた子供たちは、何な故ぜか一様に夭よう折せつした。彼らが自らの出自に悩むことは少なかった。この国で利用できる統計資料によれば、彼らの平均寿じゆ命みようは七歳。平均寿命を引き下げる最大の要因であるゼロ歳児の死亡が相次いだわけではない。本当に寿命が短かったのだ。何せ、最も長生きした者で死亡時年齢十七歳なのだから。それも急速に老化したのではなく、若いまま自然死した。オリジナルの卵子を使った調整体には一律に短命という欠けつ陥かんは表れなかったから、これはおそらく生殖細胞複製技術に問題があったのだと考えられている。

　しかし三歳になれば潜在的な魔法素質の計測は可能だ。彼らの犠ぎ牲せいによって、卵子と精子の正しい組み合わせが判明した。第二世代、第三世代が受ける影えい響きようはゲノムマップ・シミュレーションで解明可能な領域だった。後は国家がお見合いのお膳ぜん立だてをして自主的に婚こん姻いんを結ぶよう仕向けるだけだ。

　そうして生み出されたのが現代魔ま法ほうの名門と呼ばれる家系。その代表格が、日本の十じゆつ師し族ぞく。

　日本において「魔法師の名門」が世界で最も整理された形で成立したのは、このような婚姻関係が先進国で最も容易だったという文化的背景によるものだった。

　人間性を無視した技術開発が最後に文化的要因によって左右される結果となったのは、果たして皮肉と言うべきなのか、それとも、最後に「人間性」が意地を見せたと言うべきなのか。その審しん判ぱんはおそらく、歴史に委ゆだねられることになるだろう。







　［０］




　旧長野県との境に近い旧山梨県の、山々に囲まれた狭きよう隘あいな盆ぼん地ちにその村はあった。名前は無い。名前が無いから地図にも載のっていない。「村」と言っても行政区画としての村が置かれているわけではなく、かといって近代化以前から人々が集まり住み着いて形成された自然村でもない。ただ事実として、人の住む村があった。

　名前が無い以外は、普ふ通つうの村だ。名前以外のものは一通り揃そろっている、と言い換えても良い。役場があり、警察署があり、消防署があり、電気も水道も通っている。道はきちんと舗ほ装そうされているし、学校だってある。村に一つだけの、おそらくは小中一体校だが。

　二月のどんよりとした分厚い雲から降り続ける雪で、村は白く染まっていた。村人たちは家の中に閉じこもっているのか、外は静まりかえっている。人ひと影かげもまばら、と言うか、一ひと塊かたまりになって進むちょうど十人のグループ以外、通りに人の姿は無い。その唯ゆい一いつの例外である一団は、村の外はずれ、山やま裾すそを背にする学校へ向かっていた。白っぽい雪中迷めい彩さいを身に纏まとい、同じ色の背はい囊のうを背負い、突撃銃アサルトライフルと呼ばれる自動小銃を肩に掛けて。




　その物ぶつ騒そうな集団の接近を、セーラー服の少女が二階の教室から見ていた。席から立ち上がり、窓際に立って武装した男たちを見下ろす。教室には彼女一人しかいない。いや、現在校舎内には、彼女しかいない。今日は休日でもなく祝日でもないし、学校の長期休きゆう暇かでもない。他の生徒たちは武装グループの接近を知って避ひ難なんしたのだろうか。しかしそれではこの少女が教室に留とどまっている理由が分からない。生徒ばかりか職員も避難しているのに、中学生の少女が残っているというのは普ふ通つうに考えればあり得ないことだ。

　少女の視線の先で、校門まで来た男たちが肩から銃じゆうを下ろした。腰の高さで小銃を保持し、塀へいの内側に沿って左右に散開する。右に三人、左に三人。正面に残った四人の内、二人は前に出て銃を構え、残る二人はその後ろで背はい囊のうを下ろして中から何かを取り出している。

　少女はスカートのポケットから薄く細長い機械を取り出した。彼女が手にした機械は百年前の、情報端末が音声通信メインの「ケータイ」と呼ばれていた時代に「ストレートタイプ」という名めい称しようで分類されていたコンパクトな機種によく似ている。少女はテンキーの上部にあるパワーボタンを押してスリープ状態を解除し、その小型機械に想子サイオンを流し込んだ。

　少女の手にする機械は、情報端末形態のＣＡＤ。少女は、魔ま法ほう師しだった。

　彼女が正面に見み据すえる四人組の後列二人が、ロケットのようなものを取り付けたライフルを校舎に向けるのと同時。

　少女の指がＣＡＤの上を躍おどり、魔法が発動した。




　武装グループの二人が背はい囊のうから取り出した物はライフルグレネードだった。ずんぐりしたフォルムの、貫かん通つう力りよくより爆ばく発はつ時の飛散物による殺傷効果を狙ねらった弾だん頭とうだ。銃口を離れた擲弾グレネードは緩ゆるやかな放物線を描き、少女のいる教室目掛けて飛ひ翔しようする。このタイプの擲弾とライフルの組み合わせにおける有効射程距離は二百メートル。校門から校舎までの距離はせいぜいその五分の一、スペックの上では確実に届く距離だ。だが、擲弾は少女の教室に届かなかった。

　少女のたたずむ窓まで、あと十メートル。その距離で擲弾は爆発した。爆ばく炎えんは透とう明めいな壁をなめるように広がり、爆ばく風ふうが武装集団に向かって跳はね返る。擲弾に仕込まれた金属片がしゃがみ込んだ男たちに降り注いだ。ほとんど勢いを失っていた金属片が彼らを傷つけることはなかったが、敵意と警けい戒かい心しんをかき立てるには十分だった。

　前の二人も背はい囊のうを下ろし、銃口に擲弾を取り付ける。一発目を放った男も、次弾を装そう塡てんしていた。今の現象が魔法によるものだと彼らにも分かっている。擲弾が爆発しながら窓ガラスにひびも入っていないのは、空中に形成された障しよう壁へきが少なくとも熱と音と質量体を跳ね返す性質を持っているということだ。だが、魔法障壁は許容量を超えた攻こう撃げきを受けると効力を全すべて失う。そのことも男たちは知っていた。

　四発の擲弾が一いつ斉せいに発射される。特に合図を交わした様子もないのに、彼らの連れん携けいは完かん璧ぺきだった。一発では障壁を抜ぬけなくても、四発が一斉に爆発すればその熱と衝しよう撃げきで魔法障壁を飽ほう和わさせ無効化することができるのではないか、と男たちは考えたのだ。仮に魔法の無効化に失敗しても、跳ね返ってきた破片と衝撃波が彼らを傷つけることはない。それは先程、実証済みだ。

　擲弾グレネードは再び、空中で爆ばく発はつした。四発分の爆ばく炎えんが透とう明めいな壁かべをなめるように広がったのは最初と同じ。しかし、今回は爆発した位置が違った。

　障しよう壁へきは校舎から十メートルではなく、男たちから五メートルの位置に形成されていた。正確に言えば、彼らが引き金を引いた瞬しゆん間かん、五メートルの位置に作り直されていた。至近距離から跳はね返る爆ばく風ふうと、それに飛ばされた金属片が男たちを襲おそう。彼らは目を保護するゴーグルこそつけていたが、それ以外、ヘルメットの下の顔はむき出しだ。手で庇かばう間も無く、破片が顔を傷つける。もっとも、爆風に飛ばされ地面に叩たたきつけられた時には、四人とも既すでに意識を失っていた。




　四人が地面に倒れて動かなくなったのを確認して、少女は振り向き窓際を離れた。彼女が教室のちょうど中央に到達した時、教室後方のドアが勢いよく開く。少女の指がテンキーの上を舞まったのは、条件反射に等しくなるまですり込まれた訓練の賜たまものだった。銃じゆうを構えた男が踏み込む直前に魔ま法ほうが発動する。踏み出した男の足は空中で透明な壁にぶつかり、彼はバランスを崩くずして蹈鞴たたらを踏んだ。

　一秒未満の時間差で教室前方の扉とびらが開く。だが、入室できないという結果は同じだった。肩から突つっ込んだ男がパントマイムよろしく透明な壁に貼はり付いている横で、教室と廊ろう下かを隔へだてる曇くもりガラスが派手な音を立てて割れた。しかし、ガラスの破片は教室の中に落ちることなく、全すべてガラスを割った三人目に降り注そそいだ。少女の張った障壁はドアをふさぐだけでなく、ドアと窓、教室と廊下を隔てる全ての壁面をカバーしていた。

　暴漢の侵しん入にゆうを防いでホッと一息ついているところで少女は気がついた。彼女が発見した武装集団は十人のグループ。その内四人が正面に残り、六人が三人ずつ左右に分かれた。正面の四人は自分たちの武器で動けなくなり、三人は彼女の魔法により廊下で足止めされている。では、残りの三人は何ど処こにいるのか？

　少女の背後でけたたましく窓ガラスが割れ散った。男たちは屋上からザイルでぶら下がり、壁を蹴けって我が身を振り子の錘おもりとし、その勢いで窓を蹴破ったのだ。少女は振り返りながら床ゆかに身を投げた。スカートが大きくめくれ上がったが、今は気にしていられない。倒れ込みながら視界の隅すみに捉とらえた男たちは飛び込みざま自動小銃を構えていた。彼女の判断が正しかったことは銃じゆう声せい、そして黒板の脇わきと一番端はしのロッカーに穿うがたれた弾だん痕こんが証明していた。

　廊下側に形成していた障壁が消えた。新たな侵入者に意識を奪われ、魔法式の更こう新しんが途と絶だえたのだ。パントマイムをしていた男がまず転がり込む。一人が後ろのドアから、一人が窓を乗り越えて教室に飛び込んできた。今や少女は六人の武装集団に包囲されようとしていた。

　普ふ通つうの女子中学生ならばすくんで動けなくなるところだ。せいぜい上体を起こして身体からだの震ふるえを両腕で押さえつけ、怯おびえを隠かくして男たちを気き丈じように睨にらみつけるまでが精一杯だろう。だが少女は、普通の女子中学生の範はん疇ちゆうに収まらなかった。

　少女は立ち上がり、後ろのドア目掛けて突とつ進しんした。そこにも一人、銃じゆうを構えていたが、彼女はその男を完全にいない者として行動していた。銃口の正面から突つっ込んでくる少女に、男はさすがに面めん食くらったようだ。彼が反応した時、少女と男の距離は二メートルを切っていた。

　小銃を使うには近すぎる距離。相手は女子中学生、格かく闘とうでも男が後おくれを取る恐おそれは皆かい無むに近い。だが男は結局、小銃による銃じゆう撃げきを選せん択たくした。

　他の五人の決断はもっと早かった。教室後方のドアに位置する男が小銃を構えた時には既すでに、他の五人の指はトリガーに掛かっていた。

　五つの銃声と、遅れて轟とどろいた一つの銃声。

　次の瞬しゆん間かん、上がった悲鳴は六つ。

　くぐもった苦鳴が男たちの口から漏もれる。たとえ相手が魔ま法ほう師しであっても、一人の少女に対するものとしては明らかに過剰な威力オーバーキルの銃撃は、全すべてが少女の作り上げた対物反射障しよう壁へきにはね返されその射手を襲おそった。

　男たちの持つ銃は、対魔法師用のハイパワーアサルトライフル。魔ま法ほう障壁を破る為ために弾だん薬やくの威い力りよくを強めた徹てつ甲こう弾だんを発射する自動小銃だ。その高い威力をそっくりそのままはね返されては、高強度カーボンプレートを縫ぬい込んだ防ぼう弾だん服ふくも役に立たなかった。弾だん着ちやくの威力に吹き飛ばされ、半ば意識を失いながら血を流している男たちと、その様子を少しオロオロした感じで見下ろしている少女。彼女はこれからどうすれば良いか戸と惑まどっていた。

　そこへ、スピーカーから老人の声が届けられた。

「演習を終了します。救護班はアドバーザリー隊の治ち療りように当たってください。桜さくら井いさんはそのままお屋や敷しきに戻もどってください。奥様より直じき々じきのお言葉があります」

　最後の言葉を聞いて、少女の背筋がピンと伸びた。彼女は緊きん張ちように強こわ張ばった声で「分かりました」と答えた。相手に聞こえてないと、知りながら。




　　　　◇　◇　◇




　この村は一見、何の変へん哲てつもない山村だ。村の中に平たい箱のような窓の無い鉄筋コンクリート陸屋根平屋の建物があちこちに点在しているが、これも第三次非核世界大戦当時に数多く作られた防空シェルターの地上部分として日本中に見られる建造物でこのような山奥にあってもおかしくはない。──あくまで、見掛けの上では。

　しかしこの村は、見掛けどおりの山村ではなかった。ここは村全体がまるごと一つの実験場。最も秘密主義で最も悪名高い『死（四）の魔法師工場プラント』、魔法技能師開発第四研究所。その跡あと地ちであり、今でも魔法師の改良と淘とう汰たが行われている十じゆつ師し族ぞく・四よつ葉ばの本拠地だった。

　そしてこの村で最も大きな館やかたが、四葉一族本家の住まい。広大な敷しき地ちの中に建てられた幾いくつもの家屋の中で最も大きな建物が、四葉家当主・四葉真ま夜やの住む母おも屋やだ。

　今、その母おも屋やの一室で、一人の少女が真ま夜やを前にして緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせていた。

　少女の名は桜さくら井い水み波なみ。中学卒業を控ひかえた十五歳の少女で、調整体「桜」シリーズの第二世代。遺い伝でん子し操作により人工的に強力な魔ま法ほう力りよくを付与された調整体の両親から生まれた、強大な力を有する魔法師である。ちなみに彼女の両親は二人とも、もうこの世にいない。両親と死別した水波は四よつ葉ば本家で住み込みのメイドとして働き、将来のガーディアンとして教育されてきた。

　桜シリーズの特とく徴ちようは強固な対物耐熱障しよう壁へきの生成。応用力と多た彩さいさで十じゆう文もん字じ家の「ファランクス」には及およばないが、防壁単体の性能なら水波は十五歳にして既すでに、十文字家のレベルに手が届く程の才能を発揮している。

「水波ちゃん、まずはご苦労様でした。十分合格点をあげられる成績よ」

「未熟なこの身にもったいないお言葉、ありがとうございます」

　フレンドリーに話し掛ける真夜に対して、水波の口調は緊張でガチガチだった。それも無理のないことだ。水波の前に腰を下ろしている女性は単に彼女の主あるじというだけでなく、日本の魔ま法ほう師したちの頂点に君臨する十じゆつ師し族ぞくの内でも特に有力な家「四葉」の当主であり、「極東の魔ま王おう」と畏い怖ふを込めて呼ばれる当代最強の魔法師なのだから。

「あら、謙けん遜そんすることはありませんよ。葉は山やまさんもそう思うでしょう？」

　それまで身じろぎ一つせず無言で真夜の背後に控えていた葉山が、問い掛けに応こたえて重々しく口を開いた。

「窓からの侵しん入にゆうを許したのはマイナスポイントですが、結果的に十人全員を無力化したことですし及きゆう第だい点てんと申し上げてよろしいかと存じます」

　葉山の言葉に水波が目を見張って驚おどろきを示した。辛からすぎる採点だと思ったのではない。屋や敷しきの使用人全すべてを統とう括かつする執事長としておよそ身内を褒ほめることのない葉山が使用人に「及第点」などと言ったのは、水波の知る限り初めてのことだった。それが自分に対して向けられた言葉というのは、彼女にとり二重の驚きだ。

「ところで水波ちゃん」

「はい、奥様」

　だが、驚いてばかりもいられなかった。ただ演習の結果を褒める為ためだけに四葉家当主が自分のような見習いに声を掛けるはずがないということは、改めて考えるまでもなく水波にも理解できていた。

「貴女あなたももうすぐ中学校卒業ですけれど、高校はどうするの？」

「……まだ決めておりません」

「そう、悩んでいるのね」

　悩むも何も、進学は彼女の意思で決められることではなかった。水波は四葉に買われた身だ。彼女が「高校に行きたい」と言ってみたところで、真夜が、あるいは葉山が「その必要は無い」と判断したならそこまでなのだ。「まだ決めていない」というのは「まだ指示を受けていない」というのと同義で、水み波なみ自身は悩んでなどいなかった。

「では水波ちゃん、貴女あなたには東京へ行ってもらいます」

　その命令は三割の納得と七割の意外感を水波に与えた。水波は、自分がいずれ深み雪ゆきの世話係になることを一年前から聞かされていた。だがそれはもっと先のこと、深雪を本家に迎むかえてからのことだと思っていた。深雪の住む東京の家は確かに普ふ通つうより大きな建物だが、所しよ詮せんは一般民家のレベルだ。住み込みのハウスキーパーがつくのは少しばかり不自然だし、それが中学校を卒業したばかりの子供とあってはなおさら不ふ審しんを誘さそうのではないか、と水波は思った。

　彼女の懐いだいた懸け念ねんに対する回答はすぐに彼女の女主人からもたらされた。

「第一高校に進学しなさい」

　第一高校というのは国立魔ま法ほう大学付属第一高校のことですか、という質問は、水波の心の中だけに留められた。「東京に行って第一高校に進学しろ」という命令なのだから他に解かい釈しやくのしようはない。

　願書はオンライン化されているから提出日を気にする必要は無いとして、問題は第一高校が最難関校の一つであるということだ。まともに受験勉強をしていない自分に合格できるのだろうか、と水波はかなり不安になった。

「試験の方は心配しなくて良いのですよ」

　それはもしかして、裏口から手を回してもらえるのだろうか、と水波は正直、期待した。

「試験日まであと三週間、必要な知識は直接脳に書き込んであげるから」

　しかしそれは甘すぎる考えだった。この村には確かに、洗脳装置のノウハウを利用して必要な知識を本人の意思に依よらず記き憶おくさせる装置がある。だがその装置は神経を酷ひどく消しよう耗もうするのだ。受験が終わったら一週間ほど寝込む羽は目めになってしまうおそれがある。

「頑がん張ばりなさい。試験が終わったらしばらくお休みをあげますから。メイドの仕事も明日から免めん除じよしてあげます」

　水波の不安を読み取ったように、真ま夜やが優しく、無む慈じ悲ひに「逃げ道は無い」と宣告した。

「水波ちゃん」

「はい、奥様」

　それまで楽しんでいるような雰ふん囲い気きのあった真夜の顔が、急に真ま面じ目めなものになった。水波も主人に合わせて顔を引き締しめる。

「深雪さんの元へお行きなさい。春から深雪さんが貴女の主あるじです」

「かしこまりました」

　それは予告されていた、彼女本来の使命。緊きん張ちようの中にも確かな決意を込めて、水波は真夜の命令を受じゆ諾だくした。







　［１］




　西暦二〇九六年四月五日、木曜日。国立魔ま法ほう大学付属第一高校の新年度始業式前日、入学式の三日前。

　司し波ば兄弟の自宅では、達たつ也やが全身を映す大きな鏡の前で困こん惑わくの表情を浮かべていた。

　彼の隣となりには花のような笑みを浮かべた妹の深み雪ゆき。いや、その艶あでやかな笑顔を前にすれば、桜の花も恥じらいの余り蕾つぼみに戻もどってしまうかもしれない。そんな「魔ま力りよく」を感じさせるほどの満面の笑えみだ。深雪が華はなやか過ぎて彼女の隣にたたずむ新しい同居人、兄妹の叔お母ばである四よつ葉ば真ま夜やの元から家政婦兼けん護衛見習い兼下宿人として送り込まれ、三日後には第一高校の後こう輩はいになる桜さくら井い水み波なみの影かげがすっかり薄れてしまっていた。

　深雪は満面の笑みの中で期待に瞳ひとみを輝かがやかせて、姿見の前に立つ兄を見ている。鏡のすぐ横のハンガーには、昨晩達也に郵送されてきた新しい制服の上着が掛かっていた。

「お兄様、早く新しい制服をお召めしになった姿をわたしに見せてください。それとも、深雪をじらしていらっしゃるのですか……？」

　放ほうっておくと深雪は今にも身み悶もだえを始めそうだ。妹の精神的な健康の為ためには、自分の抱かかえるもやもやをいったん棚たな上あげする必要がありそうだと達也は思った。制服のスラックスに正装用のベストは着用済み。あとは上着を羽織るだけだ。達也は観念してブレザーの襟えりをつかんだ。

　袖そでを通す手助けの為に水波が達也の前へ移動しようとするのを、同時に動いた深雪が遮さえぎった。水波は特に気分を害した様子も無く、元居た場所へ引き下がる。

　妹の伸ばした手に上着を預けて達也はその場でターンした。達也が袖を通した丈たけの長いブレザーを、深雪が兄の背中から肩へ引き上げて、シルエットを整える。

　姿見へ向き直った達也の隣で、その姿を見み詰つめながら深雪がうっとりとした顔で頰ほおに手を当て、熱っぽいため息をついた。

　フォルムやカラーは従来の第一高校男子制服と同じ。ただ細かい部分で、今までと違う箇か所しよが三つある。

　達也の新しい制服の上着。その左胸と肩口は、八枚歯のギアを図案化したエンブレムで飾かざられていた。一科生の制服を飾る八枚花弁のエンブレムと同じ大きさで良く似た意い匠しようの、新しいエンブレムが左胸のポケットと両袖の付け根に刺し繡しゆうされている。

「お兄様、良くお似合いです……」

　達也本人にとってはまだ戸と惑まどいの方が多い新制服だが、深雪にとっては去年一年、胸ポケットが無地のままのブレザーを羽織る兄の制服姿を見るたびに溜ため込んできた鬱うつ憤ぷんを一気に晴らすデザインだった。

　この歯車のエンブレムは、今年度から新設された魔法工学科のシンボルだ。去年一年で対内的にも対外的にも無視することなどできない派手な実績を積み上げてきた達也をこれ以上「補欠」扱あつかいしておくことは、学校の体面にとって不利益だと判断されたのだ。その結果新設されたのが魔ま法ほう工学科、通称魔ま工こう科か。

　もちろん、達たつ也や一人の為ために学校の制度を変えることはできない。実際の経けい緯いがどうであれ、新しく設立される課程に所属生徒が一人だけということはあり得ない。

　その為、第一高校のカリキュラムに抜ばつ本ぽん的てきな変へん更こうが加えられた。

　新入生が一科生百人、二科生百人の定員で入学してくることに変わりは無い。

　変わったのは二年生に進級する際の手続きだ。新二年生には、一般魔法科と魔法工学科のコース選せん択たくが可能になった。一般魔法科を選択した生徒は従来どおり一科生四クラスと二科生三クラスに分かれて受講する。一方、魔法工学科を志望し三月の試験にパスした生徒は、新たに設けられた魔工科一クラスで魔法工学技術系に重点を置いたカリキュラムを与えられることになった。

　試験的な新学科設立という名目で、第一高校は大学から新たな教師の派は遣けんも受けている。最初は一クラスのみだが、良好な成果が認められれば将来は入学時点から一般魔法科、魔法工学科に分けて新入生を募ぼ集しゆうすることも計画されていた。

　また魔工科クラス設立の副次的な効果として、魔工科に移動した一科生の人数分、二科から一科への転科が認められることになった。こちらは二科生の実技成績上位者から順に選ばれることになっていて、達也の友人の中では幹みき比ひ古こが今年度から一科へ移ることになっている。

　しかし、表面をどう取り繕つくろおうと、魔法工学科が達也の為に設立された学科であることは、事情を知る者にとっては明らかだ。

　深み雪ゆきが兄の「晴れ姿」に浮かれているのも、無理のないことだった。




　兄に様々なポーズをとらせて満足したのか、深雪はようやく達也に着替えることを許可した。着せ替え人形扱いされたような気がしないでもなかったが、深雪もやはり女の子だな、と思うことで達也は自分を納得させた。（ちなみに新入生である水み波なみのファッションショーは三日前に済ませてある）

「お兄様、水波ちゃん、お茶にしましょう」

　上じよう機き嫌げんなまま深雪は同居人に声を掛けて、今にもスキップを始めそうな足取りでキッチンへ消えていった。その後ろ姿を見て水波が哀かなしそうに目を伏ふせるのも、既すでにお馴な染じみの光景だ。若い──むしろ幼いと言った方が適切かもしれない──ながらもプロ意識をしっかり叩たたき込まれているのか、達也の見るところ水波は家政婦の仕事に誇ほこりを持って臨んでいる節がある（これも結構失礼な感想だが）。その水波にとって、お茶の支し度たくを取られるのは自分の存在意義に関わる事態なのだろう。もっとも「達也のお世話をする」ことの重要性は深雪も譲ゆずるところがなかったようで、水波がこの家に来た最初の五日間は、表面上にこやかにしながら結構熾し烈れつな駆かけ引きが展開された。達也がもう少し内臓の弱い体質だったら、胃に異常を訴うつたえていたかもしれない。幸い（？）彼の肉体は神経と内臓込みで鋼鉄の如ごとし、だったのだが。

　お互いのアイデンティティを懸かけた静かな闘とう争そうの末、深み雪ゆきと水み波なみの間には曖あい昧まいな妥だ協きようが成立した。

　一つ、掃そう除じと洗せん濯たくは水波に任せる。

　一つ、食事とお茶の後片付けは水波に任せる。

　一つ、達たつ也やがいる時の食事の支し度たくは深雪が行う。達也がいない時は水波が作る。

　一つ、達也がいる時のお茶の支度は深雪が行う。達也がいない時は水波が準備する。

　一つ、達也の身支度は深雪が手伝う。深雪の身支度は水波が手伝う。

　曖あい昧まいな、と言ったのは、深雪も水波もいまだに隙すきあらば相手を出し抜ぬこうとするからなのだが、達也の見る限り、今のところ二人の関係は平和で良好だった。

　達也と水波の関係も、表面的に見れば良好だ。──まあ、もうすぐ十七歳の少年と現在十五歳の少女がわずか二週間ですっかり打ち解けたとすれば、そちらの方が問題かもしれない、と達也は他ひ人と事ごとのように思った。

　もっとも、達也の方に水波に対する隔かく意いというか、距離を置きたいという気持ちがあるのも確かだった。少し垂れ目気味なところも、こげ茶色のウェービーヘアも、細く濃い眉まゆも、笑うと両側にできるえくぼも──水波は、穂ほ波なみに似すぎていた。

　桜井穂波。亡き母の守護役ガーデイアンだった女性。四年前に沖縄で達也をかばって、逝いった人。

　水波の母親は穂波と同じ「母親」から採取された未受精卵子に、同じ遺い伝でん子し操作を施ほどこし、同じ「父親」から採取された精子を受精させて「作られた」魔ま法ほう因子強化型遺伝子調整人間──調整体。「双ふた子ご」ではないが極めてそれに近い「姉妹」だ。遺伝的な姪めいに当たる水波の目鼻立ちが穂波に似ているのは当然とも言える。

　もちろん、その程度の理り屈くつは達也にも分かっている。しかし、そんな理解は何の解決にも慰なぐさめにもならない。達也に隔意（めいたもの）を生じさせているのは、彼女の容姿そのものではなく、彼女の容姿が引き金となって呼び起こされる故人の記き憶おくなのだから。

　桜井穂波は達也たち兄妹にとって、家族のような人だった。気が置けない、姉のような女性だった。彼女のことを思い出す時、深雪は哀かなしみ悼いたむ気持ちと共に懐なつかしさでいっぱいになる。だが、達也の意識はそれ以上に苦い後こう悔かいで満たされる。親身になってくれた思い出さえも、達也にとっては後悔を増幅する苦にが瓜うりのようなものだった。食べられないことはないが、思わず顔を顰しかめそうになる、というところがまさに苦瓜だ。

　──力が足りなかった──

　穂波にまつわる達也の後悔は、この一言に集約される。

　穂波の死因は衰すい弱じやく死しだが、達也が沖縄に侵しん攻こうしてきた大だい亜あ連合艦かん隊たいを迎げい撃げきしようとしなかったならば、少なくともあの時に死ぬことはなかった。達也を守る為の無理な大規模魔法連続行使が穂波の命を磨すり減らし燃え尽つきさせてしまったのは確かな事実だ。

　しかし達たつ也やは、あの時の決断それ自体を後こう悔かいしてはいない。迎げい撃げきを選せん択たくしたことが間違っていたとは思っていない。あの時の行動は深く考えてのものではなく、激情に駆かり立てられた結果だったが、あの場面で彼が大だい亜あ連合の艦かん船せんを殲せん滅めつしなかったならば、事態は更さらに悪化していた可能性が高い。それは達也一人の考えではなく、防衛大の研究室で行われた戦術シミュレーションでも同じ結果が出ている。

　後悔は、穂ほ波なみの力を必要としたという点にあった。

　現い在まの達也ならば、マテリアル・バーストの発動準備に手間取ったりはしない。「分解」を設置型領域魔ま法ほうとして放つことを覚えた今ならば、敵戦艦の艦かん砲ぽう射しや撃げきを撃うち落すのに穂波の力を借りる必要は無い。

　あの時の自分には、それだけの力が無かった。

　水み波なみの容姿は折に触ふれて、達也に無力だった自分を思い出させる。

「お兄様？」

「ああ、今行く」

　達也が物思いに囚とらわれていたのは三秒にも満たない時間だ。深み雪ゆきが声を掛けてきたのは時間の経過に促うながされたのではなく、達也に生じた微び妙みような雰ふん囲い気きの変化に触しよく発はつされたものだった。

　深雪の呼び掛けに応こたえて、達也が移動を開始する。

　その後ろに、達也が動き出すのを待っていた水波が続いた。




　実質的に兄妹の二人暮らしだった家は、一人同居人が増えるだけで色々と買い足したり買い換えたりする必要のあるものが出てくる。ダイニングテーブルもその内の一つだ。従来のものよりワンサイズ大きなテーブルは、天板が耐熱高強度ガラスになっているデザイン性重視の物だった。とはいえ合板よりも余程頑がん丈じようにできていて、両手持ちの大型ハンマーでも使わない限り割れるということは無い。湿しつ気けに強く染しみや汚れがつきにくい点を考えれば実用性も高いと言える。──その分、値段はお高めだが。そのダイニングテーブルの前に達也が腰を下ろすと、彼の正面に深雪、深雪の隣となりに水波が腰掛けた。

　深雪は何な故ぜかエプロンをつけたままだ。デフォルトでエプロンをつけている水波と二人、エプロン姿の少女が向かいの席に並んで座っているシチュエーションというのも、考えてみれば奇き妙みようなものだ、と達也は思った。

　もっとも、同じエプロン姿と言っても、二人のファッションは随ずい分ぶん趣おもむきが違う。

　水波はシンプルな長なが袖そでロング丈たけハイネックのワンピース。エプロンも厚手の生き地じで身体からだの前面をほぼ覆おおい隠かくす実用性最優先のデザインだ。十九世紀ヨーロッパ風の「いかにも」なメイドスタイルではないが、それを意識しているのは明らかだった。

　それに対して深雪は、まだ春先だというのに大だい胆たんなオフショルダーのミニワンピース。エプロンも細い組み紐ひもで吊つるすタイプの物で──彼女はいったい何種類エプロンを持っているのだろうか──胸元が鎖さ骨こつのラインまで露ろ出しゆつしている。膝ひざ上うえ十センチ以上のスカートの下は、当然のように素足だ。透とう明めい度どの高いガラスの天板越しにキチンと膝を揃そろえた両脚が太ももの結構上の方まで見えている。

　もしかしてこの妹は、自分を誘ゆう惑わくして──からかっているのだろうか。

　いや、気にしたら負けだ。

　いったんそう心を定めると、本当に気にならなくなるのはありがたい。この点は母と叔お母ばに感謝してもいい、と達たつ也やは思った。──多分、深み雪ゆきは逆の意見だっただろう。

　しかしお互いそんなことはおくびにも漏もらさず、兄妹はそれぞれ、コーヒーのカップとお茶菓か子しのクッキーに手を伸ばした。

「──いよいよ明々後日しあさつてが入学式ね。水み波なみちゃん、楽しみでしょう？」

　二人だけで暮らしていた時には無かったことだが、こうして達也に思おも惑わくを外されると、深雪は水波に話を振ってしらばくれる傾けい向こうが生じていた。

「はい、深雪姉さま。楽しみです」

　一方、水波の方はそんな深雪の思惑に気づいていないのか、あるいは気づいていても立場上どうすることもできないのか、素直なものだ。

「俺おれも深雪も当日は少し早めに登校しなければならないんだが、水波、構わないか？」

「大だい丈じよう夫ぶです、達也兄さま。私もご一いつ緒しよさせていただきます」

　ちなみに、「深雪姉さま」「達也兄さま」という呼び方は達也が発案し深雪が命じたものだ。

　現代の公共交通機関・キャビネットはその性質上、赤の他人が同乗者となることは無い。途と中ちゆうで乗り合わせることもできない。同じキャビネットに乗車している者同士であるなら、同じ家に住んでいるか、ごく近所に住んでいるか、少なくとも乗車駅で待ち合わせる必要がある。

　一方、護衛兼けん務むという役割上、水波には深雪と別車両で登校するという選せん択たく肢しは無い。しかし赤の他人が毎朝同じ車両で登校するのは不自然であり無用に疑いの目を招いてしまう。

　そこで考え出された口実が、「水波は兄妹の母方の従妹いとこ」だった。それ自体は四よつ葉ば本家の指示でもあったし、兄妹の戸こ籍せきは元々噓うそで真っ赤に染まっている。今いま更さら血のつながらない従妹ができたくらいで思うところは無い。

　問題は、「深雪さま」「達也さま」という水波の言こと葉ば遣づかいにあった。

　今時、一つ年上の先せん輩ぱいに対して「～さま」という言い方をする女子高校生は、一部の例外を除いて、いない。その例外は上流階級の子女か、上流階級の家に奉ほう公こうしている使用人か、何らかの形で上流階級の家庭に属している女の子だ。魔ま法ほう師しでいえば十じゆつ師し族ぞくかそれに準ずる家いえ柄がらで使われる言葉遣い。「～兄さま」「～姉さま」という言葉遣いも大おお仰ぎようだが、「～さま」よりはまだ一般的だ。

　本当は深雪も達也も「深雪さん」「達也さん」と呼ばせたかったのだが、水波にきっぱり拒きよ否ひされた。「姉さま」「兄さま」にも水波は難色を示したが、身元を隠かくす必要性は彼女も理解していて、最終的に「深み雪ゆき姉さま」「達たつ也や兄さま」で妥だ協きようが成立したのであった。

　二人きりで暮らしていた兄妹は、思いがけず新たに迎むかえた同居人と、今のところ上う手まくやっていた。




　ティータイムの話題は、自然と三日後の入学式に移っていた。

「今年の総代は男か……四年ぶりかな？」

「五年ぶりですよ、お兄様。七さえ草ぐさ先せん輩ぱいの前の会長も女の方でしたから」

　兄弟の間で話題になっているのは今年の新入生総代、即すなわち今年の主席入学生のこと。二人が言っているように、第一高校で男子生徒が総代を務めるのは久しぶりだった。

「七草先輩の妹さんたちが入学してくるのだし、今年も女子だと思っていたんだがな」

「そうですね……それに入試で本気が出せていれば、総代は水み波なみちゃんだったでしょうけど」

「いえ、滅めつ相そうもないです……」

　軽くからかい混じりの深雪の言葉に、水波は硬かたい表情で小さく首を振った。彼女が目立ちすぎないよう本家の命令で魔ま法ほう力りよくをセーブしていたのは事実だし、もし本気で試験を受けていたなら主席の可能性は十分にあったと達也も思っていたが、どうやら水波はこういう話を軽く流せる質たちではないようだ。

　気まずい空気が漂ただよい始める前に、達也は話題を戻もどすことにした。

「名前は七しつ宝ぽう琢たく磨ま、だったかな。七宝というのは、あの『七宝』なんだろう？」

　深雪も別に、水波を困らせたかったわけではない。彼女は兄の意図にすぐ従った。

「はい、十八家『七宝』の長男ですね」

　達也が頭に思い浮かべた有力魔ま法ほう師しの家系図から、深雪が記き憶おくの中の生徒会の調査ファイルから引き出した情報は、一致した結論を示した。

「七草と七宝が同級生になるとはな。すごい偶ぐう然ぜんと言おうか根の深い因いん縁ねんと言おうか……厄やつ介かいごとを起こさなければいいが」

　悪い予感でも覚えたのか、達也は軽く、眉まゆを顰ひそめた。

「少しは騒ぎを起こしてくれた方が、カモフラージュになっていいと思いますが？」

「それは確かにそうだけどね」

　深雪が言っているのは、七宝の長男が七草の双ふた子ごと諍いさかいを起こせば学校の注目はそちらに集まって、兄妹と水波の関係を詮せん索さくする人間はいなくなるか、少なくとも減るだろう、ということだ。

　理り屈くつの上では正しい指し摘てきだが、その騒ぎを誰だれが収めるのか、を考え出すと頭が痛くなってくる達也だった。




「ところで、今晩のホームパーティーだが」

　カップもソーサーも空になって、そろそろテーブルを片付けようか、と立ち上がりかけた水み波なみを手振りで制して、達たつ也やがいきなり話題を変えた。

「やはり、水波も出席すべきだと思う」

　達也と深み雪ゆきは今晩、北きた山やま家（つまり、雫しずくの家）のホームパーティーに招かれている。水波は留守番、ではなく、北山邸までついてきて使用人用の控ひかえ室で待っていることになっていたが、その予定を変へん更こうすべきだ、と達也は言っているのだった。

「ご命令でしたらそのように致いたします」

　水波の返事は、使用人としては穏おん当とうなものだった。ただ、殊こと更さらに乏とぼしい表情が「本当は気乗りしない」と語っている。水波の感情表現が控えめな少女だが決して無表情ではない為ため、故意に大おお袈げ裟さな表情を作って見せたりする真ま由ゆ美みやエリカのような少女よりむしろ感情が読み取りやすかった。──もちろんそれは、達也の観察力があってのことだが。

　無理強いは達也の趣しゆ味みではない。嫌いやがることを命じて悦えつに入いるような性せい癖へきは皆かい無むだ。「命令だから従う」という回答は彼にとって本来不本意なものであり、こういう言い方をされると逆に「やっぱりいいよ」と言いたくなるのだが、先の発言は思いつきで口にしたものではない。

「そうか。ご苦労だが付き合ってくれ」

　母方の従妹いとこ、という噓うそを補強する為の演出に必要だと考えた上でのことだから、多少気に入らない答えを返されたからといって引っ込めるわけには行かないのだった。

「では早速ドレスを選びましょう。わたしが水波ちゃんを手伝います。余り時間もありませんので」

　深雪が手を打ち合わせるような仕草で雰ふん囲い気きを明るく変えるようにそう言ったのも、表には出てこない兄の心情を慮おもんばかってのことかもしれない。

　決して、水波の激しく動どう揺ようした顔を見たかったわけではない、はずだった。







　［２］




　いくら名目が「ホームパーティー」とはいえ、経済界の大立て者・北きた方がた潮うしお──「北方潮」というのは雫しずくの父親が使うビジネスネームである──が催もよおすパーティーだ。会場はかなりの盛せい況きようだった。

　もっとも、混み合っているという印象はない。確かに集まっている人数も多いのだが、

「さすがに広いな……」

　と、達たつ也やが素直に嘆たん息そくする程度には、会場となった北きた山やま邸は大きかったのである。

　ただ、彼の感想は同行者の共感を得られるものではなかった。深み雪ゆきは兄の言葉に愛想笑いを浮かべて相あい槌づちを打つのみ。その隣となりで水み波なみは、今にも小首を傾かしげそうな表情を浮かべている。このあたり、軍や研究所で「庶民」と交わる機会の多い達也と、四よつ葉ばの跡あと取とり（候補）として育てられた深雪と、使用人とはいえ幼少の頃ころから四葉本家で育った水波と──達也と妹たちの間には育ちに培つちかわれた感覚の差があるようだ。

　今日のパーティーの名目は、ＵアＳメＮリＡカへの短期留学を終えた雫の帰国祝い兼けん進級祝い。帰国してから二週間、何な故ぜこんなに日数が空あいたかというと、各方面へのあいさつ回りに忙ぼう殺さつされていたからである。

　雫は国立魔ま法ほう大学付属第一高校の優等生、優秀な魔ま法ほう師しの雛ひな鳥どりという顔とは別に、大実業家のご令れい嬢じよう、という顔も持っている。世間的にはむしろ、社長令嬢としての立場を優先しなければならない。将来の魔法師としての立場は（極論すれば）彼女一人のものだが、社長令嬢としての立場には家族と従業員と株主と取引先に対する責任が付ふ随ずいしているのだから。

　そういう事情で、身内の（？）パーティーは新学期前日に押しやられたのだった。

　北山家の家族構成は父母、祖母、雫、弟の五人。しかし、雫の父親には弟および姉妹が五人もいて（富ふ豪ごうと呼ばれるレベルの富裕層では、この程度の大家族はそれほど珍しくない）、しかも雫の父親が晩婚だった所せ為いで従い兄と弟こはほとんどが雫より年上、半数以上が既き婚こん者しやで各々家族同どう伴はん、未婚者もフィアンセや近日中に婚約予定のお相手を連れて来たりしていて、内輪のパーティーでありながらこのような大人数に膨ふくれ上がったというわけだ。……という話を、達也は雫の母親から聞いている最中だった。

「潮うしおくんのお家うちは前世紀から続く実業家の家系だから。蔑ないがしろにできないしがらみも多いのよ」

　夫人の話に対して控ひかえめな相あい槌づちを打ちながら、達也は心の中で、何度目かのため息をついた。どういう意図か何が気に入られたのか、達也は雫にあいさつするのもそこそこに、北山夫人、かつて振しん動どう系魔法で名を馳はせたＡランク魔法師・北山紅べに音お、旧姓鳴なる瀬せ紅音に捕ほ獲かくされて、ずっと話し相手を務めさせられていた。ちなみに、深雪と水波は雫とほのかの許もとへ逃がしてある。

「だからといって内輪のパーティーに赤の他人を連れ込む厚かましさには好意的になれないのだけど。ビジネスが絡からまなければ、潮うしおくんも身内に甘いからねぇ」

　それにしても、と達たつ也やは思う。──雫しずくの母親は、結構な毒舌家であるらしい。

　もちろん、普ふ段だんからところかまわず毒舌を吐いていては、いくら社長夫人といえど実社会ではやっていけないだろうから（虚きよ業ぎようの世界なら話は別だ）時と場所と相手を選んでいるのだろうが、その相手に何な故ぜ、事実上初対面の自分が選ばれたのか、いくら首を捻ひねっても頭を振っても達也には理解できなかった。

　達也が紅べに音おと顔を合わせるのはこれが初めてではない。雫がアメリカで手に入れた様々な情報を伝える為ためにと、深み雪ゆき共々招待された日にあいさつだけは済ませている。しかし本当にあいさつだけだ。このような本音トークの相手に選ばれる覚えは断じて無かった。

（しかし、「潮うしおくん」ねぇ……良いのか、この人たちの社会的地位でその呼び方は？）

　いい加減、紅音の愚ぐ痴ちに辟へき易えきしていた達也は、現実逃避気味に心の中でそんなツッコミを入れていた。

　達也は雫の父親の年齢も母親の年齢も知っている。雫の父親は言うまでもなく、母親の方も現役時代は結構な有名人だったのでパーソナルデータの収集に苦労は無い（と言っても、個人情報が厳重にガードされている現代では、普ふ通つうの人間には無理な真ま似ねだが）。夫を「くん」付けで呼んでいるが、北きた山やま夫人は姉さん女によう房ぼうというわけではない。若作りな潮と年相応の落ち着いた外見の紅音は、見た目だけならそれほど年が離れていないように見えるが、実際には潮の方が紅音より九歳も年上だったはずだ。

（愛されている、のだろうな）

　友人の両親に対し「甘やかしている」とか「甘やかされている」とか言葉にするのは、思考の中だけであっても憚はばかられた。




　一通り不満を吐き出して満足したのか、紅音の眼まな差ざしから険が取れた。もっともその代わり、値ね踏ぶみするような視線が向けられることになった。親しん戚せきが連れてきた「赤の他人」の客に対して、ではなく、達也に対して。

　平気な顔をしているが、居心地の悪さを覚える点については達也も余人と変わるところがない。早々に深雪たちと合流したいところだったが、紅音にそれを許容するつもりはないようだ。

「ところで」

　達也が「それでは」と切り出すより早く、紅音に口火を切られてしまう。同級生の母親に対する遠えん慮りよがあったとはいえ、達也にしてみれば痛つう恨こんの失態だった。──と言うほど深刻な話ではないのだが、そのくらい居心地が悪かったのだ。

　もっとも紅音にとってはこれからが本番だったから、達也が逃げ出そうとしても何やかやの理由をつけて引き留められていただろう。

「ほのかちゃんの片思いの君というのは貴方あなたなのかしら？」

　不意打ちではあったが、達たつ也やはすぐに背景を理解した。後知恵でしかないが、予測していて然しかるべき口撃だった。

「名称はともかく、そのような者ではあります」

　ただ「片思いの君」というのは、「そうです」と頷うなずくには少なからず抵てい抗こうのある名称だった。つまらない拘こだわりかもしれないが、達也にとっては譲ゆずれない自己主張である。

「慌あわてないのね。頼もしいわ」

　だがそういうズレたところも、紅べに音おにとっては加点ポイントだったらしい。あるいは、誤ご魔ま化かそうとしなかったところが高得点だったのだろうか。達也に向けられる紅音の笑顔が、形式的・儀ぎ礼れい的なものから急に友好的なものとなった。

「でも何でオーケーしなかったの？」

　友好的と言っても、愛あい玩がん的な意味合いなのかもしれないが。

「貴方あなたの妹さんほどじゃないけど、ほのかちゃん、可愛かわいいじゃない？」

　ハムスターホイールの中を懸けん命めいに疾しつ走そうする小動物を眺ながめて楽しむ嗜し好こうに近いだろうか。初手を上う手まく凌しのいだ達也が、空回りし始めるのを期待しているような目つきだった。

「可愛いと思いますよ。容姿だけでなく、性格も」

　達也の投げやりな態度は大部分、見せ掛けのものだ。彼はその何ど処こを見ているのか分かりにくい目つきの陰かげで、紅音がいったい何を目論もくろんでこんなことを訊きいてくるのか、わずかな表情の変化も見落とすまいと注意深く観察していた。

「あらあら……でもそれだと、ますます分からないわ。顔も身体からだも性格も花丸なのに、告白を断っちゃうなんて」

　達也には、ほのかの身体がどうとか言った覚えはなかった。だがこれは、言葉の綾あやというやつだろう。何と言ってスルーしようか、と達也は考えたのだが、その必要は無かった。

　それより先に、紅音が爆ばく弾だんを投下した。

「それに、ほのかちゃんは役に立つわよ。忠実に仕えてくれるわ」

　それはまさしく、爆弾発言と呼ぶべきものだった。娘の同級生をからかうにしては不適当に重すぎる一言だった。魔ま法ほう師しが魔法師に向ける言葉としては、不ふ穏おん当とうで不ふ謹きん慎しんなものだった。

　普通の魔法科高校生には紅音が何を言っているのか分からなかっただろう。

　もし彼女のセリフの意味を理解できて、十六、七歳の少年として当たり前の感性を持っていたなら、不快感を隠かくし切れなかっただろう。

　だが達也は、紅音の顔を無表情に見返しただけだった。

　紅音が笑顔を崩くずさなかったのは、さすがに大実業家の奥おく方がたと言うべきだろうか。

「……なるほど、知っていてそんな顔ができるのね、君は」

　ただ、多少声が固くなるのは避さけられなかったようだ。

「知らないふりをするつもりはありません」

　達也の声も、決して友好的とは言えない。どんな意図があったにせよ、今の紅音の発言は口にすべきでない類たぐいのものだ。親しい友人の母親とはいえ、愛想よく対応する必要を達たつ也やは認めなかった。

「そう……エレメンツの力も利用価値も分かっていて、受け容いれず突き放さずの態度をとっているのね」

　ほのかの血筋──エレメンツ。ほのかは四系統八種の現代魔ま法ほうが確立する前に、伝統的な魔法を再現しようと開発されたプロトタイプ魔法師の末まつ裔えい。その血は高い権力を有する者にとって大きな利用価値を持つ。それを達也は知っていた。紅べに音おは、それを指摘している。

　紅音の顔から愛想笑いが消えた。固かった声が、硬かたく冷たい声に変化した。

「もしかして、計算尽づくなのかしら？」

　何を、とも、何が、とも紅音は言わなかったが、相手の謂いわんとしているところを達也は正確に把は握あくしていたし、そこに非難と誹ひ謗ぼうがこめられているのも理解していた。

「ほのかを利用しているつもりはありませんが」

　だからといって、達也は畏おそれ入ったりしなかったし、自分へ向けられた中傷に対しむきになって反論したりもしなかった。

「でも、吸血鬼退治にはつき合わせているでしょう」

　紅音はもしかしたら、とぼけられた、と感じたのかもしれない。彼女の声には、苛いら立だちが混ざり始めていた。

「仲間外はずれにする理由もありませんから」

　紅音の変化を達也はキチンと認識していた。好意を見逃すことはあっても、敵意を見落とすことは無い。彼はそういう風に作り上げられた人間だ。そして、どんなに強い敵意や悪意に曝さらされても動じないように訓練されている。

　いくら揺さぶっても逆上する気配の無い達也に、紅音は話の方向性を変えた。

「……ほのかちゃんは雫しずくにとって姉妹みたいな子よ。私たち夫婦はあの子のことを、娘同然に思っているわ。それに、雫も君の事を気に入っている。雫の君に対する信しん頼らいは、単なる友人に対するものの域を超えている」

　だから何が言いたいのだ、という目で達也が紅音の顔を見返す。

　達也の中から、「雫の母親だから」という遠えん慮りよは既すでに消え失せていた。

「だから、君の事を調べさせてもらったわ。司し波ば達也君」

　挑ちよう発はつ的てきな眼まな差ざしを、紅音が達也に向けた。

「愉ゆ快かいなことではありませんが、理解できます」

　達也はそれを鷹おう揚ような光をたたえた眼まなこで受け止めた。

「君、何者なの？　北きた山やまの……『企業連合』の情報網もうを使ってもパーソナルデータＰＤが出て来ないなんて」

「何かの間違いだと思いますが。そもそもＰＤが無ければ高校にも入学できません」

　達たつ也やの回答は道理だった。だが、紅べに音おには屁へ理り屈くつにしか思えなかった。

「大人をなめない方がいいわよ。確かに君のＰＤは、最低限必要なものが揃そろってる。適度に余分な情報と適度にネガティブな評価が混ざっていて、キレイ過ぎるということもない。あの子から君の事を聞いていなかったら、私も特に疑問は覚えなかったでしょうね」

「何か不ふ審しんな点があるのですか？」

　反問する達也の口調は、機械のように無機質だった。彼の態度は、紅音が確実な情報に基づく根こん拠きよを持っていないと見み透すかしているようにも見えた。

「いいえ、何も。だからおかしいのよ」

　思いつめた目で自分を睨にらみつける雫しずくの母親を、達也は無言で見返していた。何とも言いようが無い、というのが彼の偽いつわらざる内心だった。せいぜい「娘と違って熱い気性なんだな」と逃避気味に考えるくらいだ。

「あの子から話を聞いた限りでも、君は異い才さい、いえ、鬼き才さいと呼ぶべき才能と能力を持っている。こうして差し向かいで話をしてみて『普ふ通つうじゃない』という印象は強くなっていく一方よ。君のＰＤが、あんなに『普通』であるはずがないわ」

　紅音の言い分は、事実であっても、憶おく測そくでしかない。憶測を唯い々い諾だく々だくと受け容いれる必要を、達也は認めなかった。

「ＰＤはあくまでデータです。本人そのものではありません」

　パーソナルデータは、他人に自分を識別させる仮面ペルソナだ。その仮面が素顔と似ても似つかないものであったとしても「似ても似つかない」という事実が暴かれない限り、仮面は自分の顔であり続ける。

「……印象が違うのは当然だ、って言いたいわけ？」

「自分が何者なのか。氏名や経歴を訊きかれているのでしたら、ＰＤに登録されているとおりです。印象について訊かれているのでしたら、見てのとおりです。それ以上に、自分で語ることのできるものはありません」

　これはある意味で、達也の本音だった。──自分は何者なのか。現存する最大威い力りよくの核兵器を上回る大規模破壊の力をふるい、おそらくは世界を滅ほろぼすことも可能な自分はいったい、「何」なのか。それはしばしば、彼の意識に浮かび上がる自答不能な自問だった。

　しかし紅音は、そうは受け取らなかった。

「とぼけるつもり……!?」

　声量こそ抑おさえているが、彼女の口調は大分荒あらっぽいものになっていた。

　上流階級の人間は、一部の例外を除き、自分と同格以上の相手が見せる感情の動きを鋭えい敏びんに感じ取る傾向にある。パーティーの主催者夫人ホステスが客ゲストと言い争っている姿は、参会者の注目を引き始めていた。

「紅べに音お、少し落ち着きなさい」

　身内のパーティとはいえ集まっているのは完全な身内ばかりではない。このような姿を見られることが好ましいはずは無かった。北きた山やま潮うしおが慌あわてて仲裁に入ったのも当然の流れだ。

　紅べに音おは自分がエキサイトしていることに気づいていなかったようで、夫にたしなめられてハッとした顔で口をつぐんだ。

「司し波ば君、妻が失礼したね」

「いえ、自分の方こそ、色々と生意気なことを申し上げました。何分未熟な若じやく輩はい者ものの申すこと故ゆえ、ご容よう赦しやいただければ幸いです」

　潮に頭を下げられて、達たつ也やも丁てい寧ねいに謝罪を返した。言ってることは随ずい分ぶん人を食ったセリフだったが。

　幸いにして達也の他ひ人と事ごとのような言い分を、潮は気に留めなかった。新たな緊きん張ちようを呼ぶことなく、汐しおが引くように、達也と紅音へ向けられていた視線が逸それていく。

「よろしければ、いったん御ご前ぜんを失礼させていただきたいのですが」

　いいきっかけだ、と思ったのだろう。達也が紅音ではなく潮へ向けてそう言うと、

「ああ、そうだね。娘も君と話したいだろうし」

　潮も、紅音はクールダウンの時間が必要だ、と考えたのだろう。達也が一礼して雫しずくたちのいる方へ足を向けると、潮も紅音の背中を押して壁かべ際ぎわの椅い子すへ移動を開始した。




「達也さん、ゴメンなさい」

　大声を張り上げなくても声が届く距離になると、達也が口を開くより先に雫がペコリと頭を下げた。

　顔を上げた雫は、乏とぼしい表情の中に身の置き所が無い羞しゆう恥ちをのぞかせている。自分のパーティーに招いた同級生に、自分の母親が因いん縁ねんをつけた（と雫には見えた）のだから、雫でなくてもこれはかなり恥ずかしいに違いない。

「いや、お母さんの気持ちも分かる。娘に得体の知れない男が近づいているとあれば、心配になるのは当然だろう。俺おれは気にしてないから、雫も気にするな」

「……うん、ゴメンなさい」

　雫があれこれ反論しなかったのは、切り替えが早いのではなく（もちろんそれも皆かい無むではないが）寡か黙もくな性質が本人の意思に反して作用したからだった。もっと色々と謝罪したいのに、ほんの一言しか返せない。その思いが羞恥心と相乗して、気まずげな表情を作り出していた。

　達也は、自分の右手が雫の頭を撫なでようとしているのに、危ういところで気づいた。自分の責任で無いのに、気にしすぎて落ち込んでいる顔が深み雪ゆきの時折見せる表情にダブって、反射的に「頭を撫でる」という対応をしそうになったのだ。

　気を許しすぎだ、という苦笑いを胸の裡うちだけにとどめて、達也は「この件はこれで終わり」という風に軽く笑って首を振った。




　雫しずく、ほのか、水み波なみ、そして、深み雪ゆき。華はなやかなドレス姿の少女四人の輪の中に、地味なスーツ姿の少年一人。普ふ通つうなら居心地の悪い思いをするところだが、達たつ也やにそういう神経は無い。ほのかが気を遣つかって水波に話し掛け、雫が行き過ぎないように時々ブレーキをかけ、深雪のアシストを受けて水波が控ひかえめに受け答えする、というパターンで進む会話を聞き役に徹てつして見守っていた達也は、不意に背後から掛けられた声に振り返った。

「あの、司し波ば達也さんですよね」

　どうやらその少年は、自分の言葉が達也に聞こえなかったと思ったようだ。繰り返された質問に、達也は肯定を返した。

　まだ中学校に上がっていないであろう、小こ柄がらで幼い少年の名を、達也は問う必要がなかった。

「航わたる」

　少年の名は雫の口から語られ、

「姉さん。ゴメン、邪じや魔まだった？」

　少年の素す性じようは本人の口から明かされた。

「ううん。でも、ちゃんとごあいさつして」

　言葉数の少ない雫の言い方は突つっ慳けん貪どんに聞こえるが、年の離れた弟を見る彼女の目は優しい。

　航少年も心得たもので、精一杯真ま面じ目めな顔を取り繕つくろうと──いかにも「背伸びしています」というその表情は、実に微笑ほほえましい姿だった──姉に言われたとおり折り目正しく一礼した。

「はじめまして、北きた山やま航です。今年、小学六年生になります」

　航は達也の方に身体からだごと顔を向けて自己紹介をした。ほのかとは既すでに親しいと言える関係だったから、初対面のあいさつをする時にそちらを向かないのは当然と言える。しかし、深雪の方を見ようとしないのは──どうやら、（舞まい）上がってしまわないように、ということらしい。達也に続いて深雪があいさつを返している最中、微び妙みように視線を外し奥おく歯ばをかみ締しめ全身に力を込めていたことから見て、間違いないだろう。

　嫌いやがられているわけでも無視されているわけでもないのは明らかだったので、深雪は航の態度に微笑ましさしか感じなかった。しかし、「主あるじ」に向けられた礼を失する応対に、水波は不快感を禁じ得なかったようだ。

「お目にかかり、光栄に存じます、航様。桜さくら井い水波と申します。達也兄さま、深雪姉さまの従妹いとこに当たります。よろしくお見知りおきくださいませ」

　水波の振る舞いは申し分なく丁てい寧ねいだったが、そこには営業スマイル的な空々しさが見え隠かくれしていた。慇いん懃ぎん無ぶ礼れい、とまでは行かないまでも、慇懃な虚きよ礼れい、の感は否いなめない。

　漂ただよいかけた気まずい空気の解消に動いたのは、ほのかだった。

「航くん、達也さんに何かご用があったんじゃないの？」

　ただそれは、無理やりな話題転換ではなかった。航は先ほど達也に対して、確かに何か訊ききたいことがあるような素振りを見せていた。

「あっ、はい」

　航わたるの意識の焦しよう点てんがすぐにほのかへ移ったのは、空気を読んだのではなく子供らしさの表れだと思われる。

「司し波ばさん」

　ここには「司波さん」が二人いるのだが、航の話し掛けている相手がどちらか分からない者はいなかったし、あえて話の腰を折る者も──水み波なみを含めて──いなかった。

「一つ、教えて欲しいことがあるんですが」

　緊きん張ちようを露あらわにしながら、何とか嚙かまずにそう言った航に、

「良いよ。答えられることなら」

　達たつ也やは気安い口調で応じた。

「ええと、その、魔ま工こう技師は魔ま法ほうが使えなくても成れるんでしょうか」

　質問自体はおかしなものではないが、北きた山やま家の跡あと取とり息子が口にするには奇き妙みような問い掛けだった。現に、雫しずくとほのかは揃そろって「えっ？」という顔をしている。

「無理だな。魔工技師は魔法技能を持つ魔法工学の技術者のことだ。魔法が使えない技術者を魔工師とは呼ばない」

　しかし達也は戸と惑まどいも見せず、回答に間まを取ったりもしなかった。
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「そうですか……」

　誤解の余地がない達たつ也やの即答に、航わたるはガックリと肩を落とした。だが、気を落とすのはまだ、早計過ぎた。

「もっとも、魔ま工こう師しばかりが魔法工学技術者ではないんだけどね」

「えっ？」

　顔を上げた航を見下ろす、達也の落ち着いた笑み。

　航は期待感に目を輝かがやかせて、次の言葉を待っている。

「魔法が使えなくても魔法工学を学ぶことは可能だ」

　達也はわざともったいぶるような、性格の悪い真ま似ねはしなかった。彼は「悪い人」であっても「人が悪い」わけではない。──あくまで、自称だが。

「ＣＡＤの調整は魔法的な感覚がなければ難しいが、魔法が使えなくてもＣＡＤを作ることはできる。他の魔法技術組込製品も同じだ。君が本気で勉強すれば、お姉さんの役に立つ知識と技術を身につけられるはずだ」

「あ、いえ、僕はそんなつもりでは……」

　口でいくら否定しても、そんな恥ずかしそうな顔をしていては本心が丸分かりだった。

　そして、達也に向けられる目も、見知らぬ大人（小学生から見れば高校生は大人だ）に対する警けい戒かいと畏い怖ふの眼まな差ざしから、尊敬と憧あこがれの入り混じった眼差しに変わっていた。




　大人たちは残念ながら、子供のように無む邪じや気きな態度は取れなかった。

　達也にすっかり懐なついている姉弟を遠目に見ながら、紅べに音おは無性にため息をつきたい気分になっていた。

「いったいどうしたんだい、紅音」

　潮うしおが心配そうに声を掛けても、紅音はため息を堪こらえているような顔をするばかりで答えを返さない。視線も呼び掛けられた直後に夫の方を向いただけで、すぐに談笑している子供たちへと戻された。

「紅音は司し波ば達也君の何ど処こが気に入らないのかね？」

　北きた山やま潮は愛妻家ではあっても尻しりに敷しかれてはいない。いや、ある部分は恐きよう妻さい家かと言うべきかもしれないが、言いたいことを言い合えないという関係ではなかった。

「……潮うしおくんは彼のことを随ずい分ぶん買っているようね」

　紅音はようやく、夫の顔へまともに目を向けた。

「中々見所の有る若者だと思っているよ。何より優秀だ」

　潮の答えは率直で、裏を返して言えば遠えん慮りよの無いものだった。

　紅音は反射的に感情的な反発を覚えたが、ヒステリックに言い返したりはしなかった。

「……優秀すぎるのよ」

　ただ、感情を無理やり押し殺していることがうかがわれる声こわ色いろで、平静には程遠い精神状態であることが分かる。

「それに、知りすぎているし、分かりすぎている。私の知ってる十じゆつ師し族ぞくの直系だって、ここまで油断がならないという感じじゃなかった」

　紅べに音おの口から遂ついにため息が漏もれた。彼女が懐いだいた懸け念ねんはため息無しでは語れないものだった。

「魔ま法ほう師しにとって優秀すぎるというのは、幸せなことじゃないわ。むしろ、幸せを遠ざけてしまう元にもなる。幸い雫しずくは優秀の範はん疇ちゆうにとどまっているけど、優秀すぎる魔法師の近くにいたら、大きすぎる力が招き寄せる不幸に巻き込まれてしまうかもしれない」

　妻の言葉を「考えすぎ」と笑い飛ばすことは、潮うしおにはできなかった。

　笑い飛ばす代わりに、潮は妻の肩に手を置いた。

「もし紅音の言うとおり司し波ば達たつ也や君が不幸を招き寄せたとしても、それは彼の責任ではないだろう？　彼自身に責任がない不確定な未来を理由にして、彼を忌き避ひするような真ま似ねは感心しないな。彼がその力ゆえに不幸を招き寄せ、雫が巻き込まれるようなことがあるとすれば、私たちがその不幸を取り除いてやればいいだけだ。私は伊だ達てに『大実業家』などと呼ばれてはいないよ。家族のことくらい、護まもって見せるさ」

　潮の強気な言葉に、紅音は頷うなずき、反論しなかった。

　だが、本当に納得したようにも、見えなかった。




　大きすぎる力の故ゆえかどうか、それは定かでないものの、確かに達也はトラブルを招き寄せる傾向、あるいは体質の持ち主だ。今も雫の弟を交えて談笑している達也の許もとへ、トラブルの種が忍しのび寄よっていた。

「雫ちゃん、久し振り」

　馴なれ馴なれしく話し掛けてきたのは、二十代半ばと見える青年だった。軽薄な印象だが身なりは悪くない。少なくとも安っぽくはなかった。雫が軽く会え釈しやくを返しただけだったので、相手の名前は分からなかったが、それなりに顔見知りな雰ふん囲い気きからして雫の従兄いとこの一人に違いない。

　だが雫は、同時に航わたるも、その青年の隣となりに寄り添そう若い女性の容姿を認めると、今度は訝いぶかしむ顔になった。見た限りでは青年と同年代。ルックスもスタイルも非ひ凡ぼんではあったが、ドレスもアクセサリーもＴＰＯを弁わきまえたもので彼女の外見に奇き抜ばつな印象を与える要素は無かった。雫と航が浮かべた訝しげな表情は、その美女が少なくとも二人の知る親族ではないということを示していた。

「あっ、オレさ、年内に結婚するんだよ。彼女と」

　雫、航の視線を受けて、青年が少し慌あわて気味に説明する。

「婚こん約やくされたんですか？　おめでとうございます」

「ああ、いや、エンゲージリングはまだ受け取ってもらってないんだけどさ」

　雫しずくが儀ぎ礼れい的てきに祝辞を述べると、青年が少しばつ悪げに頭をかいた。

　その姿を「北きた山やま家の縁えん者じやにしては随ずい分ぶん平凡な感じの青年だな」と思いながら達たつ也やが見ていると、青年の隣となりで存在感を誇示している美女が達也の視線に気づいてニコリと笑みを投げかけてきた。

　今度は達也が怪け訝げんな顔をする番だった。すぐに達也の変化に気づいた深み雪ゆきが「何なに事ごとですか？」と問い掛けるような眼まな差ざしを兄へ向ける。そのままだと深雪が達也の視線をたどって、兄が誰だれを見ているのか気づいて柳りゆう眉びを逆さか立だてることになっただろうが、そうなる前に美女の方から達也へ、ではなく今日の主役の雫へ話し掛けてきた。

「はじめまして、雫さん。小さ和わ村むら真ま紀きと申します。よろしくお見知りおきください」

　その短い自己紹介は、自分をアピールすることに慣れていない控ひかえめな性格、というよりも、自分からアピールしなくても相手が自分のことを知っていて当然と思っているが故ゆえのものであるように達也には感じられた。

　彼の推理を裏付けるように、雫、航わたるに続いて自己紹介を返したほのかが、少し浮うわついた声で真紀に問い掛けた。

「あの、小和村さんって、女優の小和村真紀さんですか？　『真夏の流氷』でパン・パシフィック・シネマ賞の主演女優部門にノミネートされた」

「あら、あの映画を観みてくださったの？」

　ほのかの問い掛けに、小和村真紀は上品な笑みを浮かべたまま答えた。──少し、得意げな色が混ざってはいたが。

「やっぱり！　あの作品は映画館で拝見しました。とても素す敵てきでした！」

「フフッ、ありがとうございます」

　達也は映画をほとんど見ないが、『真夏の流氷』というタイトルだけは知っていた。去年の夏、随分話題になっていた記き憶おくがある。ほのかの態度を見ても、面白い作品だったようだ。少なくとも現在の主流となっているビデオオンデマンドＶＯＤではなく、映画館へ足を運ぼうという気にさせるくらいには。

　国際的な映画賞にノミネートされたという話でもあるし、この女性はきっと有名な女優なのだろう、と達也は考えた。そこまで考えて、「彼女」に対する達也の興味は尽つきた。元々芸能界に興味は無いし、マスコミの注目を集める有名芸能人と知り合いになるのは彼の立場としてマイナス面が多い。すっかり興こう奮ふんしているほのかには悪いが、早く他の客のところへ行ってくれないだろうか、と達也は考えていた。

　しかしあいにくと、事態は彼の望まぬ方向へ進んで行った。

「もし違っていたらごめんなさい」

　語ご尾びがやや上がり気味の疑問調のセリフで、真紀の方から、少し後ろに引いていた達也と深雪に話し掛けてきたのだ。

「司し波ば深み雪ゆきさんと司波達たつ也や君ではありません？」

　達也も深雪も、狼ろう狽ばいを面おもてに表すほど初う心ぶではない。だが、程度の差はあれ内心に意外感を覚えていた。

「そうですが、失礼ながら以前お目にかかったことが？」

　一歩前に出て深雪の出足をふさぐことで妹が改めて自己紹介しようとしたのを制して、達也が真ま紀きの正面に立ち、こう問い掛けた。

　真紀の答えは、達也の記き憶おくと食い違うものではなかった。

「いいえ、お目にかかるのは初めてです」

　それでは何な故ぜ、という達也の無言の問い掛けに、真紀はあっさりとタネを明かした。

「彼に九校戦の中ちゆう継けいを見せてもらったんです。雫しずくさんが出ているから、ということで」

　彼、というのは言うまでもなく、つい今し方まで隣となりにいた婚こん約やく予定者のことだ。

「とても絵になるお二人だなと思っていたんですよ」

　真紀が自分のパートナーと話をしている雫に聞こえないよう声をひそめたのは、深雪を褒ほめることで間接的に雫を貶けなしていると邪じや推すいされたくなかったからだろう、と達也は考えることにした。声をひそめた分、顔と顔の距離を近づけてきたのは、もしかしたら別の意図があったのかもしれないが、それに応じる義理は達也には無かった。

「そうですか？　妹はともかく、私の方はそれほど絵になるとも思えませんが」

　達也が一人称を「私」としているのは場所と相手を考えてのことだ。雫の両親と対していた時以上に、達也の真紀に対する態度は余よ所そ余よ所そしいものだった。

　深雪が礼節の仮面の下で沈ちん黙もくを守っているのも、兄と同じ理由によるものだ。兄妹は真紀に対して、直感的に胡う散さん臭さを感じていた。

「ご謙けん遜そんね。お二人に華はながあるというのは、私だけの意見ではありませんよ？　私のお友達もみんな、同じ意見でした」

　そう言って真紀は俳優や映画監かん督とくの名前を何人も並べたが、あいにく達也はその内の一人も知らなかった。

「そうだ！　来週のご予定は？　よろしければ、私たちのサロンにご招待したいわ」

　艶あでやかな笑顔で、真紀が達也を誘いざなう。無む邪じや気きな表情で無む垢くな雰ふん囲い気きを演出しつつ、絡からめとるような色気を忍び込ませてくるあたり、若手大物女優の名に恥じぬ芸達者ぶりだ。

　正直に言えば達也は興味を覚えた。一見、魔ま法ほうとは縁えんの無さそうな芸能人が自分に何を求めているのか、それが彼の気に掛かった。容姿に惹ひかれた、などという戯ざれ言ごとは端はなから信じていない。小さ和わ村むら真紀の目に宿る光は、そんな軽薄なものではなかった。

「せっかくですが、ご遠えん慮りよします」

　だが、達也の回答は拒きよ絶ぜつだった。口調は丁てい寧ねいなものだが、声にこめられた意思は誤解の余地も翻ほん意いの余地も無いものだった。

「そうですか」

　一いつ瞬しゆん、怒いかりに似た波動が真ま紀きの瞳ひとみから放たれたが、すぐにその影かげも留とどめぬあたりはさすがと言えよう。

「では、妹さん……深み雪ゆきさんだけでもいかがですか？」

　今度は深雪に向かって、おっとりと微笑ほほえみかける。女を強く匂におわせる笑顔と、女くささを感じさせない笑みを使い分ける真紀の演技力は、本物かもしれない。

「兄がご遠えん慮りよ申し上げておりますのに、わたしだけお邪じや魔まするわけには参りません」

　それに対する深雪の返事は、即そく答とうの「辞退」だった。

　余りにも取り付く島の無い回答に、真紀が呆あつ気けにとられた表情を浮かべている。彼女が自分のペースを失っている間に、達たつ也やは小さく、深雪は優ゆう雅がに一礼して食べ物の置かれたテーブルへ歩み去った。

　達也たちの様子を目立たぬように窺うかがっていた水み波なみが、その背中に続く。水波がチラリと振り返ると、厳しい目つきで達也の背中を見送っていた真紀が、慌あわてて目を逸そらした。

　たまたま向けられたその視線を勘かん違ちがいしたのか、雫しずくと話をしていた（自称）婚約者が隣となりに戻って来る。真紀はその彼を余よ裕ゆうのある笑みで迎えた。真紀の笑顔に腹立ちや動どう揺ようの痕こん跡せきは一切残っていなかった。
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　都心に建つ高層マンションの前で、クラシックな見掛けの電気自走車エレカー──一九七〇年代後半から一九八〇年代にかけて国内で流行した「スーパーカー」のレプリカ──が止まった。

「ここでいいわ。送ってくれてありがとう」

　ガルウィングのドアを開けて地面すれすれの低い車体から舗ほ道どうに足をつけた真紀は、映画のワンカットのような颯さつ爽そうとした動作で立ち上がると、ボンネットを回り込んで運転席──と言っても実際は座っているだけの自動運転だ──をのぞき込みそう告げた。

　恋人、つまり雫の従兄いとこは物足りなそうな表情を浮かべた。だが真紀が更さらに身をかがめ、唇くちびるを恋人の頰ほおに触ふれさせてにっこり笑うと、青年はあっさりと車を発進させた。

　走り去るクラシック・レプリカへ軽く手を振りながら見送っていた真紀だったが、エレカーが交差点を曲がり見えなくなった途と端たん、笑顔を消してしらけた表情を浮かべた。笑顔一つで計算どおりに操れる「恋人」のことをため息で意識から追い出して、真紀はマンションのエレベーターホールへ向かった。




　横浜ベイヒルズタワーのように特とく殊しゆな超高層建築を除けば、この二十一世紀末の日本に高さ百メートルを超えるビルは少ない。特に居住用マンションでは希まれだ。これは超高層ビルを孤立的に一棟建てるより、高層マンションを林立させる方が国土利用効率の観点から優れているという思想によるもので、真ま紀きの部屋も高さ八十メートル・二十階建てのマンションが等とう間かん隔かくで立ち並ぶ「高級マンション街」の一室だ。彼女の部屋は二十階の角部屋。鏡と光ファイバーの組み合わせで低層階の採光も十分確保されているとはいえ、入居者はやはり上の階を好む。必然的に最上階は値段も最高だ。この都心の立地で高級マンションの最上階に部屋を持つのは、いくら有名女優といえまだ若手に属する彼女のキャリアではパトロンでも付いていない限り難しいはずだった。──彼女が単なる一女優であるならば。

「ご苦労さま」

　真紀は主あるじの帰宅を知って廊ろう下かに立っていた二人の女性ボディガードに声を掛けた。未いまだ芸能界の慣習として生き残っている「付き人」ではない。真紀の所属するプロダクションから派は遣けんされた雑用係兼けん務むの見習いではなく、彼女の父親が選んだ護衛だ。

　真紀の父親はテレビ局を含む複数のメディア企業を傘さん下かに持つ持株会社ホールデイングカンパニーの社長。北きた山やま家ほどではないが、小さ和わ村むら家もかなりの財力を有する上流階級の一員なのである。

　自宅に帰ってきた真紀は真っ先にシャワーを浴び、リラックスドレスにガウンという自分の家か、さもなくばそういう撮さつ影えいの現場でしか着ないようなラフな格好でソファに腰を沈めた。肘ひじ掛かけ側面のパネルを操作しＨＡＲハル（Home Automation Robot）にワインのボトルとグラスを用意させる。真紀は栓せんを抜ぬいてあるボトルを手に取りグラスに赤ワインを注そそいだ。

　グラスに口をつけるのではなく、顔に近づけて香かおりを楽しむ。別にアルコールが欲しいわけではない。これは仕事から帰った真紀が、張り詰つめた神経を弛し緩かんさせる為ために行う一種の儀ぎ式しきだ。そういう意味では香りを楽しむというより雰ふん囲い気きに浸ひたると言った方が正確かもしれない。

　それでも全く飲まないというわけでもなく、グラスに半分だけ注そそいだワインがその半分になった時、リビングのドアを開けてボディガードが入って来た。

「お嬢じよう様さま、七しつ宝ぽう様がお見えです」

「琢たく磨まが？　……そういえばそろそろ約束の時間ね。少し早いけど、構わないから通しなさい」

　ある意味人目を憚はばかるその格好にも関わらず、来客をリビングに通すようボディガードに命じた真紀の表情に躊躇ためらいは見られない。

「かしこまりました」

　ボディガードが背中を向けても、慌あわててメイクを始めたりもしない。

　彼女は女優だ。たとえ素すつ顔ぴんに下着姿セミヌードであっても「他人に見られる自分」を演じることができる。リラックスドレス＋プラスガウンは、初う心ぶな少年を迎むかえるのに十分な武装だった。




　ボディガードに案内されてきた少年は、「勝手知ったる」という感じで真紀の向かい側に遠えん慮りよなく腰を下ろした。身長は百七十センチ台半ば。少年らしい肉付きの薄い身体に、整ってはいるが年相応の子供らしさが残る顔つき。少し生意気そうな印象があるのは瞳ひとみに宿る強い自己主張の光によるものだろう。

「こんばんは、真ま紀き」

　口調も振ふる舞まいも「大人っぽさ」を過か剰じように意識しているきらいがあった。

「いらっしゃい、琢たく磨ま。時間どおりね」

　琢磨のそんな背伸びに、真紀はさり気なく付き合って見せる。もっとも、それで琢磨が今いま更さら機き嫌げんを良くするような付き合いではなかった。この二人の関係は、もう一年近く続いている。

「何か飲む？」

「いや、止めておく。アルコールは思考力を鈍にぶらせるからね」

　真紀の勧すすめに、琢磨は首を振った。──真紀に「お酒を出す」という意図はなかったのだが、彼女はそれを口にしなかった。

「それより話を聞かせてくれないか。その為ために俺おれを呼んだんだろう？」

「そうね。本題に入りましょうか」

　真紀の趣しゆ味みからすれば琢磨のこの態度は性急すぎるものだったが、彼女は一回り近く歳が下の少年相手に自分のスタイルを押し通そうとはしなかった。真紀にとって琢磨は年下の恋人でもツバメでもない。

「北きた山やま雫しずくとコンタクトはとれた。でも、今のところ顔と名前を覚えてもらっただけね」

「……芸能人には興味無しか」

「でも、彼女の友人の光みつ井いほのかには随ずい分ぶんと関心を持ってもらえたのよ」

　失望を隠かくせず呟つぶやく琢磨に、女優、いや、スターの余よ裕ゆうで真紀は笑みを見せた。

「そうか」

　琢磨は（現金にも）態度を一転させて真紀の方へ身を乗り出した。

「光井ほのかも新二年生トップクラスの優等生だ。味方にできればきっと役に立つな」

「そうでしょうね。それに親友である光井ほのかが琢磨の派は閥ばつに入ったら、北山雫も取り込める可能性が高くなると思うわ」

　真紀と琢磨の関係、それは「同盟者」だ。二人はそれぞれの理由で魔ま法ほう師しの味方を、──手て駒ごまを欲していた。その一いつ環かんとして一高内で魔法師として将来有望な生徒で派閥を結成しようと目論もくろんでいるのだった。

「はじめは同じ新入生の間で仲間を増やしていく方が良いと思うけど」

「俺たちの目的はお互いの世界で新秩序ニユー・オーダーを勝ち取ることであって、派閥を作ること自体が目的じゃないんだ。学校の中で御お山やまの大将を競っても意味が無い。北山家のように大きな影えい響きよう力りよくを持つ者を味方につけることを優先的に考えるべきだ。真紀もそう思ったからこそ、北山家の縁えん者じやであるあのつまらない男に接せつ触しよくしたんだろう？」

　真紀のセリフを途と中ちゆうで奪うばい取った琢磨が、威い圧あつ的な眼まな差ざしで真紀を見み据すえた。

「光井ほのかを最初のターゲットにしよう。無論、協力してくれるよな？」

　稚ち気きと言うべき琢たく磨まの気負いを、真ま紀きは笑顔で受け止めた。

「ええ、そのつもり。……でも琢磨、貴方あなたはちゃんと『光みつ井い先せん輩ぱい』って呼んだ方が良いと思うわ。普ふ段だんから気をつけてないと思いがけない所で呼び捨てにしちゃうわよ」

　途と端たんに琢磨は気まずげな顔で目を泳がせる。

　真紀はワインで唇くちびるを湿しめらせると、少し物もの憂うげな表情を浮かべた。もちろん、演技だ。

「真紀、何かまずいことがあったのか？」

　その顔を見て琢磨が眉まゆを顰ひそめる。彼の質問は真紀の注文どおりのものだった。

「まずいこと……そうね」

　もちろん、そんなことはおくびにも出さない。あくまで「ついつい顔に出ていた」「訊かれたから答えた」という芝しば居いを真紀は演じている。

「前もって聞いていたとおり、パーティーには司し波ば深み雪ゆきと彼女のお兄さんも来ていたんだけど」

　琢磨がその芝居に気づいた様子はない。演技を見み抜ぬく力が無いのか、それとも最初から真紀の心の裡うちになど興味が無いのか、彼女の話に意識を集中している。

「あの兄妹を引き込むのは難しそうね」

「何かあったのか？」

「いいえ、話をしただけ……でも、あの二人はどうやら、前の生徒会長と特別な関係にあるみたい」

　この段階で既すでに真紀は噓うそをついている。そんなことを聴きき出す間も無く、真紀は達たつ也やと深雪から袖そでにされたのだから。しかし琢磨に、それを知る由よしは無い。

「前生徒会長……七さえ草ぐさか！」

　噓を見破る冷静な思考力も、真紀のセリフと琢磨自身の言葉によって昂たかぶった敵意を主とする感情に蓋ふたをされてしまっていた。

「これは推測なのだけど、司波兄妹は七草家に取り込まれているのではないかしら。もし七草家の仲間になっていたとしたら厄やつ介かいよね。特に妹の方は校内に支持者が多いから」

　琢磨は瞳ひとみに敵てき愾がい心を燃やして、強い──強がっているようにも聞こえる口調で答えた。

「味方が多ければ敵だって多いのが世の中だ。七草の手先なら遅かれ早かれ衝しよう突とつは避さけられない。やってやるさ！」

「妹は生徒会副会長だから、生徒会を足場にするのは止めた方が良いと思うわ」

　興こう奮ふんのあまり立ち上がった琢磨を、真紀が頼もしげに見上げた。彼女の瞳に期待の光が躍おどっている。

「私が聞いた話によると、妹さんは重度のブラコンで、お兄さんは結構嫌きらわれているみたい。その辺あたりが攻こう略りやくのポイントになるんじゃないかしら」

　真紀は激げき励れいを込めて──いるように聞こえる声で──琢磨にそうアドバイスした。







　［４］




　東京、大阪、名古屋は、二十一世紀末の現在においても日本の三大都市に数えられている。大阪は一時期地じ盤ばん沈下が激しかったが、空港使用料の無料化といち早い港こう湾わんの二十四時間化を中心とする思い切った物流コストの引き下げにより商都としての地位を回復させた。

　しかし、今宵こよい事件が起ころうとしているのは大阪ではなく名古屋である。

　時刻はもうすぐ二十三時。場所は堀ほり川かわのほとり、熱あつ田た公園の遊歩道。

「それにしてもこんな時間にこんな人ひと気けの無い場所で密会しようだなんて、怪あやしんでくださいと言っているみたいなものね」

　こんな時間にこんな場所──遊歩道の脇わきに生おい茂しげる木の陰かげ──にいる自分のことを棚たなに上げて小声でそう話し掛けたのは、過激なビジュアルを売り物にする系統のロックコンサート帰りのような派手な格好をした長い巻き毛の十五、六歳の少女だった。

「こんな時間にこんな場所でそんな不ふ審しん者しや一歩手前の格好をした姉さんに言われたくないと思うんだけど」

　応こたえた声は女の子にしては低く、男の子にしては高い。声を聞いただけではその子が少女なのか少年なのか分からなかったかもしれない。しかし着ている物は黒いミニ丈たけのジャンパースカートに同色のレギンスという明らかな女物だ。ちなみにジャンパースカートの下は黒いタートルネックの長なが袖そでシャツで肌はだが露ろ出しゆつしているのは顔と手だけだが、胸も確かに小さく膨ふくらんでいる。髪型もあごの線で切り揃そろえたストレートショートボブ。外見的には間違いなく少女だった。最初の少女と同年代に見えるが「姉さん」という呼びかけからして年の近い妹か、あるいは双ふた子ごの姉妹なのかも知れない。

「分かってないわねぇ、ヤミちゃんは」

　姉に「ヤミちゃん」と呼ばれて少女は一いつ瞬しゆん嫌いやそうに顔を顰しかめたが、特に文句はつけなかった。

「こんな格好だから、こんな時間に出歩いていても『ああ、不良少女か』で済まされるんじゃない」

　その主張は確かにある種の説得力があるものでヤミはグッと言葉に詰つまった。だが今晩彼女たちに与えられた仕事はそれなりにアクションが予想されるもので、動きやすい服装は基本条件だ。今姉が着ているような、あちこちに引っかかりやすい服は不適当なはずである。それなのに、動きやすさ優先の──ある事情からスカートは避さけられなかったが──衣装を選んだ自分のコーディネートを「分かっていない」と言われるのは、ヤミとしては釈しやく然ぜんとしなかった。

　何でも良いから反論したい、そう思って少女は言葉を探していたが、片方の耳にはめたレシーバーから告げられた報告に、無む駄だな思考作業を中断した。

「姉さん、ターゲットが来たみたいだ」

「私も確認したよ。船で来るとは予想外。しかも屋や形かた船ぶねなんて。こんなに目立っちゃって……隠かくす気無いのかしら」

　一方、姉の方は左目につけた大きく分厚い眼帯がどうやらＨヘツド・Ｍマウント・Ｄデイスプレイになっているようで、眼帯の表面をしきりと撫なで回しながら右目を閉じたり開いたりしている。着けている本人にとっても使い心地はあまり良くないようだ。「だったら使わなきゃいいのに」と心の中で考えながら、ヤミはもっと建設的──と思えたことを口にした。

「隠す気はあんまり無いんだと思うよ。誰だれかに見られても、ジャーナリストに情報を提供していた、で済むから」

「ジャーナリストねぇ……」

　胡う散さん臭くさい、と言いたげな姉のセリフに、ヤミは大おお袈げ裟さにならない範囲でわざとらしく肩をすくめて見せた。

「ヨル姉さんのマスコミ不信論はまた今度ね」

「ヤミちゃん……あなた、生意気になったわねぇ」

　無む駄だ話ばなしはおしまい、という少女の意思表示は伊だ達てではなかったようだ。姉の嫌いやみに見向きもせず、接岸しようとする遊覧船に目を向けた。船室が外から見えない屋や形かた船ぶねタイプの船だ。ゴンドラ乗り場にもなっている小さな桟さん橋ばしにつけた船から大おお柄がらな男が二人、降りてきた。

　二人の男性を出で迎むかえたのは、中肉中背の中年の男だった。見た目は貧相な印象だが、少女たちは誤ご魔ま化かされなかった。一回り大きなサイズのスーツで隠しているが、相当実戦的に鍛きたえられた身体からだ付つきをしている。そしてその身体からにじみ出る硝しよう煙えんの臭い。

「あれが記者？　どう見たって傭よう兵へいなんだけど」

「実際、傭兵の経験もあるみたいだね。さっきデータが送られてきていたはずだけど」

　妹から「見てないの？」という目を向けられて、ヨルはさっと顔を逸そらした。記者の姿はさっきから確認できていた。本人は隠れているつもりだったようだが、こちらが盗み撮どりしていることにも気づいた様子はない。その映像データからプロフィールも判明していた。

「元々反体制的な傾向が強い記者、ってことだよ」

「ふぅん、ジャーナリストの鑑かがみってわけね」

「姉さんの偏見は後でゆっくり聞いてあげるから」

「偏見って……ヤミちゃん、本当に生意気ね」

「いいから行くよ。まずは船からだ。姉さん、よろしく」

　素そっ気けなくいなされて姉は大層不満顔だったが、若くても彼女は私情で仕事を疎おろそかにするような素人しろうとではない。

「はいはい」

　軽い口調で応えながら、ヨルの顔は真しん剣けんだ。彼女は左手前腕部を覆おおう革のアクセサリーを外した。その下から現れたのは、ブレスレットタイプの汎はん用よう型がたＣＡＤ。ヨルはテンキーから少し離して配置されているファンクションボタンを押して起動式を呼び出した。

「じゃあ、飛ばすわよ」

　ヨルが妹の背後に回った。木と木の隙すき間まから見える屋や形かた船ぶねをしっかり見み据すえる。

　そして、ヤミの身体からだが消えた。

　次の瞬しゆん間かん、ヤミは屋形船の舳へ先さきに立っていた。

　疑似瞬間移動。それがヨルの使った魔ま法ほうの名だ。物体（人体を含む）の慣性を消し、その周まわりに空気の繭まゆを作り、それより一回り太い真空のチューブを作って、その中を移動する魔法。加重・収束・収束・移動の四工程からなる魔法で、それほど複雑な術式ではない。だが真空のチューブを作る工程でその周りの空気を押しのける気流が発生してしまい移動先を事前に察知されてしまうという欠点がある。何度も連続して飛ぶだけの技量があれば移動速度で相手を幻げん惑わくすることもできるが、基本的に攻こう撃げきにはむかない、逃走用の術式だとされている。

　だがヨルの発動した疑似瞬間移動は、川かわ面もに細さざ波なみさえ作らなかった。真空チューブを作る際に押しのけられる空気の流れまでもコントロールしているのであろう。この一見チャラチャラした少女の魔法技能が極めてハイレベルにある証しよう拠こだ。

　姉の力により獲え物もののただ中に飛び込んだヤミは、軽やかに甲かん板ぱんを蹴けり船室へ飛び込んだ。そこにいたのは五人の男。元傭よう兵へいの記者と同様、揃そろって鍛きたえ上げられた身体をしていたが、例の記者と違って荒あらくれた雰ふん囲い気きはない。むしろ酷ひどく一途で純粋な光を目に宿している。

「誰だれだ!?」
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　誰何すいかする声が何となくぎこちない。咄とつ嗟さに出掛かった母国語を日本語で言い直したような感じだった。まあ日系人は北米にも欧州にも南米にもいるのだし、外見が日本人と区別がつかない東アジア系はそれ以上に数が多い。正体の詮せん索さくは捕つかまえてからでいい、とヤミは思った。

　照明の下で見ると、ヤミは実に可か憐れんな顔立ちをしていた。バランス良く配置されたアーモンド型の目に大きな瞳ひとみ、形のいい紅い唇くちびる、真まっ直すぐに通った控ひかえ目な鼻。そんな少女が深夜男ばかりの船室にいきなり飛び込んで来たのだ。男たちが戸と惑まどうのも無理はない。だがヤミの方に、男たちが立ち直るまで傍ぼう観かんしている義理は無かった。

　ヤミが右手を突き出す。男たちはその時初めて、この少女が右手にマットブラックのナックルダスターをはめていることに気がついた。

　ヤミのこの行為は、男たちをますます戸惑わせるものだった。ナックルダスターは拳けん打だの威い力りよくを増す為ための武器。手が届かなければ意味は無い。もしかして何かのロールプレイなのか、と四人の男たちは思った。

「おい、どうした!?」

　突とつ如じよ、仲間の一人が前のめりに倒れて、男たちはようやく冗じよう談だんでは済まない事態が発生していることに気がついた。一人が倒れた男の傍かたわらに膝ひざをついてその身体からだを揺ゆする。彼は自分が英語で喋しやべっていたことに気づいていないだろう。他の三人にも、そのことを注意する余よ裕ゆうは無かった。

　倒れた男が気を失っていることを確かめる前に、今度はしゃがみ込んだ男が鈍どん器きで殴なぐりつけられたような苦鳴を上げて倒れた。ヤミの右手は二人目の犠牲者へ向いている。

「魔ま法ほう師しか!?」

　ここに至り、男たちは仲間の昏こん倒とうとヤミの右手に関連性を見み出いだした。少女が右手を向け、仲間が倒れる。少女と彼らの間には手が届かないだけの距離があり、少女の手から何かが飛んだ形けい跡せきは無い。彼らに考えられる残された可能性は、魔法による攻こう撃げきだけだ。

　問い掛けた男も答えが返ってくることは期待していなかっただろう。彼は反射的に叫んだだけだ。

　ヤミの右手がその男へ向かって突き出され、男は前の二人と同じように床ゆかへ崩くずれ落ちた。

「化け物め！」

　憎にく々にくしげな叫びと共に銃じゆう口こうが二つヤミへ向けられる。叫び声程度なら事前に張った遮しや音おんフィールドで吸収できるが、銃じゆう声せいを遮しや断だんできるかどうかはヤミにも自信が無かった。本当に自分たちのことを隠かくす気が無いのか、彼らが抜ぬき出した銃にはサプレッサーがつけられていない。

　それに、撃うたれるまで待ってやる理由もヤミには無かった。

　親指でナックルダスターの端はしについているボタンを押す。このＣＡＤは掌てのひらに握にぎっている棒の部分が本体で拳こぶしを覆おおう部分は単なる飾かざりだ。単一の術式に特化されたＣＡＤがヤミの持つ固有の魔法を紡つむぎ出す起動式を展開する。

　人の感覚に、直接痛みを与える魔ま法ほう。腹部を杭くい打うちハンマーで殴なぐられたに等しい痛みを覚えて、男たちの意識はあっさりブラックアウトした。




　船内を短時間で制圧したヤミは、桟さん橋ばしの三人もあっさり無力化した。ウエストポーチから取り出した通信機でサポート要員と連絡を取っているヤミの元へ、スカートの三段フリルを揺ゆらしながらヨルが歩み寄った。もしかして鬱うつ陶とうしくなったのか、左目の眼帯は外している。こうして素顔が露あらわになると、姉の方が女の子らしい顔立ちで、ヤミの方は可か憐れんながらも声と同様中性的な印象があった。

「ヤミちゃん、彼らの素す性じようは分かったの？」

「人相照合ですぐに調べがついたよ。船のヤツらはＵＳＮＡで活動している人間主義団体のメンバーだった。持って帰って詳くわしく調べればバックにいるのが誰だれか分かるんじゃないかな」

「記者の方は？」

「持ってた端末に魔法師嫌ぎらいで有名な野党議員との通信記録が残ってた。お粗そ末まつな話だよね」

「そう……何だか拍ひよう子し抜ぬけね」

「うん。これなら僕たちが出て来る必要も無かったと思うな」

　気の抜ぬけた笑いを浮かべる姉に、妹は結構本気で愚ぐ痴ちを漏もらした。

「こら、ヤミちゃん」

　しかしその言葉は、姉にたしなめられた。

「『僕』じゃないでしょう？」

　といっても、仕事の内容を愚痴ったことに対してではなかったが。

「うっ……いいじゃない、『僕』くらい」

「確かに自分のことを『僕』っていう女の子がいないわけじゃないけど、やっぱり少数派なのよ。人と違うことをして目立つのは良くないわ」

　ヤミの喉のど元もとには「それを姉さんが言う？」というフレーズが待機していたが、姉の指し摘てきには間違いなく一理あったので、ツッコミのセリフは腹の中に吞のみ込んだ。

　しかし、ヤミの葛かつ藤とうはぞろぞろと集団で現れた黒服により無意味なものとなった。

「若、移送の準備が整いました」

　どう見ても堅かた気ぎとは思えない黒服の一人がヤミに「若」と話し掛けたのだ。

「馬鹿野郎！　『若』じゃなくて『お嬢じよう様さま』だろうが！　若が恥を忍しのんで女装されているのを台無しにする気か！」

　その黒服の頭をリーダーらしき男が張り飛ばす。

「若、じゃなかった、お嬢様。申し訳ありません」

「お前が……」

「はっ？」

「お前が一番、台無しにしてるんだよ！」

　わなわな震ふるえている美少女、その実、女装少年が、小さな声で怒ど鳴なりつけるという器用な真ま似ねを見せた。

「それにこれは『女装』じゃない。『変装』だ！」

「はっ、はい、お見事な変装です。我々から見ても、とても文ふみ弥や様とは思えません」

「お前は何をばらしているんだ！」

「ヤミ、落ち着きなさい」

　段々声を抑おさえきれなくなってきたヤミ、こと黒くろ羽ば文弥を、ヨル、こと黒羽亜あ夜や子こがたしなめる。ちなみに「ヤミ」とは「フミヤ」の最後の二文字をひっくり返した偽ぎ名めいで、「ヨル」は「亜夜子」の「夜」からとった偽名だ。

「貴方あなたたちも気を抜ぬきすぎですよ。このような有あり様さまでは、ご当主様よりどのようなお叱しかりを受けることか」

　黒服たちの顔がサッと青ざめ、文弥の頭も一いち瞬げきで冷却される。「ご当主様」に対する畏おそれはそれほど強く彼らの心にすり込まれていた。

「長居は無用です。撤てつ収しゆうしますよ」

「ハッ」

　黒服たちは統率の取れた動きで、袋詰めにした記者と外国人を抱かかえ上げて走り去っていく。

「ゴメン、姉さん」

　その後に残された文弥が、ヤミの顔のままで、決まり悪げに頭を下げた。

「まあ、仕方ないわね。貴方の気持ちを考えれば」

「……そう言ってくれると嬉うれしいよ」

　姉の慰なぐさめに、文弥ががっくりと肩を落とした。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうよ。本格的に二次性せい徴ちようを迎えれば女装なんてできなくなるんだし、そうなったら面倒でも別の変装を考えなければならないのだから」

「うん……そうだね……」

　もう高校生になるというのに少しも女装が似合わなくなる気配がない、という現実をあえて見ないようにして、文弥は自分を励はげますように頷うなずいた。
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　表向き人気中華料理店の青年オーナーである周しゆう公こう瑾きんには、他にもいくつかの顔がある。

　比較的知られている顔は、大だい亜あ連合の圧政から逃のがれて日本に漂ひよう着ちやくする亡命希望者を第三国へ送り出す亡命ブローカーとしてのもの。単なる亡命の手助けに留まらず、亡命先で反大亜連合活動を行う資金の提供も行っている。

　それとバランスを取るように、大だい亜あ連合のスパイのような役目も担っている。正確に言えばスパイの現地協力者か。昨年十月の横浜事変では大亜連合軍工作部隊を手引きした。

　年明けに起こった吸血鬼事件においても、パラサイト密入国の手配で周しゆうは中心的な役割を果たしている。

　日本と大亜連合、敵対する両勢力に対して利益と不利益をもたらす彼の一見無節操な暗あん躍やくには、もちろん理由がある。政府は弱い方がいいという彼自身の政治思想も無論影えい響きようしていたが、それ以上に周はある人物の手足となって日本及および大亜連合の国力毀き損そんと反魔ま法ほう師しの工作を行っていたのである。

　深しん更こうの中華街。周しゆう公こう瑾きんは自分の店の地下に設けられた、彼以外足を踏み入れることのない部屋で跪ひざまずいていた。彼が頭こうべを垂れている相手は、金糸銀糸をふんだんに使った漢服を着せられ椅い子すに腰掛けている等身大の人形。人の死体を素材として、内臓を取り去り防腐処置を施ほどこし脳をそのままソーサリー・ブースターに加工した呪じゆ法ほう具ぐだ。人形の背後に置かれた業務用冷蔵庫程もある巨大な通信装置の筐きよう体たいから伸びたケーブルが、後頭部から頭ず蓋がいに潜もぐり込んでいる。

「大師マスター」

　青年の呼び掛けに、呪法具の死体人形が瞼まぶたを開いた。眼球が取り去られた空うつろな眼がん窩かに鬼おに火びが点ともる。

『公瑾、首しゆ尾びはどうだ』

　人形からおどろおどろしい声が発せられた。肺が動いていないのに声が出るのは大陸の古式魔法、僵きよう尸し術によるものだ。ＣＡＤにも使われている想子サイオン信号を電気信号に変へん換かんする技術を応用して、死体を傍ぼう受じゆ不能な通信機にしているのである。

「アメリカから呼び寄せた人間主義者は残念ながら記者と一いつ緒しよに拘こう束そくされてしまいました」

『善良な証言者を仕立て上げる策は失敗か』

　その生理的な嫌けん悪おを催もよおす声と裏腹に、死体が紡ぎ出す言葉や口調は現代的で日常的だ。死体の口を借りているのが死し霊りようなどではなく生きた人間だという間接的な証しよう拠こだった。

「大師マスターヘイグ」

　周が恭うやうやしく一礼する。死体人形に視力は無いが、雰ふん囲い気きは伝わるのだろう。少なくとも周の態度はおざなりなものではなかった。

「あの者たちの役割はあくまで補助的なもの。大手マスコミに対する工作は順調に進んでおります」

『進しん捗ちよく率はどの程度だ』

「映像媒ばい体たいの四十パーセント、文字媒体では三十パーセント程かと」

『映像媒体に対する工作率が五十パーセントに達したところで一気に仕掛けろ。票を気にする政治家が動かずにいられなくなるように』

「仰おおせのままに」

　周しゆうが深々と頭を下げている先で、人形が満足げな気配を発した。

　空の眼がん窩かに点ともっていた鬼おに火びが消える。

　青年が顔を上げた時、人形は既すでに瞼まぶたを閉ざしていた。

　周は立ち上がり、人形に背を向けないよう後あと退ずさりで地下室から退出する。後ろ手で開けたドアを部屋の外から閉めて人形が視界から消えた瞬しゆん間かん、青年はホッと息をついた。大陸系古式魔ま法ほう・遁とん甲こう術の使い手であっても僵尸術ネクロマンシーに縁えんの無い周にとって、死体との会話は何度経験しても気持ちのよくないものだった。

（まあ……大だい漢かんの怨おん霊りようには相応ふさわしい器かもしれませんね）

　心の中で呟つぶやいた首ボ領スに対する侮ぶ蔑べつの独白は、彼の妖よう艶えんな笑顔に染み一つ落とさなかった。
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　西暦二〇九六年四月六日、新年度の初日。達たつ也やと深み雪ゆきは水み波なみを自宅に残して登校した。久しぶりに、という修しゆう飾しよく詞しが付かないのは、春休み中も生徒会の打ち合わせでたびたび登校していたからだ。

　兄妹二人きりの登下校は今日と明日の二日で終わる。それを意識してのことか、駅から学校までの短い通学路で深雪はいつもよりもっと、達也に密着していた。遠くから見れば、いや、近づいて見なければ腕を組んで歩いていると錯さつ覚かくしてしまう至近距離だ。

　元々人数が多いとはいえない魔ま法ほう科か高校生徒内で、この兄妹はすっかり有名人となっていた。二人が兄と妹の関係だということを知らない生徒は今やほとんどいない。肉親同士で、まるで恋人同士のような姿を見せている不道徳に眉まゆを顰ひそめている「常識人」も一人や二人ではなかった。さすがに声に出して咎とがめ立てする猛も者さ（あるいは無ぶ粋すいな人間）はいなかったが、呆あきれたような目を向けてくる者は少なくなかった。

　もっとも、そんなものを──遠巻きに見ているだけの視線を──気に病む深雪ではなかった。面と向かって声を上げることもできない相手は、彼女にとって有う象ぞう無む象ぞうでしかない。ただでさえ視線を集めることが多い、と言うか、見られていない時間の方がむしろ短いくらいだ。深雪にとって他人の視線は、いちいち気にしていてはきりがないものだった。

　一方で達たつ也やは、妹のように「他人の視線を気にしない」というわけにはいかない。

　彼は深み雪ゆきの護衛役だ。妹をあらゆる害意から護まもる。それは彼に課せられた義務であると同時に、他者に譲ゆずれない権利でもある。深雪に向けられた悪意を、達也は見過ごしにできない。

　それは、さほど困難なことではなかった。何な故ぜなら、取るに足らない悪意の視線は達也自身に向けられるものであり、深雪に向けられるものではないからだ。

　深雪に否定的ネガテイブな目を向けるのは難しい。例えば、深雪に対して嫉しつ妬とを懐いだくことはできても、嫉妬を向けることは困難だ。容姿も才能も余りに眩まぶしすぎて、嫉妬を向けるのが畏おそれ多いような気持ちになってしまう。気き後おくれを覚えて、気後れしている自分に対する嫌けん悪おの泥どろ沼ぬまにはまってしまうことになる。深雪に害意を向ける為ためには、確固たる、強い意志が必要だ。

　だから達也がそれに気づいたのは、決して偶ぐう然ぜんではなかった。

　強い意志を伴ともなう、明確な敵意でもないかわりに、好意的でもない視線。深雪に向けられる眼まな差ざしとしては珍しい種類のものだった。しかもそれが異性の、少年のものとあれば尚なお更さらだ。

　その少年の容姿に、達也は見覚えがあった。直接会ったことは無いが、立体映像付きの身上書プロフイールを見たことがある。彼より一つ年下の、今年の新入生総代──

（──あれは確か、七しつ宝ぽう家の長男）

　無意識に眉まゆを顰ひそめてしまいそうになったが、達也は意識して表情の変化を差し止めた。過か敏びんな反応を見られて警けい戒かいされたくなかったからだが、達也がチラッと目を向けたのに気づいたのか、琢たく磨まは顔を背けて店と店の狭はざ間まの路地に姿を消した。

「お兄様？」

　深雪が訝いぶかしげに声を掛けたのはその直後。兄の意識の欠片かけらが自分から逸それたのを、鋭えい敏びんに感じ取ったのだ。彼女は有う象ぞう無む象ぞうの視線を無視できても、達也の眼まな差ざしは無視できない。

　達也は深雪に向かって「何でもないよ」と首を振り、背後からかけられた「オハヨ～」というあいさつに振り返って手を挙げた。




　エリカに続いてレオ、ほのか、雫しずく、美み月づき、幹みき比ひ古こが次々と合流してきた。下校時に一いつ緒しよになるのは珍しくないが、登校時に皆が顔を揃そろえるのは久しぶりだった。特に雫と登下校を共にするのは留学前の昨年末以来だ。

　ようやく以前のメンバーに戻もどったわけだが、顔ぶれは同じでも身につけている制服のデザインが、先月まで、即すなわち一年生の時とは違っている者がいた。

　達也の胸には、八枚歯のギアを意い匠しよう化かしたエンブレム。

　同じデザインの刺し繡しゆうが、美月のブレザーにもついている。

　そして、幹比古の左胸には、八枚花弁をかたどった一高の校章。

「幹比古、一科生の制服の着心地はどうだ？」

「からかわないでよ、達也」

　ニヤリと笑って人の悪い祝辞を送った達たつ也やに、苦笑いしながらも満まん更ざらでもなさそうな顔で幹みき比ひ古こが応こたえる。幹比古が一科に転てん籍せきすることは先月から分かっていたが、新しい制服姿を見るのはお互いに初めてだったのだ。

「達也の方こそ、真新しいブレザーの着心地はどうだい？」

「新しいといっても今のところ看板だけだからな」

　幹比古のセリフは、魔ま法ほう工学科が新設学科であることを含めてのもの。それを受けた達也のセリフは、まだ名前だけで独自の授業がスタートしていないことを示している。まあ、独自の授業も何も、魔法工学科は今日からスタートを切るのだが。それにしても開始当日まで教員の顔ぶれも明かされないというのは、如い何かにも準備不足の感が否いなめない。看板が変わっただけというセリフも冗じよう談だんではあるが、根こん拠きよの無いことではなかった。

「何だよ、醒さめてんなぁ」

　だが達也の冷静な、というよりどうでもよさそうな態度は、友人たちの期待に背くものだったようだ。達也がクラス分けで大喜びするような性格とは思っていなくても、少しくらい浮かれている姿を思い描いていたのだろう。

「ホ～ント。美み月づきなんか頰ほおが緩ゆるみっぱなしだっていうのに」

　レオに続いて、エリカが不平を鳴らした。彼女がつまらなさそうに横目で睨にらんだ相手は達也だったが、視線の矢は彼を素通りしてその向こう側に突つき刺ささった。

「ゆ……緩んでなんかないよ！」

　美月がむきになって抗こう議ぎする。彼女としては二科生のままの友人たち（つまり、エリカとレオ）に気を遣つかっていたつもりなのだ。だが、美月の顔はエリカの指し摘てきどおり、嬉うれしさを隠かくし切れない表情に彩いろどられていた。

「無理しなくっていいのに」

　そしてエリカの浮かべている人の悪い笑みを見る限り、美月の気配りは無用な気き遣づかいに違いなかった。




　魔法工学科の教室は本校舎三階の中央階段横にあった。クラスはＥ組。つまり、達也と美月にとっては先月まで通っていた教室の真上ということになる。

　ちなみにエリカとレオは同じＦ組。校内無線で通知された所属ＨホームＲルームの情報を交換してその事実を知った時、二人は盛大に嫌いやそうな顔をして見せていた。その態度が本心なのか、あるいは照てれ隠かくしなのか……それは本人にしか分からないことだし、少なくとも達也にとっては割とどうでも良いことだった。美月とほのかはかなり興味深そうにしていたが。

　達也が教室に入った時、席は約半数が埋うまっていた。五×五列は去年の教室と同じで、五十音順による座席指定も一年生の時と同じ。ただ男女別になっておらず前から横に並べてアイウエオ、というのは何か特別な意味があるのか、それとも単なる気まぐれなのか。

　無意味な詮せん索さくを一秒未満で打ち切り、達たつ也やは自分の席へ向かった。廊ろう下か側一列目、前から二番目。隣となりの席は昨年度に引き続いて美み月づき。五十音順で「シバ」と「シバタ」だから意外でも不思議でもない。

「美月は今年も達也くんのお隣かぁ。あたしもクラス替えを志望すれば良かったかな」

　あながち冗じよう談だんとも聞こえない口調でぼやいたのは、いっぱいに開けた窓のレールに両りよう肘ひじをついたエリカだ。

「必要ないだろ。隣のクラスなんだし」

　そのエリカと窓まど枠わくの間に身体からだをねじ込むようにして顔をのぞかせているレオが、セリフと裏腹に残念そうな口調でそう続けた。

「そうだな。クラスが別でも不都合はない」

　一年前なら間違いなく憎にくまれ口の応おう酬しゆうになっていた場面だが、レオに売り言葉はなくエリカにも買い言葉はなかった。その変化が達也には少し可お笑かしかったが、そんな素振りは露つゆ程ほども見せず彼はレオの（表面上の）言葉を首しゆ肯こうした。

「他のクラスは立入り禁止、というわけでもないからな」

「授業を別のクラスで受けるというだけですものね」

　美月が達也のセリフにすぐさま同調して見せたのは、多分にエリカを牽けん制せいする意図が有ってのことと思われる。もっとも、奔ほん放ぽうに見えてエリカが授業をエスケープしたことはほとんど無い。授業時間中に教室を抜ぬけ出した回数なら、達也の方が遥はるかに多い。

「それもそうね」

　エリカの方でも非難される覚えがないからだろう。彼女は美月の言葉にあっさり頷うなずいた。

「それにしても……見覚えない顔が結構いるね」

　思考を切り替えたエリカが、教室の中を見回しながらそう呟つぶやいた。表向き社交的なエリカは、同学年の二科生一〇〇人の顔と名前をほとんど記き憶おくしている。つまり、彼女が言う「見覚えのない顔」は元一科生ということだ。

「ああ、そう言やぁ……少しばかり意外に感じるぜ」

　教室内の生徒は始業時間に向けて順調に増加し、今では三分の二の席が埋まっている。その顔ぶれを改めて確認し、エリカと違って本当に社交的なレオが言葉どおりに意外感の込められた声で同意を示した。

　二人は──いや、エリカのセリフにピンと来なかった美月も含めた三人は、魔ま法ほう工学科新設に当たり転科希望者はほとんど二科生だろう、と予想していた。プライドの高い一科生が二科生と机を並べる選せん択たくをするとは思えなかったのだ。

　達也にとって一科生の転科は意外でも何でもなかったが、エリカたちがそう考える訳も十分理解できるので特にコメントは挿はさまなかった。

「ところでさぁ」

　エリカもこの話題に拘こだわらなかった。というのも、もっと気になることがあったからだ。

「達たつ也やくん、随ずい分ぶん睨にらまれてるね」

　達也は軽く肩をすくめて見せることでエリカのセリフを肯こう定ていした。彼女に指し摘てきされるまでもなく、自分を憎にく々にくしげに見み詰つめる視線に達也は気づいていた。それが誰だれの視線であるのかも把は握あくしている。何な故ぜそんな目で見られるのか、理由が分からなければ気に掛かるかもしれない。だが、憎まれていることも憎まれている理由も判明している。見られているだけで実害は無いから達也は放置の方針だったが、エリカにとっては見過ごしにできないことだったようだ。不快げな声が彼女の心の裡うちを表している。

「あれだけ方々に迷めい惑わく掛けといて、まだ自分の八つ当たりだって分かってないのかしら」

「八つ当たりだと分かっていても、そうそう気持ちを切り替えられるものではないんだろう」

「そうそうって……あれからもう半年だよ」

「半年でも、だ」

　エリカにそう答えて、達也は斜ななめ後ろ、視線の発生源へチラリと目を向けた。憎ぞう悪おを込めて彼を睨にらんでいた平ひら河かわ千ち秋あきが慌あわてて目を逸そらす。その直後、弱気を見せた自分に腹が立ったのか、いっそう険しい目つきで達也を睨ねめ付ける。

　そんな千秋の態度が、エリカの神経をますます逆さか撫なでした。元々エリカは、騙だまされてテロ組織の仲間になっていた紗さ耶や香かが事件の後で潔いさぎよい反省の姿勢を見せていたのに対して、お門かど違ちがいの恨うらみを晴らす為ために相手が外国のスパイと知りながらその手先となり、今でもその矛ほこ先さきを向けた達也に詫わび一つ入れようとしない千秋の態度に腹を据すえかねている。粘ねん性せいの低い気き質しつなので自分から突つっ掛かって行ったりはしないが、きっかけがあれば達也に変わって喧けん嘩かを買う、どころか売ることも厭いとわないというのがエリカの心情だった。そして今、エリカは千秋のふてぶてしい姿に「喧嘩を売られている」と感じていた。

　エリカの双そう眸ぼうが鋭するどい光を宿した。目を細めるのではなく、逆に大きく見開かれた両目のまなじりが吊つり上がる。ただでさえ猫っぽい印象のあるエリカの美び貌ぼうが、虎とらか豹ひようを思わせる獰どう猛もうな美を帯びた。その姿は達也をしてもう少し鑑かん賞しようしていたいと思わせるものだったが、このまま事態が進めば自分がトラブルの渦か中ちゆうに引き込まれること請うけ合いである。それは少々高すぎる見物料だと達也は考えた。

「エリカ、口出しは無用だ」

　エリカが不満いっぱいの顔を達也に向けた。気の弱い男ならすぐさま土下座して謝りそうな迫はく力りよくだが、あいにく達也にそんな殊しゆ勝しようさ（？）は無い。

「降りかかる火の粉は自分で払う。向こうに火をつける度胸があるなら、だがな」

　達也が酷こく薄はくな笑みを浮かべた。その馴なれ合う気が皆かい無むの顔を見て、エリカの表情が和やわらぐ。照てれ隠かくしの微び笑しようは出すぎた真ま似ねをしたという後こう悔かいの表れか。

　そこへ、タイミング良く空気を変える声が割り込んできた。

「ちょっと良いかい？」

　真後ろから掛けられた声に達たつ也やが座ったまま振り向く。そこには教室に入って来たばかりの男子生徒が人好きのする笑みを浮かべて立っていた。

「ちゃんとあいさつするのは初めてだよね？　僕は十と三み束つか鋼はがね。よろしく、司し波ば君」

「そうだな、名前は知っているが実質的には『はじめまして』か。司波達也だ。よろしく、十三束」

　差し出された手を握にぎり返しながら、達也はいつもの口調で応こたえた。実を言えばクラスメイト同士の自己紹介に握あく手しゆは大おお袈げ裟さじゃないか？　と達也は思ったのだが、そんなことはおくびにも出さない。十三束鋼がここにいることに対する意外感も、達也は面おもてに出さなかった。

　だが、彼の友人たちは達也のようにポーカーフェイスでいられなかった。例えば美み月づきは、達也の真後ろの席に腰を下ろした十三束をまじまじと見み詰つめ、ハッと我を取り戻もどして顔を赤らめた。自分の不ぶ躾しつけな態度が恥ずかしかったのだろう。美月は照れ笑いを浮かべながら十三束に話し掛けた。

「十三束くん、はじめまして。柴しば田た美月です。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしく」

　十三束の人ひと懐なつこい笑顔に、美月の照れ笑いから緊きん張ちようが抜ぬける。その、ある意味高校生らしい普ふ通つうなやり取りを見て、残りの二人もようやく硬こう直ちよくから抜け出せた様子だった。

「意外……学年総合五位の十三束くんが工学科に来てたなんて」

　それでも言葉のとおり、エリカの誰だれへ向けたともつかぬ声は意外感に満ちていた。

　それも無理のないことだった。エリカの言うように、十三束鋼は学年末試験において総合成績五位をとった同学年トップクラスの優等生なのだ（学年末試験の総合順位は一位・深み雪ゆき、二位・ほのか、三位・五十嵐いがらし鷹よう輔すけという名の男子生徒、四位・明あけ智ち英えい美み。雫しずくは留学中につき対象外）。一科生として十分な成績を残している生徒に、魔法工学科への転科は必要無いように思われる。──あくまで、第三者的な目で見れば。

「千ち葉ばさんだよね？　同じ百ひやつ家けの千葉さんなら知ってると思うけど、僕の家は戦闘やレスキューよりこっちが本領だし、僕は……実技に問題があるからね」

　彼に宛あてた質問というわけではなかったが、十三束はエリカへ顔を向けて少し苦い笑顔で答えた。それでエリカも（ついでにレオも）十三束の二つ名とそれにまつわる噂うわさを思い出した。

　レンジ・ゼロ。射程距離Rangeゼロという彼のニックネームは、ゼロ距離であれば無類の強さを発揮するという敬けい称しようであると同時に、遠えん隔かく魔法が使えないという蔑べつ称しようでもある。実際は全く使えないわけでもないのだが、遠距離照準を苦手にしているのは紛まぎれもない事実で十三束本人も自覚している欠点だった。

　返す言葉が見つからず目を泳がせているエリカに、達也が隣となりから助け船を出した。

「誰でも得手不得手はあるものだ」

　慰なぐさめているのか突つき放しているのか、助け船と言うには微び妙みようなセリフに、

「達たつ也やが言うと説得力有んなぁ」

　しみじみとした声でレオが合いの手を入れる。

　十と三み束つかの「苦い笑い」が「苦笑い」に変わった。

「十三束くん、発はつ見けーん！」

　その直後、彼らの複雑に絡からみ合った心情を一気に吹き飛ばす明るい声が二年Ｅ組の教室に飛び込んで来た。

「明あけ智ちさん!?」

　慌あわてて振り返る十三束の視線の先、教室後ろの入り口からバタバタと駆かけ寄よってきたのは「エイミィ」こと明智英えい美みだった。昨夏の九校戦代表選手だった関係で達也とも面識がある。キュッと摩ま擦さつ音おんがしそうな勢いで十三束の机の脇わきに立ち止まり、一体何ど処この流りゆう儀ぎかシュタッと片手を挙げて英美は満面の笑みを浮かべた。

「おはよう、十三束くん」

　語ご尾びに「！」や「♪」が踊おどっていそうな、元気の良いあいさつだった。同じ明るい性格でも心の裏側に屈くつ折せつした想そう念ねんを抱かかえているエリカと違い、英美のパーソナリティは底そこ抜ぬけの明るさだ。彼女を見ているとクヨクヨ悩んでいるのがバカらしくなる、という貴重なタイプ。今この場面でも英美の登場により、気まずくなりかけた空気が一いつ掃そうされた。

「あ、うん。おはよう、明智さん」

　その勢いに十三束が引き気味になっているのはご愛あい嬌きようか。いや、彼の表情を見た感じでは「英美が十三束に引かれている」のではなく「英美が十三束を圧倒している」が正しそうだ。

「司し波ばくんもおはよう」

「おはよう、エイミィ。そういえばエイミィと十三束は去年同じクラスだったな」

「そうだよ。よく知ってるね？」

「その程度はな」

　目を丸くした英美に、達也は脱だつ力りよく気味の笑みを向けた。

「エイミィ。この子は柴しば田た美み月づき。こっちは千ち葉ばエリカ。それから西さい城じようレオンハルト。三人とも去年のクラスメイトだ」

　美月たちは英美と接点がなかったはず。達也のこの推測は外はずれていなかった。

「はじめまして。明智英美だよ。エイミィって呼んでね」

　達也が三人を簡単に（ぞんざいに？）紹介すると、すかさず英美が自己紹介を返した。

「ＯＫオツケー、エイミィね。あたしのことはエリカで良いよ」

　真っ先に反応したのは、やはりと言うべきか、エリカだ。

「レオって呼んでくれ」

「よろしく、明智さん」

　レオの自己紹介（補足）に続いて、美み月づきがペコリと頭を下げる。すると何な故ぜか、英えい美みが不満げに頰ほおを膨ふくらませた。

「エイミィ」

「えっ？」

「エイミィと呼んでって言ったじゃない」

　美月は自分が何な故ぜ怒おこられているのか理解できずに目を白黒させている。客観的に見ても英美の主張は理り不ふ尽じんに近いものだったが、理り屈くつより勢いが勝利するケースは世の中でしばしば観測されるものだ。英美がどういう少女なのか知らず呆あつ気けにとられているエリカとレオはともかくとして、ある程度付き合いのある達たつ也やがどういう訳か介かい入にゆうの姿勢を見せない。もう一人、英美のキャラクターを知っているはずの十と三み束つかは焦あせっているばかりで口出ししかねている様子だ。

「えっと……よろしく、エイミィ。私のことも美月でいいです」

　結局、戸と惑まどいながらも美月が折れた。

「うん。よろしく、美月」

　その途と端たん、英美が無む邪じや気きに笑った。その笑顔は「ニコッ」というより「にぱっ」という擬ぎ態たい語ごで表現したくなる天てん真しん爛らん漫まんなもので、わがままな物言いに対して美月が覚えた微かすかな不快感を一度に蒸発させてしまう威い力りよくがあった。

　満足げに頷うなずいて英美はクルリと身体からだごと、十三束の方へ振り向いた。

「じゃあ今度は十三束くんの番ね」

「はい？」

　何な故ぜここで自分に話が振られたのか、一体何の順番なのか、唐とう突とつすぎて十三束にはまるで理解できなかった。

「エイミィ」

　英美がまたしても自分の愛あい称しようを口にする。

　十三束は英美が何を要求しているのか、まだ分からない。途と方ほうに暮れて左右を見た十三束は、達也が笑い出すのを堪こらえているような顔をしているのに気づいた。

　アイコンタクトで十三束が達也に助けを請こう。達也は真面目くさった表情を作って十三束の救きゆう援えん要よう請せいに応えた。

「明智さんじゃ嫌いやなんだろう」

　達也の推理は的を射ていたようで、英美はウンウンと頷うなずいている。

「十三束にも愛称で呼んで欲しいんじゃないか？」

　英美が美月に拗すねて見せたのはこの伏ふく線せんだったというわけだ。まあ、達也もこの展開を予想していたからさっきは口出ししなかったのだが。

　一方で十三束はというと、今にも脂あぶら汗あせを流し始めそうな引きつった顔をしていた。

「えっ、いや、明智さんも僕のことは『十三束くん』だし……」

「あれっ？　私も『鋼はがねくん』って呼んだ方が良い？」

　やだな～早く言ってよ～、と瞳ひとみで語りながら背中で両手を組んだ英えい美みが十と三み束つかの顔をのぞき込むように身体からだを前へ傾かたむけた。十三束は誰だれの目にも明らかなくらい焦あせっている。いっそう引きつった顔で身を仰のけ反ぞらせた十三束へ、達たつ也やたちは生暖かい目を向けた。

「いや、えっと、別にそういうことを言いたいんじゃなくて……あっ！」

　自分を楽しそうに見み詰つめる英美と目を合わせないように四苦八苦していた十三束は、二つ向こうの席から注そそがれている視線を見つけわざとらしい声と共に立ち上がった。

「明あけ智ちさん、この話はまた今度ね」

　のし掛かるような格好で視界の半分をふさいでいた英美をするりと躱かわし、十三束は自分を見ていた女子生徒の席へ歩み寄った。

「平ひら河かわさん、だよね？　君もこのクラスだったんだ」

　達也たちの席からでは、十三束の声もかろうじて聞き取れる程度。ボソボソと遠えん慮りよがちに答える千ち秋あきの言葉は全く聞き取れない。

「エイミィ、追いかけた方が良くない？」

　いきなり放置され不満顔の英美に、トーンを低く抑おさえた声でエリカが話し掛けた。

「ここで引き下がる手は無いと思うよ……？」

　それは人の心を堕だ落らくへ誘いざなう悪あく魔まの囁ささやきか、苦難の道へ向かわせる御み遣つかいの声か。──もちろんそんな大おお袈げ裟さな代しろ物ものではなく、単に同級生をけしかける小悪魔のセリフでしかなかったのだが、効果はてきめんだった。英美は気合いの入った顔で頷うなずくと、ずんずんと十三束目掛けて突つき進んで行った。

「……恐おそろしい女だな、お前って」

　軽口ではなく本気の口調で呟つぶやいたレオに、

「こっちの方が建設的でしょ」

　ニンマリと笑いながらエリカが答える。

「確かに。これは興味深い展開だな」

　その隣となりで言葉どおり、野や次じ馬うま根性丸出しの視線を十三束、英美、千秋の三人へ向ける達也を、美み月づきが意外感混じりの呆あきれ顔で見ていた。
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　十三束を主役（あるいは獲え物もの）とする青春ドラマも、予よ鈴れいが鳴ればいったんお預けだ。英美が賑にぎやかな足音を立ててＥ組の教室を後にし、エリカとレオもＦ組の教室に向かった。

　この後、生徒を集めて始業式、というイベントは無い。伝達事項は自己責任で確認しろ、というのが学校側のスタンスだ。このクラスでは今から実技指導の教師が姿を見せる段取りになっている（Ａ組～Ｄ組の一科生クラスも同じ）。当日になるまで名前も公表しないとは随ずい分ぶんもったいぶった真ま似ねをする、と考えている生徒は二年Ｅ組の過半数を超えていたが、達たつ也やはそう考えない少数派に属していた。

　おそらく、ギリギリまで決まらなかったのだろう──という達也の推理は完全に的中していた。元々定員が多い一高、二高、三高では生徒の半分を切り捨てなければならないほど、教師資格を持つ魔ま法ほう師しは不足している。

　人手不足という認識が念頭にあったので、Ｅ組の実技指導担当教師は魔法教育者として変わり種の、余りそれらしくない人物になるのかもしれない、と達也は予想していた。例えばかなり高齢とか、逆に極めて若いとか。工学的な技術を教えるだけなら魔法師としての技量はそれほど要求されないので、教師資格を持たない研究者が派は遣けんされてくる可能性も達也の予測に入っていた。

　しかし始業時刻の三十秒後、二年Ｅ組生徒一同の前に立った指導教師の姿は達也にとって想定外だった。他の生徒にとっても予想外だったようで、小さなざわめきが教室を駆かけ抜ぬけた。

　現れたのは、推定四十代の女性だった。

　無論これだけで意外感を覚えることは無い。魔法科高校の教師は男性の方が明らかに多いとはいえ、女性が珍しいというほどではない。意外感は彼女の外見によるものだ。

　髪の色が銀。瞳ひとみの色が青。肌はだの色が白。高い身長と高い腰の位置、その他の身体的特とく徴ちようから見ても、その女性は明らかに北方系白色人種だった。

「ジェニファー・スミスです」

　名乗った氏名も英語風、というか英語圏けんの姓せい名めいそのものだ。

「出身はＵＳＮＡのボストンですが、十八年前に帰化しました」

　しかしこの言葉で疑問の大半は氷解した。日本に帰化してそれ程の時間が経たっているのであれば機密保持の面でも懸け念ねんは無い。通常、帰化国民の愛国心（国家への帰属心）は生来の国民より強固であることが求められる。帰化前の国家よりも帰化する国家により強い忠誠心を持っているのでなければ、帰化は認められるものではない。国籍を変えるというのはそういうことだ。国家機密に関わる機会の多い魔法研究者の場合はこの点が特に徹てつ底ていされている。現代社会で最も豊かであり魔法技術も最さい先せん端たんに位置するＵＳＮＡの国籍を捨てて何な故ぜ日本に帰化したのかという疑問は残るが、達也には比較的どうでもいいことだった。

「昨年度まで魔法大学の講師をしていましたが、今年度から本校で魔法工学の授業とこのクラスの指導を受け持つことになりました。よろしくお願いします」

　立場的には廿楽つづら先生と同じだな、と達也は思った。廿楽の場合は自由すぎる気き質しつが災いしたという背景があった。スミス先生にはどんな事情があるのだろう。──と、達也は彼女が問題児であることを前提とするいささか失礼な決めつけと共に考えた。
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　一時限目こそ履り修しゆう科目の登録に当てられたが、二時限目からいきなり通常どおりのカリキュラムが始まって、今は昼休み。

　達たつ也やは生徒会室に来ていた。

　彼は今日から生徒会副会長。達也を風紀委員会から生徒会へ移い籍せきさせるというあずさと花か音のんの密約（？）が、達也本人の意思を無視して履り行こうされた結果だ。風紀委員会に未練も無ければ生徒会入りが嫌いやだというわけでもなかったので達也も抵抗しなかったが、仮に達也が拒きよ否ひの姿勢を見せたとしても結局は説得されていただろう。──あずさに、ではなく深み雪ゆきに。あるいはそれが分かっていたから達也は抵抗しなかったのかもしれない。

　どんな背景があるにせよ、西暦二〇九六年度第一高校新体制はこうして無事出航した。また、風紀委員会にも新たなメンバーが加わった。達也の後任として生徒会推すい薦せん枠わくで幹みき比ひ古こ。昨年度末に欠員が出た部活連推薦枠の補ほ充じゆうに雫しずくが選ばれている。新年度初日の今日、生徒会室であずさ、花音、五い十そ里り、達也、深雪、ほのか、雫、幹比古の顔ぶれによる新役員歓かん迎げい会かい的なノリの昼食会が開かい催さいされていた。

　生徒会室の会議用テーブルも、八人となれば少々手て狭ぜまだった。それを良い口こう実じつと思ったのか花音は五十里にぴったりくっついている。二人の熱々な──五十里は少し気まずそうにしていたが──姿を、あずさと幹比古が気恥ずかしそうに、達也と雫がポーカーフェイスで、ほのかがやや羨うらやましそうに、そして深雪が微笑ほほえましげに眺ながめながら、ランチタイムは和なごやかに進む。ちなみにほのかとしては花音を見習って手狭を理由に達也とくっつきたいのだが、深雪が節度有る態度を崩くずさないので踏ん切りをつけられずにいるのである。

　食事を終えた八人へそれぞれの好みに合わせたコーヒーカップとティーカップが配られる。給仕をしているのは３Ｈ─Ｐ94、ピクシーだ。この少女型家事ロボットは元々ロボット研究部に貸たい与よされていた物だが、様々な事情により、何よりピクシー本人の希望によって、今日から達也が生徒会室で使用することになったのだった。

　ランチタイムも最初の内は新設された魔ま法ほう工学科の異色な指導教師が話題になっていた。しかし昼休みも半ば近くになると、間近に迫せまった入学式に皆の興味が移って行った。

「今日の放課後もリハーサルなんですか？」

　入学式の準備にタッチしていない幹比古が上級生の耳を意識して丁てい寧ねいに訊たずねると、

「リハーサルというより打ち合わせですね。答辞のリハーサルは春休み中と式直前の二回だけです。それも段取りを練習するだけで、実際に原げん稿こうを読み上げたりはしませんよ」

　男子生徒に対してデフォルトの丁寧な口調で深雪が答えた。

「去年も？」

「ええ」

　雫しずくの質問にも、一年前に答辞を読み上げた当人の深み雪ゆきが連続で答える。

「えっ、そうなの？　とてもそうは見えなかった」

　その回答に、花か音のんが少し大おお袈げ裟さにも思える驚おどろきを示した。もっとも、その理由はすぐに本人の口から語られた。

「あたしたちの時はかなりひど……苦労してたから、リハーサルを多めにやることにしたのかと思ってた」

「どうせ酷ひどかったですよ……」

　失言を言い終える寸前で修正した花音だったが、どうやら手遅れの模様。一昨年おととしの新入生代表を務めたあずさが激しく落ち込んだ顔でいじけてしまう。

「ま、まあ、中なか条じようさんは緊きん張ちようしていたんだよ。別におかしなことじゃないって」

　許嫁いいなずけの失態を五い十そ里りが慌あわててフォローする一方、

「もちろん、あがらなかった深雪がおかしいということでもないからな」

　その五十里のフォローで深雪が変にへそを曲げてしまう前に達たつ也やが予防線を張った。

「まあ、お兄様ったら。わたしだって緊張していたのですよ」

　深雪がごく自然なタイミングで隣となりに座る達也の太ふと腿ももに自分の両手を重ねて置いた。そのまま兄の顔をのぞき込むように上体を寄せる。軽く頰ほおを膨ふくらませた妹の表情に苦笑しながら、達也は深雪の髪を軽く撫なでて、その頭を元の距離までそっと押し返した。深雪が「あっ……」と小さく声を上げ、はにかんだ微笑ほほえみを達也へ向ける。「ああっ！」という顔で固まったほのかの脇わき腹ばらを雫しずくが肘ひじで突つつき、五十里にべったり寄りかかったままの花音が自分のことを棚たなに上げてげんなりとした表情を浮かべた。

　混こん沌とんとした空気は幹みき比ひ古このわざとらしい咳せき払いで元に戻もどった。その顔に多大な努力の跡あとを刻む幹比古へ、達也が何事もなかったような声で話し掛けた。

「実は俺おれも深雪も、まだ今年の新入生総代に直接会ったことが無いんだ」

「新入生側の準備は学校側の主導で行われているからね」

　達也の発言を受けて、彼より事情に詳くわしい五十里が説明モードに入る。

「生徒の自治を尊重するといっても、多くの来らい賓ひんを迎える公式行事は別なんだろうね。在校生側の準備は生徒会が中心になって行うんだけど」

「新入生はまだ当校の生徒ではない……ということでしょうか？」

「いや幹比古、それは穿うがち過ぎだろう」

　余り深い意味は無いであろう幹比古の相あい槌づちに、達也が遠えん慮りよの無いツッコミを入れた。そんな二人の気が置けない関係を見る五十里の目が何となく羨うらやましそうに見えるのは、果たして錯さつ覚かくだろうか。

「本当の理由は分からないね。僕たちには推測することしかできない」

　笑って流す五い十そ里りの顔は、その本心を垣かい間ま見みせないものだった。

「中なか条じようさんは顔を合わせているんだよね？」

　五十里が話題を変えると、すかさず花か音のんが興味を示した。

「七しつ宝ぽうくんですか？」

　自分へ向けられる好奇心いっぱいの視線に、あずさは目を伏ふせて考え込んだ。

「そうですね……やる気がある子に見えましたよ」

　悪い先入観を与えたくなかったのだろう。当あたり障さわりのない言葉を選んだあずさだったが、

「野心家ってことね」

　身みも蓋ふたもない表現で言い換えた花音に曖あい昧まいな苦笑いを浮かべたところを見ると、あずさも実は花音と同意見であるようだった。
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　夕食後のリビング。役割分担のとおり洗い物を水み波なみに任せ、深み雪ゆきはコーヒーを達たつ也やの手元へ。自分のカップをサイドテーブルに置いて隣となりに腰を下ろした妹に、

「七宝家長男の立場を考えれば、野心家になっても仕方ないだろうね」

　達也はなだめるような声でそう話し掛けた。

「お兄様、何な故ぜいきなり七宝君のことなど？」

　両手を重ねて太ももに載のせ、行ぎよう儀ぎの良い姿勢で深雪は小首を傾かしげた。もっとも、そんな余よ所そ行ゆきの顔で達也が誤ご魔ま化かされるはずも無い。

「だからといって、こちらが折れてやる必要も無いんだがな。喧けん嘩かさえしなければそれ以上仲良くする必要も無いさ」

「わたしは喧嘩などしません」

　だから喧嘩はするなよ、と達也から遠回しに念を押されて、深雪は拗すねた顔でそっぽを向いた。──こういう態度をとっているのは、彼女にも多少の自覚があるからに他ならない。深雪と七宝家長男の初顔合わせは、お世辞にも友好的とは言いがたいものだったのだ。

　もちろん、深雪の方から喧嘩を売ったりはしなかった。彼女も最初は後こう輩はいになる新入生代表を気持ち良く迎えようとしていた、のだが……。




「紹介します。今年度の新入生総代を務めてくれる七宝琢たく磨まくんです」

　放課後の生徒会室。既すでに顔を揃そろえていた役員一同──五十里、深雪、ほのか、そして、達也──にあずさから紹介されて、七宝琢磨はペコリと一礼した。その態度は新入生としてまずまず尋じん常じようなものだったが、その印象は五十里に続いて、

「副会長の司し波ば達也です。よろしく、七宝君」

　達たつ也やが自己紹介をしたところで一変した。

「七しつ宝ぽう、琢たく磨まです。よろしくお願いします」

　不自然に苗みよう字じを強調した言い方だったが、言こと葉ば遣づかいはまだ許容範囲だった。ただその態度は余り礼れい儀ぎ正しいとは言えない。琢磨は達也の顔ではなく、左胸を見ていた。

「……七宝くん？」

　あずさがそっと声を掛けると、琢磨はハッとした表情の後、ばつの悪そうな愛想笑いを浮かべた。

「すみません。司し波ば先せん輩ぱいが着けている歯車のエンブレムに見覚えがなかったものですから」

　琢磨の言い訳を聞いて、あずさは「ああ、なるほど」と頷うなずいた。

「今年から新設された魔ま法ほう工学科のエンブレムなんですよ」

「そうでしたか」

　琢磨は意図したものかそうでないのか、興味が無いというぞんざいな素振りで相あい槌づちを打った。

　達也はそれを不ふ愉ゆ快かいとは思わなかった。七宝家の切り札「ミリオン・エッジ」は現代魔法として例外的にＣＡＤを使用しない術式だ。その所せ為いか七宝家は魔法工学技術を軽視する傾向があるということを、達也は技術者同士の噂うわさ話として知っていた。考え方は人それぞれだ。自分にとって価値のあることだからといって、他人に価値観の共有を強しいることはできない。

　だがそれは、深み雪ゆきにとって見過ごしにできないものだった。尊大な表情、不ふ遜そんな目つき。自分が格上であることを根こん拠きよも無く信じ、相手を故ゆえ無く見下す。この新入生の目は去年、兄を「雑草」と蔑さげすんでいた一科生の同級生と同じ色を帯びている。深雪にはそう感じられた。

　琢磨はすぐにあいさつを続けるべく次の相手へ身体からだの向きを変えた。こんなところで騒さわぎを起こすつもりは無かったし、そもそも琢磨には自分が失礼な真ま似ねをしたという自覚がなかった。それは彼の感性が鈍にぶいということではなく、今のを失礼だと感じる方が敏びん感かんすぎるというべきだろう。だから彼は特に心構えもなく、次の生徒会役員、つまり深雪へ目を向けた。

　その直後、たじろいだ顔を見せてしまったのは、琢磨にとって屈くつ辱じよくだったに違いない。しかしそれも致いたし方かたの無いことだった。何な故ぜならばそこには。




　氷雪の女王が降臨していた。




　吹雪の姫ブリザード・プリンセスなどという生やさしい存在感ではない。ツンとすました表情、と言えば月並みだが、その月並みな表情が前生徒会役員に死し闘とうを覚かく悟ごさせたこともあるのだ。まだあの時──去年の生徒会長選挙の折──のレベルには程遠いが、初しよ見けんの琢磨が平静を失ったとしても恥にはならないプレッシャーを放っていた。

　しかし琢磨本人は、そう思わなかった。悔くやしげな表情が、抑おさえきれず浮かび上がる。すぐに儀ぎ礼れい的な笑みを作ったが、客観的に見て、余り上う手まく行っていなかった。

「同じく副会長の司し波ば深み雪ゆきです」

　その冷たい表情に相応ふさわしく、深雪が口にした自己紹介のセリフはこれだけだった。

「──七しつ宝ぽう琢たく磨まです。よろしくお願いします」

　琢磨の声が少し震ふるえていたのは、恐おそれではなく怒いかりの故ゆえだった。彼は深雪に気け圧おされている自分に腹を立てていた。自分に対する怒りを他人に転てん嫁かしないだけの自制心は保っていたが、元来琢磨は気性の激しい少年だ。自分を抑おさえる為ために、彼は奥おく歯ばを嚙かみ締しめていた。いくら表情を取り繕つくろおうとしても、隠かくせないほど強く。

　深雪と琢磨、二人の態度は到とう底てい平和的と言えるものではなかった。徐じよ々じよに不ふ穏おんの度を増す空気に、あずさがオロオロし始める。去年の生徒会なら鈴すず音ねあたりからフォローが入る場面だが、今年の役員で同じポジションにいる五い十そ里りもどうして良いか分からないという顔をしていた。深雪の対応は上級生として大人げないものだが、琢磨の振ふる舞まいも新入生として礼れい儀ぎに適かなっているとは言いがたい。そういう場違いなバランス感覚に自ら縛しばられてしまっていたのだ。

　今ここにいるメンバーの中で唯ゆい一いつ、深雪をたしなめることで結果的に事態を収められる可能性があった達たつ也やは、琢磨の表情を無言で観察しているだけだった。
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　……その後、ほのかが自己紹介で精一杯明るく話し掛けたことにより、刺とげ々とげしいムードも多少和らいだ。だが、ぎくしゃくした空気は打ち合わせの間、生徒会室に居座ったままだった。今日はリハーサルの類たぐいではなく、既すでに決まっている段取りを徹てつ底ていするだけだったので短時間で済んだ。あの雰ふん囲い気きがもっと長い時間続いていたら、入学式の成否が懸け念ねんされるところだった。──新入生総代を生徒会に勧かん誘ゆうするという伝統を考こう慮りよすれば、既に今年度の生徒会活動への悪あく影えい響きようが案じられるレベルだが。

「しかし、いきなり睨にらみ合いになるとは思わなかった。七しつ宝ぽう家の長男は、どうやら好戦的な気性のようだな」

　自分の取った態度は間違っていない、と深み雪ゆきは思っている。ただ、いくら正当な理由──敬愛する兄に侮ぶ蔑べつの目が向けられたような気がしたということ──があったからとはいえ、生徒会という高校生にとってオフィシャルな場で雰囲気を悪化させる真ま似ねをしたのも事実。多少のお小言はあるだろうと深雪も覚かく悟ごしていた。だから自分をまるで咎とがめようとしない兄にやや肩すかしの感を懐いだきながら、躊躇ためらいがちな口調で深雪は達たつ也やの言葉に相あい槌づちを打った。

「お兄様に対する彼の態度は、ただ不ふ遜そんであるという種類のものではなかったように思います。もっとベクトルのはっきりした、敵対的な意思を秘めていたように感じられました」

　今、冷静に振り返ってみると、琢たく磨まの態度は去年の入学直後に見せたクラスメイトのものとは少し違うように思える。取るに足らない格下と侮あなどるのではなく、敵に対して精神的優位に立つ為ために無理やり自分の方が格上だと思い込む……そんな余よ裕ゆうの無さが見え隠かくれしていたように深雪は思い直した。

「そうだな。彼は俺おれたちを警けい戒かいしていた」

　琢磨から敵意を向けられているのは自分よりむしろ深雪の方だということを達也は知っている。今け朝さの登校中、七宝琢磨が睨むように見み詰つめていた相手は、達也ではなく深雪だった。自分に向けられている敵意は深雪に対する敵意の付録みたいなものだと達也は感じていた。

　一方、深雪はといえば、自分がメインターゲットで兄が付録だなどとは露つゆ程ほども考えていなかった。達也が「俺おれたちを」と言ったことに深雪は気づいていたが、彼女の中ではあくまで兄が主で自分は従だった。

「理由は分かりませんが、余り軽く考えない方が良いように思われます。去年のようなことが無いとも限りませんので」

　深雪が言っているのは、去年の入学直後に起こった国際テロ組織「ブランシュ」が引き起こした事件のことだ。一高内にテロリストが侵しん入にゆうするという非常事態に発展したあの事件に彼ら兄妹が深く関わることとなったきっかけは、達也に対する紗さ耶や香かの勧誘だった。最初、達也はそれを「部活の勧誘かそこら」と軽く考えていたのだ。

　あの時、もっと深刻に考えていればその後の展開が変わったかというと、そこは疑わしい。結果的に、（彼ら兄妹にとっては）大したことにもならなかった。しかし琢磨の挑ちよう戦せん的な振ふる舞まいを「喧けん嘩かをしなければ良い」という程度に受け止めている兄の態度が深雪には紗耶香の時と重なって見えて、注意を促うながさずにはいられなかった。

「去年？　ああ、いや、そういう事にはならないだろう。仮にも彼は、二十八家の人間だ」

　二十八家というのは十じゆつ師し族ぞく、師補十八家を合わせた二十八の家系のことで、普ふ通つうに使われる言い方ではない。ただ十師族及び師補十八家、まさしくその二十八の家では魔ま法ほう技能師開発研究所を共通の出自として持つ自分たちを一ひと括くくりで表現する用語として使用される言葉だった。

「俺おれも七しつ宝ぽう琢たく磨まの為人ひととなりを知っているわけではないが……」

　達たつ也やはコーヒーカップを持ったまま、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「七さえ草ぐさ家への対抗心から、七宝家は師補十八家の中でもとりわけ十師族の地位に執しゆう着ちやくが強いと言われている」

　七草家と七宝家の確かく執しつについては深み雪ゆきも知っていたが、十師族の地位に対して云うん々ぬんは初耳だったのだろう。達也の話に興味深げな表情を浮かべている。

「ただでさえ俺たちの年頃の男は、自分の力を認めさせたいという自己顕けん示じ欲よくが強いからね」

「まあ、お兄様もですか？」

「そりゃあな。俺にも人並みにそういう欲はある」

　からかい気味に訊きいてきた妹に、達也は苦笑しながらそう答えた。

「七宝君はその種の自己顕示欲が人一倍強いようだ。自分が十師族に相応ふさわしい力を持っていると示したいんだろう。だから自分の邪じや魔まになりそうな相手には攻こう撃げき的な態度を取ってしまうのではないかな」

「わたしたちは別に七宝君の邪魔などしておりませんが？」

「周まわりに認められたいヤツにとっては、既すでに認められている人間が邪魔なんだよ」

　苦笑したまま告げられた達也の言葉に、深雪は大きく頷うなずいた。

「なるほど。つまり七宝君は、お兄様の名声を妬ねたんでいるのですね」

　深雪の「納得しました」と言いたげなセリフに、達也は危うくコーヒーを噴ふき出しかけた。

「いや、嫉しつ妬とを向けられている、というかライバル認定されているのは深雪、多分お前だ」

「わたしが、ですか？」

　お兄様を差し置いてわたしなど、と目で主張している深雪に、達也は何度も頭かぶりを振った。

「彼は今年度の新入生総代、お前は昨年度の新入生総代。それだけでライバル視される理由になる。加えて九校戦の大だい活かつ躍やくだ。俺は深雪の付属物として敵視されているんじゃないか」

「そんな……！　お兄様は深雪の付属物などではありません！」

「いや、そんなに興こう奮ふんしなくても……七宝君から見れば、という仮定の話なんだから」

「その様なとんでもない仮定は受け容いれられません」

「受け容れられないって言われてもな」

　いきなり妙みようなスイッチが入ってしまった深雪を、達也は少々持て余し気味だ。

「わたしの方こそがお兄様の……いえ、百歩譲ゆずって、お兄様はわたしの大切なパートナーです」

　少し恥ずかしそうに口ごもった部分は「お兄様のもの」と聞こえたが、達也は気にしないことにした。言い直した後の方も、達たつ也やには大だい胆たんというか結構恥ずかしいフレーズに思えたが、こちらもそのまま聞き流した。

「もう一つ考えられるのは、俺おれたちが十じゆつ師し族ぞくの関係者だと知って敵視している可能性だ」

　何気ない口調のこの指し摘てきには、ふわふわと舞まい上がりかけていた深み雪ゆきの意識を地上に引き戻もどす重みがあった。

「わたしたちを四よつ葉ばの関係者と？　それはさすがに考えすぎではありませんか、お兄様」

「そうだな。彼に、いや、七しつ宝ぽう家に四葉の情報統制を突とつ破ぱする力があるとも思えないが……七宝君の目にはそれくらい強い思い込みが宿っていた気がする」

　達也が思い浮かべたのは、生徒会室で深雪と睨にらみ合っていた眼まなこではなく、通学路で深雪に注そそがれていた眼まな差ざし。それは深雪の知らない七宝琢たく磨まで、だから彼女には兄の言うことが今一つピンと来ない。

　それでも深雪は、兄の懸け念ねんを心に留とめた。

「そうですか……相手は二十八家の一つ、注意はしておいた方が良いかもしれませんね」

　……十師族絡がらみで敵てき愾がい心を向けられている、というところまでは正解だったが、四葉との関係を疑われているというのは全くの勘かん違ちがいだ。七草との関係を疑われている、が正解だったが、その可能性には達也も深雪も思い至らなかった。真ま由ゆ美みと親しくしていても四葉と七さえ草ぐさの微び妙みような関係を忘れたことがない二人にとって、七草家の一派と見られているなど、思いもよらないことだった。
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　四月八日、国立魔ま法ほう大学付属第一高校入学式当日の朝。

　今日は通学路で不ぶ躾しつけな視線の待まち伏ぶせを受けることもなく、達たつ也や、深み雪ゆき、それに水み波なみの三人は入学式開会二時間前に第一高校へ到着した。こんな時間に登校したのは、言う迄までもなく入学式の準備の為ためだ。達也たち三人は真まっ直すぐ、最終打ち合わせの場である講堂の準備室へ向かった。水波は自分が部外者であることを気にしていたが、去年深雪に付き合って登校した為に時間を持て余した経験から、達也が強引に連れて来たのである。

　準備室には既すでに五い十そ里りとほのかが集まっていた。

「おはようございます、達也さん！　深雪もおはようっ」

「おはよう、司し波ば君。時間どおりだね」

　深雪がほのかと朝のあいさつを交わしている横で、五十里が達也に話し掛ける。

「おはようございます。早いですね、五十里先せん輩ぱい」

「性分でね。早めに出ないと落ち着かないんだよ」

　達也のあいさつに笑いながらそう答えた後、五十里は深雪の後ろに控ひかえている水波へ目を向けた。

「ところであの子は？　新入生だよね？」

「そうですよ。水波」

「はい、達也兄さま」

　達也に呼ばれ小走りに駆かけ寄ってくる水波。その応えに五十里が少し驚おどろいた表情を見せた。

「兄さま？　司波君、深雪さん以外にも妹さんがいたの？」

　ある意味で注文どおりの問い掛けをしてくる五十里に、

「いえ、従妹いとこです」

　達也はあらかじめ用意しておいた噓うその答えを返す。

「水波、五十里先輩だ」

「はじめまして、五十里先輩。桜さくら井い水波です。いつも達也兄さまと深雪姉さまがお世話になっています」

　達也の指示で丁てい寧ねいすぎない言葉遣づかいを心掛けた水波のあいさつに、五十里が違和感を懐いだいた様子は無かった。

「よろしく、桜井さん」

「こちらこそよろしくお願いします」

　水波が五十里に向かってもう一度お辞じ儀ぎをしているところに、あずさ、花か音のん、そして新入生総代の七しつ宝ぽう琢たく磨まが入って来た。（ちなみに花音は客席を一回りチェックしてきた後だ）

「おはようございます……もしかして、わたしが最後ですか？」

「おはようございます、会長。時間どおりですよ」

　少しビクビクした顔で訊たずねるあずさに、深み雪ゆきが笑顔で答えを返した。本当は三分ほど時間をオーバーしているのだが、深雪の笑顔にはそれ以上の謝罪と言い訳を許さない逆の意味での威圧感があった。

「おはようございます、五い十そ里り先輩、司し波ば先輩」

　あずさが予定していた謝罪文句を吞のみ込んでいる後ろから進み出た琢たく磨まが、まず五十里と達たつ也やに声を掛ける。

「おはよう、七しつ宝ぽう君」

　五十里の返答に黙礼し、琢磨は深雪とほのかの方へ向き直った。

「司波先輩、光みつ井い先輩、おはようございます。本日はよろしくお願いします」

　緊きん張ちようしているのだろうか？　琢磨の態度は一昨日おとといと打って変わって殊しゆ勝しようなものだ。

「おはようございます、七宝君。今日は頑がん張ばってください」

　しかし深雪は、そんなことでほだされるほど温厚な少女ではなかった。可か憐れんな笑み、優しい口調。完かん璧ぺきな淑しゆく女じよの顔は、一いち分ぶの隙すきも無い社交性という名の仮面だ。琢磨は態度を変えただけで、先日の無礼な態度について謝罪したわけではない。兄に対する謝罪が無い以上、深雪の方から歩み寄るつもりも無いのだった。

　余よ所そ余よ所そしくとも文句のつけようがない笑顔に、あずさも五十里も困こん惑わくの表情を浮かべている。注意すべき点が無いから深雪をたしなめることもできない。かといって、漂ただよい始めた気まずいムードを放置するわけにも行かない。あずさは途と方ほうに暮れた目で達也に助けを求めた。

「全員揃そろったようですから、まずは式次第を確認しましょうか」

　それに対する達也の回答は、何事も無かったように話を進める、だった。

「そうね、時間を無む駄だにすることもないわ」

　すかさず同意の掩えん護ご射撃を放ったのは花か音のんだ。彼女もこの場は勢いで誤ご魔ま化かすべきと判断したのだろう。

「では、開会三十分前の配置から。来らい賓ひんの誘ゆう導どうに深雪、放送室にほのか……」

　これは本来あずさの役目だが、達也は構わずリハーサル前の打ち合わせを進めた。水み波なみがこの場にいる不自然さは、誰だれにも指し摘てきされないまま忘れ去られていた。




　そして式直前のリハーサルは、近づく本番のプレッシャーを感じる余よ裕ゆうも無い張はり詰つめた空気の中で無事終了した。あずさなどは終了と同時にホッと一息ついて、あと三十分で入学式が始まるというのにすっかりリラックスした、と言うより虚きよ脱だつした様子だった。その姿は少しばかり気を抜ぬきすぎているように達也には思えたが、それを指摘するのは彼の仕事ではない。それに、始まる前から気を張りすぎて本番で使い物にならなくなるよりは良い。そう思い直して、達也は自分の仕事に取り掛かることにした。

「新入生の誘ゆう導どうに行ってきます」

「はい、行ってらっしゃいませ、お兄様」

「あっ、ご苦労様です」

　舞ぶ台たい袖そでの深み雪ゆきとあずさと、無言でお辞儀をした水み波なみに見送られて、達たつ也やは講堂を出て行った。




　開会前の彼の役目は、式場が分からなくなった新入生の誘導。去年、達也が入学式の前に真ま由ゆ美みと会ったのは、彼女が同じ仕事を担当していたからだ。今年の役割分担が決まった三月末にそれを聞いた時は、入学式という重要な行事の開会直前に生徒会長のやることではないように達也は感じた。しかし今は、緊きん張ちようを紛まぎらす為ために外へ出る口実だったのかもしれないな、と思い直していた。

　彼自身はそれ程緊張していたわけでもない。だが、それでも多少の解放感を覚えていた。これは多分に性分なのだろうが、屋内で堅かた苦ぐるしいセレモニーの準備をしているより外で風に当たっている方が気が楽なのだ。もしかしたら真由美にも似たところがあるのかもしれない。

　あるいは、そんなことを考えていたからだろうか。

「あら、達也くん」

「七さえ草ぐさ先せん輩ぱい？　おはようございます」

　前庭に出て早々、真由美にばったり出会ったのは。

「久し振り……って言うのも変ね。新入生の案内？」

「ええ、まあ」

「やっぱり生徒会に入ったんだ」

　新入生の誘導に当たっている生徒は生徒会役員以外にもいる。風紀委員も警備をかねて敷しき地ち内を見回っているし、臨時の係員も巡じゆん回かいしている。だから彼の回答だけで生徒会役員と結論づけることはできないはずなのだが、達也はクスクスと楽しそうに笑う真由美に何も反論しなかった。彼が生徒会入りしたのは事実だし、他のことに気を取られていたからだ。

　今いま更さら言う迄までも無いことだが、真由美は先月一高を卒業した。だから制服を着ていないのも、これまた当然のことだ。しかし、服装一つでここまで大人っぽく見えるのは「当たり前」とは言えないだろう。

　達也が真由美の私服姿を見るのは、これが初めてではない。去年の夏に九校戦の行き帰りで見せられたサマードレス姿は結構扇せん情じよう的なものだった。だがあの時は、露ろ出しゆつ多めであっても別人感は無かった。

　しかし今、レディススーツを纏まとった真由美は、先月までとは別人のように大人びている。胸元にフリルをあしらったブラウスに丈たけの短いジャケット、膝ひざ下したのタイトスカートは一高女子の制服からそんなにかけ離れた印象をもたらすものではない。ヒールの高い深しん紅くのパンプスの所せ為いだろうか。薄うす化げ粧しようを保ちながらも彩いろどりを増したメイクの所為だろうか。大きなリボンに替わって髪をまとめる鼈べつ甲こう色のバレッタの所せ為いだろうか。おそらくその全すべてが足し合わされ掛け合わされて生まれた効果だろうし、それ以上に真ま由ゆ美み自身が一階かい梯てい大人になったのだろう。

「卒業式から一ヶ月も経たないけど……何だか見違えちゃったね、達たつ也やくん」

　そんな風に考えていた達也が、真由美から逆に「見違えた」と言われて虚きよを突つかれたのは、やむを得ないことだったと言えよう。

「そうでしょうか」

　かろうじてそう答えた達也に、真由美は暖かな笑みを向けた。

「ええ。その制服……魔ま法ほう工学科のものなんでしょう？　去年とは全然違うわ」

「制服が変わっただけだと思いますが」

　達也のこのセリフは照てれ隠かくしではなく本音だった。彼は本気でそう思っていたのだが、

「ううん。自分じゃ分からないと思うけど、去年の同じ季節に初めて会った時の、二科生の制服を着ていた達也くんと今の達也くんは全然違う顔をしている。去年よりずっと自由になった顔をしている」

　真由美から受けたこの指摘に対して、達也は反論しないではなく、反論できなかった。

　それは彼が自分では気づいていなかった事実。自覚していなかった真実。

　割り切っていたつもりでも、人並みに、劣れつ等とう感かんに縛しばられていたということ。

「降参です。自分のことは分からないものですね」

　達也は潔く白旗を揚あげた。それは口先だけのものではなく、「自分のことは分かっているつもりでも本当は分かっていない」という先人の知恵を今後の戒いましめにしよう、と心から思ったが故ゆえの敗北宣言だった。だが、途と端たんに真由美が得意げに胸を反らすのを見て、達也の中で反はん攻こうの意思が芽生えた。

「見違えたと言えば、先せん輩ぱいの方こそ随ずい分ぶんと変わりましたね」

「えっ、そう？」

「ええ。すっかり大学生ですね。とても大人びて見えます」

「そ、そうかな？　まだ入学式を済ませたばかりなんだけど」

　達也の感想に口では否定的な答えを返しているが、真由美が内心満まん更ざらでもないことは緩ゆるんだ表情ともじもじとした仕草から明らかだ。（ちなみに魔法大学の入学式は四月六日）

「ええ。その落ち着いたバレッタも大人っぽいパンプスも良くお似合いですよ。まるで別人のようだ」

「えへへ、そうかな……って」

　もはや隠そうという気配すらなく笑えみ崩くずれた真由美の顔が、ハッと何かに気づいたようにいきなり固まった。

「達也くん……それ、どういう意味かな……？」

　いや、気づいたように、ではない。まさしく真由美は、気づいたのだった。

「それ、と仰おつしやいますと？」

「別人のように大人びた、って」

　自分が達たつ也やにからかわれていたのだということに。

「それはつまり、私が子供っぽかったと言いたいのかな……？」

「考えすぎです」

　もっとも達也は、自分の悪事（？）をそう易やす々やすと認めるような可愛かわいい性格ではなかった。上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる真ま由ゆ美みを前に、謹きん厳げん実じつ直ちよくそのものの顔を作って、その表情に相応ふさわしい声で答える。

「俺おれは七さえ草ぐさ先輩のことを童顔だとか幼児体型だとか思ったことは一度もありません」

「童顔……幼児体型……」

　真由美は何な故ぜかショックを受けている様子だ。客観的に見て、彼女は背が低いだけで童顔でも幼児体型でもない。顔はどちらかと言うと可愛い系だがそれだって「子供っぽい」わけではないし、メリハリのあるプロポーションは同年代の中でも大人びた体型と言える。

　だがどうやら、背が低すぎるということが──それだって本当はそこまで極きよく端たんな低身長というわけではない──真由美の密ひそかなコンプレックスになっているらしい。達也のセリフは明確な否定だったにも関わらず、勝手に悪い方へ解かい釈しやくしてしまったのだろうか。

「ご気分でも？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　達也の余り心配しているようには聞こえない声に半分虚きよ勢せいの強気な口調で答え、真由美は再び上目遣いに睨みつけるポーズを取った。

「じゃあ達也くん、別人ってどういう意味？」

「特に深い意味はありませんよ。慣用的なレトリックです」

　しつこく問い詰つめてくる真由美に、「失敗したかな」と達也は感じていた。そんなに長く引っ張るつもりで口にした話題ではなかったのだ。決して真由美のことを蔑ないがしろにするつもりはないが、彼女一人にいつまでもかまけているわけにも行かない。──そういえば、真由美は母校に何の用で来たのだろうか、と達也は今いま更さらのように思った。

「本当に？　そうは思えないんだけど」

　真由美がずいと踏み込んできた。「上目遣いに睨みつける視線」が「至近距離から睨ねめ上げる視線」に変化する。真由美本人は意識していないだろうが、第三者の誤解を招きかねない距離だ。

「いえ、本当です。……ところで先輩、本日はどのようなご用事で？」

　真由美が「あっ」という顔を見せるのと、「こらーっ！」という怒いかりと非難を乗せた甲かん高だかい声が達也の耳に飛び込んで来たのは、ほぼ同時だった。

「お姉ちゃんから離れろ！　このナンパ男！」

　達たつ也やは最初、それが自分に向けられた言葉だとは分からなかった。「ナンパ男」と呼ばれる謂いわれが無いからだ。だが甲かん高だかい声に相応ふさわしい小こ柄がらな少女が桜並木に挟はさまれた道を一直線に自分の方へ駆かけて来るのを見て、どうやらこの状じよう況きよう──身長差の関係で達たつ也やが真ま由ゆ美みに覆おおい被かぶさっているように見える二人の位置関係──を誤解しているようだ、と気づいた。

「香か澄すみちゃん!?」

　真由美の方はといえば、「お姉ちゃん」というフレーズと声の特とく徴ちようでそれが自分に向けられたセリフだと理解した。真由美は駆けて来る少女へ振り返り、すぐに顔を達也の方に戻して、一歩、勢いよく後退した。明らかに慌あわてている。おそらく彼女もどういう誤解をされているのか思い当たったのだろう。

　達也は「香澄ちゃん」と呼ばれた少女が真由美の妹であることを、新入生名簿を見るまでもなく知っていた。妹に後こう輩はいの男子生徒と仲良くしていると誤解されれば、慌てるのも無理はないと達也も思う。しかし、真由美の反応は少々勢いが良すぎるように彼には感じられた。

　一いつ瞬しゆんの懸け念ねんは、杞き憂ゆうに終わらなかった。高いヒールが災いしたのだろうか。いや、真由美ならフォーマルなパーティに出席する機会も多いはずなので、ヒールの高い靴くつに不慣れということはないだろう。不意のことに動どう揺ようして足元が疎おろそかになった、というところか。

　足を取られて転びかけている真由美を前にして、達也は冷静にそんなことを考えていた。完全に傍ぼう観かん者しやの思考である。このまま見ているだけで終わっていたなら文句なしに「薄情者」の称しよう号ごうが与えられただろうが、彼もさすがにそこまで人でなしではなかった。
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　よろけた真ま由ゆ美みを達たつ也やが素早く支える。両手で真由美の肩を摑つかんで。腰を抱だくような馴なれ馴なれしい真ま似ねはしないし、胸を触さわるような不ふ埒らちなアクシデントも、もちろん起こさない。

「あ、ありがとう……」

　だから、真由美が御礼を言いながら恥ずかしそうな顔を見せたのも、単に何も無い所で転びそうになったのを気にしているだけだったはずである。

　ところが、真由美の妹はそう思わなかったようだ。

「離れろって、言ってるだろっ！」

　そう叫んだ直後。真由美の妹──香か澄すみの身体からだがフワリと浮かび上がった。小こ柄がらな身体が空中で加速しながら放物線を描かず一直線に飛び、突つき出された膝ひざが達也の顔面を襲おそう。

　達也はその膝を、片手で受け止めた。前腕部でガードしたのではなく、掌てのひらでキャッチしたのだ。突き上げるように力を加えることで、衝しよう撃げきを上へ、慣性を地面へ逃がす。

　その光景を真由美が真ん丸に見開いた目で見上げていたが、香澄は姉以上に驚いていた。ブロックされるとか叩たたき落とされるとかならまだしも、バレエのリフトさながらに持ち上げられているのだ。運動状態を強制的に変更させられたことで、香澄の加速・移動系複合魔ま法ほうが効力を失う。

「うわわっ!?」

　魔法によるアシストもなく、掌の上に片かた膝ひざ立だちという不安定な姿勢。案の定と言うべきか、香澄はバランスを崩した。彼女の小柄な身体がグラリと傾かたむく。

　そのまま香澄がひっくり返る前に、達たつ也やは片足を引いて体たいを開き、手を下ろした。

「わーっ！」

　あまり可愛かわいらしいとは言えない悲鳴を上げて、香澄が前のめりの体勢のまま落下する。このまま前庭のソフトコート舗ほ装そうとコンタクトすれば、頭を打つことはなくても膝と掌に出血を伴ともなう傷を作ることになるだろう。入学式に臨む姿としては、結構悲ひ惨さんな有様と言える。高校生になったばかりの女の子にとっては辛つらい体験となるに違いなかった。

　その悲劇を防止する為ために、達也は香澄の身体を途と中ちゆうで受け止める──ことはしなかった。反応する時間が無いという理由ではない。彼は後こう輩はいとなる少女の落下プロセスを冷めた目で追っていた。彼女が真由美の妹という事情は、彼の意思決定に然さしたる重みを持たない。この少女が途中までであろうと自分に攻こう撃げきを仕掛けてきたという事実の方が、達也にとって意味あることだった。それに、落下する少女の身体を受け止めたりすれば、もう一人の少女に隙すきを見せることになる。

「あっ!?」

　香澄が素すっ頓とん狂きような声を上げた理由を、達也は視て、理解していた。

　魔法式が香澄の身体に貼はり付いて、落下速度を緩ゆるめている。彼女の身を守る情報強化の防ぼう壁へき、エイドス・スキンをまるで損なうことなく。通常ならば自分自身に魔ま法ほうを掛けた場合にしか起こらないその現象が、第三者の魔法によって発生していた。

　香か澄すみが無傷で軟着陸するのとほぼ同時に、達たつ也やは大きく後ろへ跳とんだ。三メートルの距離を空けたその先では、髪型を除いて香澄と全く同じ顔、同じ体格の少女が、両膝をついた香澄の隣となりへ駆かけ寄っていた。

「香澄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「泉いず美み、助かったよ。ありがと」

　並んでいると、本当に瓜うり二ふたつだ。プロフィールを知らない人間でも二人をこうして見れば、一卵性の双ふた子ごと思うだろう。無論、達也はこの二人が本当に双子だということを知っている。

　七さえ草ぐさ香澄と七草泉美。数字付きナンバーズの間では「七草の双子」という捻ひねりも洒落しやれもないそのままの通称で知られている姉妹である。

　もっとも、顔はそっくりでも雰ふん囲い気きは随ずい分ぶん違う。癖くせのない髪をショートカットにした香澄は見るからに活発で体育会系というか武ぶ闘とう派というか、好戦的な気配を放っている。一方、ストレートの髪を眉まゆの高さと肩に触ふれる長さで切り揃そろえている泉いず美みは、文学少女というかインドア派というか、お淑しとやかでおっとりした空気を纏まとっている。今の一言も、慌あわてているのは口調からも表情からも分かるのだが、それでも何ど処こか緊きん張ちよう感かんに乏とぼしい感じだった。──少なくとも、表面的には。しかし、本当に油断ならないのはこっちの方だろう、と達也は感じた。

　このように初対面の相手にはいささか不ぶ躾しつけな視線を向けていた達也だが、これはお互い様だった。目つきの露骨さで言えば、達也の方がむしろ控えめだった。

「泉美、コイツ、ナンパ男のくせに強いよ」

「いえ、えっと、香澄ちゃん？」

　ただし、双子の間には明らかな温度差があって、探るような目を向けてきているのは同じでも、瞳ひとみに敵意を燃え上がらせているのは香澄だけだった。

「少し落ち着いた方が……」

　泉いず美みは香澄を宥なだめている。

「ボクの直感が叫んでる。コイツ、ただ者じゃない」

　だが、香澄はそれを聞いていない。膝ひざをついた姿勢のまま達也を睨にらみつけ、左ひだり袖そでをずらしてＣＡＤを露ろ出しゆつさせた。

「泉美、あれ、やるよ」

　そう言って、香澄はＣＡＤのコンソールに指を走らせようとする。魔法の無断使用。明らかな違法行為。しかも二度目だ。それを向けられているのが自分ということを差し引いても、看過できることではない。入学式を控えた新入生といえど、取り押さえないわけには行かない。

　一いつ瞬しゆんで達也はそう判断したが、幸い彼が行動に移る前に、魔法の違法行使は未み遂すいに終わった。

「いい加減にしなさい！」

　それまで事態について行けず固まっていた真ま由ゆ美みが、香か澄すみの頭上に拳こぶしを落としたのだ。

「…………」

　香澄が声も出せずに頭を押さえてうずくまっている様子からして、見かけによらず相当痛かったのだろう。

「……お姉ちゃん、いきなり何するのさ？」

「それはこっちのセリフです！　香澄ちゃん、貴女あなた、いきなり何してるの!?」

　涙目で姉の顔を見上げる香澄を、真由美は両手を腰に当てて見下ろしている。彼女は本気で怒おこっていた。姉の剣けん幕まくに香澄の興こう奮ふんしていた意識は一気に冷却され、顔の色は赤のサイドから青のサイドにチェンジしていた。

「魔ま法ほうの無断使用は犯罪だって何度も何度も教えてあげたでしょう！　それを高校入学の初日から……一体どういうつもり!?」

　いつもより半オクターブくらい高い声でまくし立てる真由美を、達たつ也やは呆あつ気けにとられて見ていた。彼女が慌あわてる姿なら目にしたことがある。だが、逆上している姿は初めてだった。意味有りげな笑顔に本音を隠かくしたいつもの姿からは想像できない直情径行ぶりだ。

　一方、そのむき出しの怒いかりを浴びている香澄は、縮こまりながらも抵抗を放ほう棄きしようとはしなかった。家族だから？　それとも、慣れているのだろうか。

「で、でも、ソイツがお姉ちゃんにヤらしいことしようとしてたから……」

　その反はん撃げきは確かに有効だった。

「なっ……や、ヤらしい!?」

　相手にダメージを与えるという意味では。

「私たちはそんなこと、してません！　何を考えてるんですか、貴女あなたは!?」

　大局的に見れば、火に油を注そそいだだけだったが。

「大体、開場になるまで二人であちこち見ておきたい、子供じゃないからずっとついていなくても大だい丈じよう夫ぶ、って言ったのは香澄ちゃん、貴女でしょう!?　まさか他の人にも同じようなご迷めい惑わくを掛けていないでしょうね!?」

　なるほど、そういう事情か、と達也は思った。真由美は忙しい両親の代わりに妹たちを入学式へ連れて来たというわけだ。

「お姉さま、それは心外ですわ」

　疑問の形を借りた真由美の叱しつ責せきに反論したのは、ビクッと身体からだを震ふるわせた香澄ではなく、その隣となりに寄より添そう泉いず美みだった。

「ただ今の香澄ちゃんの勘かん違ちがいを除いて、私わたくしたちは他ひ人と様さまのご迷惑になるような行いはしておりません」

「そう……泉美ちゃん、信じて良いのね？」

「誓ちかって、相違ございません」

　泉いず美みの、丁てい寧ねいすぎるくらい丁寧な口調で潔白を主張する言葉に、真ま由ゆ美みも多少落ち着きを取り戻もどしたようだ。

「分かったわ。……達たつ也やくん、ごめんなさい！」

　泉美の目を見て頷うなずいた後、真由美は達也に向かって深々と腰を折った。

「妹がとんでもない真ま似ねをしちゃって。香か澄すみちゃん、貴女あなたも達也くんに謝りなさい！」

　姉の本気度合いが分かったのか、心の中でどう思っているかは別にして、香澄はさっきのような不満げな素振りは見せなかった。

「申し訳ありませんでした」

　真由美の隣となりに並び、潔く頭を下げる。

「私わたくしからもお詫わび申し上げます。司し波ば先せん輩ぱい、香澄のご無礼をどうかお許しください」

　当事者の香澄だけでなく、泉美まで姉に続いた。

　美少女三人、いや、美女一人と美少女二人から一度に謝罪を受けて、達也は居心地の悪さを覚えた。奇き跡せき的に先程の暴力行為を目もく撃げきしている者はいなかったが、今は何事かと窺うかがう視線をちらほら感じる。彼が彼女たちをいじめている、などという誤解でもされたらダメージと後こう遺い症しようは香澄の飛び膝ひざ蹴げりの比ではない。

「三人とも、頭を上げてください。結果的に何も無かったのですから、もう気にしていません」

　というより「もう気にしないでくれ」という方が達也の本音に近い。彼は徐じよ々じよに増えていく野や次じ馬うまの視線から逃のがれる為ために、一刻も早くこの場を離れたかった。ただ「もう気にしていない」というのも噓うそではない。

　それが真由美にも分かったのだろう。彼女は顔を上げてホッとした表情を浮かべた。が、その顔はすぐに申し訳なさそうで後ろめたそうな表情に塗ぬり替えられる。

「あ、あのね、達也くん」

「何でしょう」

　何やら妙みような雰ふん囲い気きに、達也は内心、身構えた。

「今の件……本来なら職員室に報告しなきゃならないってことは分かってるんだけど」

　真由美は達也に顔を向けたまま、目をつぶって両手を合わせた。

「お願い！　ここは私に免めんじて、見み逃のがしてもらえないかな!?」

　何だそんなことか、と達也は声に出さず呟つぶやいた。

「この程度のことで大騒ぎするつもりはありませんよ」

　実際、「この程度」のことを問題にしていたら自分や深み雪ゆきは何度補導されたか分からない。口にはしなかったが「お互い様だ」というのが達也の偽いつわらざる気持ちだった。

「ありがとう、達也くん！」

　だから、そんなに感激されても困るのだ。それに、

「いえ、最初から寸すん止どめするつもりだったのも分かっていますから」

　あの飛び膝ひざ蹴げりがブラフだったということもある。本気で攻こう撃げきされたのなら、達たつ也やもあんなに穏おん便びんな対応は取っていない。

　香か澄すみが自分自身に掛けた加速・移動系複合魔ま法ほうは膝が達也の顔面を捉とらえる三十センチ手前から急激に減速し、十センチの距離で空中に停止するよう組まれていた。そうでなければ達也も片手で摑つかみ取ろうなどとは考えなかった。いくら彼が鍛きたえているといっても、秒速十五メートルで飛んでくる体重四十キログラムの人間を片手で受け止めるのは不可能だ。減速を始めるポイントと停止するポイントが分かっていたから、停止直前のポイントで魔法が強制終了するよう文字通り手を加えたのである。

「ハァ……さすがね、達也くん」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべ「なんで……」と呟つぶやく香澄を横に、真ま由ゆ美みが感心した顔でウンウンと頷うなずいている。真由美にとって、こういう達也の異常性はお馴な染じみのものだった。

「先せん輩ぱい、俺おれは新入生誘ゆう導どうの仕事がありますから、これで。もう会場は開いていますよ」

　何やら余計なことを言い出しそうな真由美の機先を制してそう告げ、達也は返事を待たずその場を後にした。




「ピクシー」

　七さえ草ぐさ姉妹と別れた後、人目の少ない所で達也は音声通信ユニットを口元に当てた。

（はいイエス、ごマ主ス人タ様ー）

　微かすかな囁ささやき声に答えたのは、能動型テレパシー。それは「３ＨタイプＰ─94」の中にいる「ピクシー」の返事だった。

「現時点から遡さかのぼって十分前までに記録された、講堂入り口から前庭のエリアにおける想子観測機サイオンセンサーのデータを全すべて抹まつ消しようしろ」

（かしこまりました）

　真ま由ゆ美みはうっかり忘れていたようだが、達也が黙っているだけでは香澄の魔法不正使用を隠かくせない。校内には随ずい所しよに魔法の行使を監かん視しするセンサーが配置されていて、新入部員勧かん誘ゆう週間のような例外期間を除き、魔法の不正使用はこの観測装置に記録されてしまう。

（抹消を完了しました）

　達也がピクシーを生徒会室に引き取ったのは無論、給仕をさせる為ためではない。元々が家事ロボットだからなのか本人がやりたがるので好きにさせているが、達也の意図はもっと別にあった。それは、校内の監視システムに対するハッキングだ。

　真由美が在ざい籍せきしていた三月までなら、彼女に頼めば大たい抵ていのことは融ゆう通ずうが利いた。彼女は本来生徒会長に許されるレベルを超えて校内の監視システムに介かい入にゆうするコードを保有していた。もちろんそれは、まともな手段で手に入れたものであるはずがない。だから当然、後任の生徒会長に引き継がれたりしなかった。

　色々と後ろ暗いところの多い達たつ也やは、真ま由ゆ美みに代わる監かん視しシステムへの介かい入にゆう手段を手に入れる必要があった。そこで目を付けたのが、ピクシーの成り立ちだ。

　今のピクシーはパラサイトの本体がヒューマノイド・ホーム・ヘルパーの電子頭脳を直接支配することにより動いている。つまり「ピクシー」は各種インターフェイスを媒ばい介かいすることなく直接電子システムを掌しよう握あくする可能性を秘めている。達也はそう考えたのだ。

　そうして、春休みいっぱいを掛けて達也はピクシーにハッキングのテクニックを教え込んだ。元は「電子の魔女エレクトロン・ソーサリス」藤ふじ林ばやしから伝授されたテクニックだ。達也の努力の甲か斐いあって、第一高校の内部システムという限定付きではあるが、ピクシーは魔ま法ほうを監視するシステムへ自由に侵しん入にゆうしデータを書き換えるだけの技能を身につけていた。
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　新入生の誘ゆう導どうと言っても入学式の会場である講堂の場所が分かりにくいということもないし、ＬＰＳ（Local Positioning System）機能が備わった端末を持っていれば迷子になるということもない。端末を持っていなくて場所が分からなかった去年のエリカのようなケースは例外なのだ。達也たちの仕事は場所が分からなくなった新入生の案内ではなく、時間に遅れそうな新入生に対する注意喚かん起きがメインとなる。

「あの、すみません、先せん輩ぱい。講堂はどちらでしょうか」

　だから、本当に迷子になった新入生に遭そう遇ぐうするとは、達也も予想していなかった。

　場所は図書館と第二小体育館の間の並木道。入学式の会場である講堂とは逆側だ。そこで見るからに新入生の男子生徒が途と方ほうに暮れた顔でキョロキョロしていたので声を掛けたところ、このセリフが返ってきたという次第だ。

　それにしても随ずい分ぶんと派手な新入生だな、と達也は思った。彼の同級生にも髪が赤かったり瞳ひとみが青かったり肌はだが黒かったりといった大多数の日本人とは異なる色を持つ生徒がいる。だが今目の前に立っている小こ柄がらな男子生徒のように、まぶしい色彩の生徒はいなかった。

　髪の色はプラチナ。瞳の色はシルバー。肌の色は白。カラーコーディネートだけでなく、顔立ちにも日本人的な特とく徴ちようがまるで見られない。余程強く北方白人種の遺い伝でん子しが発現したのだろうか。そういえば指導教師のスミス女史に似ていると達也は感じた。

「案内しよう。ついて来なさい」

　頭でそんなことを考えていても、達也の答えに遅ち滞たいはなかった。彼がそう言うと、新入生は安心した表情を浮かべて大きく一礼した。

「ありがとうございます。あの、僕は隅守すみす賢けん人とです」

「スミス？」

　達也が思わずそう呟つぶやいたのは、自分が似ていると考えた人物のファミリーネームとこの少年の苗みよう字じが一致したからだ。だが「スミス」というのは英語圏けんで最もありふれた姓せいの一つ。偶ぐう然ぜんか、と達たつ也やは思い直した。

「あっ、はい、隅っこの『隅』に守備攻撃の『守』と書いて『すみす』と読みます。両親は僕が生まれる前にステイツから帰化したんです。その時、Smithに隅守という字を当てて……変な名前ですよね？」

　だがどうやらケント少年は、別の意味で不思議がられたと受け取ったようだ。尻しりすぼみに小さくなった声は、小学校や中学校で「隅守」という苗字をからかわれていた経験があるからかもしれない。

「いや、少しも変だとは思わないが」

　中学生はともかく小学生ならそういう無む邪じや気きで無む思し慮りよな残ざん酷こくさを発揮するかもしれない。しかし達也にはそのような愚おろかしさなど縁えんの無いものだった。彼が考えたことといえば、両親共に帰化外国人なら日本民族の身体的特とく徴ちようが見られなくても当然か、というものだった。

「ところで」

　それより達也には他に、気になっていることがあった。

「隅守君の情報端末にはＬＰＳ機能が付いていないのか？」

　達也がケント少年を見つけた時、彼は泣きそうな顔で情報端末の画面を見ていた。ＬＰＳ機能が端末に備わっていれば道が分からなくなるということはない。

「あっ、僕のことはケントと呼んでください。それで、ＬＰＳは……付いていることは付いているんですけど」

　そう言いながらケントはポケットから大ぶりの情報端末を取り出した。彼の身長は達也の胸までしかない。人種的な特徴を考えれば随ずい分ぶんと小こ柄がらだ。同年代の日本人男子の中でも背が低い部類に入る。だから手に持っているだけでは見えにくいと考えたのか、ケントは自分の情報端末を頭上に翳かざして達也の方へ向けた。

　その端末は随分古い型の物だった。達也には古いとしか分からなかったが、もう二十年も前の機種だ。そして、国内メーカーのものではなかった。ＵＳＮＡで作られ、普ふ及きゆうしていた物だ。

「僕、仮想型の端末しか持ってなくて、今日は父さんが昔使っていた情報端末を借りてきたんですけど……ＬＰＳの規格が合わなくて」

　なるほど、と達也は思った。公共インフラであるＬＰＳは最初のバージョンアップからずっと下位互換が保たれているとはいえ、それは国内端末に限ってのことだ。

　日本とＵＳＮＡではデータ処理方法が微び妙みように違う。それに、ＵＳＮＡのＬＰＳはあくまでＧＰＳの補完的システムで日本のＬＰＳのように独立して機能するものではない。

「貸してごらん」

　達也は反射的に差し出されたケントの端末を受け取って処理能力と空き容量を確認した。型は古いが、色々とチューンアップされている。もしかしたらケントの父親は電子工学技術者なのかもしれない。これなら大だい丈じよう夫ぶと判断して、達たつ也やは自分の端末とケントの端末を有線接続し、位置情報アプリを転送した。

「ＧＰＳを使った校内地図をインストールしておいた。ＬＰＳアプリに比べて精度は落ちるが、案内図の代わりくらいにはなる」

　インストールが終わった端末をケントに返す。

「ありがとうございます！」

　ただそれだけのことなのに、ケントはいたく感動した顔を達也へ向けた。

「もちろん、端末を買い換えた方が良い。所しよ詮せんは応急処置だ」

　言う迄までもないアドバイスを口にしたのは、達也もポーカーフェイスの裏で面食らっていたからだ。ケントの見せたこの過か剰じよう反応の理由は、すぐに分かった。

「あ、あの、先輩は、司し波ば達也先輩ですよね!?」

「ああ、そうだが、俺おれを知っているのか？」

「はい！　去年の九校戦のご活かつ躍やくを拝見しました！」

　ケントの答えに、達也は意外感を覚えなかった。二科生であろうと魔ま法ほう科か高校に入学してくる生徒が、九校戦を観戦していても不思議はない。新人戦であってもモノリス・コードは花形競技だ。たまたま彼の顔を覚えていた、ということもあるだろう。

　達也はそう考えたのだが、

「見事な戦術タクテイクス！　天才的な調整チユーニング！　僕、先輩がいるから第一高校を選んだんです！」

　半分は不正解だった。ケントは選手としての達也ではなく、エンジニアとしての達也を知っていたのだ。

「去年の九校戦を見るまでは四高に進学するつもりでした。僕、実技が苦手ですから。でも先輩のスーパーテクニックを拝見して、絶対先輩と同じ学校に行くんだって決めたんです！」

　熱く語るケントの言葉を、達也は他ひ人と事ごとのように聞いていた。

「今はご覧のとおり二科生ですけど、来年は先輩と同じ工学科に進めるよう頑がん張ばります！」

「……そうだな、頑張れ。その熱意があれば大丈夫だろう」

「ありがとうございます！」

　やや方向性は異なるが、ほのかの男子生徒版というところだろうか。子犬のような目で熱心に自分を見み詰つめるケントの視線を、達也は少々持て余していた。
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　真ま由ゆ美みと講堂の入り口で別れた香か澄すみと泉いず美みは、最前列に近い席を選んだ。さっさと席についた香澄が、丁てい寧ねいな仕草で腰を下ろしている最中の泉美に待ちきれないとばかり顔を寄せた。

「泉美、さっきのナンパ男のこと、知ってるの？」

　まだ入学式の開始まで二十分近くある。彼女たち以外にも隣となり同士でおしゃべりをしている新入生は大勢いる。その中で、わざわざ声をひそめて話し掛けて来た同い年の姉に「何事か」と身構えた泉いず美みは、香か澄すみの質問の意味を理解して拍ひよう子し抜ぬけの表情を浮かべた。

「ええ。……もしかして香澄ちゃん、本当に知らないんですか？」

　その表情は、香澄が本気で訊たずねていると悟さとるにつれ、呆あきれ顔に変わった。

「……有名人？」

「ある意味では、そうですよ」

　泉美は軽くため息をつくと、腰を動かして香澄へ向き直るよう座り直した。

「お名前は司し波ば達たつ也や先せん輩ぱい。去年は二科生でしたが、今年から魔ま法ほう工学科に転科された方です」

「ふーん……二科から魔工科に移れたってことは、頭が良い人なんだね」

　感心しているわけではなく、さりとてバカにしているわけでもなく、反応が薄い香澄に、泉美が「仕方ないですね……」という目を向けた。

「なにさ？」

「いえ、確かに頭の良い方なのですけど……そんな月並みな言葉で済ませていいものかどうか」

　泉美がわざとらしく頰ほおに手を当てて困こん惑わくのポーズを取った。その態度に香澄はムッとしたが、泉美を相手にむきになっても自分ではいいようにあしらわれるだけだと香澄は知っている。そこは生まれた時からずっと一いつ緒しよの双ふた子ご同士、様々なケースにおける「傾向と対策」はバッチリだ。香澄は無言で泉美のセリフの続きを待った。

「去年の九校戦に一年生ながら、しかも二科生でありながらエンジニアとして参加。新人戦の女子スピード・シューティングとアイス・ピラーズ・ブレイクでは担当した選手が一位から三位を独どく占せん、新人戦ミラージ・バットでは優勝と準優勝、本戦のミラージ・バットでは優勝」

「噓うそ……それじゃ、担当した選手はお互いに負けただけで、事実上の無敗だったってこと？」

「ええ」

「冗談だよね……？」

「噓でも冗談でもありません。あの方はエンジニアとして担当した選手が事実上の無敗という驚きよう異い的な戦果を上げられた先輩ですよ」

　泉美が自分の質問に答えている最中、香澄はわずかな噓の兆ちよう候こうも見み逃のがさないとばかり、双子の妹の顔をジッと見み詰つめていた。しかし、どうやら泉美が真ま面じ目めに回答しているらしいと悟さとって、ただでさえ大きな目を両方ともいっぱいに見開いた。

「クラウドボールではお姉さまのサポートも務められていましたよ。香澄ちゃん、本当に気がつきませんでした？」

　泉美は既すでに呆れ顔ではなく、むしろ気の毒そうな顔で香澄に追い打ちを掛けた。

「全然分からなかった……」

「急な代役だったようですが、お姉さまは全く不自由されているご様子がありませんでした」

　うちひしがれた表情で香か澄すみが言葉を失う。昨夏の九校戦、香澄と泉いず美みは真ま由ゆ美みの試合を一いつ緒しよに観戦していた。それなのに、姉にくっついていた悪い虫の存在に、自分は気づかず泉美だけが気づいていたことに香澄はショックを受けているのだった。

「でも、気にいらないですね」

　香澄が呆ほうけてしまっている横で、泉美がボソッと呟つぶやいた。

「お姉さまは司し波ば先せん輩ぱいに随ずい分ぶんと気を許されているご様子……これは思わぬ伏ふく兵へいかもしれません」

　声になったのはここまでだった。穏おだやかならぬ独ひとり言ごとの後、物思いに沈んでいく泉美の隣となりで、香澄はまだ衝しよう撃げきから立ち直れずにいた。
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　入学式はアクシデントも無く予定どおり終了した。琢たく磨まの答辞も特に問題無く終了。去年のように会場全すべての目を釘くぎ付づけにするということもなく、一昨年おととしのように在校生ばかりか新入生までがハラハラしながら見守るということもない、無難な答辞だった。

　その後は恒こう例れいの生徒会勧かん誘ゆうだ。新入生総代＝主席入学者に生徒会の話をするのは、入学式が終わってからという不文律がある。入学式が終わるまでは生徒ではないという理由だ。形式主義的すぎる感もあるが、今までそれで不都合が生じたことはない。去年のように一波乱あっても、勧誘に失敗したことはこれまでなかった。しかし──

「申し訳ありませんが、辞退させていただきます」

　あずさの「生徒会に入ってもらえませんか」という勧誘に対する琢磨の答えは、これだった。

「……理由を聞かせてもらってもいいですか？」

　思いもよらない拒ノ否ーに石化してしまったあずさに代わり、一人だけ勧誘に同行していた五い十そ里りが琢磨に訊たずねると、

「自分を鍛きたえることに専念したいんです」

　琢磨は五十里の目を正面から見返しながら、こう答えた。

「俺おれは、十じゆつ師し族ぞくに負けないくらい、魔ま法ほう師しとして強くなりたい。それが俺の目標です。だから課外活動は生徒会で組織運営を学ぶより、部活を頑がん張ばりたいと思います」

　淀よどみのない回答はあらかじめ用意していたものだろう。つまり、それだけ決心は固いということだ。説得は難しい、と五十里は思った。

「そうですか……」

　気落ちした気配が漂ただようその声の主は、五十里ではなくあずさだった。意外と早く硬こう直ちよくから脱したあずさが、ため息をつくような仕草で力無く俯うつむいた。相当なショックだったのだろうか。少なくとも隣で見ている五十里はそう思った。

「仕方ありませんね。無理強いもできませんし」

　しかし、あずさが琢たく磨まに返した言葉は、意外にあっさりしたものだった。

「わたしたちとしては残念ですけど、七しつ宝ぽうくんがそう決めているのであれば。部活、頑がん張ばってください」

　諦あきらめの良すぎる態度は、琢磨にとっても予想外のものだった。だがここでグズグズしていると、生徒会役員に未練があるとも思われかねない。あるいは引き留められるのを当てにして、もったいぶっていたと受け取られるおそれもある。琢磨はそう思った。

「すみません。失礼します」

　おそらく「考えすぎ」の可能性が最も高い思考に急せき立てられて、琢磨はあずさの前から足早に立ち去った。




　あずさと五い十そ里りの三年生コンビが琢磨の勧かん誘ゆうに苦戦（敗退）していた頃ころ、達たつ也や、深み雪ゆき、ほのかの二年生トリオも大忙しだった。

　ほのかは入学式の後片付け。来らい賓ひんの出欠チェックや祝辞の整理、業者との撮さつ影えいデータの受け渡しなどで目を回しそうになっている。

　達也は式の手伝いに駆かり出された二年生の指揮監かん督とく。二科生だった去年ならともかく、八枚歯車のエンブレムを付けた達也から指さし図ずを受けることに不満の声は上がらなかった。今は手伝いを終えた同級生から腕わん章しようやヘッドセットなどの小道具を回収しているところだ。

　そして、深雪はというと。

「今年の式で一つ残念だったのは、司し波ば君のスピーチが聞けなかったことですかな」

「それはご無理というものですよ、上野こうずけ先生。入学式で登とう壇だんする生徒は生徒会長と新入生総代だけなのですから」

「ハハハ、そう言えばそうでした」

　……こんな具合に空騒ぎする大人たちに囲まれて、ひたすら愛想笑いを浮かべていた。

　この「上野先生」と呼ばれた壮そう年ねんの男性の職業は政治家。東京を地じ盤ばんとする与党所属の国会議員であり、次の選挙で与党が勝利を収めたならば大臣のポストは確実と言われている若手有望株だ。魔ま法ほう師しに好意的な議員としても知られており、魔法大学の学外監かん事じを務めたこともある。魔法師を敵視する運動が徐じよ々じよに勢力を増している現下の情勢では、魔法大学にとっても第一高校にとっても扱あつかいを疎おろそかにできない人物だった。

　そのことは深雪も弁わきまえている。さっきから愛想笑いで無む駄だ話ばなしに付き合っているのはその為ためだ。本当は十六歳の少女が配はい慮りよすべきことではないのだが、深雪は辛しん抱ぼう強く耐たえている。上野議員の目には、性的な下心の影かげもチラチラと映っている。直接的な行為に結びつく程の強さは無く、肉体的な衰えを意識し始めた男が若く美しい娘に懐いだく本能的な憧あこがれみたいなものだが、たとえ精神的なもの（ただしプラトニックに非あらず）であろうと、そういう目を向けられる少女にとっては不快なものに違いない。しかし深雪は、その不ぶ躾しつけな視線も気づかぬふりで我が慢まんしていた。

　彼の長話は、教職員にとってもそろそろ迷めい惑わくなものになってきていた。来らい賓ひんの中でも社ス会テ的ー地タ位スが高い国会議員が会場に居残っていては、職員もこの場を去りづらいのだ。

　実はこの先生も、去年まではこんなに話が長くなかった。だからと言って、今年急に無む駄だ話ばなしが好きになったということでもない。去年と一昨年おととしは真ま由ゆ美みに遠えん慮りよしていたのである。

　真由美個人に、ではなく、十じゆつ師し族ぞく・七さえ草ぐさの名前に。

　上野こうずけ議員は善意や趣しゆ味みで魔ま法ほう師しに対して好意を示しているのではない。魔法師のことが好きか嫌きらいかで言えば「好き」なのだろうが、政治家として魔法師を擁よう護ごするのはその力を自身の政治活動に利用したいが為ためである。上野と魔法師は実利で結びついた間あいだ柄がらなのであり、それ故ゆえに魔法師の中で代表的な地位を占しめる十師族には彼も遠慮があるのだった。

　もし深み雪ゆきが四よつ葉ばとの関係を明らかにしたなら、上野は引きつった笑みを浮かべてそそくさとこの場を立ち去るだろう。四葉の名は七草以上にインパクトがある。政治的な利用価値なら七草の方が上だが、権力者を恐おそれさせることに掛けては四葉が図ず抜ぬけている。

　しかし、深雪に名乗ることを許された姓せいは「司し波ば」であり「四葉」ではない。それにいい加減、我が慢まんの限界が近いとはいえ、こんな些さ細さいなことで四葉の力に頼りたくなかった。彼女にとって四葉は無条件で頼ることのできる味方ではないのだから。

　対処の術すべが無い困こん惑わくと苛いら立だちから深雪を救い出したのは、四葉ではなく七草だった。

「上野先生、こんにちは」

　いきなり名前を呼ばれて声のした方へ顔を向けた上野は、レディスのスーツを身に纏まとい大人びた笑みを浮かべている真由美の姿を認めて一いつ瞬しゆん、顔を強こわ張ばらせた。

「今年もご参列いただいたんですね。お忙しい中、いつもありがとうございます」

「将来この国を背負って立つ有能な若者たちにとって、記念すべき日ですからね。毎年招待してもらって僕の方こそ光栄だと思っています」

　堅かた苦くるしくなりすぎない程度に丁てい寧ねいな口調で話し掛ける真由美を前に、上野は早くも逃げ腰気味だ。「お忙しい中」を不自然に強調した真由美の意図を読み取れないようでは、与党の大臣候補にはなれない。無神経は許されても、愚ぐ鈍どんでは務まらないのが政治家だ。

「それより、真由美君は何な故ぜここに？　妹さんたちの付き添いですか？」

　真由美の背後に控ひかえる香か澄すみと泉いず美みに目を遣やって上野はそう訊たずねた。不自然にならないように適当に話題を振って、撤てつ退たい準備に掛かったのである。

「ええ。両親が二人とも、どうしても時間の都合が付かないと薄情なことを言うものですから」

「ハハハ、お二人ともお忙しい方ですから」

　上野の愛想笑いは軽く引きつっていた。

「香澄ちゃん、泉美ちゃん、ごあいさつなさい」

　皮肉が通用したことに満足したのかそれ以上の追つい撃げきはせず、真由美は妹たちへ振り返った。

「上野先生、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「本当にすっかりご無ぶ沙さ汰たしてしまって、申し訳ございません」

　声を掛けられるまでおとなしく控ひかえていた二人が、香か澄すみはきびきびと、泉いず美みは丁てい寧ねいに一礼する。その型どおりのあいさつは、上野こうずけにとって良いきっかけになった。

「いやいや、二人とも受験勉強で忙しかったんだろうし、気にすることはありませんよ。高校でも頑がん張ばってください」

「ありがとうございます、先生」

「いっそう精進致いたします」

　もう一度、香澄と泉美が深々と頭を下げたことで、一段落ついた空気が醸かもし出される。上野はこの変化を見み逃のがさなかった。

「二人とも、期待していますよ。では真ま由ゆ美み君、僕はそろそろ失礼します」

　上野は簡単な挨拶を残して、そそくさとその場を立ち去る。

　その背中に、真由美は追い打ちを掛けなかった。




「深み雪ゆきさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい。七さえ草ぐさ先輩、ありがとうございます」

　朗ほがらかな笑顔で話し掛けた真由美に、深雪は控え目な笑みで答えた。ここにはまだ教職員の耳じ目もくがある。明めい瞭りようすぎる同意を示すことは、上野議員に迷めい惑わくしていたと受け取られかねない。

　とはいうものの、深雪は学校の職員が告げ口のような真ま似ねをすると本気で警けい戒かいしているわけではなかった。彼女は特に意識せず習慣としてつけ込まれることがないように振る舞っているだけだ。達たつ也やさえ絡からまなければ、彼女の猫の皮はポリパラフェニレンテレフタルアミド（商品名・ケブラー）で織った防刃シート並みに強固なのである。

　鋼鉄以上の強度を持つ仮面の下の素顔を見通すことは、余程の慧けい眼がんの主でなければ困難だ。少なくとも、会ったばかりの女子高校生に可能なことではない。たとえそれが、常つね日ひ頃ごろから狐きつねや狸たぬきを見慣れている十じゆつ師し族ぞくの直系であっても。たいていの人間にとって深雪の抑よく制せいされた感情表現は、淑しとやかでたおやかで清せい楚そな大和やまと撫子なでしこの理想を体現したものに見えたに違いない。

「泉美ちゃん？」

　少なくとも、泉美にはそう見えた。深雪に目と意識を奪うばわれボウッとしていた泉美は、

「泉美、泉美ってば」

「はい？」

　隣となりの香澄に肘ひじで突つつかれて、ようやく真由美から話し掛けられているのに気づいた。

「はい、じゃないでしょう。深雪さんにちゃんとごあいさつして」

　姉の言葉が意識に浸しん透とうして、泉美は慌あわてて目を正面に向けた。彼女の視線の先では、深雪が少し困った顔で、それでも優しく微笑ほほえんでいた。

（女神様みたい……）

　もちろん泉いず美みは「女神」と呼ばれる存在に出会ったことは無い。頭の中にそんな言葉が自然と浮かぶほど、深み雪ゆきの姿は現実離れしたものとして泉美の目に映ったのだ。美少女というなら姉の真ま由ゆ美みは文句なしの美少女だし、他人からはナルシズムと受け取られるかもしれないが香か澄すみも十分可愛かわいらしいと泉美は思う。しかし、今彼女の前で儚はかなげな笑みを浮かべた上級生ほど美しい女性を見たのは初めてだ、と泉美は感じた。深雪は泉美が「こうなりたい」と思い描く理想像そのままだった。

「……七さえ草ぐさ泉美です。あの、深雪先せん輩ぱいとお呼びしてもよろしいですか？」

「ええ、構いませんよ」

　泉美の目は熱に浮かされたように潤うるんでおり、声も少しかすれている。いきなりどうしたのか、と真由美や香澄が不安を覚える変調ぶりだったが、深雪は優しい笑みを崩くずさず頷うなずいた。

「深雪先輩、九校戦のご活かつ躍やく、拝見しました。とても素す敵てきでした」

「ありがとう」

　泉美の熱い眼まな差ざしを、上級生の余よ裕ゆうで深雪が受け止める。

「ですが、こうして直じかにお目にかかると、応援席から拝見したより何倍も……おきれいです」

「そ、そうかしら？」

　しかし、熱っぽい視線に崇すう拝はいを通り越した狂気が混ざり始めるに至り、深雪もさすがに引き気味となっていた。
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「深み雪ゆき先輩のような方と同じ学まなび舎やに通えるなんて……私わたくし、感激です」

「泉いず美みちゃん、いったいどうしたの？」

　いつも穏おだやかな笑みを浮かべて何を考えているのか分かりにくいところのある泉美が感情を暴走させる様は、真ま由ゆ美みの狼ろう狽ばいを誘さそうに十分な姿だった。双ふた子ごの妹が実を言えばかなり熱しやすい質たちであることを知っている香か澄すみは、呆あきれ顔で傍ぼう観かんしているだけだったが。

「深雪先輩……私わたくしのお姉さまになっていただけませんか」

「お姉さま!?」

「ちょっと泉美ちゃん、落ち着いて！　貴女あなたのお姉ちゃんはこの私よ！」

　深雪と真由美が揃そろって声を裏返らせた。この珍しい光景を作り出した張本人である泉美は、深雪をじっと見み詰つめたままだ。その隣となりでは香澄が知らん顔でそっぽを向いている。

「七さえ草ぐささんが深雪姉さまの妹になるのは無理だと思われます」

　この混こん沌とんとした膠こう着ちやく状態に石を投げ込んだのは、少し前から四人の側そばで聞き耳を立てていた水み波なみだった。

「水波ちゃん？」

　水波が控ひかえていることに気づかなかった深雪が「何い時つからいたの？」という意図を込めて名前を呼んだが、水波はその問い掛けに対する答えを後回しにした。

「達たつ也や兄さまの妹になることは可能ですが。七草さんのお姉さまが達也兄さまとご結けつ婚こんなされば、七草さんは達也兄さまの義理の妹ということになります」

　水波は泉美に対する補足説明を終えた後、クルリと背後を振り返った。

「この場合、達也兄さまの実の妹である深雪姉さまと、義理の妹である七草さんは姉妹と呼べるのでしょうか？」

「お兄様!?」

　水波が訊たずねた相手は、深雪が声を上げたとおり、達也だった。

「絶対反対！」

　だが、達也は水波の問い掛けに答えることも、深雪の声に応こたえることもできなかった。彼が口を開くよりも速く、香澄が水波のセリフに異議を唱となえたからだ。

「お姉ちゃんが司し波ば先輩のお嫁よめさんになるなんてボクは絶対反対だからね！」

　それまで傍ぼう観かん者しやを貫いていた香澄がいきなり達也と真由美を結ぶ線に割り込んできて、真由美を背中に庇かばう形で達也と対たい峙じした。さっきのしおらしい態度は何ど処こへやら、「お姉ちゃんに近づくな」オーラが全開になっている。

「香澄ちゃん、今のは仮定のお話ですから……」

　双子ならではの役割分担なのか、香澄と泉美は一方が逆上するともう一方は分ふん別べつを取り戻もどす仕様になっているらしい。今の今まで深雪に熱を上げていた泉美がいきなり冷静になって香澄を宥なだめ始める。

　その二人を見ながら、真ま由ゆ美みがこめかみを押さえた。ポーズではなく、本当に頭痛を感じているようだ。

「達たつ也やくん」

　額に手を当て俯うつむいた姿勢で、真由美が達也の名を呼んだ。達也が普ふ通つうに会話のできる距離まで真由美に近づこうとすると、香か澄すみが威い嚇かくする目つきでその前に立ちはだかる。

　しかし、その次の瞬しゆん間かん。

「ふぎゃっ！」

　尻尾しつぽを踏まれた猫のような悲鳴を上げて、香澄が頭を押さえうずくまった。

「深み雪ゆきさんも」

　その背後で、真由美が床ゆかに目を向けたまま拳こぶしを振り下ろしていた。彼女の口から心底情けなさそうな声が発せられる。

「なんかもう、おバカな妹たちで……本当にごめんなさい」

　俯うつむいたままの真由美の顔は、目め尻じりのあたりがすっかり赤くなっている。本気で恥ずかしいのだろう。その気持ちは達也にも分からないではない。あれだけ立て続けに妹が暴走すれば、彼でも多分、いたたまれなくなる。

「気にしていませんよ。なっ、深雪」

「ええ。先せん輩ぱい、お気になさらないでください」

　達也が深雪に水を向けると、深雪も朗ほがらかに首を振った。泉いず美みの狂態はともかく香澄の暴走は達也を害虫扱あつかいするものだったというのに、深雪は何な故ぜかご機き嫌げんだ。真由美は深雪の態度に不ふ審しんと不安を覚えたが、今はそれを追求している気分的な余よ裕ゆうが無かった。

「この埋うめ合わせはきっとするから。──二人とも、さっさと帰るわよ」

「くっ！　苦しいよ、お姉ちゃん！」

「お姉さま、痛いです！　何で私わたくしにまでこんな仕打ちを」

　左右の手で双子の襟えり首くびを摑つかんで、真由美は逃げるようにその場を去った。




　　　　◇　◇　◇




　校門から「第一高校前」駅へと続く通学路の途と中ちゆう、一つ角を曲がった所に、達也たちの行きつけの喫きつ茶さ店てん「アイネブリーゼ」はある。今日も達也は入学式からの帰り道、深雪、水み波なみ、ほのか、雫しずく、幹みき比ひ古こと一いつ緒しよに、この店でコーヒー片手の雑談に興じていた。

　七さえ草ぐさ姉妹と別れた達也たちは、いったん、あずさと合流した。しかし、今日はもう帰って良いとあずさに強く言われて、先にその場へ来ていたほのかたちと下校することにしたのだ。

「そういえば、主席君の勧かん誘ゆうはどうなったの？」

　雫しずくがそう訊たずねたのは、お喋しやべりがふと途と切ぎれた瞬間だった。雫に特段の意図があったわけではなく、好奇心や野や次じ馬うま根性からの質問でもない。あえて言うなら、不意に訪れた会話の空白に引っ張られての発言だった。

「……ダメだった」

　だから、自分の所せ為いでもないのにいきなり暗雲を背負ってそれに押し潰つぶされそうになっているほのかを前にして、雫は「訊きかなきゃよかった」という後こう悔かいを味わうことになった。

「えっ、七しつ宝ぽう君は生徒会入りを断ったのかい？」

　だからこの、割と自分の好奇心優先なところがある幹みき比ひ古この発言は、嫌いやな沈黙に陥おちいらずに済んだという点でファインプレーと言えるだろう。

「本人は部活を頑がん張ばりたいから、と言ったらしいな。他にやりたいことがあるというのだから仕方が無い」

　達たつ也やの答えは、幹比古に対するというより、ほのかに「気にするな」と言い聞かせている側面が強かった。

「うん、強制はできないからね」

　達也の意図を読んだのかそれとも偶たま々たまなのか、幹比古のフォローでほのかの頭上を覆おおうどんよりとした空模様は薄うす曇ぐもり程度まで回復した。

「それより七宝君の代わりに誰だれを生徒会へ勧かん誘ゆうするか考えた方が建設的ですよね」

　深み雪ゆきが達也にそう話し掛けたことにより、達也たち六人の意識は完全に琢たく磨まから離れた。

「そうだな。新入生が誰も生徒会に入らないというのも後々のことを考えると具合が悪い」

　達也が真ま面じ目めな顔つきで頷うなずくと、深雪が軽く手を打ち鳴らす。

「そうだ。水み波なみちゃんを役員にするというのは如何いかがでしょう？」

　無言で上級生の話を聞いていた水波が、深雪の思いつきに顔を強こわ張ばらせた。

「深雪、それはちょっと水波が可哀かわい相そうだ」

　しかし、水波が口を開くより早く達也が深雪のアイデアを却下する。

「主席を生徒会に勧誘するのが慣例なんだから、代わりの候補も入試成績で選ばなければ」

　水波がホッとした表情を浮かべた。一方、提案を一いつ蹴しゆうされた深雪に不服そうな様子は一切なく、にこやかな笑みを浮かべている。深雪も本気で水波を生徒会にと考えていたわけではなく、少しからかっただけだったのだろう。

「次席は誰だっけ？」

　そんな深雪の思おも惑わくに関係なく達也の発言をそのまま受け取った雫が、生徒会書記として入試成績を把は握あくしているはずのほのかへ訊たずねた。

「えっと、七さえ草ぐさ泉いず美みさんだね。七草先せん輩ぱいの妹さん」

　ほのかは端末を確認するまでもなく入試の結果をちゃんと記き憶おくしていた。

「三位が同じく七草先輩の妹さんの香か澄すみちゃんね。七宝君とこの二人は本当に僅きん差さの一、二、三位だったのよ。四位以下と比べて、この三人の成績は突とつ出しゆつしているわ」

　ほのか同様、入試結果を知っている深み雪ゆきが雫しずくに向かって補足する。

「じゃあ、七さえ草ぐさ先輩の妹さん、どちらが役員になってもおかしくないということですね」

　幹みき比ひ古こは深雪が相手だと相変わらず丁てい寧ねい語ごが抜けない模様。

「でも順当に行けば、泉いず美みさんの方じゃない？」

　幹比古の態度は見るものによっては邪じや推すいを招くものであり面白いと感じるものでもあったが、雫はまるで興味無さげに淡たん々たんと反論した。

　雫の言葉に深雪が少し嫌いやそうな顔をした。先程の一件で深雪には泉美に対する苦手意識ができたのだろうか。

「決めるのは会長だが、最終的には本人のやる気だろうな」

　深雪の表情の変化は達たつ也やにも分かったはずだが、彼のセリフは妹の内心を斟しん酌しやくするものともそうでないとも取れるどっちつかずなものだった。




　達也がトイレで手を洗っていると、幹みき比ひ古こが入って来た。そのこと自体に特別な意味は無い。偶ぐう然ぜんタイミングが重なったのだろう、達也はそう思って入れ替わりに出て行こうとした。

「達也」

　だが幹比古の低い、陰いん鬱うつな声に呼び止められる。

「何だ？　……向こうじゃ話しにくい話題か？」

「うん……あんまり、大勢に聞かせる話じゃなくて」

「分かった。他言は控ひかえよう」

　躊ちゆう躇ちよと迷いで硬かたくなっていた幹比古の表情が、達也の言葉に少し緩ゆるむ。

「達也は話が早くて助かるよ」

「余り長くここに籠こもっていると変に思われるから幹比古の方も手短に頼む」

　達也の言うとおり、ここは長居をすると健康上の、どちらかと言えば不ふ名めい誉よな嫌けん疑ぎを掛けられる場所だ。改めてそれを指し摘てきされ、幹比古は慌あわて気味に口を開いた。

「達也、今日の式に新任のローゼン日本支社長が来てたのを知ってる？」

　ローゼンとは言うまでもなく、ＣＡＤ世界トップメーカーの地位を「マクシミリアン・デバイス」と争っているドイツの魔ま法ほう工学機器メーカー「ローゼン・マギクラフト」のことだ。その日本支社長ともなれば魔法大学にとって、ひいては魔法科高校にとっても重要人物である。

「知っている。一言だけあいさつもさせてもらった」

　当然達也は支社長が招かれているのを知っていたし、参列していることも確認していた。

「一言だけなの？　去年の九校戦の後夜祭パーティじゃ、前の支社長から随ずい分ぶん熱心に勧かん誘ゆうされてたみたいだけど」

「今日は幸い、時間が無かったからな」

　昨夏の鬱うつ陶とうしい記き憶おくを掘ほり起こされて、達也は渋しぶい顔を見せた。

「それで、ローゼンの新支社長がどうかしたのか」

　しかしすぐに何でもない表情を取り戻もどすと、幹みき比ひ古こに続きを促うながした。

「新支社長の名前は覚えてる？」

「エルンスト・ローゼン。ローゼン本家の人間らしいな」

「そうだね。久々の大物だって業界紙が騒いでる」

　ここで一いつ瞬しゆん、幹比古は言葉に詰つまった。だがすぐに、迷いを振り切る、見ようによっては少し自や棄けになった目で低くささやいた。

「そして彼は、エリカのお母さんの従弟に当たる人物だ」

　この暴ばく露ろ話には、達たつ也やもポーカーフェイスを保たもてなかった。

「エリカの母はは君ぎみはローゼンの縁者だったのか」

　双そう眸ぼうに驚きよう愕がくを浮かべて達也が問い返す。確認の意味しか持たないその質問に、幹比古は小さく、だが見間違えようもなく頷うなずいた。

「エリカのお母さんのお父さんが日本人女性と駆かけ落ちしたらしくて」

「駆け落ちとはまた古風だな」

「まあね……」

　本題と外はずれたところに驚おどろきを示す達也に、幹比古は軽く苦笑した。深刻だった空気が少し和らぐ。幾いく分ぶん肩の力が抜ぬけた顔で幹比古が話を続けた。

「親族の反対を振り切って日本に逃げてきたから、ローゼン本家とは断絶状態だ。お祖ば母あさん──エリカのお母さんのお母さんのご実家も二人の関係を心良く思わなかったみたいで、エリカのお母さんは相当苦労したそうだよ」

「気の毒な話だが、それで？」

　不幸な家庭事情だと達也も思うが、エリカに同情させることが幹比古の目的ではあるまい。達也は早く本題に入るよう幹比古に促した。

「……この一件以来、ローゼン本家は日本に良い印象を持ってなくてね。商売上日本に拠きよ点てんを置いていても、本家の人間が支社に籍せきを置くことは無かったんだ」

「そういえば、そうだな」

　幹比古に言われて、達也はローゼン・マギクラフト日本支社の幹部の名めい簿ぼを過去十年ほど遡さかのぼって思い出してみた。そこには確かに、ローゼンの名は無かった。

「僕の考えすぎかもしれないけど……エルンスト・ローゼンの来日は、エリカと無関係じゃない気がする」

　達也も、それは考えすぎではないかと思った。しかしそれ以上に、何な故ぜ幹比古が達也にこの話をしたのかが気になった。

「それで俺おれにどうしろと？」

「具体的に何かをして欲しいわけじゃないよ。ただ、気に掛けておいて欲しかったんだ」

　達たつ也やから訝いぶかしげな目を向けられて、幹みき比ひ古こは自分に対する苦笑を浮かべた。

「いや、そうじゃないね……僕一人が抱かかえ込むには少し重すぎるから、達也を巻き込んでおきたかったのかな」

　自じ嘲ちよう気味に幹比古が呟つぶやく。

「酷ひどい話だ」

　幹比古に向けられた達也の率直な感想は、言葉に反して非難する色合いを持たなかった。
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　達也たちが帰った後も、あずさは一人で閉門時間間ま際ぎわまで生徒会室に残っていた（ピクシーは休止状態）。生徒会は入学式が終わっても新年度の仕事が山積みだ。生徒会長のあずさがこの時間まで残っているのも不思議ではない。不思議と言えばむしろ他の生徒会メンバーを先に帰したことの方が不思議だった。

　ではあずさが一人で五人分の仕事を処理していたかというと、そんなこともなかった。彼女はさっきから今月の予定表をぼんやりと眺ながめているだけだ。時折深いため息をついて、「ダメダメ」とばかり首を振り、その時だけは気合いの入った顔で端末ターミナルに向かうも、すぐにぼんやりとモニターを眺めるだけの時間に逆戻りする。さっきからずっと、その繰り返しだ。

　もう何十度目か分からないため息の後、遂ついに変化が訪れた。来訪者の到とう来らいを電子音とディスプレイのメッセージが同時に告げたのだ。画面をカメラに切り替えると、服部はつとりの姿が映っていた。あずさは慌あわてて端末を操作し、鍵かぎを開けた。

「邪じや魔まするぞ、中なか条じよう……なんだ、お前一人か？」

「あっ、うん。ちょっと一人で考え事したかったから」

　そう言いながらあずさは律りち儀ぎに立ち上がって服部に席を勧すすめる。

　これまた律儀に礼を言って、服部が勧められた椅い子すに腰を下ろした。

「服部くんのＩＤなら、わたしが鍵を開けなくてもそのまま入って来られるのに」

　砕くだけた口調でそう言いながらお茶を入れようとするあずさを、服部は手振りで制した。

「俺おれはもう生徒会の役員じゃないからな。けじめはつけるべきだ」

「服部くんらしいね」

　クスッと笑って、あずさが自分の席に戻もどる。少し意外な気もするが、服部はあずさが丁てい寧ねい語ごを使わず普ふ通つうに会話できる数少ない男子生徒の一人だ。

「それで、なに？」

「今年の新入生総代のことだ」

　ここで「顔を見に来た」とか「用がなければ来ちゃいかんのか」とか戯ざれ言を並べないのは、間違いなく服部の美点だろう。

　しかし、いささかストレートすぎてデリカシーに欠ける、という面も否いなめない。

「七しつ宝ぽうくんのこと……？」

　無理に笑みを浮かべたあずさの顔を見て、服部はつとりは「しまった」と思ったのだが、残念ながら後あとの祭り。それに、ここで話を止めてしまうという選せん択たく肢しは、服部の流りゆう儀ぎに存在しない。

「ああ……七宝は生徒会の勧かん誘ゆうを断ったそうだな」

　服部のこういう融ゆう通ずうの利かない過か剰じように真正面なところは、あずさもよく知っている。彼女も今いま更さら怒ったり傷ついたりはしない。

「うん。部活で自分を鍛きたえたいんだって」

「そうらしいな。それで、中なか条じようにはあらかじめ説明しておこうと思って」

　服部も気を遣つかいすぎるのはかえって失礼だと考えて、口ごもったりはしなかった。

「えっ、何を？」

「今年から部活連も生徒会にならって、新入生の内から幹部候補を育成することにしたんだ。十じゆう文もん字じ先せん輩ぱいの後を引き継いで、その必要性がよく分かった」

「十文字先輩みたいな人は例外中の例外だよ。服部くんは良くやっていると思うけど……」

　あずさの掛けた慰なぐさめに、服部が苦笑いを浮かべた。その表情から無力感や自己嫌けん悪おは窺うかがわれない。どうやら服部は落ち込んでいるわけではないらしいと分かって、あずさは安あん堵どした。

「あの人が例外だということは俺おれもよく分かっているつもりだ。だからこそ、早い内からリーダーを育てておく必要がある」

　ここまで聞いて、服部が何を言いに来たのか、あずさには見当がついた。

「七宝くんをその幹部候補に取り立てるんだね？」

「ああ。結果的に生徒会から横取りするような形になってしまうが……」

「こっちが断られた後なんだから、横取りなんて思わないよ」

「そうか。助かる」

　あずさは笑いながら手を振り、服部はそれに対して頭を下げた。

「気にしなくて良いって。七宝くんには最初から断られそうな気がしてたし……そうだ！」

　そう言って、あずさは殊こと更さら陽気に手を叩たたいて見せた。

「せっかくだから、服部くんの意見を聞かせてもらおうかな」

「意見？　何についての意見だ？」

　服部の問いにすぐには答えず、あずさは手元のモニターに表示されているデータを壁へき面めんの大型ディスプレイに映し出した。

「新入生のデータか？」

　それは入試の科目別成績を含めた新入生の詳しよう細さいデータだった。

「七宝くんには逃げられちゃったけど、生徒会に新入生を誰だれも入れないというのはやっぱりまずいと思うの」

「それで代わりに誰だれを勧かん誘ゆうするか、悩んでいたということか？」

　それは達たつ也やたちがアイネブリーゼで話していたことと全く同じ内容だった。同じ事を別々に悩んでいるなど明らかに無む駄だなのだが、それは二つの出来事を俯ふ瞰かん的に見れば、の話である。この種の重複は世の中の至る所で起こっているに違いない。

「うん、そう。なんか、どの子も優ゆう秀しゆうな気がしてね……」

　あずさは途と方ほうに暮れた顔でそう言ったが、

「難しく考える必要は無いのではないか？」

　服部はつとりはそれをバッサリ切り捨てた。

「主席を勧誘して断られたのなら、次席を選べば良い。今年の次席は……」

　しかし生徒の名前を入試成績順に並べ替えて、服部は引きつった顔で言葉を途と切ぎれさせた。

「やっぱり七さえ草ぐさ先せん輩ぱいの妹さんが良いのかな……服部くん、どうしたの？　顔色が悪いよ？」

「いや、何でもない。そうだな、俺おれもそれがベストだと思う」

　そう答えながら服部は立ち上がり、慌あわただしくあいさつをして生徒会室を出て行った。

「服部くん、どうしたんだろう……？」

　その背中を見送って、あずさが呟つぶやく。服部が顔を引きつらせた理由は、不明なままだった。
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　西暦二〇九六年四月十日。新入生にとっては入学三日目の昼休み。

　達也は生徒会室で香か澄すみと泉いず美みに向かい合っていた。と言っても彼一人で相対しているのではなく、生徒会役員の一人として同席しているという意味だ。

　彼にとっては既き視し感かんを刺激されるシチュエーションだった。去年の春、同じく入学三日目で、達也はこの部屋に呼び出された。無論、彼だけが招かれたのではなく、主しゆ賓ひんでもなかった。彼の立場はあくまで深み雪ゆきの付録だった。それが何の間違いか、風紀委員の役職を押しつけられた。

　あれ以来、彼の高校生ライフは大きな予定変更を強いられた。もしあの日、この部屋に来なかったら、達也は平和な高校生活を享きよう受じゆしていただろう。少なくとも彼自身はそう思っている。──彼以外の人間に賛同を得られるかどうかは疑わしいところだ。

　あの時、達也と深み雪ゆきを招いたのは真ま由ゆ美みだった。そして今、真由美の妹たちを招いた生徒会の一員に達也はなっている。因果は巡めぐるということか、と達也は少しずれたことを考えていた。

「それでは、私わたくしたちのどちらかを生徒会役員として取り立ててくださるということですか？」

　本題に触ふれた泉美の発言で、達也はこの場に意識を引き戻もどした。彼の正面では、相変わらず香澄が今にも吠ほえ掛かりそうな目で達也を睨にらんでいる。達也が現実逃避していた理由だった。

「深み雪ゆき先せん輩ぱいとご一いつ緒しよにお仕事できますなんて……夢のようです」

　頰ほおに手を当ててうっとりとため息をつく泉いず美みの正面では、深雪が何を考え何を感じているのかまるで読み取らせない鉄てつ壁ぺきの愛想笑いを浮かべていた。敵意むき出しの香か澄すみと煩ぼん悩のうむき出しの泉いず美み。あずさも五い十そ里りもほのかも二人の異様な態度にすっかり気を吞のまれてしまっている。その結果、二人と交渉する役目は敵意と煩悩を向けられている当事者である達たつ也やと深雪に委ゆだねられてしまっていた。

「やる気があるなら二人一緒でも構わない」

　ターゲットとなっている人間に交渉役を任せるのは間違っている気がしたが、妹ばかり矢面に立たせるわけには行かない。そう思って達也はテーブルに復帰したのだが、

「私わたしに生徒会入りの意思はありません」

　彼の努力は香澄からけんもほろろな反応を引き出しただけに終わった。一人称まで変えているあたり、達也を拒きよ絶ぜつする意志の強さが表れている。もしかしたら「私わたし」が外用で、「ボク」というのは逆上のあまりついつい素顔を露あらわにしてしまっただけかもしれないが。

「香澄ちゃん、さっきから司し波ば先輩に対して失礼ですよ」

　姉妹のあからさまに刺とげ々とげしい口調をさすがに看過できなかったと見えて、泉美が香澄にきっぱりと注意した。小声でなかったのは、同席者に対するアリバイ作りの一面もあったかもしれない。

　一方、深雪が何も言わないことに、あずさも五十里もほのかも意外感を隠かくせずにいる。彼女の達也に対する信しん仰こうにも似た兄妹愛は、兄に浴びせられる悪意に対して火傷やけど（凍とう傷しよう？）するような怒いかりで報いるのが常だった。それなのに深雪が香澄に向ける眼まな差ざしは、微笑ほほえましげとも言えるものだ。そこに三人は、不ふ審しんよりむしろ恐おそれを感じていた。嵐あらしの前の静けさ、的な。

　もちろんこれは、あずさたちの考え過ぎである。達也に向けられる悪意に敏びん感かんな深雪は、香澄の態度が兄を侮あなどってのものではなく嫉しつ妬とと警戒感の故ゆえであることを直感的に理解していた。姉を大切に想うあまり姉に近づく男性に敵意を懐いだく香澄の心情に深雪はシンパシィを覚えていたし、今後も兄に好意を寄せる可能性が低い香澄は深雪にとって安心して付き合える可愛かわいい後こう輩はいなのである。

「そう、残念ですね」

　そういう意味で、香澄が生徒会入りを断ったのは深雪にとって残念なことだった。

「では泉美さん、生徒会に入っていただけますか？」

　しかしそんな気持ちはおくびにも出さず、泉美のことを敬遠したいと考えている本音もまるで見せず、深雪は朗ほがらかに問い掛けた。

「喜んで」

　自分を見み詰つめる泉美の、ますます熱っぽさを増した眼まな差ざしにも、深雪の完かん璧ぺきな淑しゆく女じよの笑みは揺らがなかった。
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　放課後、香か澄すみはしばらく図書館で時間を潰つぶした後、一人でカフェに来ていた。早速生徒会室へ向かった泉いず美みと待ち合わせた時間まで、まだ三十分ほどある。一人で待つには少々長い時間だ。待ちくたびれたら先に帰っても良いと泉美は言っていたし、どうしようか、と香澄がぼんやり悩んでいると、

「どうしたの？　何だか元気がないみたいだけど」

　不意に声を掛けられた。顔を上げた先には、パンツスーツ姿の若い職員の姿。

「あ、いいえ、気分が悪いとかそんなんじゃないです」

　香澄は「構わないで欲しい」というつもりでそう答えた。だが、自分で意図したよりも歯切れの悪い声しか出なくて、彼女自身がそれを意外に感じた。

　その女性職員は香澄の困こん惑わくを見み透すかしたような笑みを浮かべて、彼女に断ることなく向かい側の席に腰を下ろした。その一方的な振る舞いに香澄は少しムッとしたが、その女性の如い何かにも害の無さそうな笑顔を見ていると、すぐにどうでも良くなった。

「私は当校のカウンセラーで、小お野の遥はるかといいます」

「新入生の七さえ草ぐさ香澄です」

　遥の自己紹介は香澄の顔から迷めい惑わくそうな表情が消えた瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すましたもので、香澄は考える間も無く名乗り返していた。

「七草さんは確かＣ組だったかしら」

「はい、そうですが」

　最初に呼吸を盗まれた所せ為いで、香澄はすっかり遥のペースに乗せられている。

「Ｃ組は私の担当じゃないんだけど、何を悩んでいるのか聞かせてもらえる？」

「悩んでいるわけじゃないんですけど」

　心理的抵抗を覚える間も無く、泉美が生徒会入りして時間を持て余していることを香澄は正直に語った。

「そう。それはちょっと複雑な気分ね」

　真ま面じ目めな顔で香澄の話に耳を傾かたむけていた遥が小声でそう漏もらした。

　複雑って何が、と香澄は疑問に思ったが、彼女が質問するより早く遥が言葉を続けた。

「七草さん、風紀委員をやってみない？」

　遥の提案は香澄にとって唐とう突とつで完全に予想外のものだった。咄とつ嗟さに反応できずにいる香澄の瞳ひとみをのぞき込みながら遥がニコッと笑う。

「当校の風紀委員会のシステムは知ってる？」

　今度の質問は「はい」か「いいえ」を問う簡単なもの。

「ええ……姉から聞いています」

　意外感から抜ぬけ出せていない香か澄すみも、これには答えることができた。

「そう。だったら話が早いわね」

　香か澄すみの言う「姉」が誰だれか、遥はるかは訊たずねなかった。「七さえ草ぐさ」という姓せいは珍しくて有名なものだから香澄の姉が誰なのか訊きくまでもないことだったし、それ以前に遥は、自己紹介を聞く前から香澄の素す性じようを知っていた。

「実は職員室推すい薦せん枠わくが一つ余っていてね。少し事情があって、欠員の補ほ充じゆうは新入生の中から選ぼうということになっていたの」

「それを私に？　失礼ですけど、今ここで勝手に決めちゃっていいんですか？」

「貴女あなたが引き受けてくれるなら文句をつける人なんて誰もいないわよ」

　ようやく調子が戻もどって来た香澄のもっともな発言を、遥は軽く笑い飛ばした。

「貴女なら去年の司し波ば君に劣おとらない活かつ躍やくを見せてくれると思うんだけど」

　そして表面上は何げなく告げられたこのセリフに、それまであまり乗り気でなかった香澄が目の色を変えた。

「司波先せん輩ぱいって、お兄さんの方ですよね？」

「ええ」

　遥の顔に一いつ瞬しゆん「かかった」という表情が浮かんだが、香澄は気づかなかった。

「去年の風紀委員で委員長の渡辺わたなべさんと同じくらい目立っていたのが生徒会推薦の司波君なのよね。職員室推薦の森もり崎さき君も堅けん実じつな実績を残しているんだけど、司波君に比べると少し霞かすんで見えるのは否いなめないわ。それに去年は職員室推薦の別の委員が問題を起こしちゃったし。あまりそういうことが続くと職員室の見る目が問われるから、貴女が引き受けてくれると助かるんだけど」

　遥は理由その二を口にする必要が無かったかもしれない。達たつ也やが一番目立っていた、と聞いた時点で、香澄は闘とう志しと対抗意識がブレンドされたやる気に満ちていた。

「分かりました。やらせてください」

　今にも背景に炎ほのおが上がりそうな意気込みだ。

「……ありがとう。風紀委員長にはこちらから連絡しておくわ。明日にでも連絡が来ると思うからよろしくね」

　入学式前後のトラブルを知った上で、遥はそれをけしかける材料に使った。だが予想を大きく上回る効果に、本当は一体何があったのか遥は疑わずにいられなかった。
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　新入生総代に生徒会入りを断られるという思いがけないアクシデントはあったが、他に大きな騒ぎもなく、第一高校は新入部員勧かん誘ゆう週間に入った。（「今年は平和ですね……」というあずさの呟つぶやきは、二年生役員揃そろって聞こえなかったフリをしていた）

　しかし例年、大なり小なり（この場合「小なり」は必要無いかもしれない）トラブルが発生している新入部員勧誘週間が平和なまま終わるはずがない。新しん勧かん週間二日目の四月十三日金曜日、「今年はこのまま何事も無く終わりますように」というあずさの願いは儚はかなくも夢と散った。




　その日の放課後も前日に引き続き、達たつ也やと深み雪ゆきは部活連本部に待機していた。勧誘活動のトラブルが発生した場合、即そく座ざに実力行使込みで対応する為ためである。去年は真ま由ゆ美みと服部はつとりが務めていたポジションだ。今年の生徒会は副会長二人という変則的な構成で、その副会長が二人とも生徒会室を空けているというのはバランスを欠く布ふ陣じんのようにも思えるが、深雪の魔ま法ほう力りよくは誰だれ一人疑う余地の無いものだし達也の実力は実技成績とは別次元で実じつ践せん（実戦）証明済みだ。彼ら兄妹をワンセットで実行部隊に回すことに、本音はともかく表面上は、反対した者はいなかった。

　その部屋には部活連の治安部隊である執行部のメンバーも控ひかえている。服部が会頭に就任する以前の執行部は必要に応じて各クラブから人を出すシステムだったが、彼が会頭になって常任制に変更され、規模も拡充された。男女総勢二十名を四交代ローテーションで本部に常じよう駐ちゆうさせる陣容は生徒会、風紀委員会を上回る校内最大勢力となっている。カリスマ性で先代会頭の克かつ人とに劣おとるのは否いなめないとしても、組織運営者としての服部は今のところ前任者を上回る力量を示していた。

　昨日本部に詰つめていた執行部メンバーは、二年生を含めて達也とあまり接点のない生徒ばかりだった。顔と名前は知っている、程度だ。しかし今日は顔見知り以上の先せん輩ぱいがいた。

「それにしても不思議なもんだな。去年は下へ手たすりゃ停学の事件を起こした俺おれが、今年は騒ぎを取り締しまる方だなんてよ」

「先輩、それを自分で言いますか？」

「桐きり原はら、あまり余計なことは言わないでくれ……。変な勘かん違ちがいをするヤツが出たら困る」

　達也の反応は「少し呆あきれた」程度だったが、服部の反応は机に肘ひじをつき指でこめかみを押さえ深いため息を吐つくという結構大おお袈げ裟さなものだった。

「平気だろ。誰も聞いていないんだから」

　現在部活連本部室にいるのは服部、桐原、達也、深雪の四人だけだ。本日当番の執行部メンバーがあと四人いるのだが、二人は小体育館の使用割当時間が守られているかどうかを監かん視しに行っているところであり、二人は最初から校内を見て回っている。

「おっと、噂うわさをすれば。この話題はこれまでな」

　しかし、桐きり原はらが「誰だれもいない」と口にした直後、三年生女子生徒の執行委員が小体育館から帰ってきた。

「剣道部の演武が始まったところですね」

　服部はつとりに小体育館の状じよう況きようを報告している女子生徒の背中から時計へ目を移して、達たつ也やは注文どおり話題を変える。

「ああ。どうやら拳けん法ぽう部はきっちり時間を守ったみたいだな」

　桐原がこう言ったのは、実デ演モの割当時間を超過オーバーするクラブが多いからだ。

「先せん輩ぱいは出ないんですか？　三月は剣道部で練習している時間の方が長かったようですが」

「よく知ってるな、お前……」

「先月まで風紀委員でしたから。時々練習を見に行っていました」

「いつの間に……全然気づかなかったぜ」

　桐原が戦せん慄りつと警戒を含む眼まな差ざしを達也に向ける。だが、達也の飄ひよう々ひようとした顔を見て、すぐに肩の力を抜ぬいた。今いま更さら無意味だと思い直したのだ。

「練習に参加していたのは確かだが、剣道部に移い籍せきしたわけじゃないぜ。再さ来週、剣道部の練習試合があるんだよ」

　そう言って桐原は剣道の全国的な強きよう豪ごう校で知られている高校の名前を挙げた。

「それに出させてもらうことになったんだ」

「それで剣道部の練習に？」

「そういうことだ。良い機会だから無む駄だにしたくないと思ってな」

　最悪に近い出会い方をした達也と桐原だが、今ではこうして和わ気き藹あい々あいと雑談する仲になっている。そんな二人を深み雪ゆきは嬉うれしそうに無言で見守っていた。

　しかし、そんな穏おだやかな時間は服部はつとりのデスクで鳴り響ひびいた通報のベルにより中断された。

　古風な電ベ鈴ルの音に設定された呼び出し音に服部が卓たく上じようの受話器を手に取る。短い通話の後、彼は立ち上がって達也と深雪に声を掛けた。

「司し波ば、司波さん」

　ややこしい言い方だが、これが二人を呼ぶ時の服部のデフォルトだ。

「はい」

　落ち着いた声で応こたえたのは深雪だ。達也は無言で立ち上がり、服部の次の言葉を待っている。

「ロボ研のガレージでトラブルが発生した。仲裁に行ってくれ」

　服部が達也を見ながらそう指示を出した。特に深い意味があるわけではなく、命令の相手としては達也の方が気が楽だっただけである。

「分かりました」

　今度は達也が声に出して応え、深雪はお辞じ儀ぎで了解の意思を示して、二人は現場へ向かった。




　　　　◇　◇　◇




　新入生に対する勧かん誘ゆう活動が一週間に限定され、後は新入生の自主的な入部申し込みに限るとされているのは、魔ま法ほう競技系クラブ間の争そう奪だつ戦が主な原因である。だが、競技系のクラブ以外で新入生勧誘に関わる衝しよう突とつが起きないかというと、決してそんなことはない。現に今、ロボット研究部が部室に使っているガレージの前で、一人の新入生を挟はさんでロボ研と自走二輪バイク部が睨にらみ合っていた。

　自走二輪部はバイクで走ることを目的とするクラブではなく、自走二輪車を作ったり改造したりすることを活動内容とするクラブで、元々はロボ研と一つだった。移動手段に脚を使うか車輪を使うかでロボ研とバイク部は袂たもとを分かったと言っても良い。そんな経けい緯いもあって、二つのクラブは日ひ頃ごろから仲が悪い。どちらかと言えば学校近くの元自動車整備工場を借りているバイク部の方が、校内に部室ガレージを持っているロボ研に、より強い対抗意識を持っていた。

　その二つのクラブに目をつけられたのは、プラチナブロンドに銀の瞳ひとみ、白い肌はだの、大層目立つ新入生だった。小こ柄がらな体たい軀くと愛あい嬌きようのある顔立ちは、見る者にとても可愛かわいらしい印象を与える。二、三年生の女子生徒に「マスコットにしたい」という欲求をかき立てる男の子だった。両部にらみ合いの最前列に立っているのも三年生の女子生徒だ。

「いい加減に諦あきらめなさいよ。スミス君はロボ研に入るって言ってるでしょ」

　争奪戦の賞品プライズとなっている一年生の名は隅守スミス賢人ケント。入学式前、迷子になっているところを達たつ也やに発見された新入生である。

「プレス機の使いすぎで耳がおかしくなったんじゃないの？　スミス君はそんなこと一言も言ってないでしょ。先に声を掛けたのはうちなんだから、そっちこそちょっかい出さないで欲しいわ」

「早い者勝ちとか小学生じゃあるまいし。時代遅れのレシプロエンジンに脳みそまでシェイクされちゃったみたいね」

「時代遅れですって!?　さすが等身大メカ人形遊びにうつつを抜ぬかしている最さい先せん端たんオタクは仰おつしやることが違いますわねぇ」

　客観的に見て相当見苦しい女同士の罵ののしり合いに、集まった野や次じ馬うまたちはかなり引いている。だが、彼女たちの背後に控ひかえる男子部員たちは、

「時代遅れぇ……？」

「オタクだと……？」

　それがキーワードだったのか、すっかりエキサイトしていた。

「あの、僕は……」

　──そもそもの原因であるケントを置き去りにして。

　今や空気ムードは一いつ触しよく即そく発はつ。そこへ最初に駆かけつけたのは、生徒会役員でも風紀委員でもなく、独自に巡回していた部活連の執行部員だった。

「ロボ研もバイク部も落ち着いて下さい！」

　まず割って入ったのは、執行部二年生の十と三み束つか鋼はがね。

　その隣となりに割り込んできたのは、執行部見習いの七しつ宝ぽう琢たく磨ま。

　服部はつとりの勧かん誘ゆうに新入生らしい──らしく見える──張り切った態度で頷うなずいて部活連執行部入りした琢磨は、まず最初の仕事として、トラブルを起こしたクラブ間の仲裁に当たっている十三束の助手を務めているのだった。

　琢磨の勢いに押されてケントが諍いさかいの輪の外に出る。

「ケントじゃないか」

　そこへ、十三束に一歩遅れて達たつ也やと深み雪ゆきが到着した。

「あっ、司し波ば先輩」

　嬉うれしそうに振り返ったケントの目は達也へ向けられている。隣に深雪が立っているにも関わらず。これは極めて珍しいことと言えた。深雪の興味深そうな眼まな差ざしに若じやつ干かんの居心地悪さを感じながら、達也はケントに問い掛けた。

「何があったんだ？」

　この時点で達也はまだ、目の前のトラブルがケントを巡めぐって始まったものだとは知らない。目立つ生徒がいて、それが知らない相手でもなかったから声を掛けただけだ。

「あっ、その、すみません、先輩！」

　ケントにいきなり謝られても、達也にはさっぱり事情が吞のみ込めない。

「まだどのクラブに入るか決めてなくて、今日は見学だけさせてもらうつもりだったんですけど、それで詳くわしい話を聞けるというから中に入ろうとしたら、いきなり後ろから……」

　動どう揺ようしているのだろう。ケントの口述はまるきり整理されていないものだった。その分かりにくい説明を達也が苦心して理解している間に、事態は新たな局面を迎えた。

「風紀委員会です！」

　聞き覚えのある声を、達也は言い争いの向こう側に聞いた。自分たちの正当性を声高に主張し合うロボ研とバイク部、その間に立って声を張り上げている十三束、そのどれにも該当しない声だ。

「あら？　香か澄すみちゃんですよ、お兄様」

「ああ……」

　あえてその叫び声の方へ顔を向けないようにしていた達也だったが、あまり意味は無かった。深雪に言われるまでもなく、風紀委員を名乗ったのが香澄だと達也には分かっていた。

「ケント」

　気合いの入った香澄の声に、目を丸くして振り向いているケントの注意を達也が引き戻もどす。

「あっ、はい、すみません」

「別に謝る必要は無い」

　可哀かわい相そうなくらい緊きん張ちようしているケントに、達たつ也やは小さく笑いかけた。それは失笑の成分が濃い笑いだったが、横で見ていた深み雪ゆきが懐なつかしさを覚えるような笑顔だった。──肝かん心じんのケントには通じなかったようだが。

「はい、すみま──あっ」

「……まあいい」

　気まずい沈黙が訪れる前に、達也が話を続ける。

「要するに、バイク部が勝手に勘かん違ちがいしてロボ研がそれに絡からんできたということか？」

「えっと、はい、多分……」

「なる程……まあ、あっちはもう大だい丈じよう夫ぶだろう」

　さっきまで聞こえていた言い争いは、別の声に替わっていた。彼らをそっちのけで始まった険悪な口論。今にも魔ま法ほうの撃ち合いが始まりそうな不ふ穏おんな空気に、ロボ研部員もバイク部部員も息をひそめてその発生源──対たい峙じする琢たく磨まと香か澄すみを見み詰つめている。

「ケントはもう行って良いぞ。ロボ研とバイク部には俺おれの方から話しておく」

　仲裁に入って自ら問題を起こそうとしている下級生に心理的な頭痛を感じながら、達也はケントにこの場を離れるよう指示した。

「はい……ありがとうございます」

　達也に後始末を押しつけていいのかケントは少し迷ったようだが、結局達也に一礼してその指示に従った。




「ここは既すでに部活連執行部が対応している。風紀委員は余よ所そへ行ってくれ」

　琢磨のこれが、口論につながる第一声だった。

　横おう柄へいな物言いに香澄は一いつ瞬しゆん、怯ひるんだ。だが相手の顔を見て同じ一年生だと分かると、ムッとした声で言い返した。

「生徒同士の諍いさかいは風紀委員会の管かん轄かつだったと思うけど」

　だからすごすごと立ち去る理由は無い、言げん外がいにそう告げて香澄は琢磨の横を通り過ぎようとした。

「おい、待てよ」

　すれ違おうとする香澄の腕に、琢磨が手を伸ばす。だがその手は何も摑つかむことができなかった。香澄が滑なめらかなサイドステップで琢磨の手を躱かわしたのだ。思わぬ空振りに啞あ然ぜんとした琢磨だが、香澄が得意げな表情を浮かべているのを見てカッと頭に血を上らせた。

　もっともそれが暴力行為に直結するほど琢磨も単細胞ではない。

「しつこいなぁ。邪じや魔ましないでくれる？」

　素早く自分の前に回り込んだ琢たく磨まに、香か澄すみがうんざりした声を上げる。

「ここは俺おれたちが預かると言ったぞ、七さえ草ぐさ。それとも、ハッキリ言われなきゃ分からないか？　お前の出る幕じゃないと」

「ふぅん……七しつ宝ぽう君、私のこと、知ってたんだ」

　香澄は意味有りげな目で琢磨を見ると、相手が口を開き掛けた機先を制して言葉を続けた。

「邪じや魔ま者もの扱あつかいされているくらい分かってるよ？　でもお生あい憎にく様。風紀委員は執行部の指示に従わなきゃならない謂いわれなんて無いんだ」

　香澄の薄うつすらと笑みを浮かべた顔の中で、目だけが挑ちよう戦せん的な光を放っている。

「七草……喧けん嘩かを売ってんのか？」

　琢磨は逆に、赤みを帯びた顔の中で、目だけが冷たい光を宿していた。

「喧嘩を売るつもりなんて全く無いよ。買うのはやぶさかじゃないけどね」

「ほぅ……七お宝れの喧嘩を七草おまえが買う、ってのか」

　琢磨が左袖そでを軽く引っ張り上げた。ブレスレット形態のＣＡＤが姿を見せる。校内においてＣＡＤの携けい行こうを公式に許されているのは生徒会役員と風紀委員のみで、それ以外は部活連の執行部員であろうと携行を禁止されている。しかしこの新入部員勧かん誘ゆう期間に限ってＣＡＤ携行制限は解除される。琢磨がちらつかせているのは競技用に場所と使し途とを制限されたＣＡＤではなく、自分用の、戦せん闘とう行為も可能な物だ。
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「そうだね、目一杯安く買い叩たたいてあげる。二度と七草わたしに喧けん嘩かを売ろうなんて考えないくらい」

　香か澄すみも右手で左ひだり袖そでを押し上げた。手首の少し上に琢たく磨まの物より小振りでお洒落しやれな感じの、だが性能的には劣おとるところのない最新のＣＡＤが巻かれている。

「片割れがいないようだが、一人で良いのか？」

「なに？　二対一にして負けた時の言い訳が欲しいの？」

　琢磨も香澄も、既すでに目の前の相手以外、目に入っていない。自分たちが仲裁しようとしていたロボ研とバイク部の言い争いが中断状態になっていることも、そのきっかけになったケントが既にこの場から去っていることも。

「ちょっと待ったぁ！」

　ロボ研とバイク部とその他大勢のギャラリー、その衆しゆう人じん環かん視しの中、衝しよう突とつは不可避と見えた二人の間に突とつ如じよ割って入った男子生徒。

「二人とも、落ち着いて！」

　それは、今の今まで琢磨と香澄が発する毒気に当てられて呆ぼう然ぜんとしていた十と三み束つかだった。

「先せん輩ぱい、邪じや魔ましないでください」

「だから落ち着け、七しつ宝ぽう！」

「十三束先輩、七宝君を庇かばうんですか？」

「そんなんじゃないよ！　七さえ草ぐささんも落ち着いて」

　……間に十三束を挟はさんで物ぶつ騒そうな空気ムードは多少和らいだものの、二人のいがみ合い自体は一向に収まる気配がない。お蔭かげですっかり放置状態のロボ研とバイク部は、振り上げた手を何ど処こに下ろせばいいのかお互いの顔色を窺うかがっている始末だ。

「皆さん、もうお戻もどりになった方がよろしいのではありませんか？」

　だから、横合いから掛けられたこの声は、彼らにとって天女のお告げのようにありがたいものだった（好都合という意味で）。

「生徒会がこの一件を問題にすることはありません。風紀委員会と執行部にも俺おれの方で話を通しておきます」

　深み雪ゆきの後を受けて達たつ也やが「この件を問題にしない」と言明したことにより、ロボ研はガレージへ、バイク部も勧かん誘ゆう用に割り当てられたテントへぞろぞろと戻って行く。達也と深雪も部活連本部へ帰還し、残ったのは野次馬ギヤラリーと、その注目を集めている琢磨、香澄、十三束の三人だけだった。
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「……ていう調子で、すっごく感じ悪かったんだよ」

「はぁ……よく我が慢まんしましたね、香か澄すみちゃん」

　その日、西暦二〇九六年四月十三日の夜。今日は来客があるから、と言われて子供たちだけで夕食を済ませた後（と言っても長兄と次兄はまだ帰宅していない）、香澄は泉いず美みの部屋を訪れて放課後の出来事を愚ぐ痴ちっていた。

「うん、まあ、色々後始末のことを考えると手を出さなくて良かったんだろうけど。でもボクの本音としては、ぶっ飛ばしてやりたかったよ」

　絨じゆう毯たんの上に座り込んでクッションを抱かかえていた香澄が、仮想琢たく磨まとでもしたのかそのクッションを床ゆかに二、三度叩たたきつけて不満を表明した。

「それにしても……お話を聞いた限りでは、七しつ宝ぽう君の態度は非友好的に過ぎますわね」

「非友好的なんて可愛かわいいものじゃない。あれは喧けん嘩か腰ごしって言うんだよ」

「はいはい。それで、その喧嘩腰な態度ですけど、部活連執行部員が風紀委員へ対抗意識を見せた、というだけでは説明が付かないですね」

「そうだよ。だから言ったじゃん。アイツは、七宝として七さえ草ぐさに喧嘩を売ってきたんだって」

　クッションを叩たたきながら力説する香澄の主張を、泉美は単なる思い込みと否定しなかった。

「七宝としてなのかはともかく、確かに私的な敵意が感じられますね」

　思いがけない泉美の指し摘てきに、香澄は両手をクッションに振り下ろした姿勢のまま何度も大きく瞬まばたきをした。

「七しつ宝ぽう家としてじゃなく、アイツの個人的な怨えん恨こんって事？」

「怨恨って、香澄ちゃん……まあ、似たようなものかもしれませんけど」

　香澄の大おお袈げ裟さな表現に泉美は困こん惑わくを浮かべながら頷うなずいて、自分の内側に耳を傾かたむけるような表情で呟つぶやいた。

「今の七宝家ご当主は温厚な方だとお聞きしています。噂うわさから判断する限りでは、七う草ちに直接挑いどんでくるようなことはしないと思うのですけど……」




　ちょうどその頃ころ、七草家当主・七草弘こう一いちは予定の客を迎えていた。

「はじめまして。私わたくし、小さ和わ村むら真ま紀きと申します」

「お待ち致いたしておりました。当家長女の真ま由ゆ美みです。どうぞこちらへ」

　出迎えたのは真由美だ。これは偶たま々たまではなく、弘一が真由美に案内を命じたものだった。真紀を来客用の食堂に案内しながら、真由美は好奇心というより不ふ審しん感かんを胸に懐いだいていた。

（この方、女優の小和村真紀さんよね……芸能人が十じゆつ師し族ぞくに何のご用なのかしら……？）

　訪ねてきたのが政治家や実業家なら、その性別を問わず真由美は不思議に思わなかっただろう。また芸能人が魔ま法ほう師しの力を借りるというのも、ありふれているとは言えないが珍しいと言う程でもない。だが十じゆつ師し族ぞくの力は、芸能界のトラブルに使用するには大きすぎるものだった。

「お父様、小さ和わ村むら様をお連れしました」

　頭では胡う散さん臭くさいと考えていても顔には表さない。客を迎えた良家の子女として完かん璧ぺきな態度で真ま由ゆ美みは父親の待つ食堂へ真ま紀きを導いた。




　真由美を扉と口ぐちで追い返し、真紀を席に案内した家政婦も下がらせて、弘こう一いちは腰を下ろしたまま真紀に話し掛けた。

「お目にかかるのは二度目ですか」

　同じく椅い子すに座ったまま、真紀はにっこりと微笑ほほえんだ。

「覚えていてくださったんですね。光栄です」

「どういたしまして。まずは冷めないうちにどうぞ」

　テーブルの上には前菜から主菜までの料理が並んでいた。一皿ずつ持ってくる形にしていないのは、弘一の方にこれが内密の会談だという意識があるからだ。真紀もそれに不満は無い。

「ありがとうございます。では頂ちよう戴だい致いたします」

　堅かたくなりすぎない受け答えと共に、真紀はナイフとフォークを手に持った。丁てい寧ねいな中にも砕くだけた感じを意識した言こと葉ば遣づかいとは裏腹に、真紀のテーブルマナーは完璧だ。

　それを見て弘一が満足げに笑った、ように真紀には見えた。

「ああ、すみません」

　その視線をどう解かい釈しやくしたのか──あるいは故意に曲解したのか、弘一が申し訳なさそうに謝罪を口にする。

「室内でこのメガネはいささか失礼だと分かっているんですが」

「いえ、ご事情は存じ上げておりますので」

　弘一は十四歳の時に魔法師を標的とした国際拉ら致ち事件に遭あい、その際の戦せん闘とうで右の眼球を失っている。大人になり成長が止まってからは義眼を使用しているが、十代の頃ころは「眼帯の少年魔法師」として魔法関係者の間では有名だった。今も義眼の違和感を隠かくす為ために薄い色の付いたメガネを愛用している。これは少し調べればすぐに分かることだった。

　軽い世間話を交えながらメインディッシュを食べ終えたところで、真紀が居住まいを正した。彼女としてはもっと何気ない雰ふん囲い気きで用件を切り出したかったのだが、食事中、真紀が切り込む隙すきを弘一は遂ついに見せなかったのである。

「実は、七さえ草ぐさ様のお耳に入れたいことが有りまして、本日はお時間を頂戴致しました」




　真由美が普ふ段だん着ぎに着替えてちょうど一息吐ついたところで、部屋のインターホンが作動した。

『お姉さま、泉いず美みです。お邪じや魔ましてもよろしいでしょうか』

「いいわよ、どうぞ」

　どうぞ、というのがパスワード。ＨＡＲハル（Home Automation Robot）の音声認識インターフェイスが真ま由ゆ美みの声を拾い上げ扉とびらを解かい錠じようする。入って来たのは泉いず美みと香か澄すみ、二人一いつ緒しよだった。

「すみません、ちょっとご意見をうかがいたい件がございまして」

　泉美の切り出した用件に、真由美は「おやっ？」と思った。「教えて欲しい」ではなく「意見を聞きたい」。つまり、学校の勉強や魔ま法ほうの修得に関わることではないということだ。

「何かしら」

「お姉ちゃん、七しつ宝ぽう家のご当主様ってどんな人だか知ってる？」

　香澄に質問されて真っ先に思ったのは「何な故ぜそんなことを？」だが、真由美はすぐに、ピンと来るものがあった。

「香澄ちゃん……」

　自分の目が据すわってきているのを、妹たちの反応を確かめるまでもなく真由美は自覚した。

「な、何かな」

　声が上ずっているだけでなく、目も左右に泳いでいる。香澄の反応を見て、真由美は自分の直感が当たっていたことを確信した。

「貴女あなた、七宝君といざこざを起こしたんでしょう」

「なんで分かるの!?」

　香澄はしらばくれることもなく、いきなり白状した（ようなものだった）。いや、誤ご魔ま化かそうという意思はあったのだが、真由美の口調があまりに断定的だった為ために思わず正直な反応を返してしまったのだ。

「貴女あなたね……」

「お待ちください、お姉さま」

　即そく座ざにお説教の態勢を見せた真由美を、泉美が横から制止した。

「確かに香澄ちゃんは七宝君と危うく私し闘とうになりかけましたが、本日の件に関しては香澄ちゃんではなく七宝君にこそより大きな責せめが有ると申せます」

　真由美は疑わしそうな目を泉美に向けた。だが、泉美の眼まな差ざしは断固として揺ゆるがない。真由美は「ふぅ……」と大きく息を吐はいて表情を緩ゆるめた。

「分かった。信じましょう」

　その言葉を聞いて、今度は香澄が「ホッ……」と息を吐つき緊きん張ちようを解いた。ちらっと泉美の方を見たのは、「感謝！」という気持ちを込めたものか。

「それで、七宝家当主のお人ひと柄がらを知りたいんだったわね」

　真由美は目を半眼にして少し考え込む仕草を見せた。

「そうねぇ……私も直接存じ上げているわけじゃないけど……堅けん実じつで周しゆう到とうな方、かな」

「堅実で周到、ですか？」

　泉いず美みが要領を得ない顔で鸚おう鵡む返しに問い返す。「堅けん実じつで周しゆう到とう」という人物評はありきたりすぎて、特とく徴ちようとは言えないと彼女は思ったのだ。

「そう。堅実で周到で、本心では何を考えているのか分からない。幾いく重えにも策を巡めぐらせ手を打って、リスクを最小に抑おさえ成果を欲張りすぎず確実に元を取る。そんなタイプね」

　真ま由ゆ美みの回答は妹の疑問を正確に読み取った上でそれに答えるものだった。だがこの答えが、妹たちに新たな疑問を与えることになった。

「でもさ、それって……」

「ええ。やはり、七しつ宝ぽう君が香か澄すみちゃんに見せた態度とは対照的なスタイルに思えます」

「じゃあ、七宝家として何か企たくらんでいるわけじゃないってこと？」

「ですが、何を企くわだてるにしても高校生の力だけでは限りがあります。いくら魔ま法ほう力りよくが高くても、それこそ高たかが知れている事くらい七宝君にも分かっているでしょう」

「アイツには七宝家じゃない、別の後うしろ盾だてがあるのかな？」

「……飛ひ躍やくしすぎじゃないの？」

　どんどんエスカレートしていく妹たちの推理に、真由美は口を挿はさまずにいられなかった。

「……あはっ、そうだね」

「……確かに、考えすぎですね」

　二人はそう言って笑ったが、香澄も泉美も、心から納得しているようには見えなかった。




　真ま紀きが話している間、弘こう一いちは一言も口を挿まなかった。彼女の話が終わると、彼はテーブルのワイングラスを手に取った。四分の一程残っていた紅玉ルビー色の液体を飲み干し、軽い音を立ててグラスをテーブルに置く。

「つまり」

　そうしてようやく、弘一は真紀へ視線を戻もどした。

「お父上は、反魔ま法ほう主義者との密約を反ほ故ごにされるおつもりだということですか？」

　弘一のゆっくりした口調の問い掛けに、真紀は「はい」とはっきり頷うなずいた。

「反魔法主義は非現実的で有害なプロパガンダだと私は思っています。そんなものに与くみしても結局のところ自分の首を絞しめるだけです。父にもそのことを分かってもらいました」

「ありがとう。貴女あなたは理性的な判断ができる方のようですね」

　弘一は軽く頭を下げて、視線で続きを促うながした。

「魔法の有用性は社会的にもっと評価されるべきだと私は思っています。軍事や警察だけでなく、例えば報道や映像娯ご楽らくの分野にも活かつ躍やくの余地がいくらでもある、というのが私の考えです」

「報道はともかく、娯楽ですか？　中々斬ざん新しんなアイデアですね」

「勘かん違ちがいしないでいただきたいのですが、私に魔ま法ほう師しの皆様を見世物にする意図はありません。魔法を目新しい大道芸にするつもりは全くありません」

「ほぅ？」

「映画の撮さつ影えいには往々にして危険が伴ともないます。また、ＳＦＸやスタントではリアリティが表現できないと悩むことも少なくありません。報道マンとしては言うまでもなく、俳優としても、スタッフとしても、魔ま法ほうの価値は計り知れません」

「……それで？」

　弘こう一いちは興きよう味み津しん々しんの顔で続きを促うながした。

「実戦レベルに達していないという理由で不ふ遇ぐうに甘んじている魔ま法ほう師しでも、映画や報道の世界にはその力を示す場所が数多くあると、私は確信しています」

「なるほど」

「私は活かつ躍やくの機会を得られずにいる魔法師の方々をスカウトして、魔法という貴重な才能を存分にふるっていただきたいのです。その為ために、きっとご満足いただける報ほう酬しゆうも用意しています」

　ここで真ま紀きは言葉を切って、弘一の顔色を窺うかがった。一つ小さく息を吸い、真紀は勇気を振り絞しぼっているように見える表情で、弘一に訴うつたえかけた。

「私は魔法師の皆様から見れば部外者です。親しくお付き合いさせていただくご縁えんもまだ持っておりません。ですが、私は魔法師の皆様の良き隣りん人じん、親しい友人でありたいと思っています。そのことを是ぜ非ひご理解いただきたいのです」

「だから反魔法主義者の謀ぼう略りやくの邪じや魔まをしていると？」

「微び力りよくかも知れませんが、少しでも誠意を示すことができればと、そう考えました」

「その代わり魔法師をスカウトすることを認めて欲しい、と仰おつしやりたいんですね？」

　弘一は真紀の要求を先取りして見せた。だが真紀に動どう揺ようした様子はない。この程度の洞どう察さつ力りよくは彼女の計算の内だった。

「認めろなどと厚かましいことを申し上げるつもりはありません……黙認していただくだけで十分ですわ」

　弘一は少しの間、真紀の顔を面白そうに見み詰つめた。

「小さ和わ村むらさん、貴女あなたは女優アクトレスとしてだけでなく、交渉人ネゴシエーターとしても有能な方のようだ」

　無論、弘一は真紀のことを言葉どおりにただ褒ほめたのではない。その真意を見み逃のがすまいと真紀が意識を集中する。もっとも、その必要は無かった。

「ただ、本音を隠かくすのが巧うますぎる。そこが惜おしむべきところか。時と場合によっては、自分から本音を曝さらけ出した方がより多く相手の譲じよう歩ほを引き出せるものだ」

　弘一はあっさり手札を裏返して見せた。

「貴女の言葉に噓うそはない。だが、魔法師を己おのが手て駒ごまとすることの目的は、番組製作だけではない。もっと直接的な力としても、魔法師を集めたいと思っている。違いますか？」

　真紀の顔に動揺が走る。だがそれは、本当に一いつ瞬しゆんのことだった。彼女は持ち前の演技力で、心の乱れをねじ伏ふせた。

「お見み逸それしました」

　弘こう一いちの目から見ても、真ま紀きは誠意を込めて謝罪しているように見える。このプラス評価ポイントが、真紀に勝利をもたらした。

「貴女あなたが我が七さえ草ぐさ家に所縁ゆかりの魔ま法ほう師しに手を出さない限り、私は貴女あなたの妨ぼう害がいはしません」

　真紀はパッと伏ふせていた目を上げた。

「本当ですか？」

　この時、彼女の表情は彼女のコントロールを離れていたが、それはマイナスにならなかった。

「約束しましょう」

「ありがとうございます」

　真紀は、自分が賭かけに勝った事を知った。七草弘一との駆かけ引きは、彼女の判定負けだった。だが真紀は、己おのが心に描く「新秩序New Order」の実現を阻はばむ最大の懸け念ねん要素を排はい除じよすることに成功した。
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　真紀を送り出した弘一は自室に戻もどり、厳重に鍵かぎを掛けてから、電話機に向かった。コールボタンを押して、待つこと十秒。卓たく上じようの小さなディスプレイに映し出されたのは、九く島どう老人の顔だった。

「先生、夜分に失礼します」

　弘一は九島烈れつのことを「老師」でも「閣下」でもなく「先生」と呼ぶ。これは彼が四よつ葉ば深み夜や、四葉真ま夜やと共に九島の私的な教えを受けていた頃ころからの習慣だ。

『構わんよ。重要な話があるのだろう？』

「はい。極めて重要なご相談です」

　弘一はそう言って、デスクの上に心持ち身を乗り出した。カメラの向こう側からは、内密な話をするのに顔を近づけたように見えただろう。事実、これから弘一が始めようとしているのは密談であり陰いん謀ぼうだった。

「実はつい先程までマスコミ関係者の客を迎えておりました」

　弘一はそう前置きして、ＵＳＮＡの人間主義者（反魔法主義者）が国内のマスコミ関係者を操って魔法師に対するネガティブキャンペーンを企くわだてていることを説明した。

「今日話を聞いた感じからすると、マスコミに対する工作はかなり進展しているようです」

『君のことだ、今日初めて知ったわけではあるまい。マスコミ工作のことはすっかり調べ上げているのではないか？』

　ニヤリともせず九島が問う。

「お見通しでしたか」

　弘一は悪びれもせず九島の指し摘てきを認めた。

　表情が変わったのはむしろ九く島どうの方だった。

『一応、訊きいておこうか』

　疲れがにじみ出た顔で九島が問い掛ける。

『何を企たくらんでいるのだね？』

「四よつ葉ばの力は強すぎる。遠からず十じゆつ師し族ぞくの、そして国家のバランスを崩くずしてしまう程に。先生はそうお思いになりませんか？」

　九島の質問に対して、弘こう一いちは一見無関係な答えを返した。

『反魔ま法ほう主義者を利用して四葉の力を殺そごうというのか？』

　しかし、九島は弘一の言わんとするところをほぼ正確に理解した。それは取りも直さず、弘一と同じ懸け念ねんを九島老人も懐いだいているということを意味していた。

「一高に第一〇一旅団と縁えんの深い生徒がいます。十代の少年を預かる高校と軍の癒ゆ着ちやく。マスコミや人道派の政治家が好みそうな題材だと思いませんか？」

『一高には君の娘たちも通っているだろう』

「この場合、生徒は被害者で済みます」

『一高の校長は中立派……君の派は閥ばつに入ることを拒こばんだ人物だったな』

「そうですね。しかしそれは、些さ細さいなことです。私が重視しているのは第一〇一旅団と四葉の結び付きですよ」

　九島が次の一言を返すまでに、十秒以上の時間が経過した。

『……それが狙ねらいか』

「それだけではありませんが、そちらはまだ推測の域を出ませんので。それで、如何いかがでしょうか、先生。限定的なネガティブキャンペーンを容認することで反魔法主義の風潮のガス抜ぬきにもなると思います。ヤツらの攻こう撃げき対象はまだ高校生、上う手まく立ち回れば世論の矛ほこ先さきを反魔法主義に向けることも可能でしょう。十師族にとってメリットのある計画だと思いますが」

『私は君の計画を認可する立場では無い。そのような権限を手にしたことは一度も無い』

「権限は無くとも影えい響きよう力りよくはお持ちです」

『……君の計画に反対はしない』

「それで十分です。ありがとうございます」

　弘一は満足げな顔で電話を切った。消える直前の画面に映っていた九島の表情は、年齢相応に覇は気きの無いものだった。
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　西暦二〇九六年四月十四日、土曜日の夜。名義の上では司し波ば龍たつ郎ろう宅、事実の上では達たつ也やたち兄妹の家は、珍しい客を迎えた。

「ここが達也兄さんの家？」

　門の前に立って「平へい凡ぼんすぎない？」と視線で訊きいてきた弟に、亜あ夜や子こは笑いながら頷うなずいた。

「そう訊ききたくなる気持ちも分からないではないけど、確かにここよ」

　この姉弟の認識の中で、達也たち兄妹は平凡という言葉に最も縁えん遠どおい存在だ。人里離れた古い洋館とか高い塀へいに囲まれた秘密研究所とかに住んでいる方が余程相応ふさわしいし、むしろそうあるべきだ、というのが姉弟の一致した見解だった。

　しかし亜夜子が持っている地図データは葉は山やまから直接もらったもの。偽にせ物ものであるはずはない。文ふみ弥やは納得できない気持ちを抑おさえながら、門柱の呼び鈴りんを押した。

『はい、どちら様でしょうか』

　返ってきたのは姉弟が聞いたことの無い声。黒くろ羽ば姉弟が達也たち兄妹の声を聞いたのは今年の一月三日、二人が本家へ年賀に訪れた時が最後だ。丸三ヶ月を経過しているが、姉弟には達也の声も深み雪ゆきの声も決して聞き間違えない自信があった。

「黒羽文弥と申します。司波達也さんはご在宅でしょうか」

　それでも不自然に声を途と切ぎれさせることなく文弥は名乗り、用件を告げた。次の答えが返ってくるまでに少し時間があったのは達也の意向を確かめているからだろう。事前の連絡をせず不意に訪れたのだが、どうやら空振りにならなくて良さそうだ、と文弥は安あん堵どの息を漏もらした。

『どうぞお入りください』

　門もん扉ぴのロックが外はずれる微かすかなモーター音。文弥は唐から草くさ模様の透すかし彫ぼりが施ほどこされた門を押した。彼が敷しき地ち内に足を踏み入れるより早く、玄げん関かんの扉とびらが開く。中から現れた黒いワンピースに白いエプロン姿の少女が二人に向けて深々と一礼した。




　水み波なみに案内されたリビングで姉弟を待っていたのは達也一人だけだった。

「文弥、亜夜子ちゃん、久し振り」

　座ったままあいさつをした達也に気を悪くした様子も見せず、亜夜子は達也の正面に腰を下ろした。──席を勧すすめられるのを待たずに。

「姉さん！」

　独ひとり礼れい儀ぎ正しく立っている文弥が姉の不作法を咎とがめたが、亜夜子は何ど処こ吹く風と聞き流している。

　いや、何もかもを無視しているわけではない。亜夜子は腰を下ろしてすぐ、視線を真まっ直すぐ前へ向けると手を揃そろえてスカートの上に置き丁てい寧ねいに一礼した。

「達たつ也やさん、ご無ぶ沙さ汰たしております。本日は前もってお約束をいただきもせず、このような時間に非礼なる訪問、どうかお許しください」

「そんなことを気にする必要は無い。再従兄弟はとことはいえ親しん戚せき同士、しかも俺おれたちはお互い高校生だ。同じ高校生の親戚を訪ねるのに、いちいち約束を取り付ける必要は無いよ」

「ご寛かん恕じよ、ありがとうございます。……文ふみ弥やさん、何をしているの？　貴方あなたも早く達也さんにごあいさつなさい」

　何とも人を食った言い種ぐさだ。だが基本的に真面目な質たちである文弥は自分に非があればそれを無視できない。

「文弥も座れ。そう堅かたくなられては話ができない」

　納得できない気持ちで立ち尽つくす文弥に、達也が笑いながらそう言った。達也に座るよう促うながされ、文弥も何とか落ち着きを取り戻もどしたのか、言われたとおり亜あ夜や子この隣となりに腰を下ろした。

「達也兄さん、お久し振りです」

　文弥が簡単に頭を下げる。だがそれは達也に対して隔かく意いがあるとか達也を軽く見ているとかそういう理由に因よるものではない。文弥は三ヶ月ぶりに会う尊敬する再従兄弟を前に緊きん張ちようしているのだった。

　ちょうどそのタイミングで、深み雪ゆきと水み波なみが同時にリビングへ入って来た。深雪は手ぶらで、水波はお茶を四つ、お盆ぼんに載のせて。

「亜夜子さん、文弥君、いらっしゃい」

　膝ひざ下した丈たけの大人っぽいフレアスカートをきれいに捌さばいて深雪が達也の隣に腰掛ける。いつもどおり家の中限定で風通しの良い格好をしていた深雪は、急な客を迎え外用の服に着替えていたのである。

「深雪お姉さま、お邪じや魔ましております」

　亜夜子は深雪に負けじと、わざわざ立ち上がって丁てい寧ねいに一礼した。スカートがフワリと広がったクラシカルなワンピースが彼女の動作に合わせてゴージャスに翻ひるがえる。姉の見せた対抗意識に文弥は「頭が痛い」という顔で首を振る（ちなみに今日の文弥の服装は普ふ通つうに男物でカツラもつけていない）。達也はそんな二人を微笑ほほえましげな目で見ていた。

　亜夜子が再び腰を下ろしたところで水波がテーブルにお茶を並べる。

「すみません、こんな夜よ更ふけに……ですが明日の午前中には浜松に戻らなければならないものですから」

　文弥が前口上らしきものを切り出したことで、ようやく場の雰ふん囲い気きが落ち着いた。

「夜更けというほど遅い時間でもないさ」

　実際は夕食を済ませている程度には遅い時間だ。だが、この二人の訪問を迷めい惑わくに感じるほどの時間でもない。文弥と亜夜子は達也たちにとって最も年の近い親戚であり、少なくとも敵ではないと分かっている数少ない身内なのだから。

「そういえばまだ言っていなかったな。四高合格おめでとう」

「二人の実力なら当然でしょうけど。おめでとう、亜あ夜や子こさん、文ふみ弥や君」

　達たつ也やのセリフを受けて、深み雪ゆきが笑顔でお祝いを述べる。合格発表どころか入学式から既すでに一週間が経たっていたが、直接話をするのは三ヶ月ぶりだ。

「ありがとうございます、達也さん、深雪お姉さま」

「本当は第一高校への進学も考えていたのですが」

　亜夜子が謝辞を述べ、文弥が苦笑いというには少しばかり苦みが効きすぎている表情で姉に続いた。

「僕たちが一ヶ所に集まりすぎるのは良くないと言われて」

「叔お母ば様がそう仰おつしやったの？」

　深雪の問い掛けに頷うなずいたのは亜夜子だった。

「ご当主様より直接お言葉をいただいたわけではありませんけど」

「葉は山やまさんを通じて父に指図がありまして、一高進学は諦あきらめました」

　本心はともかくその表情を見る限り亜夜子はそれ程拘こだわっていたわけでもなさそうだが、文弥はかなり未練を残している顔だった。

「叔母上に禁じられたのなら仕方ないさ」

　達也は一応、残念そうな声を出して文弥を慰なぐさめ、さり気なく話題を変えた。

「ところで今日はどうして東京に？　関東方面の仕事は文弥の担当じゃなかったはずだが」

　達也の口から「仕事」という言葉が出ると、文弥は思い出したように居住まいを正した。

「実は、達也兄さんと深雪さんにお伝えすることがありまして」

　そう言って文弥は深雪の斜ななめ後ろに控ひかえる水み波なみにチラッと目を遣やった。

「水波のことは気にしなくて良い」

　達也がその視線の問い掛けに答える。

「この子は桜さくら井い水波。深雪のガーディアンだ」

　付け加えられた説明に、文弥と亜夜子が揃そろって驚おどろきを露あらわにした。

「えっ、でも深雪さんには」

「達也さん、深雪お姉さまのガーディアンをお辞めになるのですか？」

　いきなり飛ひ躍やくした亜夜子の質問に、達也は笑って首を横に振った。

「いや、そういうことじゃないよ。叔母上にも色々と思われるところがあるのだろう」

「そういうことですか」

　亜夜子が水波を意味有りげに見み詰つめたが、水波は目を伏ふせたまま特に反応を見せなかった。

「分かりました。彼女が同席していても問題無いということですね」

　気まずい雰ふん囲い気きになる前に「実は……」と、文弥が脱線し掛けた話を元に戻もどす。

「現在、国外の反魔ま法ほう師し勢力によりマスコミ工作が仕掛けられています」

　その言葉を聞いて、深み雪ゆきが「まあっ！」とばかり軽く目を見張った。

「何ど処こからだ？」

　達たつ也やの方に驚いている様子は見られない。少なくとも、外から見分けられる変化は無かった。

「ＵＳＮＡの『人間主義者』です」

　人間主義とは、魔法を人間にとって不自然な力と決めつけ、人間は天（あるいは神）に与えられた自然な力だけで生きて行くべきとする宗教的な側面を持った魔ま法ほう師し排はい斥せき運動のことだ。

「いわゆる人間主義者なら随ずい分ぶん前から国内に侵しん入にゆうしているが、それとは別口なのか？」

　人間主義は北アメリカ大陸東海岸から勢力を広げ、今では日本国内にも無視できない数の同調者がいる。

「いえ、大本は同じだと思います。新たな工作段階に入ったということではないでしょうか」

　達也はとある情報源から人間主義の「大本」を摑つかんでいる。報告はしなかったが、四よつ葉ば本家も人間主義のからくりを把は握あくしているのだろうか。

「マスコミを使った反魔法師キャンペーンか」

　無論、そんなことは訊きけない。自分が情報を隠いん匿とくしたことを白状するようなものだ。達也は目の前に提示されている問題に意識を切り替えた。

「マスコミだけではありません。野党の国会議員にも手が回っています」

　達也の質問に、文ふみ弥やは自分の言葉を補足する。

「魔法師の人権を大義名分として、まず魔法の軍事利用を非難。次に魔法大学出身者の四割が軍に所属していることを根こん拠きよに魔法教育機関が軍と癒ゆ着ちやくしているという架か空くうの構図を作り上げ、第三段階として魔法大学に最も多くの卒業生を送り込んでいる第一高校を標的に『軍事利用されようとしている子供たちの解放』をアピールする、というのが現在判明している彼らのシナリオです」

　文弥が長い説明を終えていったんお茶で喉のどを潤うるおし、再び顔を上げると、達也が文弥に賞賛の眼まな差ざしを向けていた。

　黒くろ羽ば家は四葉一族の中で諜ちよう報ほうを担う分家だ。魔法的な手段のみならず、通信傍ぼう受じゆやハッキング、伝統的な人手による調査まで、情報を集める手段を豊富に有している。しかし、どんなに設備と人材が揃そろっていても、それを使いこなせなければ個々の事象の奥に隠かくされたシナリオを暴き出すことはできない。今起こっていることを調べるに止とどまらず、次の一手まで読み取っているのは、文弥が黒羽家の組織力を使いこなしている証しよう拠こだった。

「文弥、良くそこまで調べ上げたな。大したものだ」

「あっ、いえ……ありがとうございます、兄さん」

　途と端たんに、あれだけの長ゼリフを一度もつかえずに言い終えた文弥が、しどろもどろの口調になった。良く見れば顔も赤くなっている。これだけ見ると文弥が何やら普ふ通つうでない趣しゆ味みを持っているようにも見えるが、それは誤解である。文弥は単純に嬉うれしかっただけだ。

「本当に文ふみ弥やは達たつ也やさんのことが好きなのねぇ」

　だが、それと分かっていても弄いじりたくなるような雰ふん囲い気きが今の文弥にはある。

「姉さん！　誤解されるようなことを言わないでよ！」

「あら、誤解なの？　達也さんのこと、好きじゃないんだ」

「姉さんの言い方だと好きの意味が違うだろ！」

「んっ？　どういう意味に聞こえるというのかしら」

「それは……」

　じゃれ合う姉弟を見る三人──達也、深み雪ゆき、水み波なみの思いは「姉弟仲が良い」という点では一致していたが、達也が苦笑気味に、深雪が微笑ほほえましげに、水波がしらけた顔で、と見せた表情にそれぞれ心情の違いが表れていた。
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　文弥と亜あ夜や子こは第一高校に対する宣伝戦についてもう少し細かい話をした後、都心のホテルへ向かった。情報源や情報収集手段については最後まで話さなかったが、そこは隠かくしておきたい手の内なのだろう。達也にそれを「水みず臭くさい」と非難するつもりは無い。彼だって二人に「もう遅いからこの家に泊まっていけ」と一回も勧すすめなかったのだからお互い様だ。

　それに、手段はともかく情報源は聞かなくても分かっている。文弥の「細かい話」には七さえ草ぐさ弘こう一いちが九く島どう烈れつに共きよう謀ぼうを持ち掛けたことまで含まれていたのだ。

　文ふみ弥やの、というより亜あ夜や子この諜ちよう報ほう能力は間違いなく大したものだし黒くろ羽ばの組織力も四よつ葉ば一族屈くつ指しのものだろう。だが七さえ草ぐさ家当主はそう簡単に尻尾しつぽを摑つかませる相手ではない。相手が真ま由ゆ美みあたりなら亜夜子でも何とかなるかもしれないが、七さえ草ぐさ弘こう一いち相手となると文弥や亜夜子にはまだまだ荷が重い。おそらく、叔お母ばの持つ正体不明の諜ちよう報ほう手段によりもたらされた情報だろう。──自室のベッドに頭の後ろで重ねた手を枕まくらにして寝ね転ころんだまま、達たつ也やはそう考えた。

　四葉真ま夜やの掌てのひらの上で踊おどらされるのかと思うと愉ゆ快かいな気持ちではいられなかったが、放っておくわけにも行かない。数週間から一ヶ月以内のごく近い将来、第一高校が反魔ま法ほう勢力下にあるマスコミと政治家から直接的なアタックを受けるということを知らずにいた場合を考えれば、間違いなく有益な情報なのだ。釈しやく然ぜんとしない思いを懐いだきながら、達也はどう対応すべきか思案を巡めぐらせていた。
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　国立魔法大学は国防陸軍旧練ねり馬ま基地跡あとに作られている。朝あさ霞か基地を拡張し練馬基地を吸収統合したことで空いた土地を利用した格好だが、魔法大学建設計画の決定によって練馬と朝霞の統合が急がれたという側面もある。

　このように成立の過程からして大学と軍の関係は密接なものだ。魔法大学卒業生の実に四割が軍及およびその関係機関に進路を取るのも、多少偏かたより過ぎの感はあるにせよ魔法師の社会的需じゆ要ようを考えれば不自然ではない。だからといって学内の雰ふん囲い気きが軍事教育機関的な規律正しい──堅かた苦ぐるしいともいう──ものかというと、そうでもない。例えば服装一つとっても学生の自由、しかも相当派手な格好でもラフな格好でも、見苦しくない限り咎とがめられることは無い。咎められるとしても、学生同士の忠告に止とどまるケースがほとんどだ。その他の色々な点についても魔法科高校よりむしろ自由な空気がある。真ま由ゆ美みはそのことを半月で感じ取っていた。

　ちなみに今日の真由美はＡライン・パステルカラーのベアトップワンピースに七分袖そでのカーディガンを羽織ったスタイルだ。カーディガンは編み目の粗あらい薄手のニット、ワンピースはスカート丈たけこそ長いものの裾すそ十五センチ程がレース織りになっていて薄いストッキングに包まれた足が透すけて見える。高校の制服より遥はるかに露ろ出しゆつの多いファッションだが、彼女に非難めいた目を向ける者は学生にも職員にもいない。

　彼女は今、呼び出しを受けてカフェテリアへ向かっているところだ。同じ魔ま法ほう大学一年生の、男子学生からの呼び出し。それなのに彼女は緊きん張ちようも興こう奮ふんもしていなかった。何な故ぜなら真ま由ゆ美みを呼び出した相手は彼女がとても良く知っている相手だったからだ。

　カフェに足を踏み入れた真由美は、一いつ瞬しゆん、目め眩まいを覚えた。肉体的な不調を抱かかえているわけではない。カップル率のあまりの多さに精神的なダメージを受けたのだ。彼らの大部分が遊びではなく真ま面じ目めな付き合いだということは知っているが、その知識は独り身の真由美にとって大した慰なぐさめにならなかった。彼女にも人並みに恋愛願望はある。仲睦むつまじげなカップルを見ていると、「羨うらやましい」という思いと「あっち行け」という思いが意識をかすめるのだ。もちろん、自分がそんな風に感じたことなど認めるはずもなく自覚しようともしないという点も、多くの人々と変わらない。

　待ち合わせをしている相手が色恋めいた関係と無む縁えんであるということも、そういう感情を増幅していたかもしれない。本当は全く縁えんが無いわけでもないのだが、ある意味、距離が近すぎて真由美はその可能性を無意識に視野から外していた。

「十じゆう文もん字じくん、お待たせ」

　真由美が声を掛けた途と端たん、周囲の視線が彼女のテーブルへ集中した。魔法大学で「十文字」の意味を知らない者はいない。だが顔を知らない者は結構いたようだ。こちらへ向けられた顔の中には「あれが」という表情も所々見られた。

「いや、俺おれも五分前に来たばかりだ」

　今来たところ、ではなく五分前。真由美は克かつ人とらしい物言いに小さく笑みを浮かべた。

「わざわざ悪いな、七さえ草ぐさ」

　克人がそう付け加えたことで、窺うかがい見る視線がますます増加した。「十文字」の名に目を動かさなかった良識ある学生も「七草」には反応せずにいられなかったのだ。今年、真由美が魔法大学に入学したことを知らない学生はほとんどいない。相当な世捨て人属性の持ち主でもない限り、七草真由美入学の情報ニユースは男女を問わず無視できないものだった。──なお、男子学生の方が強い関心を寄せていたのは言う迄までも無い。

　真由美の方はといえば、自分に集中する何十という視線を自然に無視して克人の向かい側に腰を下ろした。

「気にしないで。十文字くんが私を呼び出すなんて余程の用事なんでしょう？」

　真由美は軽く笑いながら克人の目をのぞき込む。

「しかも、こんなに人目が多い所に」

　自分が克人の花はな嫁よめ候補と世間から噂うわさされていることを真由美は知っている。二人の関係を表面的に見ればそれは決して的外れな想像ではなく、むしろ魔法師の抱える諸事情を良く知っている者ほどそう考えるに違いない。事実、七草家と十文字家の間ではそういう話もあるのだ。今のところ十文字家より現在二十歳の跡あと取とり息子を抱える五いつ輪わ家の方が真由美との婚こん姻いんに熱心な姿勢を示しているので、十じゆう文もん字じ家側はともかく七さえ草ぐさ家側に真ま由ゆ美みと克かつ人とを結びつけようとする具体的な動きは無いのだが、「候補」という意味で噂うわさは正しかった。

　真由美が悪戯いたずらっぽく「人目が多い所に」と言ったのは、そういう世せ間けん雀すずめに餌えさを与えるような真ま似ねをして良いのか、という意味だった。もちろん真由美は冗じよう談だんで言っているのだが、彼女自身全く意識していないかと問われれば否定し切れない。克人に対する好悪の念は別にして、花はな婿むこ候補となればたとえそれが二番手であっても単なる友人と考えるのは難しくなる。

「変に人ひと気けが無い場所で会うよりは良いと思ったのだが」

　だからこういう一見「紳士的」、その実「朴ぼく念ねん仁じん」な答えを返されると自分ばかり意識しているように思えて、釈しやく然ぜんとしないものを真由美は感じるのである。克人のファッションはノーネクタイの平へい凡ぼんなカジュアルスーツ姿で洒落しやれっ気は一切無く、その種の意識を持っていないことが一目で分かるだけに尚なお更さらだ。だが、そんな平和なことを考えていられるのは、克人が手元で広げているニュースの中身に気がつくまでだった。

「……嫌いやな話ね」

　テーブルの上に置かれた電子ペーパーには「軍用魔ま法ほう師しの実態」「青少年を兵器として徴ちよう用ようする国防軍」「魔法師に支配される国防」「優ゆう遇ぐうされる魔法士官」といったタイトルが並んでいる。論調は魔法師を利用する国防軍を非難するものと魔法師が依え怙こ贔ひい屓きされていることを非難するものと両極端に分かれているが、どちらも魔法師と国防軍を結びつけて非難している点で共通している。

「一方は魔法師の権利を代弁しているように装っているけど、本音は魔法師を社会から排はい斥せきしたいってことじゃない。こういう偽ぎ善ぜん的な記事の方が質たちが悪いわ。そう思わない？」

　克人は真由美の愚ぐ痴ちに答えず、ベルトのホルダーから携帯端末形態のＣＡＤを取り出して慣れた手つきで操作した。

　魔法大学の構内は高校のようにＣＡＤの携けい行こうが禁止されているということはない。魔法の使用制限も街中より緩ゆるい。研究室や実習室はブラックリスト方式で特に危険な魔法が禁止されているだけであり、研究や実習に関係の無い一般エリアでもホワイトリスト方式で多くの魔法が使用を許されている。今、克人が構築した遮しや音おんフィールドも学内で許可されている魔法だ。

「そんなに重要なこと？」

　遮音フィールドの用よう途とは言う迄までもなく内ない緒しよ話ばなしだが、真由美と克人の間に他た聞ぶんを憚はばかるプライベートは存在しない。克人の表情を見ても、冗談や世間話で済ませられる用事でないのは明らかだった。

「今週の頭からマスコミの反魔法師報道が急に増加している」

　そう言って克人は電子ペーパー端末タブレツトにフィルタリングした記事を一覧表示した。

「それは私も感じてた」

　真ま面じ目めな顔で相あい槌づちを打った真由美の顔を克人がじっと見み詰つめる。

「えーと、なに？」

　厳しいと形容しても差し支えない真剣な眼まな差ざしに、茶ちや化かす言葉もなく真ま由ゆ美みがその訳を問う。

「マスコミの論調が二つに分かれているのは、それぞれそのソースが違うからだ」

「背後に二つの勢力がいるということ？」

「知ってのとおり、我が十じゆう文もん字じ家は情報収集があまり得意ではない」

　真由美の質問に直接答えず、克かつ人とはこれから話すことが十文字家として調査した結果であるとほのめかした。

「これから俺おれが言うことに確証は無い。だが全く根こん拠きよが無いわけでもない。怒らないで聞いてくれるか」

「良いわ。聞かせてちょうだい」

　どうやら自分にとって愉ゆ快かいな話ではないと理解して、真由美は無意識に姿勢を正した。

「二つの論調の内、国防軍を非難している方を背後で煽あおっているのは、七さえ草ぐさ家である可能性が高い」

「なっ……！」

　だが、克人の口にしたことは真由美の許容限度を超えていた。

「他にも共きよう謀ぼう者しやがいるのかもしれない。だが少なくとも七草家が大きな役割を果たしている」

「そんなはず無いわ！」

　テーブルを叩たたいて真由美が立ち上がる。遮しや音おんフィールドで声は周まわりに聞こえていなくても、この魔ま法ほうは光を遮しや断だんするものではないから、真由美が勢いよく立ち上がった姿はカフェの注目を集めた。四方八方から注そそがれる訝いぶかしげな視線に、真由美は恥ずかしげに俯うつむきながら腰を下ろす。だが椅い子すに座って顔を上げた真由美の瞳ひとみは、克人を正面からしっかり見み据すえていた。

「確かに家うちの父は裏工作が好きな謀ぼう略りやく家かだし、何を考えているのか娘の私にも分からないところがある」

　克人の眼まな差ざしが持つ圧力をはね返す炎ほのおが彼女の瞳に宿っていた。

「でも、どんな理由があろうと十じゆつ師し族ぞくの役目を忘れるような人じゃないわ。日本魔法界に不利益をもたらすような真ま似ねをするはずが無い」

　真由美の放つ熱量を受け止めて、克人は静かに言葉を返した。

「では、七草殿はそれが日本魔法界の利益になると考えられたのだろう」

　ズシッと意識の奥底まで響ひびく質量を込めて。

「馬鹿言わないで。彼らが言っていることは結局」

　そう言いながら、真由美はタブレットに表示されている記事の一つを指差す。

「魔法師なんていない方が良いということよ。誰だれが見たって表面的なものでしかない魔法師の人権擁よう護ごに家の父が騙だまされると思っているの？　いくら十文字くんでも聞き捨てならない侮ぶ辱じよくよ、それは」

「そんな無礼なことを言うつもりは無い」

　真ま由ゆ美みに嚙かみ付かれた克かつ人との答えに、言い訳がましさはまるで無かった。彼の強い確信を感じさせる態度に、真由美の頭が少し冷える。

「魔ま法ほう師し排はい斥せきの意図を分かった上で、何か別の目的の為ためにやらせていると言いたいの？」

「それが何か、俺おれには分からん。分かっているのは、七さえ草ぐさ殿が一見、十じゆつ師し族ぞくを裏切るようなマスコミ工作をされているということだ」

　真由美がひときわ強い眼まな差ざしを克人に向けた。

　克人の眼まなこは、その視線に小こ揺ゆるぎもしなかった。

「……良いわ、十じゆう文もん字じくん、今晩何か予定ある？」

「いや」

「だったら家うちに来てくれないかしら。十文字くんの言うとおりかどうか、父に直接訊きいてみるから立ち会って欲しいのよ」

「分かった。そうしてくれると俺の方も助かる」




　　　　◇　◇　◇




　日本の魔法師を代表する十師族といっても、何百年も続く名家というわけではない。大学の友人の家を訪ねるのにいちいち家同士の約束を取り付ける必要は、本来ならば無い。だが今日の訪問は克人が真由美と二人で七草家当主・七草弘こう一いちに会う為のものだ。十文字家当主代理として克人は弘一に面会を請こい、午後八時という時間の指定と共に訪問の許しを得た。

　四月十八日水曜日、午後七時五十九分。黒塗りの乗用車が七草家玄げん関かんの車寄せに止まった。後部座席から自らドアを開けて降りてくるスーツにネクタイ姿の巨大な青年。客観的なサイズでいえば特別巨体というわけではなく、普ふ通つうに大おお柄がらな体格でしかない。青年を巨大に見せているのは若さに似合わぬ圧倒的な風格だ。十文字家当主代理・十文字克人は、高校を卒業し高校生という枠わくを出てもなお桁けた外はずれな存在だった。

　彼を出迎えたのは七草家長女・七草真由美。スカートの丈たけが足首まである落ち着いた色調のフォーマルなワンピースで装った真由美が克人に一礼して先導する。午後八時ちょうど。克人は七草家の敷しき居いを跨またいだ。




「良く調べましたね」

　応接室で克人との面談に応じた七草弘一は、反魔法師報道の一方を使し嗾そうしているのは貴方あなたですか、という質問形式の推測をあっさり認めた。

「お父様！　何ということを！」

　ぬけぬけと頷うなずいた父親に、逆上した真由美が食って掛かる。

「落ち着きなさい、真ま由ゆ美み。何をそんなに興奮しているんだね」

　そんな娘の激しい反応に本気で首を傾かしげながら、弘こう一いちは冷静になるよう真由美をたしなめた。

「これが落ち着いていられますか！　お父様のなさったことは十じゆつ師し族ぞくに対する、いえ、日本魔ま法ほう界に対する裏切りですよ！」

　ソファから立ち上がり自分を睨にらみつける娘の厳しい眼まな差ざしを、弘一は座ったまま平然と受け止めた。

「裏切りではない。真由美、お前は考え違いをしている」

「何が──」

「七さえ草ぐさ」

　真由美はなおも父親を詰きつ問もんしようとした。だが隣となりに座すわる克かつ人との制止に、今この席にいるのが自分たち親子だけでないのを思い出して渋しぶ々しぶ口を閉ざし腰を下ろした。

「七草さん」

　真由美がとりあえず落ち着きを取り戻もどしたのを気配で感じ取って、克人は弘一に目を向けた。

「私には貴方あなたのお考えが分からない。だから、ご説明をお願いしたい」

　弘一はやや前のめりになって克人の目を見返した。

「それは十じゆう文もん字じ家としての要求ですか」

「十文字家としての質問です」

　弘一は前に傾かたむいていた上半身を背もたれに預け、軽く、長く息を吐いた。

「同じ十師族の十文字家から七草家への質問とあれば正直にお答えしましょう」

　弘一は先程からわずかな乱れも見せない克人にならって姿勢を正した。

「まず誤解の無いように言っておきますが、今回のキャンペーンは外国の反魔ま法ほう師し勢力が始めたものです。マスコミへ単純に情ネ報タを与えただけでなく、資金的な援えん助じよも行っています」

「マスコミに対して資金援助ですか？」

「寄付とか広告とか理由は何とでもつけられますし、名義だってどうにでもなりますから」

　克人の呈ていした疑問に、弘一は静かな自信を漂ただよわせながら答えた。こうした裏工作は弘一の方が克人より上だ。克人にもそれが分かっているからそれ以上の余計な疑問は挟はさまなかった。

「では七草さんのマスコミ介かい入にゆうは、それに対抗する措そ置ちだということですか」

「克人君、『世論』に対抗する有効な手段が何か、分かりますか？」

　突とつ然ぜん教師口調で問い掛けてきた弘一の質問に、克人は回答する姿勢を見せなかった。弘一は答えを聞きたいのではなく答えを述べたいのだと、克人にも分かっていた。

「本来『オピニオン』とは意見であり判断だ。それは、誰だれかが述べ誰かが担うもの。オピニオンはそれを主張する者に属するものであり、それを主張する者が責任を負う」

　弘一の口調が変わったのは意識してのことか、無意識なのか。弘一と克人の年齢差、十じゆつ師し族ぞくの当主と十師族当主の息子で代理人に過ぎぬ者。表面的な立場の違いを考えれば、弘一の言葉遣いは責められるものではなく、むしろこちらの方が自然と言える。

「それを主張する『誰だれか』が何者なのか分かっているならば、反論することも容易たやすい。その者に問い掛け、論理の破は綻たんを炙あぶり出し、誤りを認めさせれば良い。お互いの主張に潜ひそむ欠けつ陥かんを指し摘てきし合うことで妥協点を見出だすことも可能だろう」

　だから弘こう一いちの上から目線な物言いに、克かつ人とは反感を覚えなかった。

「だが『世論』に反論することは難しい。何な故ぜなら世論には、反論する相手がいないからだ」

　たとえ弘一の話が、克人にとって退たい屈くつなものであったとしても。

「世論といえど一つのオピニオンである以上、それは誰かが言い出したことであり誰かの利害を反映している。しかし、その主張者は『市民』や『世間』の陰かげに隠かくれて議論の場に出てこない。マスコミは市民の声を伝えるだけ、活動家は民衆の要求を突きつけているだけ、政治家は国民の意見に従うだけと言う。誰がそれを言い出したのか、どんな立場にいる者の利害を反映しているのか、それが明らかな場合であっても、彼らは世論の代弁者として振る舞まいオピニオンの主あるじとして矢や面おもてに立つ義務を負わない」

　ただ克人は、弘一が何な故ぜこんな回りくどい話をするのか、真意を疑わずにいられなかった。

「世論には早い者勝ち的な面があります」

　弘一に対する厳しい見方が克人の顔に出ていたのか。弘一はフッと小さく笑うと、言葉遣いを丁てい寧ねいで柔やわらかなものに戻もどした。

「いち早く多数の支持者を獲かく得とくした世論は、それがその時その場の正義となって反対する者に対する圧力となります。たとえ反対者に道理があっても、世論に幼よう稚ちな欠陥があっても、道理や欠陥で世論に対抗することはできません。何故なら、世論には議論すべき相手が無く、最初から議論にならないのですから」

「今回は反魔ま法ほう主義者が『早い者』だったと言いたいのですか、お父様」

　それまで不満顔ながらおとなしく話を聞いていた真ま由ゆ美みが、苛いら立だった声で口を挿はさんだ。

「反魔法主義の種は既すでに一年以上前から撒まかれている。我々が立場上反論できないのを見越してな」

　娘の癇かん癪しやくを爆ばく発はつ前に軽くいなし、弘一はすぐに克人へ視線を戻す。

「世論に反論してもあまり効果はありません。では世論に対抗する為ためにはどうすれば良いと克人君は思いますか」

「分断を図れば良いでしょう」

　克人は特に悩むでももったいぶるでもなく、あっさり答えた。これは彼でなくても、十じゆつ師し族ぞくを担うべき者として教育された人間にとっては当たり前に導ける回答の一つ。唯ゆい一いつでも絶対でもない、正しいかもしれない答えだった。

「正解です」

　それが唯一の正解でないとお互いに知りながら、弘一はなおも多弁をふるう。

「先行する世論に大筋で同意するものであれば異教徒狩がりの対象にはならない。そして枝葉末節でしかない差異が容易たやすく世論を分断する。分断された世論は勢いを失い、やがて忘れ去られていく。誰だれかがそれを主張し続けない限りね」

「それは七さえ草ぐささんの仰おつしやった世論の定義に反するのでは？」

　克かつ人との指し摘てきに、弘こう一いちは満足げな笑顔で頷うなずいた。

「そのとおりですよ、克人君。正体を隠かくしている限り、勢いを失った世論を維い持じすることはできません。正体を隠したままでは、下火になった世論をもう一度燃え上がらせようとしても民衆はそれを見み透すかし反発するだけです。民衆は一度操られる程度には愚おろかで、同じ手口で二度操られない程度には賢けん明めいですから」

「だからわざと、矛ほこ先さきを変えた反魔ま法ほう師しキャンペーンを演出したと？」

「これはガス抜ぬきなんですよ、克人君。持たざる者が持つ者に嫉しつ妬とを覚えるのは仕方が無いことなんです。それは魔法という力であっても同じです。いったん、目を覚ました嫉妬心を押さえつけるのは鞭むちを以もつてしても飴あめを以てしても不可能です。ある程度発散させるしかありません。一つに纏まとまって大火となる前に、火種を分けて複数の小ぼ火やにした方が鎮ちん火かも早いのです」

　弘一がようやく口を閉ざす。真ま由ゆ美みは納得できないけれども反論できない、というような顔をしている。そして克人は、

「大火よりも小ぼ火やが良い。なる程、それはそうでしょう」

　重く低い声でそう言った後、克人は炯けい々けいたる眼まなこを弘一に向けた。

「だが、小さな火事で命を落とす人もいる。火種を分散することで消火が追いつかなくなれば、小火が小火で消し止められず、人命を奪う火事になってしまう事態も想定される」

「仮定の話だ」

「お互い様です」

　弘一と視線をぶつけ合い、相手が口を開く様子が無いと見極めて克人は立ち上がった。

「七草殿」

　克人は師族会議における、対等な立場としての敬けい称しようで弘一を呼んだ。

「十じゆう文もん字じ家は七草家のマスコミ工作について遺い憾かんの意を表明し、直ちに反魔法師キャンペーンへの関与を止めるよう求める」

「七草家は十文字家に対し、書面による抗こう議ぎを求める。回答は正式な抗議状を見て行いたい」

　弘一もまた立ち上がり、克人を軽く見上げてそう答えた。

「承知した。家に戻もどり次第、したためましょう」

「本日はわざわざご足労いただき申し訳なかった。真由美、十文字殿がお帰りだ。玄げん関かんまでお送りしなさい」

　克人は無言で弘一に一礼し、弘一も無言で一礼を返す。真由美は踵きびすを返した克人の前に慌あわてて移動し、玄関へ向かう彼を先導した。




　真ま由ゆ美みが克かつ人とを見送り戻もどって来た時、弘こう一いちはまだ応接間に留とどまっていた。真由美は厳しい表情を浮かべて、ソファで寛くつろぐ父親の前に立った。

「どうした、真由美。座りなさい。遠えん慮りよは要らん」

　深々とソファに身を預け、足を組む余よ裕ゆうを見せている弘一の向かい側に、真由美は何も言わず腰を下ろす。

「何を言いたいのか予想はつくが……言ってみなさい」

「お父様がお考えのとおりだと思いますが、私は十じゆう文もん字じくんの意見に道理があると思います」

　強い眼まな差ざしに激しく渦うず巻まく感情をのぞかせながら節度を保った娘の自制心に、弘一は笑みを浮かべて頷うなずいた。

「お前がそう考えるのも無理はない。克かつ人と君も私も、さっきは表面的なことしか言わなかったからな」

　嘯うそぶくように言い放たれた父の言葉に、真由美の両手がギュッと握にぎり込まれた。

「まだ何か裏があるんですね」

「分からなかったのか？　克人君は気づいたようだが」

　真由美は軽く俯うつむいて、悔くやしげに奥歯を嚙かみ締しめた顔を弘一の視界から隠かくした。

「やはり、器は洋ひろ史ふみ君より克人君の方が上だな」

　洋史というのは五いつ輪わ家の長男「五輪洋史」のことだ。五輪家は真由美を洋史の婚こん約やく者しやに望んでいる。その洋史と克人を比べるということは、弘一にそういう意図があるということだが、幸いこの言葉は真由美の耳に届かなかった。

「真由美、この件は九く島どう先生も御存じだ。先生は私の考えに反対されていなかった」

　届かなかった呟つぶやきの代わりに、弘一は娘の耳へ爆ばく弾だんを投下した。

「老師が……？」

　弘一の狙ねらいどおり真由美は戸と惑まどいに捕とらわれ口ごもったが、ここで矛ほこを収めはしなかった。

「老師にどのようなお考えがあるのか私には分かりません。私に分かるのは、このように同じ国の、同じ魔ま法ほう師しの人生を徒いたずらに引っかき回すような真ま似ねは間違っているということです」

　予想外の粘ねばり腰を見せる娘に、弘一はポーズでなく意外感を覚えていた。

「長くてもせいぜい一ヶ月程度だ。人生に干かん渉しようするなどと大おお袈げ裟さな事態に発展させるつもりは無い」

「わずか一ヶ月であっても、一週間であっても、心ない中傷が心に一生の傷を与えることだってあるはずです。悪意を以もつてペンを使えば、剣を振るうよりも深刻な傷きず痕あとを残す……ペンが剣よりも強いのは、善良な力としてばかりではないと思います」

　いつもの真由美であれば、とうに引いているところだ。娘のらしからぬ強きよう硬こうな態度に、弘一はふと疑問を覚えた。

「真ま由ゆ美み、お前は一体誰だれの為ために怒おこっているんだ？」

「えっ……？」

　この思いつきで放たれた問い掛けが、思いがけないダメージを真由美に与える。

「克かつ人と君の為か？　それとも、第一高校の後こう輩はいの誰かの為か？」

「私は別に……」

　九く島どう烈れつの名にも屈くつしなかった真由美が、動揺を露あらわにして居い竦すくまっていた。
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　世間では魔ま法ほう師しに対する風当たりが日増しに強くなっていたが、学校というものは一種の自治領域だ。治外法権という程の独立性は持っていないが、世の中からある程度隔かく離りされた社会には違いない。一高の校内も今のところ平へい穏おんを保っている。だが達たつ也やはこれが嵐あらしの前の静けさに過ぎないことを、文ふみ弥やの話を聞いて確信していた。

　四月十九日、木曜日の夜。遂ついに達也の元へ嵐の到来を告げる報しらせが電話回線を通じてもたらされた。

『達也さん、先日は急な訪問にも関わらず手厚いおもてなし、ありがとうございました』

「どう致いたしまして」

　おもてなしと言ってもお茶とお茶ちや菓が子しを出しただけのこと。亜あ夜や子こが社交辞令でそう言っていることは達也にも分かっていたが、彼はお世辞と謙けん遜そんのエール交換に乗らなかった。

「それより今日はどんなニュースを持って来てくれたのかな？」

『達也さん、少しは世間話に付き合ってくれても良いのではありませんか？』

「また今度ね」

　怒って良いのか呆あきれるべきか、二つの感情の間で揺ゆれ動いた亜夜子は、結局諦あきらめることを選せん択たくした。

『まあ……今日のところはそれで良いです。確かに大切なご用がありますから』

「聞かせてくれ」

　達たつ也やは話す前から「大切な用事」に意識を集中している。画面越しとはいえ穴が空あく程の強い眼まな差ざしで見み詰つめられて、亜あ夜や子こは恥ずかしげに目を逸そらした。

『先日文ふみ弥やがお耳に入れた件の、具体的なスケジュールが決まりました』

　だが、恥じらいながらも亜夜子はしっかり自分の役目を果たしている。このあたり、彼女は見掛けどおりのミーハー少女ではなかった。

『四月二十五日、来週の水曜日に第一高校へ国会議員が視察に訪れます』

「民権党の神かん田だ議員かい？」

『そうです。良くお分かりですね』

「むしろ意外性が無さ過ぎるんじゃないか」

　神田議員は国防軍に対して極きよく端たんに批判的な人権派として知られる野党の若手政治家で、今週に入って急にマスコミの露ろ出しゆつが増えている。そしてメディアに流れる彼の言動が、一見、魔ま法ほう師しの味方を装いながら、その実、魔法師を国防軍から排はい除じよしようとしていることは、少し注意深い人間なら誰だれにでも分かることだった。

『そうですね』

　達也の言い分をもっともだと思ったのか、亜夜子がクスクスと笑いをこぼした。

『その神田議員が、いつもの取り巻き記者を連れて一高に押し掛けるようですよ』

「押し掛けて、何をする？」

『さあ、そこまでは』

「それ程大きな仕掛けは用意していないということか」

　亜夜子の答えに考える素振りも見せず、達也は納得顔で頷うなずいた。

『何ど処こをどう捻ひねったらそういう解かい釈しやくになるんです……？』

　この会話は達也と亜夜子の二人だけで行われている。達也の傍そばに深雪はおらず亜夜子の隣となりに文弥はいない。誰にも見られていないという気安さもあってか、亜夜子は年相応の幼い表情でポカンとしていた。

「大掛かりな舞ぶ台たいを用意しているなら亜夜子に分からないはずは無いだろう？」

『……お褒ほめの言葉と受け取っておきます』

「褒めているんだからそれでいい」

　言葉に詰つまりながら、かろうじてクールな（と自分では思っている）答えを返した亜夜子だったが、すかさず達也からもっと真ま面じ目めくさった追つい撃げきを受けて、本格的に絶句してしまう。

『達也さん……もしかして、分かっていてやってるんですか？』

「何を？」

『貴方あなたという人は……いえ、いいです』

　何やら追つい及きゆうの構えを見せた亜あ夜や子こだったが、まるで感情を窺うかがい見られない鉄てつ壁ぺきのポーカーフェイスを前に彼女は言い掛けた言葉を吞のみ込んだ。そんなことの為ために電話を掛けたのではないと寸前で思い出したという理由もあった。

『達たつ也やさんの仰おつしやるとおり、あまり大掛かりなことは考えていないようですね。多分、いつものパフォーマンスでしょう。ですが彼の取り巻きジャーナリストは、それを何十倍にも水増しして騒ぎ立てるつもりなのではないでしょうか』

「なる程、それはありそうだ」

　ここで達也は、この夜初めて再従姉妹はとこの前で考え込む素振りを見せた。ただそれも五秒程のこと。達也は視線を亜夜子に戻もどし、小さく労ねぎらいの笑えみを浮かべた。

「連絡してくれてありがとう。参考になったよ」

『達也さんのお手並み、楽しみに拝見させていただきますわ』

　達也の笑みに亜夜子は気取った笑顔を返し、一礼した後、彼女の方から電話を切った。
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　明あくる四月二十日、金曜日。達也は始業前の生徒会室にあずさと五い十そ里りを呼び出した。

「えっ、それって一大事じゃないですか！」

　野党議員視察の件を聞かされたあずさが、椅い子すを蹴けって立ち上がり動転した声を上げた。

「……そんなに慌てるようなことかなぁ？」

　いつものように五十里にくっついてきた花か音のんが「大おお袈げ裟さではないか」と疑問を呈ていするも、

「いや、これは由ゆ々ゆしき事態だよ、花音」

　五十里が婚こん約やく者しやの楽観論をたしなめる。

「神かん田だ議員の主張は表面的に見れば魔ま法ほう師しの権利を擁よう護ごしているように見える。だが軍が魔法師を取り込むことを一方的に悪と断じる彼の論法は、裏側から見れば魔法師が軍と関わることを妨さまたげる意図を隠かくしている」

「それはあたしにも何となく理解できるけど。でも神田が今回ターゲットにしようとしているのは軍と学校でしょう？　あたしたちじゃなくて」

　五十里が自分ではなくあずさと達也の肩を持ったことが花音には気に入らなかったのか。彼女は五十里に少し不満げな顔を向けて言い返した。

「それで僕たちの自由が損なわれても？」

　五十里の反問に「えっ？」という表情を浮かべる花音。五十里が何を懸け念ねんしているのか、花音にはまだピンと来ていない。

「軍が魔法師を活用することを止めさせたいと思っている人たちが権力を握にぎれば、僕たち魔法科高校生が卒業後の進路に防衛大を選ぶことも魔法大学の卒業生が国防軍に入隊することも、どちらも禁止されるに違いないし、僕たちが国防に関心を持つことすらも制限しようとするだろうね」

「思想統制しようとするってこと？」

　まさか、という顔で問う花か音のんに、五い十そ里りは瞼まぶたを伏ふせ気味に首を横に振った。それは花音の口頭質問を否定したのではなく、彼女の表情に表れた問い掛けを否定するものだった。

「原理的平和主義は母国に向けられている軍事的脅きよう威いを分析することも防衛軍備の必要性を議論することも許さない。軍隊の存在が少しでも肯こう定ていされるような言論は、その一切を封ふう殺さつしようとする。その為には暴力的な手段を用いることさえ辞さない。彼らに、僕たちの思想統制を躊躇ためらう理由は無いだろうね。魔法師の人権を謳うたいながら、平気で魔法師から職業選択の自由を奪うばおうとしているくらいだから」

　思いがけない毒舌だった。五十里のことを誰だれよりも良く知っているはずの花音ですら若じやつ干かん鼻はな白じらんだくらいだから、達たつ也やが意外感を覚えるのも当然かもしれない。五十里には何か「原理的平和主義」に対する嫌いやな思い出でもあるのだろうか。

「……そういうわけだから、他ひ人と事ごとみたいに考えてちゃダメだよ、花音。それで、司波君はどう対処するつもりなの？」

　自分でも熱くなりすぎたと感じたのか、五十里は気まずそうな愛想笑いを浮かべて話題転換を図った。

「何かアイデアがあるから僕たちを呼んだんでしょう？」

「ええ」

　達也は五十里に短く答え、振り返って深み雪ゆきに目配せした。あずさたちが来てからじっと達也の背後に控ひかえていた深雪が、手に抱かかえていた電子黒板をあずさと五十里に手渡す。達也は二人が電子黒板に視線を落とすのを見てすぐに説明を始めた。

「彼らは魔ま法ほう科か高校が軍事教育の場と化しており、学校が生徒に軍属となることを強制している、と非難したいわけです。ならば、軍事目的以外にも魔法教育の成果が出ていることを示せば良いのではないでしょうか」

　達也がざっくばらんな口調で結論を先取りする。彼の言葉に相あい槌づちも反論も質問の声も上がらなかった。

「そこで神かん田だ議員の来校に合わせて少し派手なデモンストレーションを行いたいと思います」

「……少し？」

「……これが？」

　あずさと五十里の二人からようやく反応があった。呆あきれ顔の間接的な異議表明。しかしその声は、表情と同じく呆れているニュアンスを表現しようとして上う手まく行かず、上うわ滑すべりしている感がある。

「準備は大掛かりなものになりますが、デモそれ自体は普ふ段だんから行われている放電実験や爆ばく縮しゆく実験と大した違いはありませんよ。見掛けの上では、ですが」

「見た目だけならそうかもしれませんけど」

　あずさが弱々しい声で反論しても、達たつ也やの苦笑いを堪こらえているような顔は変わらない。

「外見は似たようなものでも意味はまるで違うよ……だからこそ効果は抜ばつ群ぐんだろうけど。でも司し波ば君」

　ようやくショックから立ち直ったのか、五い十そ里りは自分に言い聞かせるような声で頷うなずいた後、達也に難しい顔を向けた。

「本当にできるの？　加重系魔ま法ほう三大難問の一つ、常駐型重力制せい御ぎよ魔法式熱核融ゆう合ごう炉が」

　五十里にプランの核心部分について問われ、達也の顔に微かすかな迷いが浮かんだ。

「実物はまだ作れません」

　ただそれは実現性に関する自信の欠けつ如じよを表すものではなく、どう答えるべきかについて思案するものだった。

「実験炉とすら言えません。炉の形をしていませんからね。ですが、核融合炉実現の可能性を去年の論文コンペより派手に、分かりやすいものとして演出することはできます」

「……『恒こう星せい炉ろ』ですか」

　会話の最さい中ちゆうも電子黒板から目を離さなかったあずさが、そのままの姿勢で呟つぶやいた。

「常駐型重力制御魔法式継続熱核融合炉。鈴すず音ねさんの考案した断続型の核融合炉とは対照的なコンセプトに思えます」

　あずさは電子黒板を食い入るように見み詰つめたまま、達也の顔も五十里の顔も見ていない。

「しかも、取り出すことのできる単位時間当たりのエネルギーの量は鈴音さんのシステムより桁けた違ちがいに大きい……。司波くんの恒星炉が実現すれば、昼夜の区別無く、気象条件に影えい響きようを受けずエネルギーを供給することが可能となりますね。工場も電力供給に神経を使わず運転できるようになりますし、寒冷化の再来に怯おびえなくても済みます。魔法の平和利用を主張する、この上ないデモンストレーションになるでしょう」

　独ひとり言ごとのような呟つぶやきが途と切ぎれ、あずさが達也へ顔を向けた。

「これが司波くん本来のプランなんですか？」

「独自のアイデアというわけではありませんが、確かにこれが俺おれの目指しているものです。まだ必要となる魔法スキルが高すぎて実用化には程遠い段階ですが、我が校の生徒の力を以もつてすれば短時間なら実験炉を動かすことが可能です」

　あずさの質問に、達也は殊こと更さらしっかり頷うなずいた。あたかも常駐型重力制御魔法式熱核融合炉が自分の目指している頂上ピークだとでも言うように。恒星炉は彼の本来の目的を果たす為ためのメインパーツに過ぎないのだが、達也に今の時点でそれを明かすつもりは無かった。

「そうですか……分かりました」

　あずさもまた、彼女に似合わぬ力強さで頷きを返す。達也は全すべてを語ってはいない。だが恒星炉の実現を目指す気持ちは本物だった。そしてあずさは、達たつ也やの本気を感じ取って頷うなずいたのだった。

「五い十そ里りくん」

　あずさは五十里へ顔を向けた。

「わたしは司し波ばくんの計画に協力したいと思います。五十里くんはどうでしょうか」

「僕も協力するよ。恒星炉の公開実験。神かん田だ議員対策というだけじゃなくて、魔ま法ほう技術者を目指す者として是ぜ非ひとも関わっておきたいからね」

　あずさに問われて、五十里も首を縦に振った。




　その日の昼休み、達也はジェニファー・スミス教師を訪ねて職員室に来ていた。課程外で実験を行う場合、クラブ活動としてであれば顧こ問もん教師、クラブ活動以外の自主的なものであれば担当教師、担当教師がいない二科生の場合は事務室に申請書を提出して学校の許可を得なければならない規則になっているからである。

　ジェニファーは受け取った申請書の冒ぼう頭とう、使用魔法のリストを見ていきなり眉まゆを顰ひそめた。

「重力制せい御ぎよ、クーロン力制御、第四態相転移フオースフエイズシフトに、ガンマ線ガンマ・レイフィルターと中性子ニユートロンバリアですか。司波君、貴方あなたは大出力レーザー砲ほうの実験でもするつもりなのですか？」

「そのような意図はありません」

　担当教師の質問に、達也は芸の無い定型文で答えた。面白い回答が必要な場面でもなかったが、意表をつかれて考える必要の無い常じよう套とう句くを選せん択たくしたという面も多分にあった。リストに挙げた魔法の組み合わせで核融合爆発を利用したレーザー兵器が出来上がる可能性に、ジェニファーから指し摘てきを受けるまで達也は気づいていなかった。

　ただジェニファーの方も達也の答えを聞いていなかったから、ここはお互い様かもしれない。彼女の問い掛けは独ひとり言ごとのようなもので、ジェニファーの目は申請書に吸い付いていた。

「随ずい分ぶん意欲的な実験内容ですが……」

　ジェニファーが申請書を表示した電子ペーパーから顔を上げ、横に立ったままの達也へ目を向ける。

「安全は確保できるのですか」

「計算上は確保できています」

　達也の答えは無責任にも思えるものだったが、ジェニファーはそれをたしなめなかった。理論上可能なことが事実の上でも可能かどうか、それを確かめるのも実験の役割だからだ。「実際に安全かどうか分からないから実験を禁止する」では、ある意味で本ほん末まつ転てん倒とうとも言える。彼女はそのような愚おろかしさとは無縁の科学者だった。

「去年の論文コンペにおける当校のプレゼンテーションでは、中性子被ひ曝ばくを避ける為に陽子Ｐ・陽子Ｐ連れん鎖さ反応を使用しましたね。今回の実験で重水素ＤＤ反応を使用するのは何な故ぜですか」

　もちろんそれは、リスクを顧かえりみないという意味ではない。計算上のリスクを最小限に抑おさえることは、ジェニファーの頭の中で当然考えられていた。

　言う迄までもなく、達たつ也やもその点は考えていた。彼の回答は淀よどみの無いものだった。

「本来ｐｐ連れん鎖さ反応は、エネルギー源として利用するには条件が厳しすぎます。市原先輩の実験では反応を促進する確率操作の術式も使用されていましたが、エネルギー炉ろとしての用よう途とを考こう慮りよすれば投入する術式は少なければ少ないほど好ましいと言えます。それにｐｐ連鎖反応でも被ひ爆ばくの危険性が少ないというだけで中性子が発生しないわけではありませんから」

　達也の回答にジェニファーは腕を組んでしばし黙考した。

「……分かりました。ただ、私の一存では許可できません。申しん請せい書しよは回しておきます。放課後には結論が出るでしょう」

「ありがとうございます。なおこの実験のことは対外秘でお願いします」

　放射線実験室と校庭の使用許可が即そく答とうで下りるとは達也も考えていなかった。最後に一言付け加えて、達也はジェニファーに一礼した。




「それで、実験の許可は下りたんですか」

　放課後の生徒会室。あずさに問われた達也は、校長の電子署名と申し送りが書き込まれた申請書を差し出した。

「条件付きですが、承認になりました」

「条件って？」

　五い十そ里りの問い掛けに同調して、あずさが申請書を表示している電子ペーパーから顔を上げる。

「当たり前のことですが、先生の監かん督とくがつきます。それが条件ですね」

「そりゃそうだね。それで、どの先生が付き合ってくれるの？」

　達也の回答に五十里が重ねて質問したと同時。来訪者を告げるチャイムが鳴った。

「廿楽つづら先生です。わざわざ足を運んでいただいたようですね」

　モニターを確認した深み雪ゆきが、振り返って五十里に答える。

　素早く立ち上がったのは泉いず美みだ。少しもきびきびしているようには見えないが、一年生らしく上級生が対応する前にドアへ向かい廿楽教師を出迎えた。




　廿楽が来たことで生徒会の活動は一時中断となった。生徒会業務のトレーニング中だったほのかと泉美も手を止めて会議用テーブルに着いている。いつもは生徒会長が座る席に廿楽が腰を下ろし、生徒会室は実験のミーティングルームに早変わりしていた。もっとも、今回の実験を企画したのは達也で協力者は今のところ生徒会役員に限られているから、この部屋で打ち合わせするのも故ゆえ無きこととは言えない。

「実験の手順は拝見しました。面白いアプローチだと思います」

　ピクシーに給仕されたお茶で喉のどを湿しめらせて、廿楽つづらは打ち合わせの第一声を放った。

「それで司し波ば君。役割分担はどのように考えているのですか」

　ここで言う役割分担とは、誰だれがどの魔ま法ほうを担当するかということだ。今回使用される魔法は重力制せい御ぎよ、クーロン力制御、第四態相転移、ガンマ線フィルター、中性子バリア。

「まず、ガンマ線フィルターは光みつ井いさんにお願いしようと思います」

「私ですか!?」

　いきなり指名されて、ほのかが素すっ頓とん狂きような声を上げた。彼女はこの段階でまだ実験の詳しよう細さいを聞いていないのだから無理もない。

「電磁波の振動数をコントロールする魔法に掛けては、俺おれの知る限りほのかの右に出る者はいない。引き受けてくれないか、ほのか」

「分かりました！　頑がん張ばります！」

　だが、結局ほのかは、ろくに話も聞かず達たつ也やの「お願い」に張り切って頷うなずいた。彼女の気持ちを考えれば、これまた仕方の無いところか。

「クーロン力制御は五い十そ里り先せん輩ぱいにお願いします」

　こちらは既すでに話がついていたのか、五十里は無言で頷うなずいた。

「中性子バリアは一年生に心当たりがありますので、彼女にお願いしようと思っています」

　達也のこのセリフに、泉いず美みの表情がピクリと動いた。

「一年生に？　大だい丈じよう夫ぶなのですか」

　廿楽も不安を禁じ得なかったのだろう。思わず、という感じで口を挿はさむ。

「ええ。対物理防ぼう壁へき魔法に掛けては天性の才能を持っている子です」

「誰なのでしょう」

「名前は桜さくら井い水み波なみ。自分の従妹いとこです」

「そうですか」

　しかし、達也の説明を聞いて、廿楽は安心した顔で前のめりになっていた姿勢を戻もどした。廿楽の態度の変化はあっさりしすぎているように達也には思えた。多分、自分の従妹だから懸け念ねんが薄れたのではなく深み雪ゆきの従妹だから信用できると思ったのだろう、と達也は解かい釈しやくした。

「第四態相転移は誰に頼むかまだ決めていません。そして要となる重力制御は妹に任せようと思います」

　達也がそう言うと同時に、深雪が座ったまま小さく一礼した。

「妥だ当とうな人選だと思います」

　廿楽も今度は納得顔だ。現在、第一高校で最も魔ま法ほう力りよくが高い生徒は、三年生を差し置いて深雪だということを、廿楽も当然知っていた。

「そうすると、第一に決めなければならない問題は第四態相転移を誰にお願いするか、ですが」

　そう言って廿楽はあずさに目を向けた。

「中なか条じようさんでは不都合なのですか？」

　廿楽つづらの提案に答えたのは、あずさ本人ではなく達たつ也やだった。

「会長には全体のバランスを見てもらいたいと思っています」

「なる程。確かにその方が適切ですね」

　自分の提案を引っ込めて、再び廿楽が思案顔になる。そこへ泉いず美みが手を挙げた。

「あの、よろしければそのお仕事、私わたくしたちにお任せいただけませんか」

　この申し出は意外なものであったはずだが、心の裡うちを面おもてに出さず達也は事務的な口調で問い返した。

「私わたくしたちというのは泉美と香か澄すみの二人で、ということかい？」

「はい。私わたくし一人では力量不足かもしれませんが、香澄ちゃんと二人でなら、きっとお役に立てると思います」

　泉美の言葉を聞いて、この場にいる他の六人（廿楽、あずさ、五い十そ里り、達也、深み雪ゆき、ほのか）の内、四人が戸と惑まどった表情を浮かべた。

「……廿楽先生がご存知なのはともかく、司し波ば先輩にまで知られていたとは思いませんでした」

　もっとも泉美本人にしてみれば、訝いぶかしく思われる方が自然なのであり、当然のように受け容れられると身構えずにいられない。九校戦のエンジニアに選ばれ、論文コンペの代表に選ばれた上級生が、二人で一つの術式を担当するということの意味を知らないはずは無い。その上で何の驚おどろきも示さなかったということは、泉美たちの手の内を知られているということに他ならない。

「その話は別の機会にしようか。そんな機会は訪れないかもしれないが」

　探るような泉美の視線を、達也はさらっと受け流して壁へき面めんの大型スクリーンに実験のモデル図を映し出した。

「廿楽先生、光みつ井いさんと七さえ草ぐささんは実験の詳しよう細さいを知りません。確認の意味でも一通り説明しておきたいと思うのですが」

　廿楽の同意を得て、達也は実験の詳細を改めて生徒会メンバーに披ひ露ろうする。あずさ、五十里、深雪は既すでに知っている内容だが、退たい屈くつそうな顔をしている者はいなかった。

「……恒こう星せい炉ろのシステムは、技術的に見ればまだまだ未成熟な所ばかりです。しかしこのメンバーが協力し合いチームして機能したなら、三大難問の一つと言われているこの実験を間違いなく成功させることができる。俺おれはそう確信しています」

　最後にこう締しめくくって、達也の「恒星炉」は小さなスタートを切った。




　　　　◇　◇　◇




　恒星炉実験の実質的な準備期間は四月二十一日から四月二十四日までの四日間。論文コンペの実験装置を作り上げるのに掛かった期間を考えると、時間の不足は絶望的にも思える。しかも今回は全校生徒を総動員というわけには行かない。本来ならば神かん田だ議員の視察予定を達たつ也やたちはまだ知らないはずなのだ。この実験は表向き、野党議員とマスコミの来校とは無関係に計画され実行されるものでなければならない。恒こう星せい炉ろ実験自体を秘密にする必要も無いが、投入できる人員は生徒会役員と有志の協力者でしかない。

　だが達也と深み雪ゆきの二人だけは最初から状じよう況きようを悲観していなかった。五い十そ里りに言ったとおり、今回は構造物としてのエネルギー炉ろを作るわけではない。その仕組みを見せるだけだ。今回の実験は基本的に魔ま法ほうの実演なのであって、論文コンペの時のように実際に作動する実験装置を組立てようというのではない。達也はその違いをしっかり認識していた。一方、深雪は達也のやろうとしていることに対して、悲観的な見通しを持ったりしないのである。

　準備が着々と進みゴールがしっかりとした実像として見えてくるにつれて、実験に参加している他のメンバーの顔からも焦あせりの色が薄れて行った。不本意だと言わんばかりのムスッとした表情で、そのくせ深雪に負けないくらいこの実験に対し真ま面じ目めに取り組んでいる香か澄すみの顔からも、「どうしてこうなった」と態度で疑問を呈ていしながら一時も手を休めない平ひら河かわ千ち秋あきの顔からも、無知の善意で千秋を引きずり込んだ十と三み束つかの顔からも、不安が消えて行き代わりに手応えのようなものが浮かび上がっていた。──中にはただ憧しよう憬けいの眼まな差ざしを達也に向け手伝えるだけで嬉うれしいと全身で語る銀色の一年生、隅守スミス賢ケン人トのような異分子も紛まぎれ込んでいたが。

　そして四月二十四日、火曜日。本番前日の放課後、放射線実験室で最終リハーサルが行われた。耐たい圧あつ性の高い透とう明めいな高強度耐熱樹じゆ脂しで作られた球形の水すい槽そうに、重水五〇パーセント、軽水五〇パーセントの混合水を注入する。大量の重水を用意したのは廿楽つづらだ。重水は普ふ通つうの海水から工業的に生産可能とはいえ、大量の重水を確保するのは単なる高校生にとってやはり難しい。重水をふんだんに用意できたのは、廿楽が彼の持つコネをフル活用した結果だった。

「じゃあ、始めよう。深雪」

「はい」

　最初の重力制せい御ぎよ魔法が発動。

「香澄、泉いず美み」

「第四態相転移フオースフエイズシフト、行きます」

　双子の姉妹が声を揃そろえて第四態相転移魔法を実行する。

「ほのか、水み波なみ」

「ガンマ線フィルター、有効です」

「中性子バリア、固定しました」

　彼女たちの申告のみに頼らず、達也は自分の「眼」で実験のステップがクリアされて行くのを確認する。

「深雪」

「焦しよう点てんを設定しました」

　達たつ也やがもう一度深み雪ゆきの名を呼び、全すべての準備が整ったことを深雪が告げる。

「五い十そ里り先輩」

「電磁的斥せき力りよく中和、スタート」

　そうして最後の安全弁が解除され、計器前に陣じん取どるメンバーからチェックの声が飛び交う。

「重力場安定度、問題無し」「ガンマ線、計測誤差未満」「中性子線、計測誤差未満」「……」

　その声を聞きながら、達也は己おのが夢の第一歩を冷静に見み詰つめていた。




　最終リハーサルは順調に終了した。これが単なる実験ならば、今日で完了となる満足の行く結果が得られた。だが今回の実験は反魔ま法ほう主義者に対するデモンストレーションとして行うものだ。本番は明日。メンバーは心に期するものを秘めて実験室を後にした。

　あずさと五十里が後始末と戸と締じまりを引き受けてくれたので、残りのメンバーは生徒会室へ移動した。もうすぐ閉門時間だが、何か緊急連絡が入っているかもしれない。達也はそう考えたのだ。なお他のメンバーは、達也の後に深雪とほのかが、深雪の後に泉いず美みと水み波なみが、泉美の後に香か澄すみが、という連れん鎖さだった。香澄と水波は生徒会のメンバーではないのだが、今ここにそれを気にする人間はいない。

「お帰り」

　達也たちを出迎えたのは雫しずくだ。彼女もまた生徒会役員ではないのだが、上司（？）の風紀委員長同様、直通階段を使って生徒会室に入いり浸びたっている。寡か黙もくな外面からは想像しづらいが、雫は実のところ、かなり自由気ままな性格だった。それでも責任感は人並み以上なので、留守番を頼まれればこうしてしっかり務めるのである。

「待たせちゃってごめんなさいね、雫。助かったわ」

「特に何も無かったよ」

　労ねぎらいの言葉を掛ける深雪に「気にしないで」と首を振り、異常が無かったことを言葉で告げて、雫は親友へ顔を向けた。

「ほのか、あれは？」

　途と端たんにほのかが「うっ……」と怯ひるんだ顔を見せる。それだけで質問の答えが分かったのか、雫は「やれやれ」とばかりの呆あきれ顔だ。

　立ち上がり、ほのかの背後に移動すると、雫は親友の両肩を摑つかんだ。背の高さはほのかの方が頭半分勝まさっている。だがそんなことはお構いなしに、雫は力ちから尽づくでほのかの身体からだの向きを変えた。達也と、正面から向き合う格好に。そこでいったん手を離した雫はキョロキョロと辺あたりを見回し、ほのかの鞄かばんを見つけて勝手に中からきれいにラッピングされた小箱を取り出す。その箱をほのかの手に押しつけると、もう一度背後に回って強めに親友の背中を押した。

　一歩半で立ち止まったほのかが、さっきよりも近づいた達也の顔を見上げる。ラブシーンを演じるには少し間かん隔かくが空きすぎている立ち位置だ。もっとも、こんなに見物人が多くてはいくら視野狭きよう窄さくを起こしやすいほのかでも大だい胆たんな真ま似ねは難しい。これから彼女がトライするのは、もっと初うい々ういしいイベントだった。

「あの、達たつ也やさん！」

　そのセリフの後、ほのかはギュッと目をつぶって小箱を両手で差し出した。

「今日、達也さんのお誕生日ですよね！」

　達也が答える間も無く、ほのかの言葉が続く。果たして息継ぎをしているのかと疑わしくなる早口だが、決して聞き取りにくくはなかった。

「つまらないものですが一所懸命選びました！　どうか受け取ってください！」

　部屋の隅すみから「光みつ井い先輩と司し波ば先輩ってそういう関係だったの？」という香か澄すみの声が達也の耳には届いたが、ほのかには聞こえなかったに違いない。

「もちろん受け取らせてもらうよ」

　達也の手がほのかのプレゼントに触ふれた瞬しゆん間かん、突つき刺さすような、ではなく貫つらぬくような視線を彼は感じた。だが、チラッと横目で背後を窺うかがい見た時には、氷刃にも似たその視線は跡あと形かたもなく消えていた。

「ありがとう」

「い、いえ、どう致いたしまして。あの、包みを開けるのは、お一人の時にお願いします」

「んっ？　ああ、了解だ」

　達也が少し不思議そうな顔をしながら頷うなずくと、ほのかが大きく息を吐はき出した。今にもへたり込みそうな脱力具合だったが、幸い少しよろけただけで済んだ。達成感いっぱいの表情に、これ以上は無理と判断したのか雫しずくがほのかの隣となりに進み出た。

「達也さん、今度の日曜日、空あいてる？」

　雫の話が唐とう突とつに始まるのはいつものことだ。達也もすっかり慣れているとはいえ、瞬しゆん間かん的に戸と惑まどいを覚えるのは避さけられない。

「時間は？」

　もっとも、戸惑うのは一いつ瞬しゆんだけのこと。会話は滞とどこおりなく成立する。

「夕方。六時頃」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　日曜日はＦＬＴ開発第三課で完全思考操作型ＣＡＤの開発会議が予定されていたが、午後六時なら十分戻もどって来られる。本社ならともかく開発第三課なら、予定外に長引いて拘こう束そくされることもない。

「ちょっと遅めだけど家うちで達也さんの誕生日パーティーを開きたい。良いかな？」

　この「良いかな？」には「参加してもらっても良いかな？」「会場は家で良いかな？」「勝手に誕生日パーティーを計画しちゃったけど良いかな？」の三つの意味が込められていた。

「良いとも。ありがたくお邪じや魔まさせてもらうよ」

　雫しずくの申し出が好意の表れであり達たつ也やの誕生日を出だ汁しに使っているのでないことは、確認するまでもなく分かっている。達也が考える素そ振ぶりも無く頷うなずくと、雫も小さく頷うなずきを返した。無表情に見えるが、その口元がほんの少しだけ綻ほころんでいる。

「深み雪ゆきと、水み波なみちゃんも」

　すかさず深雪と水波に声を掛けたのは、必要の無い照てれ隠かくしか。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ」

「お邪魔させていただきます」

　にこやかに答える深雪と控ひかえめな態度で答える水波を余よ所そに、香か澄すみは値ね踏ぶみするような目で達也を見ている。香澄は達也のことを、およそ女性に好まれるタイプではないと思っていたのだが、その評価が彼女の中でぐらついていた。
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　下校中、皆と別れて三人で電車キヤビネツトに乗り込んだあたりから、深雪の様子がおかしくなった。表面的には異常というほどではない。親しい友人から見ても「何か考え込んでいるのかな？」という程度だ。だが達也の目には、妹が何事か大層悩んでいるように見えた。深雪の変調は自宅の最寄り駅で電車キヤビネツトを降り、改札に近づくにつれてますます深刻化して行った。

「み──」

「あの、お兄様」

　深雪、と達也が声を掛けようとした同じタイミングで、俯うつむいていた深雪が顔を上げた。

「ああ、なに？」

　達也の問い掛けにすぐ答えようとせず、改札を抜ぬけ他人の邪魔にならないところで深雪は足を止めた。

「その……ですね、少し、お買い物に付き合っていただけませんでしょうか」

「それは構わないが……」

　一体どうしたんだ、という言葉を達也は吞のみ込んだ。深雪は平日の夜に娯ご楽らくとしてのショッピングを楽しむタイプではない。どうしても買いたい物があるならオンラインで注文すれば日付が変わる前に届く。かといって、正面からそれを問いただせる雰ふん囲い気きではない。

「水み波なみちゃん、悪いんだけど一人で晩ご飯の用意を進めておいてくれる？」

「かしこまりました、深み雪ゆき姉さま。達たつ也や兄さま、お先に失礼します」

　水波は深雪を心配する様子も無く、すたすたとコミューター乗り場へ歩いて行く。これもまた、不ふ審しんを誘さそう態度だった。達也ほどではないにしろ、深雪の態度がおかしいのは水波にも分かったはずだ。護衛としての達也を信頼しているというのなら水波の態度も一応、理解できる。だが、何ど処こか不自然な印象を達也は拭ぬぐいきれなかった。




　水波と別れた達也は、深雪を最寄りの喫きつ茶さ店てんへ連れて行った。何はともあれ、まず話を聞いてみようと思ったのだ。

　店に入った深雪は、何ど処こかホッとしているように見えた。これも達也の不審を誘う。深雪はショッピングをしたいと言ったのに、喫茶店に腰を落ち着けて「目的を果たした」みたいな顔をされるのは達也にもさすがに訳が分からない。

　注文を取りに来たウェイトレスに達也はホットのコーヒーを、深雪は少し悩んで紅茶をカップではなくポットでオーダーした。どうやらすぐに店を出るつもりはなさそうだ。もしかして深雪は、二人だけで話をしたかったのだろうか、と達也は思った。

「深雪」

　ますます心配になった達也は、飲み物が届くのを待ちきれず深雪に話し掛けた。

「はい、お兄様」

　答える深雪は、いつもの彼女だった。達也に名前を呼ばれて嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。さっきまでの沈んだ様子が噓うそのようだ。しかし、だからといってこのまま有う耶や無む耶やにはできない。

「何か悩み事があるのか？」

　達也はストレートに訊たずねてみることにした。

「えっ、いいえ。もう大だい丈じよう夫ぶです」

　深雪も一応、自分の様子がおかしかったという自覚はあるようだ。慌あわてて小刻みに首を振る様子が、達也には口に出せない何かを心に秘めている姿に見えた。

　ウェイトレスが飲み物を持って来たところで話を中断する。深雪はポットの蓋ふたを開けて茶葉の状態を目で確認し、蓋を閉め少し待ってからカップに紅茶を注そそぐ。その手つきは必要以上に丁てい寧ねい、言葉を換えればゆっくりしている。

　深雪が紅茶を一口含んで小首を傾かしげ、カップにスプーン半分の砂糖を入れて音も無くかき回した。二回、三回、四回……。その回数が二十回を超えたところでさすがに黙っていられず、達也は遠えん慮りよがちな口調で深雪に問い掛けた。

「まさかとは思うが、ほのかのプレゼントを受け取ったのが……」

　スプーンがカップにぶつかり、カチャ、と耳みみ障ざわりな音を立てた。

「滅めつ相そうもありません！　そのようなことは決して！」

「すまん、そうだよな。本気でそう思ったわけじゃないんだ。許してくれ」

　頰ほおを紅潮させ必死の勢いで否定する深み雪ゆきに、達たつ也やは気まずい顔で謝罪した。

「いえ……気に入らないとか頭に来るとかそんなことは無いのですが、また先を越されちゃったな、とは思いましたので……ええ、全くの誤解というわけではないのです。ですからその、お兄様が頭を下げられる必要はございません」

　今度は深雪が狼ろう狽ばいして達也に頭を上げるよう懇こん願がんする。その勢いに押されて達也は顔を上げたが、彼の脳裏には疑問が居座ったままだった。自分で言ったとおり、達也は深雪が嫉しつ妬とで変調を来きたしていたと本気で考えていたわけではない。彼女の不ふ審しんな行動の理由は、未いまだ説明されていない。だが、これ以上は気まずくなるだけだと判断して達也は追求を止めることにした。そんな達也の不完全燃焼気味な表情を見て、深雪が不安げに小首を傾かしげる。お互いに要領を得ない顔で目を合わせた二人は、どちらからともなく笑い始めた。




　その後、小一時間ほどウインドウショッピングを楽しんで二人は家に帰った。深雪の「悩み事」については達也もあの後、話題にしなかった。全く気にならないわけではなかったが、自分で解決したようだったので蒸し返す必要は無いと考えたのだ。

　深雪が何を悩んでいたのか。それは、自分の部屋で着替えた後、内線で呼ばれてダイニングの扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、すぐに分かった。

　クラッカーの音が達也を出迎えた。カラフルな紙テープのシャワーが彼の視界をふさぎ、足元に落ちる。

「お兄様、お誕生日おめでとうございます！」

　深雪は制服の上着を脱ぎネクタイを取っただけのワンピース姿だ。真っ白なノースリーブのワンピースは、深雪のほっそりしたシルエットに良く似合っている。普ふ段だんから見慣れた制服姿だが、上着を脱いだだけで随ずい分ぶん印象が違って見える。まるで彼女の為ためにデザインしたドレスのようだった。

　深雪の背後に控ひかえた水み波なみは、いつものハイネックワンピース＋エプロン姿だ。そしてテーブルの上には、彼女の力作であろう彩いろどり鮮あざやかな料理の数々。

「つまり、この準備の為に俺おれを足止めしたかったのか……」

　達也が半眼にした目を深雪に向ける。深雪は首をすくめて目を逸そらした。

「まあ……気持ちは嬉うれしいよ。ありがとう」

　要するに、ビックリさせたかったということだろう。確かに兄妹二人だけの去年までならできないことだ。少々子供っぽいアイデアのような気もするが、自分を思ってのことだと分からない達也ではない。

「お兄様、お席に着いてください。今、ケーキをお持ちしますので」

　達也が笑みを浮かべると、深雪がパアッと顔を輝かがやかせ張り切って働き始めた。諦あきらめの表情を浮かべる水み波なみを横目に、ケーキを運び、蠟ろう燭そくを立て、達たつ也やの前にナイフとフォークを並べ、蠟ろう燭そくに火をつけて水波にも座るように指示すると、照明を消してようやく自分の席に着いた。

「お兄様、お願い致いたします」

　忙しく動き回る深み雪ゆきを何も言わず見守っていた達也が、深雪に請こわれ十七本の蠟燭を一息で吹き消した。




　思いがけず深雪と水波の歌声まで披ひ露ろうされた誕生日パーティーは三人だけという少人数にも関わらず賑にぎやかに終わった。終始ハイテンションの妹に引きずられて達也も手て拍びよう子しなどしてそれなりに騒いだが、今は自室に一人で寛くつろいでいる。

　明日の実験に備えて、良い気分転換にもなった。多分、出来過ぎの妹はそこまで考えていたに違いない、と達也は思う。そしてふと、ほのかからもらったプレゼントがリボンも解かれずそのままになっていることを思い出した。

　鞄かばんの中から薄く細長い箱を取り出す。大きさの割に、ずっしり重い。何かの機械製品だろうと予想しながらリボンを解き、包装紙を丁てい寧ねいにはがす。出て来たのは高級感のある白木の箱。蓋ふたを開けると、アンティークな発ぜん条まい仕掛けの懐かい中ちゆう時計が入っていた。今や実用品としての価値はほとんど無いが、現代においてこの手の機械製品は美術品として愛好されている。

「高かったんじゃないか……？」

　思わず口に出して呟つぶやき、裏返して製造刻印を確かめた達也は微び妙みような表情を浮かべた。そこに刻まれていたのは雫しずくの父親が経営する企業グループのコーポレートマーク。つまり、これの出所は雫というわけだ。

　蓋の裏側は写真を入れられるようになっていたが、さすがにそこは空だった。雫ならばここにほのかの写真を仕込んでおくくらいのことはやりそうだが、ほのか本人が抵抗したのだろう。その様子がまざまざと目の前に浮かび上がり、達也は笑いを漏もらした。

　一人笑っていた達也の耳に、控ひかえめなノックの音が届いた。

「深雪です。お兄様、よろしいでしょうか」

　声もギリギリ室内に届く、ささやくようなボリュームだ。どういう意図か、同居人の耳を憚はばかっているらしい。達也もその意図を酌くんで静かにドアを開けた。

　そこには華はなやかにドレスアップし、薄うつすらとメイクした妹が立っていた。レースをふんだんに使った淡あわい桜色のワンピースは背中と胸元を大だい胆たんに露ろ出しゆつしたローブ・デコルテ。長い髪は染み一つ、吹き出物一つ無い、艶なまめかしい白い背中を見せつけるように、複雑な形に結い上げられている。くるぶしまであるスカートは長さの違う薄手の生地を何枚も重ねた物で、太ももの半ばから非の打ち所が無い脚線が透すけている。この深雪の艶あで姿すがたには、衝しよう動どうを奪うばわれている達也でさえも一いつ瞬しゆんぞくりとするような色気があった。

「あの、お兄様？」

「ああ、ごめん。入って」

　不覚にも達たつ也やは深み雪ゆきに見とれてしまっていた。入り口をふさぐ形で呆ぼう然ぜんとしていた達也は、深雪の戸と惑まどった声に我を取り戻もどし、横にずれて妹を招き入れた。

　深雪は手ぶらではなかった。右手に何かのボトルを、左手に足つきのグラスを二脚、そして左肘ひじにハンドバッグを提げていた。
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　両手が塞がっている深雪に代わって、達也がそっとドアを閉める。深雪は「ありがとうございます」と膝ひざを軽く折り、達也の机にボトルを置いてグラスを並べた。

「これは、ほのかのプレゼントですか？」

　机に置いたままの懐中時計に目を留とめて深雪が訊たずねる。

「ああ」

「上品なデザインですね」

「そうだね」

　深雪に他意は全く無いだろうが、何となく間の悪さを感じて、達也はほのかのプレゼントを箱ごと机の引き出しに仕し舞まった。

「それで、これは一体？」

　壁へき面めん収納から予備の椅い子すを出して深雪に勧すすめ、自分は机の前に腰を下ろした達也がボトルとグラスを見ながら問い掛ける。深雪は背もたれの無いキャスター付きのスツールを達也の横に動かし、膝ひざをつき合わせる距離で座り直すと、はにかみながら笑みを浮かべた。

「お兄様、去年の四月二十四日のことを覚えておいででしょうか……？」

「もちろん覚えている」

　質問とは全く関係の無い問い掛けが返って来たことに達たつ也やは訝いぶかしさを覚えたが、どうやらこの問いに答えないと自分の質問には答えてもらえないらしいと悟さとって、記き憶おくしているままを口にする。

「深み雪ゆきがいきなり振ふり袖そで姿で現れた時には何事かと思ったよ」

　今回のドレス姿にも驚かされたが──とは、まだ口にしない。

「そんなこともありましたね」

　微び妙みように視線を外して独ひとり言ごとのように深雪が呟つぶやく。その時は大おお真ま面じ目めにやったことでも時を置いて振り返ると、自分でも気恥ずかしさを禁じられないものらしい。

「それはともかく……去年は、お兄様とわたしの、二人だけでした」

「そうだね」

　この段階で既すでに、深雪が何を言いたいのか、達也には察しがついた。慈いつくしみを込めて微笑ほほえむ達也に、深雪も透き通った笑みを返す。

「一昨年おととしも、二人だけでお祝いしました」

「覚えている」

「今年は水み波なみちゃんがいますので一いつ緒しよにお祝いしましたが……」

　言葉を切り、深雪は恥ずかしげに俯うつむいた。

「やはり、二人だけの時間も……欲しいんです。少しの間、わたしだけにお兄様のお誕生日をお祝いさせていただけませんか……？」

　達也は座ったまま身を乗り出し、深雪の顔に手を伸ばした。

　達也の手が、深雪の頰ほおに触ふれる。

　深雪の肩がビクッと震ふるえる。

　軽く撫なで上げる達也の手に合わせて、深雪の顔が上を向き、

　達也と深雪の眼まな差ざしが交わる。

　深雪の瞳ひとみが潤うるみ、頰が赤く染まる。

　深雪が急に顔を背けた。

　高まる熱を、頰に触れたままの手で兄に知られるのを避さけるように。

「お兄様、乾かん杯ぱいしませんか」

「シャンパンか」

　達也はおとなしく手を下ろした──が、彼の眼まな差ざしは深雪に注そそがれたままだ。

「ええ、ですが大だい丈じよう夫ぶです。アルコールはほとんど入っていません」

「ああ、俺おれが開けよう」

　栓せんが固いのか、指先が震ふるえている深み雪ゆきの手から達たつ也やがボトルを取り上げる。彼はコルクを飛ばしもせず簡単に栓を抜いて、妹にボトルを返した。

「ありがとうございます……どうぞ」

　グラスに半分ほどシャンパンを注そそぎ達也の前に置く。自分のグラスにも同じようにシャンパンを注つぐと、深雪は右手でグラスを掲かかげた。

　達也が左手でグラスを持ち、深雪のグラスに近づける。

　チン、と澄すんだ音が響ひびいた。

「お兄様……ハッピー・バースデイ。お兄様がここにいてくださることに、感謝します」

「ありがとう。お前の兄でいられることに、感謝する」

　二人は同時にグラスを傾かたむけた。




　余談であるが、深雪の用意したプレゼントはハンドバッグの中に入っていた。箱の中身は月と星と太陽をモチーフにした精せい緻ちな彫ちよう金きんが施ほどこされた、やや大ぶりな円形のロケットペンダント。その中には今着ているドレスで撮とったバストショットの深雪の３Ｄ写真が入っていた。先程深雪は「ほのかに先を越された」と悔くやしがっていたが、こういう点ではまだまだ深雪がリードしているようだ。

　──そして達也は妹の意図が理解できず、一時間ほど悩み続けた。
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　四月二十四日、火曜日。この日も七しつ宝ぽう琢たく磨まは、共に「新秩序ニユー・オーダー」を目指す同盟者、小さ和わ村むら真ま紀きとの密談を終えて帰宅した。

　時刻は既すでに二十三時。家の者（使用人を含む）に迷めい惑わくを掛けないよう、食事は外で済ませてきたし、それを含めて自分のことは気にしないよう早めに連絡を入れてある。住み込みの使用人の大半は既に就しゆう寝しんしているはずで、彼らを起こさないよう琢磨はチャイムと連動していない勝手口からそっと家に入った。

「琢磨さん」

　ところが靴くつを脱いだ途と端たん、待ち構えていた彼より少し年上の青年から琢磨は声を掛けられた。

「先生が書しよ斎さいでお待ちです」

　先生というのは七宝家当主、七宝拓たく巳みのことだ。父親の助手であるこの青年は、父親に言いつけられて琢磨の帰りを待ち構えていたのだろう。「面倒だ」と琢磨は思ったが無視するわけにも行かない。琢磨は「分かった」と青年に告げて、書斎へ足を向けた。




　七宝家の表向きの家業は投資顧こ問もん業で、特に天候デリバティブの分野を専門としている。農業のプラント化が進んだことにより食料ビジネスにおける天候デリバティブの役割は縮小したが、その反面先進国で太陽光由来のエネルギーが電力供給の主流を占しめるに至り、日照時間予測は企業収益計画の重要なファクターとして定着している。七しつ宝ぽう拓たく巳みが「先生」と呼ばれているのも、国内における年次気象予測の第一人者と認められているからだ。

　しかし今、琢たく磨まが向かい合っているのは師補十八家当主、十じゆつ師し族ぞくに匹ひつ敵てきする魔ま法ほう技能を持つ魔法師としての七宝拓巳だった。

「掛けなさい」

　書しよ斎さいに入るなりそう声を掛けられた琢磨は、父親が使用する重厚なデスクとは別に置かれている応接セットのソファに腰を下ろす。

　拓巳がデスクの前から立ち上がり、琢磨の真向かいに座った。

「琢磨、高校はどうだ。楽しんでいるか」

　こんな時間に呼びつけておいて世間話か、と琢磨は反射的に思った。これが前置きであることは琢磨にも分かっていたが、ムッとした感情の方が理性に勝った。

「親おや父じ、何度も言ったはずだ。俺おれにとって高校は楽しむ場所じゃない」

　息子のセリフに、拓巳は「やれやれ」という顔を見せる。

「強情だな、お前は。何もそう肩かた肘ひじ張ることはあるまい」

「親父の方こそ何でそんなに暢のん気きなんだ！」

　力の抜ぬけた拓巳の態度に、琢磨は苛いら立だちを爆発させた。

「次の十師族選定会議まで一年を切っているというのに。このままではまた風かざ見み鶏どりの七さえ草ぐさに十師族の地位をかっさらわれて、七宝はあいつらの下風に甘んじなければならなくなるんだぞ！」

「選定会議は二十八家から十家を選び出すものだ」

　琢磨を諭さとす拓巳の声には、徒労感が所々から滲にじみ出していた。

「七草家だけに拘こだわっても本当は意味が無いということくらい、琢磨、お前にも分かっているだろうに」

　拓巳がこの話をするのは、今日が初めてではなかった。むしろこの一年、息子と全く顔を合わせない日を除いて、一日一回は似たようなことを言い聞かせている自覚が拓巳にはある。

「意味はある」

　そして、琢磨が父親の言葉に頷うなずいた例ためしも無かった。

「七草家も二十八家の一つでしかないんだぞ」

「あいつらは違う」

　今日も琢磨の態度は頑かたくなだった。

「琢磨」

「同じじゃない。七草あいつらは違う」

　拓巳は疲労感の漂ただようため息を吐ついた。

「一体誰だれがお前にそんな妄もう執しゆうを植え付けたんだ？」

「誰だれでもいい！　三枝さえぐさが『三』を裏切り『七』の成果を盗み取って十じゆつ師し族ぞくの地位を手に入れたのは事実じゃないか！」

「琢たく磨ま……『七さえ草ぐさ』が『三枝さえぐさ』だったのは十師族の秩序が定められる前だ。老師が十師族体制を提唱された時には既すでに『七草』は『七草』で、二十八家の中でも頭一つ抜ぬきん出た能力を持っていた」

「その抜きん出た能力とやらは、第三研と第七研の研究成果をつまみ食いした結果じゃないか。第三研の最終実験体でありながら第三研を抜け出し、七しつ宝ぽうが基礎理論段階から開発に携たずさわっていた『群体制せい御ぎよ』を、完成直前の段階から少し関わっただけのくせに我が物顔で利用する。俺おれたち七宝だけじゃない、三みつ矢やも三み日か月づきも七夕たなばたも七なな瀬せも七草あいつらにまとめて虚こ仮けにされているんだぞ！　それなのに親おや父じは何な故ぜ平気なんだ!?」

「琢磨。七草家の魔ま法ほう師しも我々と同じ実験体だったんだぞ」

　苦い声で告げられた拓たく巳みのセリフに、激していた琢磨が絶句する。

「彼らもまた作られた存在だ。ただ彼らは実験体に甘んじていた他の二十七家……いや、二十六家と違って自らの道を選び取った。それは責められるべきことではなく、むしろ賞賛されるべきことだ」

「……親父は裏切り、出し抜くことが賞賛すべき行為だと言うのか？」

　かろうじて琢磨が言葉を返す。

「お前も現十師族を出し抜こうとしているではないか」

「それは……！」

　だが琢たく磨まの反論は空振りしたブーメランの如ごとく彼自身の元へ戻もどって来た。

　悔くやしそうな顔で黙り込む息子を前に、拓巳が小さく息を吐はく。

「まあ良い。私が何を言っても、お前が納得しないのは分かっていたことだ」

　琢磨の「糾きゆう弾だん」と拓巳の「説得」は今日に始まったものではなかった。既に述べたとおり、この親子の間では同じような話が過去何十回と繰り返されているのだ。それでも言い争わずにいられないのは、逆説的に親子の絆きずなが断ち切れていないからだろう。

「今日は別の話があってお前を呼んだ」

「……こんな真夜中にか」

　精一杯皮肉げに琢磨が返す。

「今日の内に話しておく必要があったからな。まったく、こんなに遅くなるなら前まえ以もつて予定を知らせておけ。そうすれば学校から帰った時に話してやれたものを」

　しかし、これもまた琢磨の自じ爆ばく行為だった。

「……すまん」

「私に謝る必要は無い。だが、母さんには謝っておけよ。まだ起きているはずだ」

　しまった、という顔で目を泳がせる琢磨に構わず、拓巳は本題を切り出した。

「琢たく磨ま、明日は学校を休め」

「親おや父じ？　いきなり何を言い出すんだ」

　琢磨の訝いぶかしげな顔は、ポーズではない。彼は本当に、父親に対して不ふ審しんを覚えていた。

「明日、野党の神かん田だ議員が第一高校へ視察に訪れる」

　拓たく巳みも息子が怪け訝げんに思うことは予想していて、変にもったいぶることなく理由を明かす。

「野党の神田って、人権主義者で反魔法主義者の神田か？」

「そうだ。取り巻きのマスコミを連れてな」

「何の為ために」

　琢磨はそう訊たずねたが、実を言えば彼にも予想はできていた。昨今マスコミを賑にぎわしている神田議員の言動を考えれば、第一高校に来て何をしたいのか大体分かる。琢磨の質問は確認以上の意味を持たなかった。

「魔法を強制されている少年たちの人権を守るパフォーマンスがしたいのだろう」

「人権!?」

　分かっていても、琢磨はそう吐き捨てずにいられなかった。彼の顔には「大きなお世話だ」と大たい書しよされていた。

「お前の言いたいことも分かるが、相手は国会議員だ。問題を起こすのはまずい」

　父親の言葉に、琢磨は先程と別の意味でムッとした顔になった。

「いくら気にくわない相手だからといって、後あと先さき考えずに喧けん嘩かを売ったりはしない。俺おれはそこまでガキじゃない」

「相手の方から喧嘩を売ってきても、か？」

「……っ、当たり前だ。そう易やす々やすと挑ちよう発はつに乗るものか」

　拓巳は身体からだの力を抜ぬき、ソファの背もたれに大きく身を預けた。

「ならば良い。そこまで言い切ったのだ。自分の言葉に責任を持てよ」

「分かっている！　話はそれだけか」

　念を押す言葉にいちいち反発する様子を見ていると、琢磨が本当に「挑発に乗らない」かどうか拓巳でなくても疑わしくなってくるだろう。

「琢磨、この件は七さえ草ぐさ殿が対処する。くれぐれも余計な手出しをするなよ」

　だが拓巳のこのセリフは、息子の態度に不安を覚えた故ゆえのものではなく、タイミングを計っていたものだった。

「七草が!?」

　案の定琢磨は激しい反発を示す。

「余計なことはするな。自分の言葉に責任を持て」

　だが既すでに言げん質ちを取られた後だ。

「七しつ宝ぽう家はこの一件に介かい入にゆうしない。いいな、琢磨。これは決定だ」

　今いま更さら前言を翻ひるがえせるはずもなく、

「──分かったよ！」

　琢たく磨まには他に答えようが無かった。




　　　　◇　◇　◇




　それはほとんどの一高生にとって、予期せぬ客人であり、おそらく全すべての第一高校関係者にとって招かれざる客だった。

　物々しい黒塗りの乗用車三台で押し掛けた十人の男女。

　神かん田だ議員と彼の秘書、議員の取り巻きジャーナリスト及およびボディガードの面々である。

　彼らは四時限目、午後最初の授業の最中に、いきなり校長へ面会を求めてきた。もちろん、何の予約も無しに。普ふ通つうならば丁重にお断りしてお引き取り願うところだが、国会議員のバッジをつけていればこんな無理も押し通る。この辺あたりの事情は前世紀と少しも変わっていない。

　マナーを無視して面会を強要する神田議員を、第一高校教頭の八や百お坂さかは苦い顔で迎えた。

「神田先生、既すでに申し上げましたとおり、本日、校長の百もも山やまは京都出張で留守にしております。校長の居おります時に改めてお越しいただけないでしょうか」

「ほう。この神田に、子供の使いよろしく出直せと言われるのか」

「子供の使いなど滅めつ相そうもありません」

「では教頭先生でも結構です。御校の授業を見学させていただきたいのだが」

「私の一存では承しよう諾だくしかねます。それはやはり、校長に直接仰おつしやっていただかなければ」

　神田と八百坂は共に五十代前半。一見しただけでは、テレビ映りを意識して専属のメーク係とスタイリストを抱かかえている神田の方が若く見える。だが近づいてよくよく見れば神田も年相応にくたびれている。そんな同年代の二人が、一方は居い丈たけ高だかに言い募つのりもう一方は額に汗を滲にじませながら反論もできずに耐たえている姿は、世間にありがちな光景とはいえ何ど処こか滑こつ稽けいなものだった。

　ちなみに校長が留守にしていることは神田も最初から知っていた。むしろ、校長の留守を狙ねらって押し掛けた、と言う方が正しい。

　第一高校校長・百山東あずまは現在七十一歳。第一高校の校長に就任して今年で十一年目になる。対外的に魔ま法ほう師しの高等教育カリキュラム確立に大きく貢こう献けんしたことで知られると共に、その裏で一科と二科の差別的待たい遇ぐうを放置し両者の感情的な対立をむしろ助長したとの非難も受けている。もっとも、差別助長を非難する声は陰かげ口ぐちレベルのものでしかない。百山東は魔法教育に留とどまらず高等教育の権けん威いとして各界に広い人脈を有する。神田議員としても、正面から相手にしたくない人物だった。

　百山が留守にしている隙すきを狙ってパフォーマンスを成功させたい神田と、校長の留守を楯たてにマスコミの取材を阻そ止ししたい八や百お坂さかのせめぎ合いは、神かん田だ優勢のまま時間だけが流れて行く。このまま時間切れになれば結果的に八百坂教頭の思おも惑わくどおりだ。神田議員にしてみれば「勝負に勝って試合に負けた」結果になってしまう。焦あせりを覚えた神田が強引に押し切ろうとしたその時、カリヨンの音色を模した呼よび鈴りんが校長室に鳴り響ひびいた。

　唐とう突とつな鐘かねの音と同時に、有名な印象派の風景画を映しだしていた壁掛けディスプレイがブラックアウトした。画面はすぐさま、クリアなリアルタイム映像に切り替わる。

「校長!?　会議はよろしいのですか？」

　発信側から強制的に受信状態へ切り替えるギミックを持つヴィジホンの画面に登場したのは、魔ま法ほう協会本部にて会議中であるはずの百もも山やま校長だった。

『少し時間を作ってもらった』

　教頭の疑問に一言で答え、百山校長は神田議員へジロリと目を向けた。

　ディスプレイの四よ隅すみに仕込まれたカメラから位置関係を演算された映像は、まるで本人がそこにいるような錯さつ覚かくを見ている者にもたらす。百山の視線を受けて、神田は居心地悪そうに身じろぎした。

『それで、神田先生。本日はどのようなご用件ですかな』

　画面の中の百山は、真っ白な髪を総髪にし顔の下半分も白一色の口ひげとあごひげで覆おおわれている。白はく髯ぜんに覆われていない目の周まわりも深いしわに埋うもれて細かな表情の判別はつかない。それでも、窪くぼんだ眼がん窩かの奥おくから放たれる刺さすような眼光が非礼な訪問に対する怒いかりを誤解しようも無く表していた。

「ああ、いや、ご予定も確認せずお邪じや魔ましたことは申し訳なく思っております」

　八百坂に対していた時とは打って変わって、神田の返答は腰が引けたものだった。

『それがお分かりなら日を改めていただけませんか』

　その言葉尻じりを捉とらえて、彼のセリフに被かぶせるようにして百山が要求する。「出直せ」と。

　学校の総責任者である校長として、自分の居る時にやって来いという発言は確かに道理のあるものだった。反射的に頷うなずき掛けた神田だったが、取り巻き記者に「先生、先生」と焦った声でささやかれ、かろうじて土ど俵ひよう際ぎわで踏み止まる。

「本来ならば校長先生の仰おつしやるとおりにすべきなのでしょうが、私にも少々思うところがありまして」

『ほう』

　百山が厳しい視線を向けたまま続きを促うながす。カメラ越しであるにも関わらず神田は明らかに気け圧おされていたが、舌だけは強したたかに回り続けた。

「ここ最近、魔ま法ほう科高校のカリキュラムに関して、世間に不ふ穏おんな噂うわさが流れております。魔法科高校九校は、生徒を軍人にすべく洗脳しているのではないかと」

『バカバカしい話ですな』

　百もも山やまは不快感を丸出しにしてそう吐はき捨てた。彼は一高の校長であって魔ま法ほう科か高校全体を統とう括かつする立場には無いが、彼が改良した魔法科高校のカリキュラムは他の八校でも標準形として取り入れられている。百山は自分が作り上げた魔法師育成プログラムに教育者として強い自負を持っていた。

『当校生徒の進学先内訳を神かん田だ先生はご存じないのか？　例えば去年の卒業生は六十五パーセントが魔法大学に進学している。防衛大へ進んだ生徒は十パーセントに満たないのですぞ』

　明確な数字を突つきつけて百山が神田に反はん撃げきする。だが神田はこの反論に、待ってましたとばかり得意げな笑みを浮かべた。

「しかし魔法大学卒業生の去年の進路を見ると、四十五パーセントが国防軍及およびその関連先へ就職しています。高校から直接防衛大に進学した生徒を合算すれば、魔法科高校で学んだ生徒の過半数が国防軍関係者になっている計算です」

　してやったりという表情を浮かべる神田に、百山はまるで動じなかった。

『それはあくまで本人が選んだ道。大学最終学年ともなれば一人前の大人だ。傍はたから口出ししたとて何の影えい響きようがありましょうか』

「そうでしょうとも」

　百山の正論に、神田は何な故ぜか、深く頷うなずいた。

「校長先生の仰おつしやるとおりだと思います。だからこそ、魔法科高校が国防軍の出先機関であるなどという無責任なイメージを払ふつ拭しよくする為ために、授業を見学させていただきたいと思い参上した次第です」

　神田の言い分は裏を返せば、魔法科高校に自分の好きなイメージを被かぶせて喧けん伝でんするということだ。海千山千の百山には、その程度の下心などお見通しだった。

『困りますな。魔法の実技授業は繊細なものだ。いきなり押し掛けられては生徒が動どう揺ようします』

「ご迷めい惑わくは掛けません」

　ここに来て神田の態度が高圧的なものになっていた。自分のペースを取り戻もどした、というより、百山を言い負かすことができず意地になっている感じだった。

『……そこまで仰るなら見学を許可しましょう』

　少し考える素振りを見せた後、百山は一転して神田の申し入れに受け容いれ姿勢を示した。驚きと訝いぶかしさの入り混じった表情を浮かべる八や百お坂さか教頭を余よ所そに、百山は有無を言わせぬ口調で言葉を続けた。

『ただし見学は五時限目だけとさせていただく』

「そっ……いえ、それで結構です」

　思いがけない条件に反射的な反論の声を上げ掛けた神田だったが、「迷惑は掛けない」と言い切った手前、それを口にすることはできなかった。

『教頭、五時限目に予定されている実習はどのクラスとどのクラスだ？』

　そんな神かん田だの葛かつ藤とうには気づかぬふりで、百もも山やまは八や百お坂さかにそう訊たずねた。

　八百坂の中で驚きと訝いぶかしさのブレンドが訝しさ十割に変わる。八百坂が答えるまでもなく、百山は全学年全クラスのカリキュラムを常に把は握あくしているからだ。

「五時限目に実習が予定されているクラスはありません」

　それでも彼の立場として、ここは質問するのではなく回答すべき場面だ。八百坂は訊きかれたことに対する答えを返した。

「ただ正規のカリキュラムではありませんが、二年Ｅ組の生徒から申しん請せいのあった課外実験が校庭で行われる予定になっています」

『お聞きのとおりだ。神田先生、やはり日を改められた方がよろしいのではないか』

「そんな！　それではせめて、四時限目の途と中ちゆうからでも」

　後日、スケジュールをすり合わせた上で、などということになれば百山に根回しを許してしまう。百山校長は神田が所属する民権党のトップ層とも親交があるのだ。今日押し掛けたのは百山の影えい響きよう力りよくを怖おそれたが故ゆえの不意打ちだったのに、仕切り直しではそのメリットが失われる。

　神田が食い下がったのはそんな計算あってのことだったが、既すでに言げん質ちを取られた後だ。

『神田先生。実習の途中でマイクやカメラに入られては生徒の集中が断ち切られてしまいます。そうなれば最悪、生徒は魔ま法ほうの失敗体験により再起不能のダメージを受けることになる。それは先生もお望みではありますまい』

　神田は所しよ詮せん、魔法に関して素人しろうとだ。彼には百山の言葉を否定する根こん拠きよが無い。生徒の為ためを名目にしている神田が、生徒の未来が台無しになると言われて無理を通すことはできなかった。

「……分かりました。それではその課外実験だけでも見学させてもらえませんか」

『そうですか。教頭、スミス先生を呼んで、神田先生を案内させなさい』

　悔くやしげに言う神田に対して特に勝ち誇ほこった様子も見せず、百山校長は八百坂教頭にそう命じて通信を切った。




　五時限目が始まり、ジェニファーに先導されて準備中の放射線実験室へ向かう道すがら、取り巻き記者の一人が神田に小声で話し掛けた。

「先生、何か変じゃありませんか」

「何がだ」

　神田から返ってきたのはムスッとした、不ふ機き嫌げんが丸出しの声だったが、記者は構わず言葉を続けた。

「実習が全く無いということがですよ。まるで我々が来るのを知っていたかのようです」

「いや……偶ぐう然ぜんだろう。我々の動きを知られていたということはないはずだ。党にさえ報告していないのだからな」

「ですが、この取材は最初から少し妙みようでしたよ。魔法関係の取材はいつもなら計画しただけであれこれ横よこ槍やりが入るのに今回に限って何ど処こからも何も言ってこないなんて」

　それは当然だ、と反論しようとして、神かん田だは黙り込んでしまう。今回のパフォーマンスに魔ま法ほう協会から邪じや魔まが入らなかったのは、協会の上の方に手が回っているからだ。誰だれが手を回したのか名前は伏ふせられているが、神田にはおおよその見当がついていた。だが改めて考えてみれば確かに腑ふに落ちない点がある。

　神田は反魔法主義者として行動しているが、魔法師を人間以外の生き物と思っているわけではない。魔法の有益性も本当は認めている。彼は政治的な主張として、マスコミの前で反魔法主義を唱となえているだけだった。身みも蓋ふたもない言い方をすれば、大衆の受け狙ねらいで魔法師を攻こう撃げきしているのだ。今日の取材（という名の政治宣伝）に邪魔が入らないよう裏で手を回してくれた相手もそれを知っているから、本気で魔法師を嫌けん悪おしている政治家を台頭させない為ために彼のスタンドプレーを黙認しているのだと神田は考えていた。

　だがそれだけで、彼の反魔法主義パフォーマンスを見み逃のがす理由になるだろうか。確かにあの人物ならば、彼の政治家として計算尽づくな行動を利用しようとも考えるかもしれない。しかし十じゆつ師し族ぞく全員がそう考えるという保証は無いし、あの人物は十師族の絶対的な支配者ではない。

　彼があれこれ考えている内に、取り巻きの記者を不安にさせたまま、ジェニファーに連れられた一行は放射線実験室に到着した。




　放射線実験室に入室した神田たちは、非友好的な視線を感じて立ちすくんだ。まるで彼が来るのを知っていたかのように、実験の準備をしていた生徒たちから冷たい目を向けられたのだ。だがそれは本当に一いつ瞬しゆんのことで、生徒たちはさながら政治家と記者の一団にまるで気づいていないかの如ごとく手元の作業に集中している。神田も記者も、さっき感じた眼まな差ざしは錯さつ覚かくだったのではないかと思ったほどだ。

「スミス先生、そちらの方々は？」

　声を掛けて来たのは──彼らに明確な関心を示したのは、生徒の作業を監かん督とくしている廿楽つづらだけだった。

「当校の見学に来られた神田先生と記者の方々です」

「国会議員の先生はともかく、何な故ぜジャーナリストが同行されているのですか？　学校内の取材には事前の許可が必要なはずです。小生はそのようなお話、うかがっておりませんが」

　一見したところ学者風の優やさ男おとこに予想外の強い視線を浴びせられて、神田は危うく顔を引きつらせそうになった。

「校長が許可されました」

　幸い、神田が廿楽に対して答えを返す必要は無かった。ジェニファーが廿楽の疑問に答えた。

「校長は出張中のはずですが」

「時間ができたようで、電話がつながりまして」

「なる程」

　それだけの説明で簡単に納得した廿楽つづらに、神かん田だとその取り巻き記者は拍ひよう子し抜ぬけを味わっていた。だがむやみに敵視されるよりはここからの仕事がやりやすい。自分をそう納得させて、神田は廿楽に話し掛けた。

「授業中にお邪じや魔まします」

「いえ、これは小生の授業ではありません」

　だがいきなり出鼻をくじかれた。プッと小さく噴ふき出す音が聞こえたが、そちらへ目を遣やっても生徒たちは皆真ま面じ目めな顔で作業を続けていて、誰だれが笑ったのか分からない。神田は行き場のない怒いかりを気力で抑おさえ込んで、再び廿楽との会話を試みた。

「課外実験、でしたか。一体何をしているんですか？」

「生徒がカリキュラムに含まれていない実験を自主的に行っているのです」

　廿楽のとぼけた（と神田は感じた）答えに、神田は深呼吸して苛いら立だちを抑えなければならなかった。

「一体どのような実験をしようとしているんですか？」

　この質問は記者から放たれたもの。廿楽がその記者へ咎とがめるような目を向けたのは、自分が誰か、名乗りが無かったからだろう。だが、記者の質問に対する答えも記者の素す性じように対する問い掛けもこの場では行われなかった。

「先生、準備ができました。実験装置を移動させても良いですか」

　この実験のリーダーということになっている五い十そ里りから廿楽に声が掛かり、記者と廿楽の会話は中断された。

「……はい、良いですよ」

　五十里から送信されたチェックリストをＡ４サイズの情報端末で確認した廿楽が許可を出すと、待ってましたとばかりサポーターのロボ研部員が壁かべのスイッチを操作した。

　さすがに神田は表情を動かさなかったが、取り巻きの記者は大おお袈げ裟さに目を見張った。

　放射線実験室の壁が音も無く開いていく。

　これは単なる大型機器の搬入路なのだが、窓が全く無い実験室の壁の一面がゆっくりと開いていく様は何ど処こか秘密基地めいていた。

　もっともそんなことを感じるのは部外者だけで、このギミックを見慣れている生徒たちは壁が開ききるのを待たずに、重水と軽水の混合水で半分まで満たされた（残りの半分は水すい蒸じよう気きで満たされている）直径二メートルの球形水すい槽そうを台座ごと押していく。押すと言っても台座のキャスターにはモーターがついているので動かすのに力は必要無く、ただ方向を定めるのみだ。生徒たちがぞろぞろと校庭へ向かい、その後に廿楽が続く。

「私たちも行きましょう」

　そうジェニファーに声を掛けられて、神田議員と記者も慌あわててその後を追いかけた。




「そういえば何な故ぜ、正規の授業でない実験を授業時間中に行うのですか？　こういうことは良くあるのでしょうか」

「いいえ」

　追いついてきた記者の質問に、廿楽つづらは素そっ気けなく答えた。ただ、それだけでは不親切すぎると彼も考えたのだろう。すぐに補足説明を付け加えた。

「元々この実験も放課後に行う予定でした。ですが、詳しよう細さいを知った職員の間から自分の担当している生徒に見学させたいという声が多く上がったので、この時間の実習を全すべて中止して希望する生徒は自由に見学できるようにしたのです。校庭で実験するのもその為ためです」

「生徒が言い出した実験なんですよね？」

　別の記者が不思議そうに質問する。

「学問的な意義も実用的な意義も高い実験ですから」

「実用的と仰おつしやいいますと、例えば『灼しやく熱ねつのハロウィン』で使用された秘密兵器のような、敵艦隊を一いち網もう打だ尽じんにする兵器の開発につながるとかですか？」

　嫌いやらしい笑みを浮かべて訊たずねる記者に、廿楽は冷たい眼まな差ざしを向けた。

「加重系魔ま法ほうの技術的三大難問の一つに挑いどむ実験です」

　そう答えて、廿楽は球形水すい槽そうの下に集まった生徒の許もとへ歩み寄る。

　気を取り直して今度はジェニファーに質問をぶつけようとした記者へ、逆に彼女の方から声が掛かった。

「始まりますよ」

　マスコミ人としての職業意識か、彼らの意識は校庭の中央・校舎寄りに固定された実験装置へ吸い寄せられた。




　恒こう星せい炉ろの実験装置は球形の水槽を台座に乗せた簡単な構造をしている。ポンプは放射線実験室で取り外し済みだ。水槽には赤道部分に幅十五センチの金属環かんがはめられ、台座から伸びた四本の支柱がこの金属環を支えている。真上の注水口は直径三十センチの円えん盤ばんでふさがれ、反対の極にも同じ円盤が取り付けられていた。

　校舎の窓から多くの生徒が実験装置に注目している。ほとんどの教室で、まともに授業は進んでいないだろう。またそれを予想したからこそ職員室も、この時間の実習を中止し端末による座学に切り替えたのだ。

　窓から見るだけで満足できない生徒が校庭に下りて来た。特に二年Ｅ組は、実験に参加していない生徒も含めて全員がこの場に立ち会っている。他にも去年の一年Ｅ組のメンバーと去年の九校戦・新人戦女子代表メンバーは全員が顔を揃そろえていた。生徒だけでなく、教師の姿も少なくない。

「実験を開始します」

　拡声器でアナウンスしたのは達たつ也や。校庭に集まった生徒たちがお喋しやべりを止め静まりかえる。生徒と教師が固かた唾ずを吞のんで見守る中、達也から合図が放たれた。

「重力制せい御ぎよ」

　深み雪ゆきが重力制御魔ま法ほうを発動する。水すい槽そうの内面にレンジを限定せず方向のみ定義した重力場が発生し、半分まで入っていた重水・軽水の混合水が中心部を空くう洞どうにして水槽の内側全面に貼はり付いた。

「第四態相転移フオースフエイズシフト」

　香か澄すみと泉いず美みが相転移魔法──発散系魔法を発動する。液体を第四態、即すなわちプラズマに状態変更する魔法。深雪の重力制御魔法によって生まれた空洞の水面上から、重水素プラズマと水素プラズマ、酸素プラズマが発生する。

「中性子バリア、ガンマ線フィルター」

　水み波なみが重力制御魔法のテリトリーと第四態相転移魔法のテリトリーの間に中性子バリアを挿そう入にゆうする。中性子バリアとはその名のとおり、中性子をはね返す力場を作り出す魔法。

　更さらにほのかが、中性子バリアと第四態相転移力場の間にガンマ線フィルターを挿入。ガンマ線フィルターはガンマ線を散乱させて熱エネルギーを取り出し可視光線に変換する魔法だ。

　ガンマ線フィルターと中性子バリアは、共に放出系魔法に分類される。放出系魔法の定義は素そ粒りゆう子し及および複合粒子の運動と相互作用に干かん渉しようする魔法。ガンマ線を操作する魔法は光子に干渉する魔法として放出系魔法に分類されているが、これはある意味で後付けの分類だった。この二つの魔法は核分裂兵器の毒性を無害化する為に開発された魔法で、現代魔法の黎れい明めい期から高い優先度を付与されて開発が進められてきたものだ。そしてその性質上、ワンセットで研究されることが多かった。その研究上の都合から、ガンマ線フィルターは中性子バリアと同じカテゴリーに入れられたのである。

「重力制御」

　深雪が二つ目の重力制御を発動する。

　球形水槽の中央に、直径十センチの高重力領域が出現。正確に言えば、直径十センチの球状領域内において、最初の重力制御魔法により球体の外側に向かっていた重力ベクトルを反転させ中心部へ向かう重力場を発生させると共に、物質相互間の重力が増幅されたのだ。

　水槽の赤道部分にはめられた金属環かん。これは特化型ＣＡＤに使用されている照準補助装置を六十個つないだものだ。この環状の照準補助装置は球形水槽の中心部直径十センチの空間に存在する物質の質量と分布状じよう況きようを魔法の照準に利用可能なデータに変換する。そのデータは、水槽を保持する支柱の中のケーブルを通してオペレーター、今回の実験では深雪の前に置かれた大型の据すえ置き型ＣＡＤへと送り込まれる。

　携けい行こうするタイプのＣＡＤより遥はるかに高い演算能力を持つ据え置き型ＣＡＤで六十個の照準補助データが統合され、起動式と共に術者へ送信される。この照準補助データのお陰かげで、深み雪ゆきは時々刻々と変化する対象領域内の質量に対応した重力制せい御ぎよの魔法式をそれ程苦労することなく組み立て、実行できるのだ。これはもちろん、彼女の魔ま法ほう力りよくあってのものである。だが、飛行魔法により収集された重力場に対する連続的干かん渉しようのノウハウと六十個のデータ統合による精密な照準補助システムが無ければ、深雪といえどもこれ程安定的に高重力場を固定し続けることは不可能だっただろう。この照準補助システムリングこそ「恒こう星せい炉ろ」実験装置の肝きもだった。

「クーロン力制御」

　五い十そ里りのクーロン力制御により、高重力領域の電磁気的斥せき力りよくが一万分の一に低下する。陽子間に働く電磁気力は重水素原子核間に作用する重力の十の三十六乗倍。電磁気力が十の四乗分の一に低下し重力が十の二乗倍に増加したところで、それだけで核融合は起こらない。だが核融合反応を点火するのに必要な熱エネルギー＝プラズマの運動エネルギーはその分だけ確実に小さくなる。プラズマ化による圧力上昇で反応条件がクリアできる程に。

　淡あわい光が生まれた。見学している生徒の間に無言のどよめきが駆かけ抜ぬける。光は明るさを増しながら一分、二分と輝かがやき続ける。

　球形水すい槽そう内の水が激しく沸ふつ騰とうし始めた。この実験装置は磁気封ふうじ込め型熱核融合炉と基本的に同じ原理で熱を取り出している。減速材に加速された中性子をぶつけ、中性子の運動エネルギーを熱エネルギーに変換する。このタイプの核融合炉はその仕組上、大量の高速中性子が熱回収装置の壁へき面めんに直接浴びせられる為ため、構造材が中性子照射により脆ぜい弱じやく化かすることを避さけられない。この中ちゆう性せい子し照しよう射しや脆ぜい化かが炉ろに実用的な耐久性を与える上でのネックになっていた。それを今回の実験装置は、水を中性子の減速材として使い水で作った中空の球体で反応源を完全に囲むことにより、中性子線を容器の壁かべを越えて減速材に届かせなければならないという問題点を消しよう滅めつさせている。この仕組は壁面の減肉化エロージヨン対策としても有効だ。このような水の中空球体の作成も重力制御魔法によって可能となったものだ。

　球形水槽の隣となりに掲かかげられたデジタルの温度計は、沸騰している水槽内の混合水の温度が三百度に達していることを示していた。球体内部の平均的圧力が約百気圧に達している計算だ。重力制御魔法が維い持じされている限り容器が割れることは無いとはいえ、魔法による補強効果を除けば容器本体の耐圧性能はそろそろ限界に近づいていた。

「実験終了」

　実験開始から三分後、達たつ也やの口から実験の終了が告げられた。クーロン力制御魔法と第二の重力制御魔法が停止し、実験容器内の光が消える。

「ガンマ線フィルター解除」

　核融合反応が完全に停止していることを確認して、中性子捕ほ獲かくによるガンマ線発生に備えたガンマ線フィルターが解除される。

「重力制御解除、中性子バリアはそのまま」

　容器内面を覆おおっていた水の壁かべが地球重力に従って容器の底に落ちた。

　ロボ研の操る機械アームが球形容器の頂上にダクトをつなぐ。ダクトの先にはガス成分分析機。バルブを開けると、気圧差により容器内部のガスが勢い良く分析器へと流れ込む。

「気体成分、水すい蒸じよう気き、水素、重水素、及びヘリウム。トリチウム他放射性物質の混合は観測されません！」

　分析機の前に陣取ったケントから甲かん高だかい声で簡易測定の結果が告げられた。簡易測定と言っても成分比が計算されないだけで、存在する物質を観測不能とすることはない。見学の輪のあちこちに興こう奮ふんを隠かくせぬざわめきが生じた。

「注水を始めてください」

　達たつ也やの指揮に従ってダクトに給水ホースがつながれ、容器内冷却の為ための注水が始まる。球形水すい槽そうの内部に濃い靄もやが発生したが、それはすぐに消えて、水槽は透とう明めいな水で満たされた。

「中性子バリア解除」

　ホッと肩の力を抜ぬく水み波なみに労ねぎらいの目を向けて、その眼まな差ざしをほのか、香か澄すみ、泉いず美み、そして深み雪ゆきへと順番に向けていく。最後に五い十そ里りと目を見合わせて互いに頷うなずきを交わし、達也は実験中、彼の背後で複数の測定機器へ忙しく目を走らせていたあずさにマイクを手渡した。

　勢い良く何度も首を振ってあずさはマイクを押し返そうとした。だが、にこやかに笑う五十里と無言で見み詰つめる達也の圧力に逆らえず、泣きそうな顔でマイクを受け取った。

　大きく深呼吸を繰り返し、マイクを口元へ持っていくあずさ。キッと決意を固めた顔で──それは自や棄けになっている表情にも見えたが──彼女はこの場に立ち会った全すべての生徒へ向けて宣言する。

「常駐型重力制せい御ぎよ魔ま法ほうを中核技術とする継続熱核融合実験は所期の目標を達成しました。『恒こう星せい炉ろ』実験は成功です」

　校庭で、校舎で、一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。それは暴力的なまでに熱狂的な歓声で、「魔法」の可能性と未来を称たたえる雄お叫たけびにも聞こえた。
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　生徒たちの歓声に圧倒され硬こう直ちよくしていた神かん田だ議員とその取り巻き記者は、球形水槽が放射線実験室に戻もどされ校庭の生徒が教室へと戻り始める頃ころになって、ようやく我を取り戻した。

「今のは一体何だったんです？」

　立ち話をしている廿楽つづらとジェニファーの二人に、記者の一人が多少裏返った声でそう訊たずねる。

「常駐型重力制御魔法式熱核融合炉の実験です」

　しかし、その訊きき方ではこの答えしか返ってこない。記者が苛いら立だちに声を荒あらげようとする。だが神田の方はさすがに腹黒揃ぞろいの政治の世界で揉もまれているだけあって、簡単に短気を起こさなかった。

「それはどのような物ですか？　核融合炉の実用化は断念されたはずだが」

　神かん田だの問い掛けに、

「断念されたかどうか」

「断念されてなど」

　廿楽つづらとジェニファーが同時に答える。声が重なった二人はアイコンタクトで回答を譲ゆずり合った後、ジェニファーが再び口を開いた。

「断念されてなどいません。太陽光エネルギーシステム群が先に完成した為ために優先度が後退しただけです。大型実験装置による研究は資金的な行き詰づまりから中止されましたが、研究自体は魔法学以外の分野でも続けられています」

　廿楽の口から「ほう、そうですか」という小さな声が聞こえたが、神田もジェニファーもそれを無視した。

「魔ま法ほうによる核融合の研究もその一いつ環かんです。電磁気制せい御ぎよ魔法による核融合システムは複雑すぎて放ほう棄きされ、それに比べてシンプルな重力制御魔法によるものが魔法学の世界では研究されてきました」

「核融合の研究とは、魔法による核融合爆発の実現を目指すのですか」

「例えば『灼しやく熱ねつのハロウィン』で使用されたような？」

　二人の記者から立て続けに悪意のある質問が投げ掛けられ、ジェニファーが顔を顰しかめる。

　しかし、彼女の口から棘とげの生えた反論が飛び出すことはなかった。

「ハッハッハッハッ」

　人を食った廿楽つづらの笑い声がジェニファーから毒気を抜ぬき、記者を鼻白ませる。

「核融合爆発ですと？　失礼ながら、何をご覧になられていたのかな」

　わざとらしい二重敬語は意識した慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだろう。副音声が「君たちの目は節穴かね」であることは、それ程洞どう察さつ力りよくが無くても分かることだった。この廿楽という男、どうやら学者らしい傍ぼう若じやく無ぶ人じんさだけでなく性格の悪さまで備えているようだ。

「小規模な爆発を起こすだけならあのように精密な術式を組む必要は無いし、貴方あなたがたが仰おつしやるような大規模な爆発を起こすつもりならあんな術式は用いません。そもそも大規模核融合爆発はブラジル国軍のミゲル・ディアスによる戦略級魔ま法ほう『シンクロライナー核融合』の成功例が報告されているだけで、ディアスの術式を再現することすら誰だれ一人できていないのですよ。当校の生徒がいくら優ゆう秀しゆうだからといって、そんなことが可能だと思っているのですか？」

　記者の顔が不快げに歪ゆがめられる。彼らは相手が専門家で自分が素人しろうとに過ぎないことを理解している。そもそも「シンクロライナー核融合」がどの程度の難易度なのか分からないのだ。世界で一つしか成功例が無いと言われれば、たとえ実験レベルであっても高校生に可能だとは強弁できない。

　しかしここまではいつものことだ。彼らにとって予想外で不ふ愉ゆ快かいだったのは、自分たちジャーナリストをまるで一般人のように軽く見ている態度だった。それは廿楽だけのものではなく、教頭も、校長も、ここにいる女教師も、そして生徒も、誰一人世論の代弁者たる自分たちに然るべき敬意を払っていない、と記者たちは感じていた。

「本日の実験は社会基き盤ばんたるエネルギー源としての核融合実験です。まだまだ解決すべき問題は数多くありますが、恒こう星せい炉ろが実用化されれば人類は太陽光サイクルにより供給されるものより遥はるかに豊かなエネルギーを利用できるようになるでしょう」

　そう告げる廿楽の目は、神かん田だにしか向いていない。彼らは自分たちが廿楽の眼中に無いと否が応にも覚さとった。

「如何いかがですか、神田先生。我が校の生徒たちの平和的社会貢こう献けんの精神は」

「そう……ですな。社会の繁はん栄えいに貢献しようとする姿勢はすばらしいものだと思います」

　一体何ど処こでスイッチが入ったのか、臆おく面めんも無い廿楽の押しつけがましいセリフに圧倒されて、神田は渋しぶ々しぶ頷うなずく。

　廿楽は神田へ向かって、何ど処こか白々しい笑みを浮かべて一礼した。

「ありがとうございます、神田先生。今のお言葉は記録させていただきました。生徒たちの励はげみとしたいのですが、構いませんか？」

「いや、それは」

「何も不都合は無いはずですが」

「あ、いや、子供たちの為ためになるなら何よりです」

　目を逸そらしながらおざなりに頷うなずき、神かん田だは簡単なあいさつを残してその場を去った。校庭から、ではなく一高から。これ以上、本来の意図から外れる発言を記録されてはたまらないと考えて今日のところは退散することにしたのである。

　担かつぐ神輿みこしが無ければ祭りの中にいられない。御神輿行列から外れるしかない。記者たちも仕方なく取材を打ち切って一高を後にした。




　国会議員と記者の人騒がせな一団を見送っていたジェニファーは、彼らの姿が見えなくなった直後、隣となりにいる廿楽つづらに話し掛けた。

「廿楽先生」

　日本の習慣にすっかり馴な染じんだジェニファーは、外見以外生きつ粋すいの日本人と何も変わらない。同どう僚りようの教師を呼ぶ時も「ミスター」ではなく「先生」だ。

「言い過ぎだったのではありませんか？」

　もっとも、こういう気配りも日本流、とまで言ってしまうのは、アメリカ人に対する偏へん見けんに違いない。

「いや、お恥ずかしい」

　指し摘てきを受けた廿楽は、本当に恥ずかしそうだった。

「生徒たちの心意気を故意に曲解されて、思わずカッとなってしまいました」

「心意気……ですか？」

　言葉の意味が分からなかったのではない。実を言えばジェニファーは、魔ま法ほう大学時代の廿楽と面識がある。年齢はジェニファーの方がかなり上だが、大学での立場は同じ──つまり研究者としての同僚だ。しかも、どちらかと言えば仲の良い同僚だった。

　ジェニファーが廿楽のセリフを訝いぶかしんだのは、それが彼らしくないものだったからだ。この第一高校において廿楽は変人で通っているが、それは不必要なものを極端なまでに切り捨てる個性的な合理主義の所せ為いだった。いつもの彼なら「心意気」などという情じよう緒ちよ的なものに価値を認めたりはしない。普ふ段だんの廿楽にとって「やる気」や「目的意識」は分析の対象であって評価の対象ではない。それをジェニファーは知っているから、つい、疑問が呟つぶやきとなって口から漏もれたのである。

　そしてそのことは、廿楽自身、自覚していた。彼が照てれ臭くさそうにしているのは、「心意気」を語るなんて自分には似合っていないと感じているからだった。

「ええ、まあ……今回の実験は技術的に見ればまだまだ未熟です。個人の魔法技能に依い存ぞんしすぎている。あのメンバーだから成功したのであって、実用技術として普ふ及きゆうさせるには解決すべき問題が余りに多い」

　廿楽の指摘にジェニファーが頷いた。彼女も廿楽と同じ意見だった。

「しかし魔法によって社会のあり方を変えようとする彼のチャレンジャー精神は、技術的な完成度に関係なく価値のあるものだと思うのです。社会に対する自分自身の意味を変えようとするその心意気は、とても貴重なものだと思えたのですよ」

　照てれ臭くささに耐たえられなくなったのか、「柄がらにも無いことですが」と付け加えて廿楽つづらは目を逸そらした。
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　四月二十六日、木曜日。通学途と中ちゆうの個型電車キヤビネツトの中、情報端末を手にいつもの習慣でニュースをチェックしていた達たつ也やが「おやっ？」という表情を浮かべた。

「お兄様、何か気になるニュースでも？」

　彼の表情変化はいつもどおりの小さなものだったが、それを深み雪ゆきが見落とさないのもまた、いつもどおりだった。

　深雪の向かい側の席で水み波なみが顔を上げた。彼女は感情表現が控ひかえめなだけで、ポーカーフェイスというわけではない。水波が達也へ向けた眼まな差ざしは、深雪の達也に対する問い掛けに興味を覚えていることを示していた。

「昨日手伝ってもらった実験のことが、ね」

　達也は隣となりに座る深雪に顔を向けながら、斜はす向かいに座る水波にも聞こえる音量ボリユームで答えた。

「好意的な記事と敵対的な記事が併へい存ぞんしているのは予想どおり。むしろ予想外に好意的な記事が多いような気がする」

　深雪は目と表情で「何もおかしなことはないのでは？」と訊たずねながら続きを促うながした。

「風向きに敏びん感かんな国会議員はともかく、大手報道機関の記者があの程度の仕掛けで白旗を揚あげるとは思っていない。意地になって一方的で断定的な記事を書いてくると予想していた。実を言えば、それを足がかりにしてカウンターの世論操作を仕掛けるつもりだった」

　達たつ也やの告白を聞いて、深み雪ゆきが「まあっ」とばかり目を丸くする。

「今いま更さらですが……お兄様、お人が悪いです」

　深雪も本気で糾きゆう弾だんしているわけではないが、達也としては苦笑する以外に反応のしようがなかった。──他方、水み波なみは本気で呆あきれている様子だった。

「思ったとおり、これなんてかなりヒステリックな記事を書いてくれているんだが……」

　そう言って達也は携帯情報端末の画面を深雪に見せる。そこには「魔ま法ほう科か高校生、水爆実験に挑ちよう戦せんか」という、大手ニューズサイトよりタブロイドサイトの方が相応ふさわしいセンセーション狙ねらいのタイトルが映っていた。

「これは予想していなかった」

　そう言いながら達也が表示されている記事を消して、次に端末の画面へ呼び出したのは長めのコラムだった。

「──若者たちの挑戦、二十二世紀に向けて──ですか。この新聞社のシリーズコラムですよね。これに昨日のことが？」

　達也と同じ訝いぶかしさを感じたのか、深雪が首を傾かしげながら達也に訊たずねた。このコラムはシリーズタイトルからも分かるとおり、青少年層の革新的な試みを好意的に取り上げる評論記事だ。反魔法主義アジテーションとは根本的に相容いれない。

「ああ。昨日はこの新聞社の記者も来ていたから、記事にされること自体は不思議じゃない。だがここも昨日までかなり積極的に反魔法主義の記事を配信していたんだよな……」

「お兄様の恒こう星せい炉ろに感かん銘めいを受けたのではありませんか？」

　不可解だ、という顔を見せる達也に対して、深雪は当然ですと言わんばかりの口ぶりだ。

「……新しいものが好きな記者なら、個人として共感を覚えてくれた可能性はある。コラムだし、編集部が丸ごと物好きの集まりだったという可能性も無いわけじゃないか」

　組織というものは決して一枚岩ではなく、組織が巨大化すれば分ぶん裂れつ傾向がより強くなるということは、達也も理解、というか実感していた。一つのセクションが会社の方針を外はずれて暴走することもあるだろう、と達也はひとまず納得しておくことにした。




　実のところ、事態はそれ程単純なものではなかった。反魔法主義一色だった大手報道機関の中に、今日になって魔法師寄りの論調が現れたのは昨日の実験がきっかけになったという部分も確かにある。高校生が国会議員に一ひと泡あわ吹かせたことにニュースバリューを認めたマスコミ人も一人や二人ではないが、無論それだけでもなかった。

　廿楽つづらによって録音された神かん田だ議員の発言は魔法大学時代の伝つ手てをたどって議員本人の手元に届けられた。活動を少し控ひかえるよう、遠回しに綴つづられた要求と共に。取り巻き記者による報道が紙面に限定され動画が流れなかった大きな理由の一つだ。

　百もも山やま校長から野党民権党の上層部に対し、事前の相談なく校内に記者を入れたことについて厳しい抗議があり、神かん田だ議員だけでなく他の反魔ま法ほう主義陣営議員も一時的に活動を縮小せざるを得なくなった。ある面から見れば、達たつ也やの企たくらみが百山校長に上う手まく利用された格好だ。

　そして、掩えん護ご射撃は産業界からも放たれていた。

「おい、見ろよ、達也。このインタビュー、またやってるぜ」

　昼休みの食堂。壁へき面めんディスプレイに表示されたプッシュ型の動画ニュースを指差すレオ。達也はレオの人差し指が向いた方へ目もくれず、黙々と食事を続けていた。

「ローゼン家の方が日本のニュースに出演するなんて珍しいですね、お兄様」

　しかし、レオを無視することはできても深み雪ゆきを無視することは達也にとって不可能だ。

「ローゼンの姓せいを持つ者が日本へ赴ふ任にんしてきたことを含めて、何かしら大きな方針変更があったのかもしれんな」

　エリカと幹みき比ひ古この方を見ないよう意識しながら、達也は当あたり障さわりの無い答えを返した。

　十六面に分割された大型壁面ディスプレイは、その内の四面を使ってローゼン・マギクラフト日本支社長、エルンスト・ローゼンのインタビューを流している。画面の中のエルンスト・ローゼンは流りゆう暢ちような日本語を操りキャスターの質問に答えていた。

『──高校生があれほど高度な魔法技術を操るとは予想外です。日本の技術水準の高さには驚おどろかされました』

「絶賛されてるぜ？」

「…………」

　エリカは彼女らしくもなく、先程から沈黙を守っている。その代わりに、というわけでもないだろうが、楽しそうに話し掛けてくるレオの言葉を、達也は再び黙殺する。

『第一高校の生徒が成功させた昨日の実験は、魔法が人類社会に更さらなる繁はん栄えいをもたらす技術となり得る可能性を見せてくれました』

「すごいね。人類社会の繁栄だって」

　裏も表もなく素直に感心した様子で賞賛する雫しずくに、達也は「皆が頑がん張ばってくれたから」とまたしても当たり障りの無い答えを返した。

「うん、深雪もほのかもすごかった」

「わ、私は別に……」

　雫とほのかの間で始まったじゃれ合いを眺ながめながら、達也は「ローゼンは一体何を狙ねらっているのだろう」という疑問と「高校生の素性プライバシーを伏ふせる程度の良識はあったんだな」という意外感を覚えていた。




　　　　◇　◇　◇




　恒こう星せい炉ろ実験に対する思いがけない好意的報道の数々は、一高生の心を高こう揚ようさせた。自分が当事者でなくとも、同じ学校の生徒が社会から認められたという事実は、たとえそれが表面的なものであったとしても、若い彼らの承認欲求を集団同一視の下もとに満たしていた。

　しかしそこには、当然と言うべきか、例外がいた。

　五時限目、午後最後の授業が終了した直後の時間。一年Ａ組の教室で部活へ向かう準備をしていた琢たく磨まの耳に、今日何度目か分からない不愉快なお喋しやべりが飛び込んで来た。クラスメイトの女子が話題にしているのはローゼン日本支社長のインタビューと、そこで語られた昨日の出来事。実験に参加した、他のクラスの女子生徒を褒ほめそやす声。琢磨はいきなり立ち上がった。苛いら立だっていることを隠かくそうともしていない。琢磨が放つ剣けん吞のんな波動に、お喋りをしていた女子生徒が口をつぐんだ。

　彼の態度は、クラスの雰ふん囲い気きから浮いていた。Ａ組で昨日の実験に直接関わった者はいない。香か澄すみと水み波なみはＣ組、泉いず美みはＢ組、機器操作のサポートメンバーもＡ組にはいなかった。それでも、世界的有名企業の幹部から高い評価を受けたことに、我が事のような興こう奮ふんを覚えている生徒がほとんど、と言うか、彼以外の全員だった。

　しまった、と琢磨は思ったが、この時の彼は感情を上う手まくコントロールできなかった。七さえ草ぐさ家がやったこと──と彼は信じている──を賞賛するなど、琢磨には耐たえがたいことだった。結局、フォローの一つもできぬまま、逃げ去るように、彼は教室から出て行った。




　クラブ活動の時間中も、モヤモヤした気分は消えなかった。集中力を欠いていた所せ為いで術式が雑になり、いつもなら難なくこなせることを何度も失敗して余計にフラストレーションを募つのらせる。下校の時、琢磨の苛立ちは最高潮に達していた。

　今日は琢磨にとって、とことん間が悪い日だったようだ。

　事務室に預けていた自分のＣＡＤを受け取って下校する途と中ちゆう、琢磨は風紀委員の腕わん章しようをつけた香澄と前庭でばったり出会ってしまった。

　新入部員勧かん誘ゆう週間も終わって風紀委員は当番制に戻もどっている。見回りは基本的に一人で行うものであり、新入生といえどそこは変わらない。香澄も一人だった。時間的に考えて、本部へ戻ろうとしているところだろう。だから、香澄が琢磨をチラリと見ただけで何も言わずすれ違おうとしたのは、少しもおかしなことではなかった。

　だからこれは、多分、琢磨の被害妄もう想そうだったのだ。

「上手くやったもんだな、七草」

　香澄が自分のことを鼻先で笑ったと、琢磨が感じたのは。

「……何の事？」

　香澄が足を止めて訝いぶかしげに問い返したのは、演技ではなかった。

　だが一昨日おとといの晩、父親に釘くぎを刺さされてからずっとストレスを積み重ねてきた琢磨の目には、香か澄すみがとぼけていると映った。

　誤解のまま、琢たく磨まは香澄に苛いら立だちをぶつける。

「昨日の公開実験のことさ。ローゼンの支社長にまで注目されるなんてすごいじゃないか」

「公開実験？　七しつ宝ぽう、アンタ何か勘かん違ちがいしていない？」

　香澄は決して穏おん和わな性格の少女ではない。猫をかぶることはできても、その本質は喧けん嘩かっ早いと言って良い。陰いん湿しつさが無い代わりにストレート。今も、琢磨の言葉に込められた悪意に対する不快感を隠かくそうとしていない。

「とぼけるなよ。魔ま法ほう師しを目の敵かたきにしている国会議員がやって来ることを知って、昨日のことを仕組んだんだろう？　司し波ば先せん輩ぱいを利用して、上う手まく名前を売ったものだぜ」

「利用ですって？　変な言いがかりをつけないで」

　香澄の反論は、少し歯切れの悪いものとなった。それは神かん田だ議員の来校を予あらかじめ知っていたという琢磨の指し摘てきが的を射たものだったからだが、琢磨はそれを自分の推理が全すべて正しい証しだと判断した。

「迂う闊かつだったよ。あの人、この学校だけでなく魔法科九校の間でちょっとした有名人だったんだな。さすがは七さえ草ぐさ、抜け目がない。姉に続いて色仕掛けで誑たらし込んだのか？　お前たち姉妹、見てくれだけは一流だからな」

「ふざけるな！」

　香澄がいきなり爆ばく発はつした。その剣けん幕まくは琢磨が一いつ瞬しゆん絶句したほどだ。しかし、香澄が逆上したのは一瞬だけだった。

「……誑し込むとか、七宝の考えることは随ずい分ぶん下品なんだね。色仕掛けなんて、私たち七草には考えもつかないよ。アンタ、そこそこカワイイ顔してるんだし魔法師目指すの止めてツバメにでもなったら？　もっとも、今時ツバメ飼ってるのなんて色ボケ芸能人くらいのものだろうけど」

　今度は琢磨の顔が気け色しきばんだ。

　香澄の揶や揄ゆに深い意味は無かった。色ボケ芸能人云うん々ぬんは、最近、イエロー・ジャーナリズム・サイトを賑にぎわしている某ぼうベテラン女優の少年買春事件が彼女の印象に残っていただけのことだった。年上の女の愛人になっている男を指す「ツバメ」という古ふる臭くさい言い回しも本当の意味が分かって使っているのではなく、そのゴシップ記事から借用したものに過ぎない。

　だが琢磨にとってそのセリフは、小さ和わ村むら真ま紀きとの関係をあてこすられたものとしか思えなかった。

「……喧けん嘩かを売っているのか、七草」

「先に喧嘩を売ってきたのは七宝、アンタの方よ。それに、言わなかったっけ？　二度と喧嘩を売ろうって気が起こらないくらい、安く買い叩たたいてあげるって」

　睨にらみ合う琢磨と香澄。二人の右手は、左の袖そで口ぐちに掛かっている。二人が使用するＣＡＤは、共にブレスレットタイプ。二人は既すでに、一いつ触しよく即そく発はつのラインを踏み越えていた。

「そこの二人！　何をしている！」

「二人とも、手を下ろしなさい！」

　だが、二人がまさにＣＡＤを操作しようとした瞬しゆん間かん、背後から制止の声が掛かった。

　琢たく磨まの背後から、男子生徒の声。

　香か澄すみの背後から、女子生徒の声。

　琢磨は右手で左ひだり袖そでを捲まくり上げながら振り返り、

　香澄は右手を下ろして振り返った。

　琢磨の視界の中で、見覚えのある男子上級生が厳しい表情で左の懐ふところに右手を差し入れている。

　ショルダーホルスターに収めた拳けん銃じゆう形態のＣＡＤを抜ぬこうとしている。琢磨はそう判断した。

　琢磨の反はん撃げきは反射的なものだった。

　彼の右手はＣＡＤのスイッチに触ふれている。

　相手の上級生はまだＣＡＤを抜き終えていない。

　勝った、と琢磨が考えた直後、

　身体からだを前後に揺ゆさぶられ脳のう震しん盪とうを起こした琢磨は、眩暈めまいに襲おそわれ両りよう膝ひざを突ついた。




　背後に魔ま法ほう発動の兆ちよう候こうを感じて、香澄は思わず振り返った。自分の立場を考えればまずい行動であることは分かっていたが、戦せん闘とう用魔法の発動は、たとえそれが自分に向けられたものでなかったとしても、無視することができなかった。

　魔法を行使しようとしていたのは、先程まで自分と向かい合っていた七しつ宝ぽう琢磨と、風紀委員会の森もり崎さき先せん輩ぱい──香澄がそう認識したのと同時に、魔法が発動した。

　先んじたのは、森崎の魔法。琢磨の情報強化に遮さえぎられて威い力りよくはかなり弱められていたが、相手の身体を激しく前後に揺さぶる森崎の魔法は、琢磨の攻こう撃げきを中断させるのに十分な効果を発揮した。

「ドロウレス……」

　香澄の口から呟つぶやきが漏もれる。彼女は小さくない驚おどろきに打たれていた。ＣＡＤの準備は明らかに琢磨が先んじていた。特化型は汎はん用よう型よりスピードに優れているが、あの状態なら汎用型と特化型の差があっても琢磨の方が早かったはずだ。森崎が通常の「抜いて、狙ねらいをつける」という手順を踏んでいたなら。

　だが森崎はＣＡＤを抜かずホルスターに入れたままの状態で、自分の感覚だけで照準をつけて魔法を放ったのだ。これは「ドロウレス」と呼ばれる拳銃形態ＣＡＤの高等技術。なまじ「ＣＡＤを向けた方向に照準をつける」という補助機能を持つが故ゆえに、拳銃形態ＣＡＤでは抜かずに撃うつのが難しい。それを森崎は、発動が速いという特化型ＣＡＤの特とく徴ちようを損なわず実行して見せた。

　正直に言って、香か澄すみは森もり崎さきのことをあまり評価していなかった。魔ま法ほう式しきの規模も事象干かん渉しよう力りよくも平凡なものでしかなく、構築スピードこそ速いものの、それもそこそこでしかない。この程度の実力で何な故ぜ風紀委員に選ばれたのかと疑問にすら思っていたが、香澄は心の中で、自分に見る目が無かったことを率直に認めていた。

　森崎に平凡な魔法力しか感じないのは、今も変わっていない。持って生まれた魔法力とは関係なく、上級生は当たり前にこの程度の芸当をやってのけるんだ、と香澄は思った。

（ボクもまだまだ、頑がん張ばらなきゃ）

　心の中でグッと拳こぶしを握にぎり締しめた香澄だったが、

「香澄」

　後ろから抑よく揚ように乏とぼしい声で名前を呼ばれて、跳とび上がるように背筋を伸ばした。

「北きた山やま先せん輩ぱい……」

　決まり悪げに振り向いた先では、雫しずくがムスッとした顔で香澄を見み詰つめていた。




　森崎と雫に風紀委員会本部へ連行され、香澄と琢たく磨まは針の筵むしろ気分を味わっていた。この場には風紀委員会から委員長の花か音のんと二人を連行した森崎及および雫（雫は非番だったが、偶たま々たま通りかかった為ために巻き込まれた形だ）、部活連から会頭の服部はつとりと執行部を代表して十と三み束つか、そして何な故ぜか生徒会を代表して達たつ也やが同席している。

「香澄、風紀委員が何をやっているのよ。しかも見回り中に……」

　花音に深々とため息をつかれ、香澄は決まり悪げに目を逸そらした。

「七しつ宝ぽう、魔法の無許可使用が校則違反だって事くらい知っているだろう？　魔法を使って喧けん嘩かしようとしただけでも重大な違反なのに、止めに入った風紀委員に攻こう撃げきを仕掛けるなんて……」

　十三束の嘆なげきを、琢磨は身体からだを強こわ張ばらせ正面に視線を固定して聞いていた。

「とにかく、事情を確かめることが先決だと思うが」

　服部のセリフに、花音が不ふ機き嫌げんな顔で頷うなずいた。

「まったく……新しん勧かん週間が終わったと思ったら面倒くさいことを……」

　行ぎよう儀ぎ悪く頭をかきながら下を向いていた花音が、顔を上げて鋭するどい目つきで香澄と琢磨を睨にらみつけた。

「最初に言っとくわ。香澄は完全な未み遂すいだからね、退学にはならないけど、停学の可能性はある。未遂とはいえＣＡＤの操作に入っていた七宝は最悪、退学よ」

　花音の宣告を、琢磨はピクリとも動かず受け止めた。彼は身体が震ふるえ出さないよう、全身に力を込めて立っていた。

「それを念頭に置いて話しなさい。一体何が原因なの」

　花音の目は香澄へと向いていた。

「七宝君が七さえ草ぐさ家を侮ぶ辱じよくしたんです」

　花か音のんの視線が琢たく磨まへ移動する。

「七さえ草ぐさから許しがたい侮ぶ辱じよくを受けました」

　香か澄すみと琢磨は、お互いを決して見ようとしなかった。

「ハァ……服部はつとり、この始末、どうつければ良いと思う？」

　花音に話し掛けられて、服部は閉じていた目を開いた。

「七しつ宝ぽうは部活連の身内だ。俺おれには、公平な判定を下す自信がない」

「それを言うなら香澄は風紀委員会の身内よ」

「ならば部活連でも風紀委員会でもない第三者、生徒会に裁定してもらおう」

　花音と服部に目を向けられて、達たつ也やは内心、大きくため息をついた。予想どおりの展開になった、というため息だ。そもそも彼が生徒会の代表としてこの場に送り込まれたのは、あずさが厄やつ介かい事ごとを予感して逃げたからだ。五い十そ里りも「生徒会長の代理は副会長だから」と笑顔で逃げを打った。副会長はもう一人いるが、まさか妹に押しつけるわけにも行かず、達也は火か中ちゆうの栗くりを拾うつもりでこの場に来ている。だから、面倒な事態に対処する心構えはこの部屋に入る前からできていた。

「二人に試合をさせれば良いのではないでしょうか」

　服部の眉まゆがピクリと動く。

「えっ、それって、二人を見み逃のがすということ？」

　花音が訝いぶかしげに問い返したが、服部は何も言わない。彼が何を感じたのか達也には想像できていたが、それは口にすべきことではなかった。

「話し合いで解決できないことは実力で決める。それが当校では推すい奨しようされていると前委員長にうかがいました」

　達也の発言に十と三み束つかが驚おどろきを露あらわにしている。だが、花音と服部は当然という表情だった。ついでに言えば、雫しずくは眠そうな顔で横を向いていた。早く終わらないかな、という顔だった。

「魔法の無断使用は重大な違反ですが、未み遂すいの生徒まで処分する必要はないでしょう。新入生には良くあることですし」

　今度は森もり崎さきが苦い表情で顔を背けた。幸いここに追い討うちをかける者はいない。

「お互いの誇ほこりが懸かかっているなら、実力で白黒つけておいた方が後々引きずることもないと思いますが」

「あたしは副会長の意見で良いと思うけど、服部は？」

　達也の意見を聞いて、考える素振りも見せず花音が服部にそう訊たずねた。

「異存はない。司し波ば、手続きを頼めるか」

「了解です」

　服部の言葉に頷うなずいた達也が、あずさの承認書面を取る為ために直通階段へ向かう。

「司波先せん輩ぱい」

　その背中に、琢たく磨まから声が掛かった。

「七しつ宝ぽう、不服なのか？」

　咎とがめたのは十と三み束つかだ。

「いえ！　七さえ草ぐさとの試合を許していただけるなら、お願いがあります」

　琢磨は条件をつけられる立場に無い。そんなことは本人にも分かっているはずだ。

「言ってみなさい」

　だから逆に、花か音のんは続きを促うながしたのだろう。何を言い出すのか、興味に駆かられて。

「相手は七草香か澄すみではなく、七草香澄、七草泉いず美みの二人にしてください」

「七宝、アンタ、私のことバカにしてるの？」

　香澄の詰きつ問もんは、先せん輩ぱいに囲まれた状況における言葉遣づかいの是ぜ非ひは別にして、当然のものだった。

「理由は？」

　だが琢磨に対する達たつ也やの質問に、香澄はとりあえず口を閉じて耳を傾かたむけた。

「これは七宝家と七草家の誇ほこりを懸かけた試合です。それに『七草の双ふた子ごは二人揃そろってこそ真価を発揮する』というのは良く知られた話です」

「だから二人を同時に相手をして勝たなければ真の勝利にならないと？」

「そのとおりです」

　達也はいったん言葉を切って、香澄に目を向けた。

「七宝はああ言っているが、香澄はそれでも構わないか？」

「構いません。その思い上がりを後こう悔かいさせてやります」

「では、そのように」

　そう言って達也は、生徒会室へ続く階段を上った。




　生徒会長の決裁印が押された許可証を持って戻もどって来た達也の背後には、泉美と、何な故ぜか深み雪ゆきとほのかまでついて来ていた。

「委員長、こちらに承認印をお願いします」

「えっ、承認印？　……何ど処こにあったっけ？」

　あたふたする花音の背後で、雫しずくが重要物の入った小箱をキャビネットから取り出す。明らかに照てれ隠かくしと分かる愛想笑いを浮かべて花音が小箱を受け取り、許可証に承認印を押おう捺なつした。

　弛し緩かんした空気を振り払うように、服部はつとりが大きく咳せき払いする。

「場所は何ど処こを使えば良い？」

「第二演習室でお願いします」

　達也に向けられた服部の質問に答えたのはほのかだった。彼女が第二演習室の開かい錠じようコードを預かって来ているということは、説明されなくても全員に分かった。

「審しん判ぱんは司し波ばさん？」

　この質問は十と三み束つかだ。彼は深み雪ゆきが何な故ぜここにいるのか、さっきから気になって仕方がない様子だった。

「いいえ、わたしは立会人です」

　深雪は十三束の問い掛けをニッコリ笑って否定する。

「じゃあ、審しん判ぱんは達たつ也やさん？」

　雫しずくの質問は達也に向けられたものだった。だが、彼が答えるより早く花か音のんが口を挿はさんだ。

「それで良いわ」

「俺おれも構わない」

　服部はつとりが花音の後に続く。二人とも、達也の意思を問うつもりは無いようだ。

「──行きましょう。閉門まで、あまり時間がありません」

　この試合の発案者は達也だ。今いま更さら「嫌いやだ」は許されない。彼はため息を押し殺して移動を促うながした。




　第二演習室に移動したのは、試合という名の決けつ闘とう当事者である琢たく磨ま、香か澄すみ、泉いず美み。審判の達也と立会人の深雪。鍵かぎ（施せ錠じよう・開かい錠じようコード）を預けられたほのか。そして部活連から十三束と、風紀委員から雫、この八人だ。──風紀委員の当番制を考えれば本当は森もり崎さきが立ち会うべきなのだが、雫が代理を申し出てこうなった。




　この立会いメンバーに、琢磨は当とう惑わくを覚えていた。彼の認識では、達也と深雪は七さえ草ぐさ側の人間。審判と立会人まで敵に回したハンディキャップマッチ、というよりイカサマ戦だ。

　その一方で、ほのかと雫は琢磨にとって、七しつ宝ぽう家があるべき地位を取り戻もどす為ために是ぜ非ひとも味方につけたい人材だった。ここで自分の強さを見せつけることができれば口く説どき落としやすくなる、と琢磨は単純に信じていた。──まあ、それも十五歳の少年であれば無理のないことで、琢磨のメンタリティは年相応だ。普ふ通つうに考えれば達也たちの方が少年らしくないのである。

　絶対的に不利な状じよう況きようと、それを覆くつがえして勝利することで得られる果実。

　七草姉妹と向かい合った時、琢磨の当惑は闘とう志しに昇しよう華かされていた。




　香澄と泉美は、琢磨ほど積極的になれなかった。香澄は琢磨から一方的に因いん縁ねんを吹っかけられた、というのが偽いつわらざる心境であり、泉美は完全に巻き込まれたとしか思っていなかった。彼女たちは別に、七宝家に対して思うところは無い。敵視されるのが鬱うつ陶とうしいだけで、おとなしくしていてもらえれば別に試験の点数で上を行かれようが学年代表に選ばれようが然さして気にはならないのである。

　二人は元々、世俗的な地位や名めい誉よに関心が無い質たちだ。褒ほめられるのは好きで侮あなどられるのは二人とも大だい嫌きらいだが、それで何かを手に入れたいとは思っていない。それはある意味、持てる者の無欲さだったが、彼女たちが望んでそうなったわけではなかった。

　二人の望みは「面倒くさいことはこれで終わりにしたい」で一致していた。その為ために、二度とちょっかいを掛けて来ないようここで徹底的に叩たたき潰つぶす。二人はそう決意して琢たく磨まと向かい合った。




　第二演習室は一年前に達たつ也やと服部はつとりが相対した第三演習室より縦に長い。中距離魔ま法ほうを想定した教室だ。床ゆかは青と黄色で前と後ろに色分けされており、前後の壁から一メートルのエリアは赤く塗られている。

　青のエリアに琢磨、黄色のエリアに香か澄すみと泉いず美み。

　琢磨は制服のままの姿で、左の脇わきに分厚く大きなハードカバーの本を抱かかえている。

　香澄と泉美は動きやすい実習服に着替えていた。厚手の生地でできた長なが袖そで足首丈たけのツナギだ。裏手の人工林で行われる野外実習の場合はこの上から収納を兼ねた袖無し上着を羽織るのだが、今は二人とも上着を着ていない。女子用の密着度が高いツナギは二人のほっそりした身体からだの線を浮き立たせている。しかし、この場で目のやり場に困っているのは十と三み束つかだけだった。

「この試合はノータッチルールで行う」

　達也が青と黄色の境界線に立ち、宣言した。ノータッチルールは身体的接せつ触しよくを禁止する試合用のルールで、異性間では余程のことがない限りこれが適用される。（女性同士の場合も通常この試合方法が選ばれる）

「双そう方ほう、既すでに知っていると思うが、一応ルールについて説明しておく。色分けされたエリアの外に出てはならない。相手のエリアに入るのも、赤のエリアに出るのも失格となる。相手の身体に触ふれるのも禁止だ。武器で触れるのも失格となる。ただし」

　そう言って達也はチラリと琢磨の顔を見た。

「魔法で遠えん隔かく操作する武器は違反にならない」

　達也はすぐに双方を等しく視界に収めるポジションへ視線を戻もどした。

「最後に、致ち死し性の攻こう撃げき、治ち癒ゆ不能な怪け我がを負わせる攻撃も禁止する。危険だと判断した場合は強制的に試合を中止するからそのつもりで」

　琢磨が一いつ瞬しゆん、鼻で笑うような表情を見せたのは「やれるものならやってみろ」と思ったのだろう。達也も深み雪ゆきも、ほのかも雫しずくもそれに気づいていたが、琢磨の不ふ遜そんな態度を咎とがめた者はいなかった。

「では、双方、構えて」

　香澄と泉美はエリアの中央に移動した。

　琢磨は境界線近くから動かず、脇に抱えていた本をドスンと足元に落とした。

　達也が三人の顔を交互に見る。三人とも、同じように頷うなずきを返した。

　壁かべ際ぎわに下がった達也が右手を頭上に挙げて、勢い良く振り下ろす。

　想子サイオン光が閃ひらめき、魔法が放たれた。




　魔法を撃うち合っているのは琢たく磨まと香か澄すみで、泉いず美みは領域干かん渉しようを展開して防ぼう御ぎよに専念している。

　攻撃と防御を一人でこなさなければならない琢磨と、攻撃に専念できる香澄。

　条件は明らかに、香澄が有利だ。

「どう思う？」

　雫しずくが小声でほのかに問い掛ける。

「今のところ互ご角かく、かな……」

　ほのかが少し自信無さげにささやき返す。

　香澄は移動系魔法を主体に、琢磨本人を対象としたり空気の塊かたまりを動かして突とつ風ぷうを琢磨にぶつけたりしている。場外勝ちを狙ねらった戦い方だ。それを琢磨は情報強化と物理障しよう壁へきで防御している。

　一方の琢磨は、最初振しん動どう系魔法による直接攻撃を仕掛けていたが、泉美の領域干渉を破れないと見るや手元で圧縮空気弾だんを作ってそれを撃ち出す戦法に転換している。「エア・ブリット」というポピュラーな魔法だが、ポピュラーな分、有効性は折り紙付きだ。ただ泉美の領域干渉が思ったより広く、彼女が支配する領域内に入った瞬しゆん間かん、空気の弾だん丸がんが拡散してしまう為ため、中々有効打にならない。

「香澄ちゃんは七しつ宝ぽう君に怪け我がをさせるのを避さけている感じね。その所せ為いで攻撃の幅が狭せばまっている」

「そうだね」

「七宝君は……エア・ブリットの使い方がまだ分かってないみたいね」

「それは泉美の方も同じじゃない？」

「うん。深み雪ゆきみたいにこの部屋全部を支配下に置くとかできない限り、領域干渉だけじゃエア・ブリットは防げないんだけど。二人とも才能がありすぎて使い方を工夫する練習をしたことが無いのかな」

「新入生だし」

「言われてみればそうかも。私たちだって九校戦までは似たようなものだったね」




　ほのかと雫の会話が聞こえたわけではないが、琢磨は「このままではいけない」と強く感じていた。焦あせる心を懸けん命めいに宥なだめ、魔法を編み上げる傍かたわら、突破口を求め知恵を絞しぼる。

　彼は、自分の魔ま法ほう力りよくが劣おとっているとは感じていない。二対一でも決して負けないし、切り札を使えば必ず勝てると確信している。ただ彼の切り札は相手に重傷を負わせるリスクが大きい。それを琢磨は自覚していた。一年上の先せん輩ぱいとはいえ二十八家でもない達たつ也やに自分の魔法を止められるとは思わないが、後から反則負けにされるかもしれない。琢磨はそう危き惧ぐしていた。

　だが。

（しまった！）

　考え事をしながら魔ま法ほうを操って戦せん闘とう行為。そこにはやはり、無理があった。

　背後から襲おそい掛かる空気の塊かたまりに「拡散」の術式を上書きする。これまでの撃うち合いで相手と自分の力量差を琢たく磨まはほぼ把は握あくしていた。魔法の規模と連射性と多様性は香か澄すみが上。干かん渉しよう力りよくは香澄より琢磨の方が上だが、泉いず美みと琢磨はほぼ互ご角かく。

　干渉力に勝まさり、また魔法式自体も単純であるが故ゆえに発動まで時間が掛からない琢磨の「拡散」は、危ういところで香澄の「風ふう槌つい」を無効化した。しかし、圧縮状態から解放された空気が強風と化して琢磨の背中を押す。風槌の圧縮度はエア・ブリットより随ずい分ぶん低い。解放された空気に琢磨の肉体を傷つける程の威い力りよくは無いが、体勢を崩くずすには十分だった。琢磨の身体からだが前に傾かたむき、魔法の照準が下にずれる。

　エア・ブリットを構成する諸要素の内、弾だん丸がんの大きさ、空気の圧縮率、弾丸の加速度は起動式に織り込まれた定数項目で、射出方向と最大射程距離が魔法師のインプットする変数だ。方向の指定は必ずしも目で行う必要はないが、やはり視線に合わせるのが簡単でその方法が普ふ及きゆうしている。

　空気の弾丸が下向きに発射される。領域干渉の網あみに捉とらわれて圧縮が解かれた弾たまは、泉美の立ち位置よりかなり手前で床ゆかにぶつかってそのまま彼女の足元まで滑すべって行った。

　短い悲鳴を上げて泉美が身体をぐらつかせる。思いがけなく強い風の流れを足元に浴びてバランスを崩したのだ。それを見て、琢磨は自分の誤解に気づいた。領域干渉で無効化されていたのは空気の圧縮と継けい続ぞく的に与えられる加速で、既すでに生じていた空気の運動エネルギーまで打ち消されていたわけではなかったということに。

　空中で圧縮を解かれた空気は球状に、三次元の全方向に拡散する。だが床面近くで膨ぼう張ちようした空気は床の抵抗を受けて拡散方向が制限される。下向きに拡散する空気の流れは主として前へ向かう運動エネルギーに加算され強い気流となって相手に届いた。

（要するに、魔法を無効化されても攻こう撃げきを無効化されないように撃てば良いのか！）

　琢磨は目の前の空間に空気の弾丸を七つ配置した。正六角形の頂点と、その中心。中心点の弾を撃ち出し、ほとんどタイムラグ無しに残る六つの弾丸を射出する。

　七しつ宝ぽうの──第七研の開発した魔法は群体制せい御ぎよ。この場合の群体とは生物学的な個体集団のことではなく、法則的な結び付きを持たないものの集合体の意味だ。個々に独立した多数の物体、あるいは現象を、あたかも一つの生き物の如ごとく操る。何百というドライアイスの弾丸をただ降らせるのではなく的に集中する技術もこの群体制御の応用だ。七発のエア・ブリットを連れん携けいさせて射出する程度のことは、七宝家嫡ちやく男なんにとって造作も無いことだった。

　最初の弾丸が泉美の領域干渉によって収束を解かれ拡散する。しかし、直後に飛来した六つの空気塊かいの膨張に囲まれて空気の拡散は妨さまたげられわずかに先行していた位置関係によって押し出された。その結果、空気の弾だん丸がんはその密度を減じながら風の礫つぶてと化して泉いず美みに襲おそい掛かる。

「きゃっ!?」

　泉美の悲鳴は礫の着弾によるものではなかった。いきなり押し倒されたことによる悲鳴である。泉美に飛び掛った香か澄すみのスピードは、明らかに魔法で後押しされたものだった。おそらく琢たく磨まに仕掛けるつもりだった移動魔法の照準を自分に変更したのだろう。

　加速プロセスを無視した移動魔法は肉体に大きな負荷を掛ける。それは自分の魔法であっても同じだ。押し倒された方にも同等のダメージがあるはず。チャンス、と琢磨はそう思った。

　胸の前で手を叩たたく。その領域の空間は音の性質が改編されていた。琢磨の拍かしわ手での音は、音量が増幅され音波が細く絞しぼり込まれ、香澄に向けて放たれた。

　たとえ領域干かん渉しようにより魔法が無効化されても増幅された音量はそのままだ。集束された音波は多少拡散しても至近距離で音おん響きよう手しゆ榴りゆう弾だんが爆ばく発はつしたに等しい音の暴力を香澄に叩きつける。意識を刈かり取るには十分な威い力りよく、のはずだった。

　しかし琢磨の音波攻こう撃げきは、泉美が展開した真空断層によって阻はばまれた。




　真空断層に吸い込まれる空気。甲かん高だかい音と共に巻き起こった突とつ風ぷうに、香澄と泉美の髪がなぶられる。ショートの香澄はともかく、泉美のセミロングはかなり酷ひどい状態になっていたが、彼女は軽く手て櫛ぐしを通すだけで済ませた。

「香澄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　上半身を起こした泉美が、まだ自分の上に乗っかったままの香澄に訊たずねると、

「サンクス、泉美。今のは危なかった」

　香澄が泉美の上から自分の身体からだをどかせながらこう答えた。

　今も琢磨の攻撃は続いている。香澄と泉美が交互に防ぼう御ぎよ魔法を発動することで何とか凌しのいでいる状態だ。

　だが二人の顔に、焦あせりの色は見られない。

「ボクたち、アイツのことを少しなめていたみたいだね」

「なめていたという言い方はともかく、どうやらそのようです」

「このままじゃジリ貧だ」

「でも、負けるつもりはないのでしょう？」

「もちろん。泉美、あれ、やるよ」

「ええ、香澄ちゃん。いつもどおりに」

「ボクがシュート」

「わたくしがブースト」

「じゃあ、行くよ。カウントダウン」

「スリー」「ツー」「ワン」

「キャスト！」

　香か澄すみの発した掛け声の直後、琢たく磨まへ襲おそい掛かる魔ま法ほうの威い力りよくが数倍に跳はね上がった。




　自分の背後に、頭上に、側面に渦うず巻まく事象干かん渉しよう力りよく。これまでとは比べものにならない強力な魔法の兆候を嗅かぎ取って、琢磨は全力の攻こう撃げきを全力の防ぼう御ぎよに切り替えた。

　彼が感知した魔法は気体を対象とした収束と移動──気体流動制せい御ぎよの魔法。それ以上を読み取る余よ裕ゆうは無かった。全方位型気密シールドを展開したのはほとんど直感によるもの。琢磨のシールドが先に完成したのは、香澄と泉いず美みが発動しようとしていた魔法より魔ま法ほう式しきの構造が単純だからに過ぎなかった。

　室内の狭い範囲で激しい風が荒あれ狂くるう。頭上から吹き下ろす風に身体からだを押さえつけられたかと思うと、後ろから、横から、強風に煽あおられる。自分の身体の周まわりに形成した気密シールドごと身体が吹き飛ばされそうになる。シールドの分、風を受ける表面積が広がってより大きな圧力を受けているのだ。しかし、だからといって気密性を引き下げるわけにもシールドを縮小するわけにも行かなかった。琢磨は魔法師としての感覚で、自分に襲い掛かっている風の成分が著しく窒ちつ素そに偏かたよっていることに気づいていた。

　空気中の窒素の密度を引き上げる魔法と、その空気塊かいを移動させる魔法。収束・移動系複合魔法「窒息乱流ナイトロゲン・ストーム」。酸素濃度が極きよく端たんに低下した気流を少しでも吸い込んだなら低酸素症しようでたちまち意識を失う。気流に押し流されないようシールドを縮めれば、すぐに中の酸素が足りなくなってしまう。

　踏ん張る琢磨の足元で、本のページが激しい音を立ててめくれていた。本自体が飛ばされてしまわないのは、魔法の風が膝ひざから上の高さで吹き荒れているからだ。琢磨が持ち込んだハードカバーの、大きく分厚い本。最初から最後まで、全すべてに同じ幾き何か学がくパターンが印刷されたページに目を落とし、琢磨はエースを切る決意をした。




「これは……窒息乱流ナイトロゲン・ストームですか？」

「そうだ」

　驚おどろきと感かん嘆たんの入り混じった深み雪ゆきの問い掛けに、達たつ也やは短い肯定を返した。

「これ程の高等魔法を使いこなせるなんて、さすがは七さえ草ぐさ先せん輩ぱいのお身内と言うべきでしょうか」

「使いこなせてはいないが、それでも大したものだ」

　低酸素症で相手を無力化する魔法という意味で、この魔法は真ま由ゆ美みが対人戦せん闘とうの切り札にしている「ドライ・ミーティア」と同じカテゴリーに属している。香澄・泉美の二人が奥の手として繰り出してきたのもおそらく真由美の影えい響きようだろう。だが、魔法の難易度はドライ・ミーティアより窒息乱流ナイトロゲン・ストームの方が上だ。事前の準備は空気中にわずかしか含まれていない二酸化炭素を大量に集めなければならないドライ・ミーティアの方が大変だが、窒息乱流ナイトロゲン・ストームは気体の成分構成を維い持じしつつその流れを操るという術の制せい御ぎよが非常に困難な魔ま法ほうなのである。

　香か澄すみ・泉いず美みの窒息乱流ナイトロゲン・ストームはさすがに気流操作の粗あらさが目立ち、そこを達たつ也やは「使いこなせてはいない」と言っているのだが、それでも高校生レベルではまずお目に掛からない高等魔法であることに違いはない。

「これが乗積マルチプリケイテ魔法イブ・キヤストか……『七さえ草ぐさの双ふた子ごは二人揃そろってこそ真価を発揮する』と言われるだけのことはあるな」

　それまでどちらかと言えば初歩的な魔法を使用していた香澄と泉美が、ピンチになって繰り出した高等魔法。これは攻こう撃げきを担当していた香澄が出し惜おしみしていたわけでも手を抜ぬいていたわけでもない。窒息乱流ナイトロゲン・ストームは難度が高すぎて香澄一人で発動できる魔法ではなかったのだ。

　七草香澄と七草泉美、「七草の双子」という一般的な名めい称しようが特別な意味を持つ二つ名として使われているのは、この二人だけの特とく殊しゆな性質に理由がある。二人は力を合わせることにより、一人一人では不可能な高威い力りよく・高難度の魔法を行使することができるのだった。

　魔法師でない人間が聞いても特におかしなことには思われないが、これは魔法師にとって異常な現象だった。複数の魔法師が一つの儀ぎ式しきを行うことで、単独では不可能な大規模魔法、高等魔法を実行する技術は確かに存在する。特に古式魔法では実際に行われた例こそ少ないが、伝承されている術法としては珍しいものではない。だが、この種の魔法儀式は必ず詠えい唱しよう、祭さい壇だん、舞ぶ踊ようなどの五感で共有できる媒ばい体たいまたはプロセスが必要となる。

　複数の魔法師が同時に同じ魔法を発動するだけでは、魔法力が加算されたり増幅されたりすることはない。最も魔法力が強い魔法師の術式が効力を顕あらわすだけで、他の魔法師の魔法力はむしろ事象改変の邪じや魔まになる。多人数で行う儀式魔法は、儀式に加わる魔法師が魔法式の各層を重複しないように分担することで複雑な、あるいは巨大な魔法式を走らせるのだ。スペルやシンボルは各魔法師の魔法力を振り分ける目印、あるいは回路の役目を果たしている。

　ところが香澄と泉美の二人は、通常の魔法を発動するのと同じようにＣＡＤによるサポートを受けるだけで魔法力を増幅させている。しかもこの二人は、魔法式のパーツを分担しているのではなく魔法力そのものを一つに組み合わせていた。

　香澄が魔法式を目標へ向けて放ち、泉美がそれに事象干かん渉しよう力りよくを与える。互いの魔法力を足し合わせるのではなく掛け合わせて魔法を行使する。こんなことができるのは、二人が肉体的に同一の遺い伝でん子しを有しているのみならず、精神の、魔法演算領域の特性までもが完全に一致しているからだ。香澄は発動速度と魔法式の構築規模に優れ、泉美は干渉力に優れていると琢たく磨まは分析していたが、これは誤りだった。彼がそう感じたのは香澄と泉美がそういう風に魔法力を使っているからで、互いの役割を入れ替えても二人は同じように魔法を使うことができる。

　遺伝子調整でも起こり得ない、全くの偶ぐう然ぜんが作り出した例外イレギユラー。それが「七草の双子」の力の秘密だった。




　息を止めて踏ん張っていた琢たく磨まがいきなり片かた膝ひざをついてしゃがみ込み、バタバタと風に煽あおられページが今にも千ち切ぎれ飛びそうになっていた本を閉じた。直後、琢磨は再びハードカバーの表紙を開く。その瞬しゆん間かん、全すべてのページが一いつ斉せいに紙かみ吹雪ふぶきとなって飛び散った。

　琢磨が持ち込んだ本は変形Ｂ５版ハードカバー七二〇ページの大きく分厚いものだ。ページサイズは横一八二ミリ、縦二五六ミリ。その全てのページが、のど（本の綴とじ代しろ側の端）二ミリを残して四ミリ四方の正方形の紙片に細断された。その数、二ページ（一枚）あたり二千八百八十片。七二〇ページ・三六〇枚で、総数百三万六千八百片。

　百万を超える小さな紙片からなる紙吹雪が強風に逆らって双ふた子ごへと押し寄せる。言う迄までも無く四ミリ四方の紙片はただの紙切れではない。複雑に回転しながら舞まう一ひと片ひら一片の動きを捉とらえる動体視力の持ち主であったなら、小さな紙片が曲がることも折れることもなく、例えばガラスのように硬こう質しつの素材で出来ているかの如ごとく薄い方形の刃と化しているのが分かるだろう。百万の刃は一見無秩序に飛び回りながら、確実に香か澄すみと泉いず美みの二人を押し包もうとしている。

　香澄も泉美も、達たつ也やも深み雪ゆきも、この紙吹雪が無数の刃で構成されていることを知っていた。七しつ宝ぽう家の魔ま法ほうを知る彼女たちは、この魔法が何なのかも知っていた。

　七しつ宝ぽう家の切り札の一つ、「ミリオン・エッジ」。群体制せい御ぎよにより百万の紙片を操り、刃の群むら雲くもと成して敵を切り裂さく魔法。

　双子が窒息乱流ナイトロゲン・ストームを操りながら別の魔法を繰り出した。酸素を多く含む空気を多方向から紙吹雪にぶつけ、断熱圧縮により紙の発火点を超えた熱風を作り上げて紙片の刃を焼き払おうとする。

　それは「熱乱流ヒート・ストーム」のアレンジ魔法。単純に断熱圧縮空気塊かいを作り出すよりワンランク高度な魔法で、それを窒息乱流ナイトロゲン・ストームと同時発動しているのだが、今の彼女たちにとっては十分能力の範囲内だ。第三研の研究テーマは多種類多重魔法制御。どれだけ多様な魔法を同時に発動し制御できるか、その限界の見極めと引き上げが第三研の採用した魔法師強化プログラムだ。第三研は魔法師開発研究所には珍しく開放的な性格を有していて、その成果は第十研にも利用されている。十じゆう文もん字じ家の「ファランクス」にも取り入れられた多種類多重魔法制御の成果を会え得とくしたまま第七研に移籍した七さえ草ぐさ家の魔法師にとって、どんな高等魔法であっても二重ダブル、三重トリプル程度の多重発動は困難の内に入らぬ技術だった。

　呼吸を許さぬ嵐あらしが琢磨を吞のみ込み、摂せつ氏し五百度超の空気塊が紙片を焼き尽くそうとする。

　百万の刃は発火点を超える熱を浴びながら、紙片を刃として成り立たせる魔法に守られて琢磨の意思に従い香澄と泉美の血を求めて押し寄せる。

　このまま行けば琢磨は低酸素症しように倒れ、香澄と泉美は灰にできなかった刃を浴びて無数に近い傷を負う。どちらも後こう遺い症しようが懸け念ねんされる結末が見えていた。

「そこまでだ！」

　達也の右手が動いた。

　前に伸ばされたその手に輝かがやく、銀色のＣＡＤ。拳けん銃じゆう形態特化型ＣＡＤ、シルバー・ホーン。

　窒息乱流ナイトロゲン・ストーム。

　ミリオン・エッジ。

　熱乱流ヒート・ストーム。

　バラバラに砕くだけ散る三つの魔ま法ほう式しきと、その破片を吹き散らす想子サイオンの奔ほん流りゆう。

　中止を告げる達たつ也やの声は、果たして三人の意識に届いたかどうか。

　全すべての攻こう撃げき性魔法が消し飛ばされた静せい寂じやくの中で、琢たく磨まも、香か澄すみも、泉いず美みも、何が起こったのか理解できず呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。その場にいる誰だれもが、何が起こったのか理解できず呆ぼう然ぜんとしている──という状態ではない。絶句して立ち尽つくしているのは試合の当事者、一年生の三人だけだ。

　十と三み束つかも目を丸くしているが、それ程衝しよう撃げきを受けたという表情ではない。驚おどろいていることは驚いているが、むしろ何が起こったのか理解した上で感心しているという態ていだった。残る三人、深み雪ゆき、ほのか、雫しずくは「さすがですね」という顔だ。

　実は何が起こったのか正確に理解しているのは深雪だけだったのだが、表面的な現象、「達也の対抗魔法によって琢たく磨まと香か澄すみと泉いず美みの魔法が一いつ瞬しゆんで無効化された」ということすら一年生トリオには理解できていなかった。

「この試合は双そう方ほう失格とする」

　審しん判ぱんとして達也が裁定を下す。そこでようやく、凍結フリーズしていた一年生が再起動した。

「どういうことですかっ!?」

　一番手で達也に食って掛かったのは香澄だった。

「試合前に言ったはずだ。致ち死し性の攻撃、治ち癒ゆ不能な怪け我がを負わせる攻撃は禁止、危険だと判断した場合は強制的に試合を止めると」

「では、どのような決着になるのでしょう？」

　双ふた子ごの姉よりも落ち着いた口調で、ただしいつもより強い語調で泉美が質問する。

「双方失格、つまり両方とも負けということだな」

　引き分けではなく、どちらも負け。達也があえてそう言ったのは「再戦を認めない」という含みを持たせてのものだったが、泉美たちがそれを理解したかどうかは疑わしい。

「しかし司し波ば先せん輩ぱい、窒息乱流ナイトロゲン・ストームはミリオン・エッジと違い、致死性の魔法でも後こう遺い症しようを残すような魔法でもありませんが」

　泉美の主張は「七しつ宝ぽう君の反則負けでは？」という意味だ。琢磨もすぐにそう理解した。ほとんどタイムラグ無しに反論の声を上げようとした琢磨だが、達也の方が早かった。

「確かに窒息乱流は相手に重大な後遺症を残さないレベルに威い力りよくをコントロールすることもできる。だが泉美、さっきのお前たちにその余よ裕ゆうは無かったはずだ」

　達也に「違うか？」という目を向けられて、双子は共に口ごもる。

「その様なことはありませんでした！」

　その代わり、というわけでもないだろうが、今度は琢たく磨まが達たつ也やに食って掛かった。

「そうなる前に決着はついていました！」

　達也の目に面白そうな──愉ゆ快かいな、という意味ではなく興味深げという意味で──光が宿る。

「自分の勝ちだったと言いたいのか？」

「そうです」

　達也の冷ややかな眼まな差ざしにも怯ひるまず、琢磨は傲ごう然ぜんと言い放つ。

「七さえ草ぐさの熱乱流ヒート・ストームではミリオン・エッジを止められませんでした。窒息乱流ナイトロゲン・ストームが俺おれの気密シールドを破る前に、俺の攻こう撃げきが七草に届いていました！」

　冷ややかさに加えて、達也の視線に皮肉げな色が混ざった。

「つまり俺が手を出さなければ、百万の紙片が高熱を帯びた状態で高校一年生の女の子の柔やわ肌はだを蹂じゆう躙りんしたはずだ、と主張するのか」

　控ひかえめに噴ふき出す音が聞こえた。それは少なくとも二人以上の失笑だった。

　琢磨の顔に血が上る。顔色が誰だれの目にも明らかな程赤くなった。

「ならば七しつ宝ぽう。この試合は、お前の反則負けだ」

　興こう奮ふんした琢磨が激発する前に、達也が冷れい酷こくなまでに冷静な口調で宣言する。琢磨の敗北だと。その冷たい鋼のような声が琢磨に反論を躊躇ためらわせた。

「ミリオン・エッジをまともに浴びせればどういう結果になるか、知らないとは言わせない」

　琢磨は何事か言い掛けていたが、言い訳を許すつもりは達也に無かった。

「過か剰じよう攻撃が許されるのは殺し合いだけだ。ルールのある試合で、許されることじゃない」

「ではっ！」

　琢磨が自分を絡からめ取る達也のプレッシャーを振り払うように、必要以上の勢いで反はん駁ばくの声を上げる。その短い一言を繰り出すだけで、彼は見るからに消しよう耗もうしていた。

「ミリオン・エッジを使えば俺の負けだと最初から決まっていたんですか!?」

「攻撃力をコントロールできない限り、反則となる」

「そんな、無茶苦茶だ！」

　いきり立つ琢磨に対して、達也はあくまで冷静に対応している。それがますます琢磨の興奮を煽あおっていた。彼のエキサイトぶりは部活連の先せん輩ぱいである十と三み束つかばかりか、たった今まで琢磨と争っていた香か澄すみまでハラハラして見ている程だ。

「じゃあ俺は試合が始まる前から切り札を封ふうじられていたことになる！　とんだハンディキャップマッチじゃないですか！」

「条件は同じだ。殺傷性の高い魔ま法ほうは七さえ草ぐさ姉妹にも等しく禁止されていた」

　ただ、口論の先行きを懸け念ねんしているのは今のところその二人だけだった。二年生女子──深み雪ゆき、雫しずく、ほのかは生温かい目を琢磨へ向けているだけだった。

「詭き弁べんだ！　あいつらは禁止されるような殺傷力の高い魔ま法ほうを持っていないじゃないか！」

「窒息乱流ナイトロゲン・ストームは十分な殺傷力を持つ。最初止めなかったのは、威い力りよくがルールの範囲内にコントロールされていたからだ」

　達たつ也やのお世辞にも機き嫌げんが良いと言えない声に、琢たく磨まが言葉を詰つまらせる。彼を見み詰つめる冷ややかな視線。達也だけでなく、上級生の女子生徒三人にも冷笑されている気がして、琢磨は必死に反論の糸口を探した。

「だが七しつ宝ぽう、お前はミリオン・エッジの威力を抑おさえることができていなかった」

「言い掛かりだ！　俺おれはちゃんと術式を制せい御ぎよしていた！」

　琢磨の反論はまるで根こん拠きよの無い、反射的で感情的で短たん絡らく的なものだ。琢磨のミリオン・エッジが十分に加減されたもので無かったことは、この場に立ち合っている二年生全員の目に明らかだった。

　達也が自分の判断だけで無く、深み雪ゆき、ほのか、雫しずく、十と三み束つか全員に意見を求めたなら、琢磨も引き下がらざるを得なかっただろう。達也の身内だけならともかく、十三束まで達也のジャッジを支持したとなれば強情を張り通すのは難しかったに違いない。

「この試合の審しん判ぱんは俺だ。判定は俺が下す。それも最初に言っておいたはずだ」

　しかし達也はそうしなかった。判定は審判が下す。この原則を曲げる必要を、達也は感じなかった。

「──ああ、分かったよ！　つまりミリオン・エッジの使用イコール過か剰じよう攻こう撃げきだってことだろ！　だったら最初からそう言ってくれれば良かったじゃないか！　ミリオン・エッジがルール違反だと分かっていれば、他にも戦いようはあったんだ！」

　琢磨は自分の発言こそが子供じみた言い掛かりになっていることに気づいていない。

　そして彼以外の全員が、それに気づいていた。

　琢磨を見る十三束の目は、ハラハラからオロオロに変わっていた。

　琢磨を見る深雪の目には、生温かい光に替わって鋭するどい光が宿っていた。

　だが達也は今までと変わらず冷たい論理で、琢磨の難なん癖くせに応じた。

「甘えるな、七宝。威力をコントロールできないのはお前が未熟だからだ。条件が与えられているにも拘かかわらずそれを満たせなかったのはお前の技能不足でしかない」

「雑草ウイードのアンタに言われたくない！」

　室内がシン……と静まり返った。肌はだを刺さすような緊きん張ちよう感かんが静せい寂じやくを満たしている。

　真っ赤に染まっていた琢磨の顔は、血の気を失って少し青ざめている。彼もここまで言うつもりは無かったのだろう。逆上して、取り返しのつかない失言をしてしまった、と感じているようだ。

　ほのかと雫は別の意味で青ざめていた。今にもこの部屋にブリザードが吹き荒あれるのではないかと恐きよう怖ふしていた。だが幸い、そうなる前に達也が口を開いた。

「俺おれに言われるのは不満か？」

　琢たく磨まは自分の発言が二重の意味で不適切なものだということを自覚していた。「ウィード」という単語は少なくともこの場で口にすべきではない言葉だったし、達たつ也やは二科生から実力で魔ま工こう科か生にランクアップした「例外」だ。この失態を何とか挽ばん回かいしようと琢磨は必死に頭を働かせた。だが追い詰つめられ冷静さを欠いている状態で、良い知恵など中々出てくるものではない。それでも琢磨は、口を閉ざさなかった。

「ふ……不満なのは公平性を欠いたジャッジに対してです！　七さえ草ぐさが窒息乱流ナイトロゲン・ストームをコントロールできていて、俺がミリオン・エッジをコントロールできていないというのは司し波ば先せん輩ぱいの主観にすぎないじゃないですか。俺はミリオン・エッジを完全にコントロールしていました！　司波先輩のジャッジは明らかに七草を贔屓ひいきしています！」

「七しつ宝ぽう……お前、言っていることが支し離り滅めつ裂れつだぞ」

　感情的な反発に任せて駄だ々だっ子のような言い訳をしている琢磨を、呆あきれ声でたしなめたのは達也ではなく十と三み束つかだった。

「あのまま続ければ、お前の魔法が七草さんたちに試合の限度を超えた傷を負わせていたと、さっきは自分で認めていたじゃないか」

「それは七草が熱乱流ヒート・ストームを使ったからです！」

　琢磨の言い分に全く道理が無いわけではなかった。だが残念なことに、今この場では責任転てん嫁かにしか聞こえない。

「もう良いよ、七宝」

　白けた声が琢磨と十三束の間に割って入った。その声は香か澄すみの口から発せられていた。

「そこまで負けたくなかったんだったらさ、もうアンタの勝ちで良いよ」

「香澄ちゃん、本当に良いんですか？」

　程度の強弱はあるにせよ意外感に打たれた顔が並ぶ中で、香澄にそう問い掛けたのは彼女を最も理解しているであろう泉いず美みだった。

「うん。さっきのもよくよく考えてみたら、そこまで熱くなることじゃなかったし。大体高校の非公式試合で乗積マルチプリケイテ魔法イブ・キヤスト使って、しかも窒息乱流に熱乱流のマルチ・キャストなんて、どう見てもやり過ぎでしょ。司波先輩の言うとおりだよ」

　その言葉のとおり、香澄はすっかり冷めてしまっている様子だった。琢磨を見る目も敵意ではなく無関心に変わっている。

「……香澄ちゃんがそう言うのでしたら」

　泉美も割とあっさり香澄の言い分を受け容いれた。元々彼女は双ふた子ごの姉のお手伝いのつもりだ。香澄がそれで良いと言うなら、泉美が拘こだわるべきものは無かった。

　琢磨は何事か叫びかけて、全力で口を閉ざしていた。「ふざけるな！」という怒ど号ごうが喉のど元もとまで出掛っていたが、それを口に出すのはあまりに無ぶ様ざまだと気付いたからだ。意外感に打たれ絶句していたインターバルのお蔭かげで彼もその程度には理性的な判断力を回復していた。

　香か澄すみが達たつ也やの方へ歩いていき、その後ろを泉いず美みがついていく。

「司し波ば先輩、ご迷惑をお掛けしました」

　香澄と泉美が達也に向かって頭を下げた。泉美の意識が七割ほど深み雪ゆきに向いていたのはご愛あい嬌きようと言うべきだろう。

　──琢たく磨まは歯を食くい縛しばってそれを見ていた。

「ただ、一言だけ良いですか」

　もっとも、謝罪だけで終わらないのが香澄らしかった。いや、この場合は達也に対する香澄らしかった、と表現すべきか。

「何だ」

　達也の表情も琢磨に対していた時とは打って変わって苦笑気味だ。

「私は──私たちは魔ま法ほうの制せい御ぎよを失っていませんでした。あそこで試合を止めたのは、先輩のミスジャッジです」

　強気な瞳ひとみで早口にまくし立てて、香澄は達也の返事を待たず演習室を出ていく。

「あ、あの」

　香澄の背中と達也の顔を交互に見て、泉美が珍しく本気で困こん惑わくしていた。

「泉美」

「はひっ！」

　予想外というわけでもなかっただろうに、達也に名前を呼ばれて泉美が飛び上がるように背筋を伸ばし答えた。その直後、舌をもつれさせてしまったことを恥じらい俯うつむく。

　そんな泉美を笑いもせず、かと言って厳しさも無い穏おだやかな顔で達也が言葉を続ける。

「香澄に伝えておいてくれないか。不満なら、何い時つでも相手になると」

　泉美が目を大きく見開いているのは意外感の故ゆえか。達也のセリフが香澄を気き遣づかってのものだと泉美はすぐに理解した。それは彼女が持っていた達也のイメージから大きく乖かい離りしていた。

「……承うけたまわりました。先輩、ありがとうございます」

　達也にそう答えて、泉美は深々と腰を折った。長すぎず短すぎないお辞じ儀ぎの後、顔を上げた泉美は何な故ぜか、その場に留とどまっていた。

「何だ？」

　達也がそう水を向けると、泉美が達也に向け初めて素直な笑みを見せた。

「私わたくし、先輩のことをちょっぴり見直しました。少しは深雪お姉さまのご兄弟らしいところがおありだったのですね」

　ツッコミどころ過か剰じよう積せき載さいで荷に崩くずれを起こしそうなセリフだったが、正直すぎてかえって毒気を抜ぬかれたのか、達也は「失礼します」と一礼した泉美を無言で見送った。




　香か澄すみと泉いず美みが去った後の演習室に、琢たく磨まは無言で立ち尽つくしたままだった。二年生から見ると取り残された感が否いなめなかったが、琢磨自身はそう考えていない。

「司し波ば先せん輩ぱい」

　彼の、少なくとも意識の上では、邪じや魔ま者ものがいなくなった所で達たつ也やと話をしたかった。その為ためにあえて残っていたのだ。

「まだ何か言いたいことがあるのか？」

　達也の声は相変わらず冷たい。それを「大人げない」と咎とがめる者はいなかった。少なくともこの部屋で交わされた会話を聞く限り、誰だれもが琢磨に非があると認めただろう。実は琢磨自身もある程度理性を回復した今はそう思っていた。だが同時に彼は、今いま更さら詫わびを入れても遅すぎると自分の行いに見切りをつけていた。彼は礼節以外の部分で失地を回復しなければならないと思い込んでいた。

「俺おれはまだ納得していません」

「何に」

「俺が反則負けだということにです」

「七しつ宝ぽう！」

　堪たまらず、という感じで十と三み束つかが声を荒あらげる。しかし琢磨は達也に視線を固定したまま、十三束に目を向けなかった。

「何が望みだ？」

　達也には琢磨の抗こう議ぎを突つっぱねることもできた。そもそもこの試合は重大な校則違反を犯した琢磨と香澄に対する救済措そ置ちだ。特に、最悪の場合退学処分だった琢磨に対する救済という色しき彩さいが濃い。贔屓ひいきだろうがイカサマだろうが琢磨はケチをつけられる立場でなかった。

　それなのに達也は琢磨の言い分を訊たずねている。これは達也の優しさ、というよりも面倒事を後々まで引きずりたくないという心理が働いてのものだった。

「俺に証明させてください」

「何をだ？」

「俺がミリオン・エッジをコントロールできていたという証明です」

「どうやって？」

「俺と立ち合ってください！　ミリオン・エッジを使って、俺は無傷で先輩を降参させて見せます！」

　琢磨の言葉に深み雪ゆきが柳りゆう眉びを吊つり上げた。だが、白い闇やみが室内を覆おおい尽つくすことはなかった。

　彼女の感情が爆ばく発はつする前に、激しい打だ撃げきの音と人が床ゆかを転がる音が立て続けに起こる。その意外な光景に深雪の怒いかりは中断された。

　床に倒れたのは琢磨。

　彼を殴なぐり倒したのは十三束だった。

「……十と三み束つか先輩？」

　何が起こったかわからないという顔で床ゆかに手を突ついたまま見上げる琢たく磨まを、

「七しつ宝ぽう、いい加減にしろ！」

　十三束が血相を変えて怒ど鳴なりつけた。元々の顔立ちが悪いのか、鬼おにの形ぎよう相そうとか憤ふん怒ぬの表情とかそういう表現はまるで当てはまらなかったが、彼が本気で怒っているのは確かだった。

「さっきから聞いていれば独ひとり善よがりで無礼千万なことばかり……何様のつもりだ、お前は！　二十八家がそんなに偉いとでも言うのか!?」

「俺おれは……そんなつもりじゃ」

　床の上で独り言のように呟つぶやく琢磨。上体を起こしただけで座り込んだままなのは、ショックのあまり立ち上がることも忘れているからに違いなかった。

　琢磨は本当に気付いていなかった。彼には本当に自覚が無かった。十じゆつ師し族ぞくの地位に固こ執しつする彼は、上を見るだけで下を見ようとしなかった。いや、下を向くことはあってもそれを見ていなかった。十師族になれない七宝家に価値を認めていない琢磨は、十師族になる資格もない魔ま法ほう師しを無意識のうちに、自分の父親に対するのと同じように見下していた。

「七宝。お前が自分の力を証明したいと言うなら、僕が付き合ってやる！　それとも僕では不満か？　百ひやつ家け・十三束の出来損ない、『レンジ・ゼロ』では相手に不足か」

　十三束の気迫に圧おされたのか、琢磨が尻しり餅もちをついた状態で後あと退ずさる。そのまま十三束が襲おそい掛かるか、それとも琢磨が「窮きゆう鼠そ猫を嚙かむ」を実演するか、いずれにせよ何い時つ一戦始まってもおかしくない剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが演習室内に漂ただよった。

「十三束君、落ち着いてください」

　発火寸前の熱を冷ましたのは、深み雪ゆきの涼すずやかな声だった。

「生徒会長と風紀委員長の承認が無い限り、試合は認められません。それに、七宝君にも考える時間が必要なのでは？　ミリオン・エッジの発動媒ばい体たいを準備する必要もあるでしょうし」

「……そうですね。すみません」

　深雪の指し摘てきに、自分まで逆上していたことを十三束は恥じた。

「七宝くん、立てますか？」

　壁かべ際ぎわに引き下がった十三束に代わって、ほのかが琢磨の前に進み出る。彼女も本当は達たつ也やに非礼を働いた琢磨に腹を立てていたのだが、だからといって床に座り込んだままの下級生を放置するには、ほのかは人間的に善良すぎた。

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　琢磨が勢いよく立ち上がる。顔が少し赤いのは、自分の派は閥ばつに取り込もうとしている女の子に無ぶ様ざまな姿を見られたから──と琢磨は考えることにした。

　自分が口を挿はさむと収拾がつかなくなると考え沈黙を保っていた達也が、頃ころ合あいと見て口を開く。

「七しつ宝ぽう、俺おれはお前とやり合うつもりはない。十と三み束つか、七宝とやるならまず服部はつとり会頭に話を通しておいた方が良いぞ」

「えっ、あっ、そうだよね」

　決まり悪げに答えたのは十三束。琢たく磨まは無言で達たつ也やを睨にらんでいる。

「ほのか、すまないが戸と締じまりを頼む」

「はい、達也さん」

　達也は「これ以上の揉もめ事は御ご免めんこうむる」とばかり、そそくさとその場を後にした。

　深み雪ゆきだけを連れて。




　しかしあいにく、達也はこの一件からそう簡単に逃げられなかった。

　鍵かぎを閉めたほのかが生徒会室へ戻もどってきて、十五分ほど経たった頃ころのこと。今日はもう帰ろうかと達也が腰を上げかけた、ちょうどその時。生徒会室のドアチャイムが鳴った。

「はい、どうぞ」

「失礼する」

　あずさがリモートで解かい錠じようしたドアから入ってきたのは、部活連会頭の服部だった。

　嫌いやな予感、というより確信を懐いだいて、達也が椅い子すに座り直す。

　服部は実に苦々しい、あるいは心苦しいという顔であずさの前へ歩いていく。

　デスクの前に座ったままのあずさの顔に怯おびえた様子の無いのが、達也には意外だった。

「中なか条じよう、実に言い難いというか、みっともない話なんだが……」

「服部くん、どうしたんですか？」

　あずさとしては、そう答えるしかないだろう。

「すまない。また、試合の認可をもらいたい」

「またですか!?　今度はいったい誰だれです？」

　ここであれこれ言い訳しないのは、服部の真ま面じ目めな気き質しつを反映した美点といえる。

　少なくともこうなることを予測していながら、これ以上関わりたくないという理由で何も報告していない達也よりも、責任感があると言えよう。

「十三束と七宝だ」

「また七宝くんですか……」

　服部もあずさと同じ気持ちなのは、眉み間けんに寄った深いしわが物語っていた。

「……性格に多少問題があるのは生徒会勧かん誘ゆうを蹴けった時点で予想していた。今回のことも、本当ならばきつく叱しかって反省を促うながすべきなのかもしれない」

　深雪とほのかが揃そろって頷うなずいている姿は、服部の目に入らなかった。

「しかし、あの才能は惜おしい。少し謙けん虚きよになることを覚えれば、七宝は大きく伸びると俺は考えている」

　深み雪ゆきとほのかが顔を見合わせて、アイコンタクトで「どう思う？」「無理でしょう」と語り合っていたのも服部はつとりには見えなかった。

「あいつの鼻をへし折るには、きつい言葉で叱しつ責せきするより敗北を味わわせる方が良いと考えた」

「その為ための試合ですか……でも、十と三み束つかくんで大だい丈じよう夫ぶなんですか？　そういう理由なら沢さわ木きくんや、それこそ服部くん自身の方が確実じゃないですか？」

　克かつ人とと真ま由ゆ美みと摩ま利りが卒業して、現在の一高最強は表向き服部と沢木のツートップということになっている。（「なっている」といってもそれは生徒の評判であって、トーナメントを開かい催さいしたわけではない）

「俺おれが稽けい古こをつけることも考えたが、十三束から強い要望があった。今までも七しつ宝ぽうの教育は十三束に任せてあったし、力量的にも不足は無い。だから今回はあいつに任せようと思う」

「良いんじゃないかな、それで」

　それまで服部の話を静かに聞いていた五い十そ里りが、あずさにそう助言した。

「十三束君は強いよ。服部君の言うとおり、実力的に心配は無い」

　お互いの家が得意としている分野の関係で、十三束家と五十里家の間には浅からぬ交流がある。五十里啓けいが十三束鋼はがねの実力を知っていても不思議は無い。

「それに十三束君は性格も真ま面じ目めだ。あんな境きよう遇ぐうなのに気性が捻ねじ曲がってもいない。七宝君と試合をさせても悪い結果にはならないと思うよ」

　あずさはそれを知っていたから、五十里のアドバイスを素直に受け容いれた。

「それで、希望日はいつなんですか？　今日はもう閉門まで余り時間がありませんから許可できませんけど」

　あずさの質問に対する答えは、服部の中に用意されていた。

「明後日あさつてではダメだろうか」

「明日じゃなくて良いんですか？」

「連戦を言い訳にさせたくないからな。一日、休養日を設けた方が良いだろう」

「明後日は土曜日ですから、放課後、演習室が空あいているかどうか……」

　そう言いながらあずさが自分で施し設せつの予約状じよう況きようを呼び出す。

「あっ、三時から第三演習室が使えますね。一時間で良いですか？」

「二時間、押さえられないか？」

「ええと、大丈夫ですよ」

　服部のリクエストに訝いぶかしさを覚えながら、あずさはそのまま演習室の予約を行った。

「じゃあ許可証を発行しておきますので」

「すまんな。手間を掛ける」

　頭を下げながら謝辞を述べる服部の前で、あずさは微笑ほほえましげにクスリと笑った。

「……何かおかしかったか？」

「服部はつとりくん、何だか十じゆう文もん字じ先輩に似てきたね」

　あずさにしてみればこれは間違いなく誉ほめ言葉だった。ただ自分が克かつ人とと明らかにタイプが違うと自覚している服部にとっては、器量の不足を真ま似ねで補っていると言われたような気がして結構微び妙みような気分だった。




　　　　◇　◇　◇




　部屋着に着替えて先にソファで寛くつろいでいる兄を、深み雪ゆきはリビングの入り口で気き遣づかわしげに見み詰つめた。

　学校から家までの帰り道の間、達たつ也やは何事か考え込んでいるようだった。もっともこれは深雪がそう感じたというだけで、達也の態度に常つね日ひ頃ごろとの違いは見られなかった。話し掛ければきちんと応えが返ってくる。受け身の会話だけでなく、水み波なみに学校生活の感想を訊たずねたり、今日のことが一年生の間で早速噂うわさになっていないか情報収集したりもしていた。

　しかし、どれ程いつもどおりに見えても、達也は間違いなく何かに悩んでいる。深雪はそれを確信していた。彼女に観察力が有るとか無いとかではなく、何となく兄の迷いが伝わってくるのだ。

　心がつながっている感じ、とでも言えば良いのだろうか。

　深雪がそれを強く意識するようになったのは最近のことだ。テレパシーの一種なのかもしれない、とも思うし、そうではないとも思う。その正体が何であれ、それは深雪にとって嬉うれしいことだった。兄と心がつながっていると実感できるだけで深雪は幸せな気持ちになれた。

　こうして兄の悩みに気づくことができる。それも深雪にとっては喜ばしいことだった。だから余計に、達也が何に悩んでいるのか気になった。兄が悩んでいると分かっていながら、それを見ないふりなど深雪には到とう底ていできなかった。

「お兄様」

　結局深雪は、ストレートに訊たずねてみることにした。心がつながっているといってもテレパシーと違って思考を読むことはできないし、たとえテレパシー能力があっても兄の思考を勝手にのぞき見るなど畏おそれ多くてできるはずもない。彼女にできることがあるとしても、何をすれば良いか分からなければ力にはなれないのだ。（ちなみに二十一世紀末現在の研究結果によれば、テレパシーは言語化した表層思考しか読み取れないことが判明している）

　兄の許しを得て達也の正面に腰を下ろした深雪は、（自分では気づいていなかったが）随ずい分ぶん思い詰つめた顔で達也に問い掛けた。

「お兄様、何をお悩みなのですか？」

　いくらストレートに、といってもいささか直ちよく截せつ的すぎる問い掛けだった。達也も面めん食くらった表情で妹を見返していたが、しかしだからこそ彼も誤ご魔ま化かそうという気を起こさなかったのかもしれない。

「七しつ宝ぽうのことが少し気になってな」

「……お兄様。もし彼の不ふ遜そんな態度を許しがたいものとお考えでしたら、わたしにそう仰おつしやってください」

「いやいや、深み雪ゆき、早まるな」

　深雪の瞳ひとみに殺意一歩手前の剣けん吞のんな光が宿ったのを見て、達たつ也やは慌あわてて手を横に振った。

「確かにアイツの態度はなっていなかったが、それ自体が気になっているわけじゃない。第一、目上に対する態度なら俺おれも余り他ひ人とのことは言えない」

「そんなことはありません。お兄様はいつもご立派です」

　深雪のこの反論は条件反射みたいなものだと分かっているので、達也は何もコメントしないことにした。

「気になったのは、七宝が何な故ぜあそこまで強気でいられるのかという点だ。生徒会入りを断り、七さえ草ぐさ家に嚙かみ付き、上級生を敵に回すことを厭いとわない」

「何も考えていないのではないでしょうか」

　妹の辛しん辣らつな意見に、達也はつい失笑を漏もらしてしまった。

「いや、そういう風にも見えないな。七宝には強い上昇志向がある。あいつを見ていると、十じゆつ師し族ぞくになれないのが不満なんじゃないかと思えてくるよ」

「……しかしそれならなおのこと、生徒会に入って人脈を築こうとするのが普ふ通つうだと思われますが」

「俺もそれが普通だと思う」

　深雪がハッとした顔で片手を口に当てた。

「では、何か普通ではない背景があると？　お兄様はそれをお考えでいらしたのですか？」

「まあ、そうなんだが……」

　達也が口を濁にごしたところで「失礼します」という声と共に水み波なみがリビングへ入って来た。

　彼女の手にはコーヒーカップを載のせたトレーが握にぎられている。

　深雪が「しまった」という表情を浮かべた。深雪は水波に恨うらめしげな目を向けるが、水波はさり気なく目を逸そらしてそれに気づかないふりをした。

「コーヒーをお持ちしました」

「ああ、ありがとう」

　達也もその視線の攻こう防ぼうに気づいていたが、あえて口を挿はさむ愚ぐは犯さなかった。

「そうだ。水波の意見も聞きたい。座ってくれないか」

　達也がこう言ったのは、水波の推理力の方が深雪より当てになると考えたからではない。

　深雪は達也の思考スタイルに影えい響きようされすぎている。彼女には一つの物事を達也と同じ方向から見てしまうきらいがある。それはそれで自分の分析を補完してくれるものとして達也は重宝しているのだが、今は別視点からのアイデアが欲しいと考えたのだ。

「はい」

　そう言いながら水み波なみは腰を下ろそうとしない。ただテーブルの脇わきに控ひかえているだけだ。そこに断固とした職業意識を垣かい間ま見て、達たつ也やは時間を無む駄だにすることを止めた。

「水波は七しつ宝ぽう琢たく磨まにどういう印象を持っている？」

「身の程を弁わきまえぬ愚おろか者です」

　水波の回答には一いち分ぶの躊ちゆう躇ちよもなかった。

　向かいの席で深み雪ゆきが大きく頷うなずいている。それを横目で見ながら、達也は「質問の仕方がまずかったか」と反省した。頭がずきずき痛んでいるのは気の所せ為いとして処理する（実際に、肉体的なものではない）。

「──そう考える理由は？」

　とりあえず達也は理由を訊きいてみることにした。その質問にも、水波は迷う素振りも無く答えた。

「彼はまるで狂犬です。相手との力量差も利害関係も考えず嚙かみ付いている。あの見境無い攻こう撃げき性はまるで、自分が一番強いと思っているのではなく自分が一番強くなければならないと思い込んでいるようです」

　水波も琢磨に相当苛いら立だちを募つのらせていたようで、いつになく饒じよう舌ぜつに自分の思いを述べた。

「一番強くなければならない、か……」

　水波がどの程度深く考えてそう言ったのかは分からないが、彼女の感想は案外的を射ているように達也は感じた。

「誰だれかがそういう風に煽あおっているのだろうか」

　達也のこのセリフは深雪に向けたものでも水波に向けたものでもない。自分の考えをまとめる為ための、独ひとり言のようなものだったが、深雪はそう受け取らなかった。

「煽る……七しつ宝ぽう家の教育方針なのでしょうか？　七宝家の嫡ちやく男なんは誰よりも強くあらねばならない……とか」

　深雪の推測はどちらかと言うと四よつ葉ば家のあり方に近いものだった。だがここにいる三人は皆、そういう四葉的な信条にどっぷり浸つかかっている為に誰もそのことに気づかなかった。

「いや、七宝家当主の七宝拓たく巳みさんは臆おく病びようなくらい慎しん重ちような性格だと聞いている。七宝家の方針なら、本心はともかくもう少し自重するはずだ」

「達也兄さま。七宝琢磨のあれは煽られた結果というより、おだてられた結果に思えるのですが」

　水波のセリフに反応したのは深雪だった。

「七宝君と利害を共にするのでは無く、彼を利用しようとしている者がいるということ？」

「そこまでは考えておりませんでしたが……深雪姉さまの仰おつしやるとおりのような気がします」

　水み波なみが深み雪ゆきの言葉に頷うなずく横で、達たつ也やも心の中で頷いていた。そう、琢たく磨まに酷こくな言い方をすれば、踊らされている。彼の起こした一連の騒動を見ているとそんなフレーズが湧わいてくる。

「気になるな。一体何が目的なのか……少し調べてみるか？」

「先生にお願いされるのですか？」

　八や雲くもに依頼するのか、という深雪の質問と、

「黒くろ羽ば様に電話をおつなぎしますか？」

　黒羽を使ってはどうか、という水波の提案、

「いや」

　達也はそのどちらにも頷うなずかなかった。

「こんなあやふやな話で師し匠しようの手を煩わずらわせられないし、叔お母ば上に助力を請こうわけにもいかない。かと言って俺おれ一人ではな……」

　達也は迷いを振り切るように頭かぶりを振った。

「放っておくと、ろくなことにならない気はするが……仕方ない。しばらく様子を見る以外にないか」

　後ろ向きな結論だが、達也はそれ以外の対応を思いつかなかった。目の前で起こっている荒あら事ごとならば一人でも腕力で解決できるが、調べ物には時間と人手が必要なのだ。真さな田だや藤ふじ林ばやしのようなハッキング技術があればその限りでもないが、今の彼のスキルでは無い物ねだりである。達也はおとなしく諦あきらめることにした、のだが。

　トラブルの神様は（悪あく魔まは？）、あくまで彼をこき使うつもりのようだった。

　達也がコーヒーを飲み干して立ち上がろうとしたちょうどその時、電話のベルが鳴った。発信元を示すサインを見て、達也は訝いぶかしさに眉まゆを顰ひそめた。電話を掛けてきた相手は、藤林響きよう子こだった。

「はい、司し波ばです」

　彼の返事を合図にしてリビングのディスプレイが映像電話ヴイジホンのモニターとして作動を始める。

『達也くん、こんばんは。まだお夕食の時間じゃないわよね。今、話せるかしら？』

「ええ、構いません」

　そう答えながら、達也は側かたわらへ目配せした。

『あっ、一いつ緒しよに聞いていてもらって大だい丈じよう夫ぶよ。深雪さんも、水波ちゃんも』

　それはまさしく席を外すようにという合図だったが、藤林が先回りして二人を引き止めた。二人を巻き込むつもりか、という思考が達也の意識を過よぎったが、それよりも水波のことを詳くわしく知っているような口振りに達也はより強い警けい戒かい感かんを覚えた。

『実は、今日七しつ宝ぽう家の長男が起こした騒動に関係した話なんだけど』

「ちょっと待ってください」

　達也は藤林のセリフを途と中ちゆうで遮さえぎった。彼女が切り出そうとした用件は、そのまま何も言わずに聞けるものではなかった。

「何な故ぜ、それをご存じなんですか？　九校戦の代表選出と違ってその件は非公開なんですが。まさか、情報員を潜り込ませているんですか？」

　達たつ也やの問い掛けに、藤ふじ林ばやしは失笑を堪こらえているような表情を見せた。

『彼女にはボーナスを出さないといけないわね。達也くんに監かん視ししていることを気づかせなかったんだから』

「俺おれを監視していたんですか……」

　表情を消して、達也が問う。

『うーん、少し違うわ。貴方あなたを監視していたんじゃなくて、貴方に近づく者を監視していたのよ。貴方と深み雪ゆきさんには直接耳じ目もくを向けないように指示していたのを忠実に守っていたんでしょうね。だから達也くんの知覚に引っ掛からなかったんじゃないかしら』

「何故……いえ、俺が戦略級魔ま法ほう師しだからですか」

『ええ、当然でしょう？　軍が戦略級魔法師を無防備に放置しておくはずないじゃない』

　藤林は罪悪感の一切ない笑顔で自分たちの盗とう聴ちよう盗とう撮さつを暴ばく露ろする。

「誰だれですか、と訊きいても」

『もちろん、教えられないわ』

　達也は一つため息をついて追つい及きゆうを諦あきらめた。元々達也と独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいは無条件の味方同士ではない。それに、味方であろうと戦略級魔法師の動向から目を離せないという理り屈くつも理解できるものだった。

「分かりました……。それで、七しつ宝ぽうのことで何か？」

　今までの会話を棚たな上あげして何も無かった表情で訊たずねる達也に、藤林は電話に出た時と同じ顔で答えた。

『彼の後援者のこと知りたくないかな、と思って』

　まさに今、達也たちが会話していた内容までも、盗聴していたようなセリフだった。

「……何故そう考えたんですか？」

　しかし、いくら相手が藤林でも自宅に盗聴器を仕掛けられて気づかぬ程、達也は呆ぼけていないつもりだ。それにもし自宅の会話までも盗聴されていたとするならば、そのことを達也に覚さとらせるような不用意な真ま似ねを彼女や彼女の上官がするはずもなかった。

　十じゆつ師し族ぞくの補佐を務める師補十八家の一つ、七宝家。その跡あと取とり息子に少なからぬ影えい響きようを与えている人物。その存在は魔法を国防力の重要な構成要素と認識している独立魔装大隊のような部隊にとって無視し得ない不安材料に違いない。あるいは、既すでに詳しよう細さいな情報を得ているのか。

　達也の質問に対する答えは、彼が予想した二つの回答の内の一つだった。

『私が気になったから』

　この答えを額面どおりに受け取るのは危険だろう。全くの噓うそでもない代わり、全くの本音でもないはずだ。

『それで、一いつ緒しよに探ってみない？　っていう提案なんだけど』

　だが彼女の提案が達たつ也やにとって渡りに船であることも確かだった。

「具体的には、俺おれは何をすれば良いんですか」

『自宅の監かん視しはこっちで引き受けるわ。達也くんには、七しつ宝ぽうくんが後援者の所へ行くときについて来て欲しいの』

「それはむしろこちらからお願いしたいくらいですが……何の為ためですか？」

『私たちは縄なわ張ばり的に、国内の事件には不ふ干かん渉しようだからね。達也くんだったら学校の先せん輩ぱいが後輩のことを心配して、で済むでしょ？　だからといって堅気の学生さんに危険な真ま似ねはさせられないし』

　俺だったらいいのか！　というツッコミは達也の意識に上のぼりもしなかった。

「分かりました。そういうことでしたらお引き受けします」

『動きがあったら連絡するわ。じゃあそういうことで深み雪ゆきさん、その時は達也くんをお借りするわね』

　毒気を抜ぬかれた声で深雪が応おう諾だくするのを聞いて、藤ふじ林ばやしはウインクと共に電話を切った。
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「誰だれが裏切っているのでしょうね……」

　周しゆう公こう瑾きんはその秀しゆう麗れいな眉び目もくを曇くもらせ、オートスクロールする報告書を眺ながめていた。眉み間けんにはしわが寄っている。彼がこのように不快感を露あらわにするのは珍しいことだった。

　つい先程、日付は四月二十六日から四月二十七日に変わった。しかし彼はそれに気づいていない。それ程、周公瑾は手元の報告書に集中していた。

　スクロールが止まり、周は情報端末から顔を上げた。軽いため息を吐つくと、テーブルの酒しゆ杯はいに手を伸ばす。この報告書に目を通すのはこれで三度目だ。その記き載さい内容に間違いは見つけられない。本気で間違いがあると思っていたわけではなかったが、結局不ふ愉ゆ快かいな事実を再確認するだけに終わった徒労感を拭ぬぐい去るには少量なりと酒精の力を借りる必要があった。

　この報告書は、世論動向に関する調査書だ。非魔ま法ほう師しが魔法師に対して持つ印象を、非合法な手段も交えて詳しよう細さいに調査した結果である。

　紙にすればさぞ分厚くなるであろう報告書は、昨年末の時点に比べて魔法師に対する悪感情が高まっていることを示していた。特にこの一ヶ月の悪化が顕けん著ちよだ。彼のマスコミ工作は確実に成果を上げている。

　だがその成果は、周が期待した程のものではなかった。明らかに、彼が計算した水準まで達していない。確かに第一高校生によるスタンドプレーという予想外の要因もある。だがその程度のイレギュラーでは説明のつかない乖かい離りが計画値と実績値の間に存在していた。

「ローゼンの介かい入にゆうを計算に入れても説明がつかない……。やはり、こちらの指示どおりに動かなかったメディア局があるということですか」

　彼が画面に呼び出したのは魔ま法ほう師しに対して批判的な報道を行っている動画の日別総時間数。そこには明らかに、計画に対して不足が見られる。つまりテレビを含むプッシュ型の動画メディアを運営する企業に、約束を反ほ故ごにした相手がいるということだ。

「契約に反するとは愚おろかなことを……。荒あら事ごとは趣しゆ味みじゃないんですが」

　周しゆうが行ったのはあくまで裏工作だ。そこには法的効力を証明する契約書など無い。だからこそ、彼自身の手で契約の効力を確保する必要がある。それがたとえ口約束であっても、いや、口約束だからこそ、あらゆる手段を以もつて──履り行こうには報ほう酬しゆうを。不履行には罰ばつ則そくを。

「そういえば、孫そん大人の甥おい御ごさんをお招きしてもう半年が過ぎましたか……。そろそろお仕事をお願いしてもいい頃ころですね」

　周公こう瑾きんは裏切り者に対して、友人の力を借りてペナルティを与えることを決めた。




　　　　◇　◇　◇




　四月二十七日、金曜日。琢たく磨まは学校を休んだ。

　彼は今年の新入生総代であり、一年生の間では有名人だ。昨日起こした騒動も、知っている同級生は多かった。その翌日の欠席だ。一年生のフロアでは、様々な噂うわさが流れた。

　──七さえ草ぐさ姉妹にやられて寝込んでいる。

　──いいや、寝込んでいるのは上級生の制裁を受けたからだ。

　──怪け我がはしていないが試合に負けたショックで引きこもっている。

　──試合には勝ったが騒動を起こした責任を取って自主的に自宅で謹きん慎しんしている。

　──結局謹慎処分を受けて、自宅で上級生相手の下げ克こく上じようを企たくらんでいる。

　こういう噂は、大体悪意に基づくものの方が多い。ただその中には事実に擦かすっているものもあった。

『達たつ也や兄さま。本日、七しつ宝ぽう琢磨は欠席です』

　そういう訳で、水み波なみが律りち儀ぎにメールで知らせてくれる前に達也はその事実を知っていたし、その理由もほぼ正確に推測していた。

　琢磨は謹慎処分を受けていない。これは推測ではなく事実。噂で正しい（と思われる）部分は、上級生との試合に備えているという箇か所しよだ。

　七宝家固有の術式とも言えるミリオン・エッジはＣＡＤを使用せずに発動する群体制せい御ぎよ魔法。その本質はあらかじめ魔法を発動直前の待機状態に置いておき、術者の想子サイオンをキーとして発動する条件発動型遅延術式だ。群体制せい御ぎよの難易度は別として、ＣＡＤの操作手順を省く為ために遅延術式を使うというアイデア自体は珍しいものではない。例えばイギリスはゴールディ家の「魔ま弾だんタスラム」も同じ発想に立つ魔ま法ほうだ。

　ミリオン・エッジがユニークな点は、待機状態を維い持じするテクニックにある。発動直前の状態にある術式をシンボルで記録するのだ。一見、刻印型術式と同じに見える技術だが、刻印型がシンボルに想子サイオンを流して魔法式を構築し事象を改変するのに対して、七しつ宝ぽうのこれはあくまでも条件発動型遅延術式であり、その場で魔法式を組み上げる必要は無い。敵を前にして、その為の時間を必要としない。

　その代わり、事前に魔法の待機状態を記録しておかなければならない。刻印型は魔法式の構築に必要な情報が含まれていればシンボルを刻むのは機械でも可能。ＣＡＤに起動式を記録するのと本質的に同じだからだ。しかし七宝の術式は実際に魔法を発動するのと同じ手順で、術者が魔法を記録しなければならない。

　しかもその記録は使い捨てだ。発動寸前の状態で止めた魔法を解放するだけなのだから当然のことで、達たつ也やが模も索さくしている「何度も使える魔法の記録」とは性質が異なる。つまりミリオン・エッジは、事前準備に大変手間が掛かる魔法なのである。

　琢たく磨まは今いま頃ごろ明日の試合に備えて、ミリオン・エッジの発動媒ばい体たい作りに精を出していることだろう。明日の試合に勝つつもりなら、今日学校を休まなければならなかったのも無理はない。

　ところで水み波なみが琢磨の動向を伝えてきたのは、彼の背後関係の調査に達也が関わることを決めたからだ。こちらが学校に縛しばり付けられている間に、琢磨が黒幕とコンタクトを取るのではないか、と水波は心配しているのだが、それは杞き憂ゆうだと達也は思っている。今日は金曜日。魔法科高校生でなくても、ティーンは普ふ通つう学校に行っている時間だ。ウロウロ出歩いていたら補導されないまでも目立ってしまう。陰いん謀ぼうを巡めぐらせている（つもりの）琢磨は人目につくのを嫌きらうはずだ。背後にいる者と接せつ触しよくするのは夜になってからだろうと達也は考えていた。第一、藤ふじ林ばやしたちが監かん視ししているのだから何かあればそちら経由で連絡が入る。

　夜になるまで、達也は高校生らしく学業に集中することにした。
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「懲ちよう罰ばつ対象の名は小さ和わ村むら喜よし夫お。カルチャー・コミュニケーション・ネットワーク、通つう称しようカル・ネットの社長です」

　周しゆう公こう瑾きんはテーブルの向かい側に座る青年、ロバート＝孫スンに話し掛けながら卓たく上じように革張りのアタッシュケースを置いた。

　ロバートがケースの蓋ふたを持ち上げる。中に入っていたのは自動拳けん銃じゆうと大型ナイフ、可か塑そ性せい爆ばく薬やくと無線起き爆ばく装置、そして真しん鍮ちゆう色の指輪。

「これでその男を始末しろと？」

　無愛想に訊たずねるロバートに、周は残念そうな笑顔で首を振る。

「本来であればそうしたいのですが、あいにく小さ和わ村むら喜よし夫おはパリへ出張中なのです」

　そう言いながら周は、大判のファイルブックをロバートに手渡した。

　今時珍しい紙の書類をロバートがパラパラとめくる。そこには若い女性の写真と詳しよう細さいな個人情報が綴つづり込まれていた。

「代わりに娘を、ということか」

「見せしめには十分でしょう」

　パタン、とファイルブックを閉じて、ロバートがアタッシュケースへ視線を戻もどす。彼の目は真しん鍮ちゆう色の金属、アンティナイト製の指輪に向けられていた。

「魔ま法ほう師しが護衛についているのか？」

「護衛というわけではありませんが、最近身近にいることが多いのです。まだ子供ですが、師補十八家の人間ですよ」

「そうか」

　ロバートの唇くちびるに獰どう猛もうな笑えみが浮かぶ。

「日本軍が作り出した魔法師か……」

　ロバートの認識は厳密に言えば間違っている。十じゆつ師し族ぞくと師補十八家、二十八家は魔法師開発研究所で作り出された魔法師であり、軍そのものが開発した魔法師ではない。だが周に、その些さ細さいな思い違いを正すつもりはなかった。ロバートにとって、日本軍の魔法師は一族の仇かたきだ。せっかくやる気を出しているのに、水を差すのは愚おろかしいというものだった。

「手て筈はずはそこに記されているとおりです。指輪は二人分しか用意できませんでしたが、銃じゆうとナイフは人数分調ととのえてあります」

「十分だ。任せてもらおう」

　アタッシュケースとファイルブックを手に立ち上がったロバート＝孫スンを、周しゆう公こう瑾きんは笑顔で見送った。
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　帰宅後、珍しく授業の復習をしていた達たつ也やは、机の端はしで鳴ったアラームに目を向けた。藤ふじ林ばやしからの合図だ。どういう手段で監かん視ししているのかは聞いていないが、独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいは人手が少ない部隊だから人力ではあるまい。おそらく、街路カメラの個人識別システムに侵しん入にゆうして琢たく磨まの外出を見張っていたのだろう。もしそうだったら公共システムを不正使用したプライバシー侵しん害がいの共犯になるのだが、達也に罪悪感は全く無かった。

　モラルを棚たな上あげにして、というより最初から意識もせずに達也は椅い子すから立ち上がった。もちろん、藤ふじ林ばやしに合流する為ためだ。深み雪ゆきと水み波なみに留守番を言いつけて、つまり決してついて来ないように命じて、達たつ也やは愛車の電動二輪に跨またがった。




　達也たちが見ている前で、琢たく磨まは高級マンション街を構成する中層ビルに姿を消した。彼が尾び行こうを察知した様子は無い。一応、誰だれかに見られていないか気にしていたようだが、目の配り方が如い何かにも素人しろうとで甘かった。

「どうやら七しつ宝ぽう家のご当主は、ご子息に軍事的な訓練を課していらっしゃらないようね」

「軍事的と言うか、カテゴリー的に諜ちよう報ほう員としての訓練ですけどね。ところで何な故ぜ藤林少しよう尉いだけでなく真さな田だ大尉がここに来ているんですか？」

　達也は駅でバイクを止めて、今は大型セダンの後部座席で琢磨の入って行ったマンションを監かん視ししている。その隣となりには膝ひざの上に卓たく上じようサイズの情報端末を載のせた藤林の姿が、フロントシートには大型のタブレットを操作している真田の姿があった。

「才能があって十じゆつ師し族ぞくと折り合いが悪いっていうなら、僕たちの部隊にピッタリだからね」

　前部座席から振り返って真田が答える。達也は意外感に軽く眉まゆを持ち上げた。

「あいつを独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいにスカウトするおつもりですか？」

「あら、達也君は嫌いやかしら？　貴方あなたが七宝君のことを気に入らないと言うなら、仕方が無いから諦あきらめるけど」

　達也は藤林のその言葉に、嫌そうに顔を顰しかめた。

「何ですか、その俺おれに決定権があるみたいな仰おつしやりようは」

「だってねぇ、『大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い』は我が隊の最大戦力ですもの。そのご機き嫌げんを損ねるわけにはいかないでしょう」

　これはもちろん、藤林の冗じよう談だんである。しかしここでむきになると、ろくな結果にはならない。達也は直感的にそう思った。

「……別に俺は七宝のことを嫌きらっているわけじゃありませんよ。こっちにちょっかいを掛けて来なければどうでも良い、というのが本音です」

「好きの反対は無関心、ってやつ？」

　おかしそうに藤林が茶々を入れたが、達也はそれを黙殺した。

「……ではどうしてこの調査に協力しているんだい？」

　藤林からバトンタッチした真田の質問はもっともなものだったので、今度は達也もだんまりは決め込まなかった。

「背後にいるのが例のブランシュのようなヤツらなら、七宝をおとなしくさせても次の問題児が出現するだけですから」

　達也のセリフの途と中ちゆうで、藤林がプッと噴ふき出した。おそらく「誰が問題児ですって？」とでも思ったのだろう。──達也は別段、気にしなかった。

「なる程、七しつ宝ぽう君がやんちゃしているだけなら許容範囲だけど、二人目、三人目、四人目と続かれるのは鬱うつ陶とうしいと」

「鬱陶しいだけではありませんが……そういうことです」

　真さな田だに答える達たつ也やの声はため息混じりだった。

「あっ、話が始まるみたいよ。聞く？」

　片方の耳にイヤホンをつけたまま話をしていた藤ふじ林ばやしが達也に訊たずねた。どうやら、琢たく磨まにつけた盗とう聴ちよう器きから「黒幕」との会話が聞こえてきたらしい。

「ええ、お願いします」

　達也の答えににっこり笑って、藤ふじ林ばやしは音声出力を車のスピーカーに切り替えた。
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　琢磨は基本的に不ふ機き嫌げんな顔をしている。少なくとも小さ和わ村むら真ま紀きの見る七宝琢磨はそんな少年だ。入試で主席を取って新入生総代に選ばれたことを話している時も「機嫌が良い」という顔はしなかった。

　だが今日は何い時つにもまして不機嫌だった。自分ではいつもどおりの顔をしているつもりかもしれないが、真紀にとっては一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。表情作りのプロである女優、しかも生来の美び貌ぼう以上に、喜き怒ど哀あい楽らく好悪愛憎をスクリーンへ思うがまま映し出す「顔」の演技力で若手ナンバーワンの座を勝ち取った真紀の目は誤ご魔ま化かせない。

「琢磨。私、今日は晩ご飯まだなのよ。軽く付き合ってくれない？」

　このまま本題に突とつ入にゆうすると、愚ぐ痴ちを聞かされ苛いら立だちをぶつけられる羽は目めになりそうだった。そこで真紀は「お食事」の名目で少し冷却時間を稼かせごうと企たくらんだ。

「こんな時間からか？　美容に良くないんじゃないか？」

「だから軽く、よ。もうほとんどできているから、持ってくるわね」

　琢磨が「太るぞ」とかそういう失礼なセリフを口にしなかったことに心の中でプラス点をつけながら、真紀はダイニングに引っ込んだ。




　彼女が持ってきたのは薄切りにしたバゲットに生ハムやサーモンやトマトやアボガドなどの具を載のせたオードブルだった。確かに見た目は軽い。ただしカロリーまで軽いかどうかは保証の限りではない。

　琢磨は夕食を済ませてきていたが、そんなことにはお構い無しに真紀の作ったオードブルに手を伸ばした。約五分間、琢磨の口は主に、食べたり飲んだりに使われた。塩味が強いオードブルを吞のみ込むのにがぶ飲みした果実水に少しアルコールが混入されていたことに琢磨は気づかなかった。オードブルにもリキュールが使われていたが、それにも彼は気づいていない。

　お皿に盛った「軽い食事」のほとんどを琢たく磨まが平らげたところを見計らって、真ま紀きは「包容力のある姉」の声で話し掛けた。（ちなみに藤ふじ林ばやしが音声出力を切り替えたのはこの時点だ）

　いつもなら自分の弱みを見せたがらない琢磨が、今夜は何故か多弁だった。




「……そう、そんなことがあったの。琢磨、悔くやしかったのでしょうね」

　真紀はファンが聞いたらため息を吐きそうな甘い声で琢磨をそう慰なぐさめた。今彼女は三人掛けのソファで琢磨の隣となりに座り、彼の肩に手を置いて、顔をのぞき込むような姿勢で話している。

「悔しくなんてない！　最初からフェアな勝負じゃなかったんだ！　あのまま続けていれば俺おれが勝っていた！」

　琢磨はさっきからここを何度も繰り返している。だが真紀は嫌いやな顔一つせず彼に付き合っていた。

「もちろんよ、琢磨。本当なら貴方あなたが勝っていた。貴方は勝者に相応ふさわしい敬意と称しよう賛さんを勝ち得ていたはずだわ。そうならなかったのは、きっと運が悪かったの」

「運が悪かった……？」

「そう。運も実力の内なんて言うけど、あれは正しくないわ。真の実力者は運なんて関係なく、最後は勝つ。でも一つ一つの小さな勝負は、運に左右されることがあるのよ。私だって巡めぐり合わせが悪くて役を取られたことが何回もあるわ」

　真紀は片手を琢磨の肩に載のせたまま、もう片方の手を琢磨の手ての甲こうに重ねた。

　柔やわらかな感かん触しよくが琢磨の肌はだを撫なで、蜜みつのような匂においが彼の嗅きゆう覚かくを刺激した。

「だから大だい丈じよう夫ぶよ、琢磨。昨日は偶たま々たま運が悪かっただけ。そんな小さな勝負に貴方あなたの将来は左右されたりしないわ」

「そうかな……」

　何度も同じようなやり取りを繰り返していたが、ようやく琢磨がそれまでと違う反応を見せた。真紀は内心でホッとして、もう一押し、と思った。

「そうよ。だから元気を出して」

　真紀は琢磨の手を自分の膝ひざの上へ導いた。色仕掛けは彼女の主義に反していたが、弱気な琢磨は真紀の遊び心を刺激するものだった。

　琢磨の手が真紀の膝から少しずつ太ももへ滑すべっていく。真紀がそう動かしているのだ。彼女が着ているのはルーズな前開きのワンピース。スカートの裾すそこそ長いが胸元が大きく開いており、生き地じも素す肌はだが透すけて見える程薄い。スカート越しに真紀の素肌の感触が伝わってきて、ただでさえ酒精の影えい響きようを受け弛ゆるんでいた琢磨の自制心を削けずり取っていく。

　琢磨は真紀の手を振り払って彼女の太ももから掌てのひらを離した。

　次の瞬しゆん間かん、彼の手は真紀の両肩を摑つかんでいた。

　自分を押し倒す力に、真紀は形ばかりしか逆らわなかった。
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「あらあら、何だかすごい展開になっているわね」

　明らかに面白がっている藤ふじ林ばやしへ、達たつ也やはしらけた視線を向ける──ことはしなかった。呆あきれてもいないし、軽けい蔑べつしている様子も無い。ついでに言えば興こう奮ふんとも赤面とも無む縁えんの涼しい顔だ。

「これは好都合かもしれません」

　盗とう聴ちよう器きを通して聞こえてくる湿しめった声を聞きながら、達也は至極ドライな口調でそう応こたえた。

「あら、何を企たくらんでいるの？」

　藤林は楽しそうな顔のまま、興味深げに達也へ問い掛ける。

「つい最近、女性芸能人による少年買春がマスコミを騒がせたばかりですから」

　達也は相変わらず事務的な口調でその問いに答えた。

「……脅おどし？」

　藤林の笑顔にひびが入る。

「偶たまにはこちらも、マスコミを利用して構わないでしょう」

「……よくもまあ、そんなことをすぐに思いつくものだね」

　技術テクノロジーが絡からめばどんな悪あく辣らつな仕掛けも思いつく真さな田だが、引きつり気味の顔で感想を述べる。もっとも「すぐに」の部分にアクセントが置かれていたところを見ると、時間を掛ければ自分も思いついたと考えているらしかった。

「実行犯になると学校側の受けるダメージが大きすぎて交渉材料に使えなくなるかもしれませんので、未み遂すいの内に踏み込むとしましょう」

　藤林と真田の反応にもまるで動じることなく、達也は淡たん々たんと提案した。




　　　　◇　◇　◇




　ソファの上で琢たく磨まに組み敷しかれながら、真ま紀きはその姿を冷静に観察していた。悦えつ楽らくの表情も百パーセント演技というわけではない。琢磨に比べれば少量とはいえ、体内に取り入れたアルコールが理性のブレーキを鈍にぶらせている。ただ彼女の目は陶とう酔すいの色を浮かべながら、同時に醒さめた視界で自分にのしかかっている少年の痴ち態たいを眺めている。身体の感覚と心の快楽を切り離す術すべを、真紀は既すでに修得していた。

　だから琢磨が気づかなくても、真紀は異変に気がついた。ベランダのサッシが微かすかな音を立てて開いていく。間違いなく、鍵かぎが掛かっていたにも拘かかわらず。それ以前に、ベランダには法で許されるぎりぎりの攻こう撃げき力りよくを備えた防犯装置が設置されていたにも拘わらず。

　警報装置は鳴っていない。ボディガードも気づいていないようだ。

「誰だれか来て！　泥どろ棒ぼうよ！」

　防犯設備を過信してシャッターを閉めていなかったことを激しく悔くやみながら、真ま紀きは琢たく磨まを押しのけて叫んだ。

　床ゆかに転げ落ちた琢磨が、その叫び声に反応した。

　慌あわてて立ち上がり真紀が目を向けている方へ振り向く。だが彼が賊ぞくの姿を認めるより早く、彼は顔面に軽い衝しよう撃げきを受けた。何かを投げつけられたのだ、と思い至った時には、抗あらがいがたい睡すい魔まに襲おそわれ琢磨は再び床へ崩くずれ落ちた。

「琢磨!?」

　咄とつ嗟さに口元を袖そでで覆おおった為ために、真紀のあげた悲鳴はくぐもったものになった。琢磨が昏こん倒とうした理由に彼女は心当たりがあった。撮さつ影えいの小道具で、贋物イミテーシヨンと共に本物を見せてもらったことがある。琢磨が顔面に受けたのは、極めて即効性の高い睡すい眠みん薬やくを仕込んだスポンジボールだ。薬効の持続時間は短い。とはいえ、五分や十分で目を覚ますものでもない。

　真紀は恐きよう怖ふに逆らってベランダの側へ振り向いた。サッシもカーテンも既すでに閉まっている。その前には折りたたまれた翼つばさのようなものを背負った、全身黒ずくめ・黒くろ覆ふく面めんの人ひと影かげが立っていた。──その姿はまるで、蝙こう蝠もりをモチーフにした古い映画の怪人のようだった。覆面に「耳」をつければそっくりだ。実を言えばこの衣装は電波吸収素材を使ったステルス装備なのだが、そんなことを真紀が知るはずもない。

「お嬢じよう様さま、ご無事ですか!?」

　その時ようやく、二人の護衛がリビングに飛び込んできた。ちょうど、怪かい人じんが背負っていた翼を床に落としたところだった。その姿を確認するや否や、護衛の女性たちが賊目掛けて躍おどり掛かる。

　睡眠薬ボールは一つしか用意していなかったのだろうか。黒ずくめの賊はその場から動かず彼女たちを迎え撃うった。ボディガードは両手に室内戦せん闘とう用のクラブを持ってる。単なる棍こん棒ぼう・警棒ではなく、柄えの部分がしなる素材で作られ、ゴムに包まれた先端に重量を集めた、メイスとブラックジャックの機能を兼かね備そなえた武器だ。

　振り下ろされたクラブを、怪人は平然と受け止めた。腕で、ではなく手て袋ぶくろをはめた掌てのひらで。

　一歩斜ななめ前に踏み出すことで、片方のボディガードがもう片方の邪じや魔まになるブラインドに入り、二本のクラブのうち一本しか届かないポジションに身を置く。そうすることで防がなければならなかったクラブは一本。その一本を受け止めることで逆に相手の行動を制限し、逃げられなくなったボディガードへ拳を打ち込む。

　護衛の女性は、軽々と吹き飛んだ。

　自分とは一線を画す戦せん闘とう力りよくに、もう一人のボディガードの身体からだがすくむ。

　怪人の行動に容よう赦しやは無かった。

　繰り出される黒い拳。

　真ま紀きの護衛は一いつ矢しも報いることなく無力化された。




　怪かい人じんは腰を抜かしてソファにへたり込んだ真紀の前に立つと、聞き覚えのある声でこう言った。

「服を直してもらえませんか」

　そう言われて、真紀は自分が半はん裸らの状態であることを思い出した。ワンピースはすっかりはだけられ袖そでしか身体からだを隠かくす役に立っていない。下着はまだ役目を果たしているが、露ろ出しゆつしている肌はだには前段階の痕こん跡せきがあちこち記されている。

「あら、服を着ちゃって良いのかしら？」

　真紀はガタガタと震ふるえ出しそうになる身体を全力でコントロールして、駆かけ出し女優の頃ころに監かん督とくから散々ダメ出しを受けた「婀あ娜だっぽい仕草」を演じて見せた。この怪人が彼女の思っているとおりの少年なら、きっと飛びついてくるはず。何が目的か分からないが、情を交わせば自分に有利な方へ持っていく自信が真紀にはあった。

　しかし彼女の企たくらみは、第一歩からつまずいた。いや、第一歩を踏み出すこともできなかった。

「もちろんです。まあ、貴女あなたがそのままで良いと言うなら俺おれは構いませんが」

　真紀は頭から冷や水を浴びせられた気がした。プライドを傷つけられた冷たい怒いかりが怯きよう懦だを上回る。彼女はムッとした表情で身形みなりを整えた。
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「……これで良いかしら。ところで、いつまでそんな物をかぶっているつもり？　似合っていないわよ、司し波ば達たつ也や君」

　真ま紀きが馬鹿にした口調で「そんな物」と言っているのは、蝙こう蝠もりの怪かい人じんに扮ふんした達也がかぶっている黒一色の覆ふく面めん──その正体は新開発の軟なん性せい素材ヘルメット──のことだ。もっとも、彼女が本当に言いたかったのは「司波達也君」の部分。つまり「正体は分かっているわよ」ということなのだが、覆面で表情が隠かくれていても達也が少しも動どう揺ようしていないことが真紀には手に取るように分かった。と言うか、分からせられた。

「では話し合いに移りましょう」

　達也がごく自然に真紀の挑ちよう発はつを無視したことで。

「話し合い？　一体何が目的なのかしら」

　真紀は自分のプライドに拘こだわらなかった。彼女は自分が今、弱者であるということを弁わきまえていた。暴力で敵かなわないのは先程の場面を見ていなくても分かる。女の武器も余り役に立ちそうもない。選せん択たく肢しは極めて少ないと真紀は自覚していた。

「まずこれを聞いてください」

　言葉遣つかいが普通に丁てい寧ねいなことに、真紀は違和感を覚えた。だがそんなものは達也の手にする端末から再生された声を聞いて、一発で吹き飛んだ。

　それは彼女と琢たく磨まが、ソファの上で絡からみ合っている最中の声だった。

「盗み聞きしていたのね!?　この変態！」

　今の状じよう況きようを考えれば好ましいはずのない罵ば倒とうを、真紀は思わず放っていた。その瞬しゆん間かんに「しまった！」と思ったが、カッとなった心は抑おさえられなかった。

「これがマスコミに流出したら大問題でしょうね」

　だが再生を止めて達也が告げた一言に、真紀の心は冷静を通り越して冷却された。

「先日も似たようなニュースで大騒ぎになりましたし……峠とうげを越えた元アイドルでもあの騒動だったんですから、今まさに旬しゆんの美人女優が」

「何が望みなの!?」

　真紀は達也のセリフを遮さえぎってヒステリックに叫んだ。卑ひ劣れつな脅おどしを掛けて来ている目の前の少年に対するよりも、さっきの迂う闊かつな自分に真紀は腹を立てていた。

「要求は二つです」

　真紀とは対照的な、落ち着いた声。その淡たん々たんとしたバリトンが彼女の不安をかき立てる。

「一つ目。七しつ宝ぽうと切れてください。ああ、そういう意味で言っているんじゃありませんから理解できないふりは無しですよ」

「分かっているわよ」

　まさしくそういう解かい釈しやくで話を逸そらそうとしていた真紀は、先に釘くぎを刺さされて不ふ貞て腐くされた声で頷うなずいた。

「二つ目。高校生以下には手を出さないでください」

「……どういう意味かしら」

　真ま紀きはとぼけているのではなかった。達たつ也やの要求の意図が理解できない。意味は理解できても、何な故ぜそんな要求をするのか、彼女には理由が分からなかった。

「貴女あなたが何を目もく論ろんでいるのか、詳くわしいことは知りません。もしかしたら魔ま法ほう師しにとって有益なことなのかもしれませんが、そこに興味はありません。ただ、俺おれの周囲を引っかき回さないでもらえますか」

「えっ……？」

　真紀はポカンとした表情で、黒くろ覆ふく面めんの達也を見返した。

「大学生以上なら相手も大人ですから、貴女が何をしても干かん渉しようするつもりはありません。俺の不利益にならない限りは、ですが。この要求を受け容いれていただけますか」

「え、ええ……そんなことで良ければ」

　彼女は拍ひよう子し抜ぬけするものを感じていた。そんなことの為ために、強ごう盗とうのような真ま似ねをしたのか、と思った。

　そして、それが逆に不気味だった。不法侵しん入にゆう、暴行、脅きよう迫はく。彼がやっていることは、法に照らせば間違いなく重罪だ。それを、こんな些さ細さいなことの為にあっさり実行してしまう。

　この少年は法を、国家権力を恐おそれていない……。

　真紀はそれを突とつ然ぜん悟さとった。

「貴方あなた、何者なの……？」

　彼女は恐おそる恐おそる問い掛けた。聞かない方が良い、と彼女の理性は告げている。だが彼女は訊きかずにいられなかった。正体不明の存在がこれ程不安をかき立てるものだと、彼女はこの夜、初めて知った。

「要求の履り行こうを確認次第、音声データは消します」

　質問の答えは、得られなかった。

「有意義な話し合いを感謝します」

　達也は「折り畳たたまれた翼つばさのような物」を背負い直しながら人を食ったセリフを吐はき、再びベランダへ出た。

　慌あわてて、真紀はその後を追い掛ける。

　黒くろ装しよう束ぞくの少年の姿は、ベランダから忽こつ然ぜんと消えていた。
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　達也はベランダから下をのぞき込んでいる真紀の姿を上から確認して顔を引っ込めた。彼が立っているのはマンションの屋上だ。最初の予定では背負い式のグライダーで地上に降りる予定だったのだが、夜空に不ふ審しんな影かげを認めて予定を変えたのだ。

　黒い影は小型の飛行船だ。達たつ也やは一いつ瞬しゆん、先々月の事件の際に絡からんできた国防軍情報部の一部局が所有するステルス飛行船かと思ったのだが、船体の形状からすぐに自分の勘かん違ちがいだと分かった。このフォルムは報道機関や映画会社が使う空撮用の飛行船に良くあるタイプだ。ただ船体を黒一色に塗と装そうしているのは良からぬ意図によるものだろう。夜空に黒い撮さつ影えい用の船体となれば、目的は盗とう撮さつに違いないと達也は考えた。

「少尉、小さ和わ村むら真ま紀きのマンションに接近中の飛行船が分かりますか」

　通信機で藤ふじ林ばやしを呼び出す。

『ええ、捕ほ捉そくしているわ。達也君が女優さんの部屋にいる時から。降下してくるとは思わなかったけど』

「所属は分かりますか」

『フライトプランによればテレビ局の物ね』

　藤林が挙げた企業名は芸能ゴシップを得意とする南関東のローカルケーブル局の物で、系列的には真紀の父親が傘さん下かに収めているテレビ局のライバルに当たる。

「小和村真紀のスキャンダルを狙ねらっているのでしょうか」

『その可能性もゼロじゃないと思うわ』

　藤林の声に嫌けん悪お感かんが滲にじんでいるのは、盗撮という行為に対する感情的な反応だろう。

「少尉、この地区の想子サイオンレーダーをオフにできますか。五分程で良いんですが」

『盗撮を止めるつもり？』

「はい」

　一方、達也が盗撮を妨ぼう害がいしようと考えたのは、真紀を相手にした交渉を無む駄だにしたくなかったからだ。もし琢たく磨まが真紀の部屋にいる姿を撮とられたら、そういう行為の最中でなくても十分スキャンダルになる。

『三分で片づけてくれ』

　達也にそう注文したのは真さな田だの声だった。

「了解です」

　達也が愛機、シルバー・ホーン・カスタム「トライデント」を右手で抜ぬいて飛行船を見上げると、ちょうどゴンドラの扉とびらが開いて縄なわ梯ばし子ごが下ろされていた。

　単なる盗撮ではなく不法侵しん入にゆうするつもりか、と最前の自分の行為を棚たなに上げた呟つぶやきを心の中で放った達也は、ゴンドラの入り口へ向けて跳ちよう躍やくの術式を発動した。




　飛行船の中へ飛び込んだ直後に浴びせられた怒ど声せいの意味を、達也は理解できなかった。語感から東とう亜あ大陸系の言語ではないかと感じはしたが、達也は北京語も広東カントン語も習得していない。

　ただ、状じよう況きようが彼の想定したものと違うということは、すぐに理解した。彼に拳けん銃じゆうを向けているこの男たちがテレビマンでないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　無論、発はつ砲ぽうを許す達たつ也やではない。彼の右手にはスタンバイ状態のトライデントが握にぎられているのだ。分解の対象を切り替えるのにタイムラグは生じない。

　達也に向けられた銃じゆう口こうは五つ。

　その全すべてが銃としての形を失ってゴンドラの床ゆかに散らばった。

　達也の分解魔法に曝さらされた男たちの反応は、意外な程に速かった。

　左右両端の二人が達也へ向けて拳を突き出す。その中指に鈍にぶく輝かがやく真しん鍮ちゆう色の指輪。ゴンドラを想子サイオンのノイズが満たす。アンティナイトによって発振されたキャスト・ジャミングだ。

　内側の二人がナイフを構えて、揺ゆれるゴンドラの中、達也へ向けて突とつ進しんする。

　ＣＡＤに掛かる達也の指が二度、動いた。

　情報構造分解の魔法がキャスト・ジャミングのノイズ構造を消し去り、

　五人の曲くせ者もの全員が、両足の付け根を貫つらぬかれ床へ崩くずれ落ちる。

　しかし、それで終わりではなかった。中央に立っていた男が倒れ込む直前、左手を握り込む仕草を見せたことに達也は気づいていた。

　開け放たれていたゴンドラのドアから、達也は空中へダイブする。

　閃せん光こうと共に爆ばく音おんが生じ、ゴンドラが炎ほのおに包まれた。

　このまま落ちればただでは済まないことくらい達也には分かっていた。しかし今はそれより優先すべき事がある。飛行船がマンション街に落下したら大だい惨さん事じだ。

　爆ばく風ふうに曝される中、達也は身体からだを捻ひねって向きを変えた。気き囊のうが破れ落下する飛行船にＣＡＤ・トライデントを向ける。

　仰あお向むけに落下しながら雲散霧消ミスト・デイスパージヨンを発動。

　飛行船の残ざん骸がいが塵ちりと消え去る光景を見ながら、記き憶おくした魔ま法ほう式しきの中から慣性制せい御ぎよを呼び出す。その直後、達也は激しい衝しよう撃げきを背中に感じた。




　達也が落ちたのは真ま紀きのマンションとは別の棟の屋上だった。マンションの高さの分、落下した距離が短かったのと、不十分ながら慣性制御が作用したのと、背中に背負っていたグライダーがクッションになったお蔭かげで全身骨折は免まぬがれた。もっとも、「再成」が働かなければ二度と立って歩けなかっただろう。

『達也君、何が起こったの!?』

　通信機から聞こえてくる藤ふじ林ばやしの声も、さすがに焦あせっている。

「不明です。テレビ局の方に手掛かりがあると思います。あの飛行船はハイジャックされていたようですから」

　ハイジャックではなくテレビ局もグルなのかもしれませんが、と憮ぶ然ぜんたる声で付け加え、達也は落下の痕こん跡せきを消した屋上から身体を起こした。




　　　　◇　◇　◇




　ロバート＝孫スンによる小さ和わ村むら真ま紀き襲しゆう撃げき作戦の失敗は、すぐに周しゆう公こう瑾きんの知るところとなった。作戦が成功していれば娘の変わり果てた姿を撮さつ影えいして裏切り者の元へ届けるべく待機していた部下が周にそれを伝えた。

（炎上して墜つい落らく中の飛行船が消え失せた……。そんな真ま似ねができるのは）

　あいにく映像は撮れなかった。部下の報告も要領を得ないものだったが、周は空中で消え失せたという内容から、作戦を邪じや魔ました者の正体を正確に推測していた。

（……忌いま々いましい。またしてもあの男ですか）

　正体といっても彼が知るのはヘルメットに顔を隠かくした姿と「デーモン・ライト」「摩ま醯けい首しゆ羅ら」といった異名のみだ。「横浜事変」で彼が手引きした侵しん攻こう軍ぐんも、この正体不明の魔ま法ほう師しによって痛い目に遭あっている。「摩醯首羅」から受けた大だい打だ撃げきが、侵攻作戦失敗の大きな要因だったと言える程だ。

　横浜事変における大だい亜あ連合軍の損害自体は、周にとって何の不都合もない。元々彼は日本軍と大亜連合軍の共倒れを望んでいた。予定と違って日本軍の一方的な勝利となってしまったが、大亜連合の弱体化はある意味で彼の注文どおりだ。

　しかし今回は、周も笑って済ませることはできなかった。

（本格的に正体を突つき止める必要がありそうですね）

　そう考える一方で、現在手掛けているマスコミ工作の方針を転換する必要性も感じていた。

（結局のところ、大師マスターの本音は大漢を滅ほろぼした者に対する報復……。真のターゲットは「日本の魔法師」というある意味抽象的な集団ではなく、あの一族）

　そして周は「あの一族」に対して特とく殊しゆな感情を懐いだいている有力者に心当たりがあった。

（「離り間かんの計」というほど大したものではありませんが、やってみて損は無いでしょう）

　周は口をつけていない酒しゆ杯はいに目を落として、頭の中で段取りを組み立て始めた。
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　四月二十八日土曜日、午後三時。

　十と三み束つかと琢たく磨まは服部はつとりに先導されて時間通りに第三演習室へ現れた。

　この試合の審しん判ぱんは服部が務めることになっている。そして何の因果か、あるいは当然の成り行きか、達たつ也やは立会人として今日も琢磨の試合に関わることになった。

　ところで達也の見たところ、琢磨に昨夜の後こう遺い症しようらしきものは無い。肉体的なものだけでなく、精神的なものも。あの女優がうまくフォローしたのだろう。しかしそれは同時に、まだ「切れる」話はしていないという推測につながる。当分様子見だな、と達也は思った。

　この場には他にも生徒会から深み雪ゆき、風紀委員会から沢さわ木きと幹みき比ひ古こ、部活連から桐きり原はらと錚そう々そうたるメンバーが顔を出している。桐原に至っては木刀持参でＣＡＤの使用許可付きだ。

　彼らはいざという時の仲裁役だった。

　というのもこの試合が少し特とく殊しゆなルールで行われることになった為ためだ。正確に言えば、特殊な例外がルールに付け加えられている。それは「ミリオン・エッジについては使用制限なし」。ミリオン・エッジに関しては、威い力りよくの大小に拘かかわらず使用を止めることはしない。相手に過度の傷を与えるという結果が明らかになった時に限り、試合を中止する。普ふ通つうに考えればリスクが大きすぎるルールだ。それも、試合の相手にとって一方的に。だがこのルールを言い出したのは、当の試合相手である十三束だった。

　おそらく十三束にはミリオン・エッジを完封する秘策があるのだろう。琢磨もそう理解して不快を覚えた。七しつ宝ぽう家の切り札が取るに足らないものだと言われたような気がしたのだ。しかしそもそもこの試合は、琢磨がミリオン・エッジの使用を理由として失格負けになったことに対する抗こう議ぎがきっかけで組まれたものだ。琢磨にとって歓かん迎げいこそすれ、不満を述べられるルールではなかった。

　十三束と琢磨が距離を取って向かい合う。

　今日は琢磨も野外演習用のツナギ姿だ。

　一方の十三束はマーシャル・マジック・アーツのユニフォーム。上は肘ひじの部分にクッションが入ったボタン無しの長なが袖そでシャツ、下は膝ひざの部分にクッションが入り足首の部分だけが締しまっているルーズなベルトレスのズボン。足元は格かく闘とう技ぎ用のソフトシューズだ。指ゆび貫ぬきグローブの、親指を除く手の指八本にはまっている幅広のリングは、マーシャル・マジック・アーツ用特化型ＣＡＤの入力装置。一つのリングが一つのボタンに相当し、指の動き（親指で押さえる）、または想子サイオンを指に集中することにより起動式の選せん択たくをグローブとつながった手首のＣＡＤ本体に伝達する。なおこの指輪は武器として使用できないように軟なん性せい樹じゆ脂しのカバーがつけられている。これは正式な試合用のスタイルだ。つまり、十三束は完全に本気モードだった。

　服部が両者の間に立ちルールを説明する。といっても説明すべきことはあまり無い。これは形式セレモニー的なものだ。

　服部が二人から離れ手を挙げる。

　一気に高まる緊きん張ちよう感かん。十と三み束つかと琢たく磨まの間で想子サイオン波とは別の非物質的な波動がぶつかり合っているのを、この場に立ち会っている全員が感じていた。

　十三束がわずかに身体を沈める。琢磨が左手に抱かかえたままだった発動媒ばい体たいの本に右手を掛ける。

　当事者以外の誰だれも、身み動じろぎ一つ、物音一つ立てない。静まり返った室内は、服部がスウッと息を吸い込む音まで聞こえる。

「始め！」

　服部の声が、その静せい寂じやくを破った。




　最初に動いたのは琢磨だった。

　十三束は動かなかった、と表現する方が正確かもしれない。

　琢磨が「本」を開き、最初の数十ページを右手の指に挟はさみ込む。そのページを琢磨はまとめて破り取った。いや、彼が力を加えたのと同時に紙かみ吹雪ふぶきと化した。

　四ミリ四方の紙片の刃、総数およそ八万。琢磨は百万の刃を一気に顕けん現げんするのではなく、少数の刃を細かくコントロールする戦術を選んだようだ。

　対する十三束はその場を動かず、四本に分かれて押し寄せる紙片を見み据すえるだけだった。その姿はじっと力をためているように見える。そして、その見方は正しかった。

　空中をうねりながら進む白い紙片の帯。それはさながら、雲上を這はう四匹の蛇へびだった。その牙きばが狙ねらうのは左右上腕、左右大だい腿たい。琢磨はまず、十三束の両腕両足にダメージを与えて動きを封ふうじるつもりだ。

　紙片の流れが十三束に届く、その直前で紙吹雪は長さを減じ、密度を増した。進しん攻こうが停てい滞たいし、直後、急激に速度が上がる。紙刃の群れが十三束の手足にまとわりつき、その皮ひ膚ふを裂さかんとする。

　それと同時。

　十三束の全身から爆ばく発はつ的な想子サイオン光が迸ほとばしった。不可視の光が煌きらめく中、紙刃はただの紙片に戻もどる。八万の紙片は宙を這う力を失い、紙吹雪と化して散ちり散ぢりに舞まい落ちる。

　沢さわ木き、桐きり原はら、幹みき比ひ古この三人が思わず目の前に手を翳かざしていた。達たつ也や、深み雪ゆき、服部の三人も眩まぶしさに目を細めている。

　彼らはこの輝かがやきを知っていた。

「術式解体グラム・デモリツシヨンだって……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた、幹比古の声。

「達也以外にもあれを使える人がこの学校に……？　しかも同級生だって……？」

　術式解体グラム・デモリツシヨンは使い手がほとんどいない希少技術。それは幹みき比ひ古この思い込みではなく、事実であり常識だった。それが同じ学校の、同学年に二人。彼が驚おどろくのも無理からぬことだった。

「接触型の、を前に付け加えるべきでしょうね」

　幹比古の言葉を補足したのは深み雪ゆき。

「そのとおり！　さすがは司し波ばさん、よく分かるものだ！」

　彼女のセリフを受けて、必要以上に力強く頷うなずいたのは沢さわ木きだ。

「それにしても十と三み束つかめ、随ずい分ぶん気合いが入っているな」

　クラブの先せん輩ぱいである沢木は、十三束が深雪の言うところの「接触型術式解体」を使えると知っていた。自分に触ふれる魔ま法ほうを無効化するこの技術は、魔法による持続的な事象改変により単なる紙片を空飛ぶ刃に変えるミリオン・エッジの天敵と言える。

　十三束が特別ルールを言い出したのはこの技術に自信があったからだということも沢木は理解していた。だから沢木は十三束の術式解体に備えていたのだが、今日の十三束は彼の予想を超えて眩しかった。それが沢木には愉ゆ快かいだったのだ。──沢木には、少年の心を失っていないところが少なからずあった。

　しかし立会人の上級生とは違って、琢たく磨まは感心するどころではなかった。今の攻こう防ぼうの意味を彼は十分に理解していた。

　ミリオン・エッジは、十三束に通用しない。

　たった一度の攻こう撃げきで彼はそのことを思い知らされた。

（──いや、正面から攻せめたのでは通用しないというだけだ！　魔法は使い方次第だと一昨日おととい学んだばかりじゃないか！）

　そう念じて自分を奮い立たせる琢磨を、十三束はじっと見ている。今の琢磨は隙すきだらけだ。その気になればすぐに試合を終わらせられると十三束には分かっていた。だが、それでは意味が無い。この試合を簡単に終わらせてはならないことも、十三束には分かっていた。

　琢磨がようやく構えを作り直した。それに合わせて、十三束も想子サイオンの活性を上げる。琢磨の手が本のページをめくる、と見せかけて手首のＣＡＤへ向かった。

　発動した魔法は空気弾エア・ブリツト。圧縮された七個の空気塊かいが十三束へ向けて高速で撃うち出される。

　その成果を見ずに、琢磨は次の魔法を発動した。空気弾エア・ブリットで十三束を仕し留とめられるなどとは、さすがに琢磨も考えていない。この攻撃に目くらまし以上の意図は無い。琢磨は自己加速の魔法で十三束の側面へ回り込もうとした。

　だが。琢磨が移動した先には、十三束が待っていた。

「グフッ、ガッ」

　ボディブローとフックのコンビネーション。踏ん張ることもできず、琢磨は床ゆかに転がされた。発動媒ばい体たいの本を手放さなかったのはせめてもの意地だ。意識に掛かる霞かすみを気合いで吹き払って琢磨は十三束の姿を探した。

　十と三み束つかは追つい撃げきせず、琢たく磨まを見下ろしていた。いつもは子供っぽくすら見える人の良さそうな顔が、薄汚れた野良犬を見るような侮ぶ蔑べつの表情で自分を見み下おろして──見み下くだしている。琢磨の目には、そう見えた。

　カッと燃え上がる激情が一時的に怯きよう懦だを上回る。琢磨は片かた膝ひざをついた体勢で、左手の本を開いた。

　初撃の八万に倍する紙片が十三束へ襲おそい掛かる。今度は四本に分かれてではなく、一本に集中させて。群体制せい御ぎよは「群れ」の数を増やすほど干渉力が落ちていく。四つに分けていた魔法力を一つに束ねて、琢磨は正面から十三束の術式解体グラム・デモリツシヨンに挑いどんだ。

　──と見せかけて、本命は時間差で放った次の一いち撃げきにあった。

　十三束の放つ想子サイオンの輝かがやきに、十六万の紙片から成る紙吹雪が紙かみ屑くずとなって床ゆかに散らばる。

　その白い雲を突つき破るように、時間差で解き放たれた二十万の刃が竜たつ巻まきとなって十三束の足下から襲い掛かる！

　決まった、と琢磨は思った。術式解体は大量の想子サイオンを一気に放出する技だ。ただ放出するだけでなく、魔法式を吹き飛ばすに足るまで加圧して放たなければならない。この間隔インターバルで連発できるはずがない。

　しかし、琢磨の予想は外はずれた。それが予想ではなく願望だったと彼が気づいたのはずっと後になってからだ。

　この時の彼には理解できていなかった。術式解体グラム・デモリツシヨンと、接触型術式解体は似て非なる技術であることを。

　二十万の刃は、十三束の身体からだに触ふれた途と端たん、二十万の紙屑となった。

　立ちすくんだ琢磨に、十三束は今度こそ決定打となる一撃を入れた。




「それまで。勝者、十三束」

　服部はつとりの勝ち名乗りを受けて、十三束は軽く一礼した。

　そして床に崩くずれ落ちている琢磨の横に膝ひざをついた。

「七しつ宝ぽう、意識はあるか？」

　苦しそうに呻うめいている琢磨には、もちろん意識があった。十三束はそういう風に打ったのだから、これは意図したとおりだった。

「あります」

　何度か咳せき込んで、琢磨はようやく、それだけを答えた。

「では立て。少し壁かべ際ぎわで休んでいろ」

「──はい」

　敗北感に打ちのめされている琢磨は、なぜそんな指示を受けるのか分からないまま十三束の言葉に従った。よろめく足を踏みしめ、打たれた腹を押さえながらゆっくりと壁際へ、立会人の並ぶ側とは反対側へ歩いて行く。壁に背中を預け、そのままズルズルと床ゆかにへたり込んだ。

　琢たく磨まがこちらを見ているのを確認して、十と三み束つかが達たつ也やの前へ歩み寄る。

「……何だ？」

　達也の方から水を向けられて、何事か言い辛づらそうにしていた十三束はようやく口を開いた。

「司し波ば君、僕と試合してくれないか！」

　逡しゆん巡じゆんを振り切って切り出した用件は、達也に「何な故ぜ？」と首を捻ひねらせるものだった。

　訝いぶかしさに満ちた視線を向けられて、十三束が居心地悪げに目を背ける。しかしすぐに清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる──は大おお袈げ裟さにしても、バンジージャンプに挑いどむくらいの決意を滲にじませて達也の視線を受け止め直した。

「君の実力を七しつ宝ぽうに見せてやって欲しいんだ！」

　熱く燃える眼まな差ざしで十三束が達也を見つめる。彼はきっと、達也が自分の男気に応こたえて頷うなずく姿を思い描いているのだろう。だが、達也は困こん惑わくを深めただけだった。

「訳が分からないんだが？」

　そう告げられた途と端たん、十三束が面白いように狼ろう狽ばいした。

「ええと、そうか。唐とう突とつすぎだよね。つまり……」

「本当の実力者同士の試合を、七宝に見せてやってくれないか」

　あたふたしている十三束から説明を引き継いだのは服部はつとりだった。──これだけでは相変わらず、達也にとって意味不明だったが。

「本当の実力者同士を見せるのなら、服部会頭と沢さわ木き先せん輩ぱいの試合の方が適しているのではありませんか？」

「司波、お前の実力を見せることに意義があるんだ」

　服部の説明は、到とう底てい十分なものではなかった。

「お兄様、よろしいのではありませんか？」

　だがここで、十三束や服部にとって最も強力な掩えん護ご射しや撃げきが放たれた。

「下級生に模も範はんを示すというのであれば、生徒会役員に相応ふさわしい役目だと思います」

　彼女のセリフを聞いていた上級生及び同級生（達也を除く）は、何故か揃そろって「生徒会役員に」の部分を「お兄様に」と翻ほん訳やくしていた。

「わたしもそろそろ、お兄様にお力を示していただきたいと思っていたところです」

　深み雪ゆきの動機は明らかに、十三束たちとは異なっていた。彼女の笑顔の裏には苛いら立だちが積もりに積もっている。それは達也に「放置しておくとまずい」と思わせるレベルに達していた。

「……お前がそう言うのなら」

　達也の翻ほん意い、というか決断は、十三束にとって望ましいものであるはずだった。それなのに何な故ぜか十三束は、気持ちがしらけていくのを抑おさえられなかった。

　その感情は、彼一人のものではなかった。




　服部はつとりがこの部屋の予約時間を引き延ばしたのは、最初からこの為ためだった。この場の三年生は既すでにこの試合の計画を知っていた。試合の許可も下りていて、場を整えればすぐに試合を始められる状態だった。

「お任せください」

　床ゆか一杯に散らばった紙かみ屑くずの掃そう除じを請うけ負ったのは深み雪ゆきだった。彼女がＣＡＤを操作すると、一いつ瞬しゆんのタイムラグもなく室内の気流が緩ゆるやかに動き始める。空気の流れは部屋の隅すみ々ずみを巡めぐり、複雑に渦うず巻まき、あっという間にゴミを一所に集めた。深雪はその紙屑を部屋に備え付けの掃除機に吸い取らせる。

　当たり前に複雑で精せい緻ちな魔ま法ほうを実演した彼女の技量に、三年生は称しよう賛さんの眼まな差ざしを向け、幹みき比ひ古こと十と三み束つかは感かん嘆たんのため息をつき、琢たく磨まは衝しよう撃げきを受けていた。──深雪が今見せた魔法は、紙片を硬こう化かする工程プロセスを除けば、琢磨のミリオン・エッジを技術的に上回っていた。

「司し波ば君はそれで良いの？」

「ああ、問題ない」

　達たつ也やは上着を深雪に預けていた。あとは制服のままだ。

「靴くつを脱いだ方が良いか？」

「いや、そのままで構わないよ」

　それは硬かたい靴を履はいたまま蹴けりを使っても構わないという意思表示だった。

　達也と十三束が中央で向き合う。

　審しん判ぱんは引き続き服部。だが今回、ルール説明は省かれた。

「二人とも、準備は良いか？　それでは、始め！」




　服部の合図と同時、達也と十三束は同時に床を蹴る。

　前の試合とは打って変わり、十三束は積極的に自分から達也へ向けて突進した。

　だが、達也の後退速度はそれ以上に速かった。

　一気に演習室の端はしまで跳ちよう躍やくし、拳けん銃じゆう形態の特化型ＣＡＤを十三束へ向ける。

　装そう塡てんされているのは分解魔法、雲散霧消ミスト・デイスバージヨン。

　深雪がギョッとした顔をしているのに構わず、達也はＣＡＤの引き金を引いた。

　──何も、起こらなかった。

（やはりな）

　青ざめた顔で口に手を当てている深雪とは裏腹に、達也は予想どおりという表情で十三束の自己加速魔法に後押しされた正せい拳けん突づきを横に跳とんで躱かす。

　強がりではなく、彼は雲散霧消が無効化されることを予測していた。

　達也の視界には濃い雲に覆おおわれて輪りん郭かくがハッキリしない十三束の本体が映っている。それが情報の次元から見た十と三み束つかの姿だった。

　濃密な雲は十三束の身体からだ、その情報体を厚く覆おおう想子サイオンの鎧よろいだ。

　術式解体グラム・デモリツシヨンは想子サイオンの圧力で魔法式を対象から剝はく離りさせる対抗魔ま法ほう。

　だが十三束は想子サイオンの砲ほう弾だんを撃うち出して魔法式を吹き飛ばしているのではない。「身体」を包む分厚い想子サイオンの装そう甲こうで魔法式の侵しん入にゆうを拒こばんでいるのだ。

　術式解体グラム・デモリツシヨンが大たい砲ほうなら、十三束の接触型術式解体グラム・デモリツシヨンは鋼の城じよう壁へき。しかもその壁かべは情報体としての構造を持たない。大量の想子サイオンを無秩序に纏まとっているだけだった。この防壁を抜ぬいて十三束に直接魔法を作用させるのは、達たつ也やにとっても容易ではない。

　間接的に、魔法で起こした事象で攻こう撃げきするならこの想子サイオンの鎧は無関係だ。

　しかし達也は後付けされた低出力の仮想魔法領域を使わない限り、対象に直接作用する魔法しか使えない欠陥魔法師だった。




　五度目の突とつ進しんを躱かわされて、十三束の中に焦あせりが生じた。

　レンジ・ゼロと呼ばれている彼に、遠えん隔かく魔法の持ち球は無い。だがその分、近接魔法の技能は人一倍磨みがいているつもりだった。

　その攻撃を易やす々やすとさばかれている。

　魔法ではなく、魔法と体術の複合技能によって。

（予想はしていたけど、これ程とはね……）

　相手の力量に対する素直な感かん嘆たんが芽生える。それと同時に、闘とう志しが湧わき上がった。

（だけど負けない。この距離で負けるわけにはいかない！）

　十三束の意識から七しつ宝ぽうのことが消える。この試合の目的も、自分の役割も意識の中から薄れていく。彼の意志は、ただ勝利へと収しゆう斂れんしていた。




「二人とも凄すごいな！　十三束の腕は知っていたが、司し波ば君がここまでやるとは」

「俺おれは司波兄に負けていない十三束の腕に驚おどろきだぜ」

　上級生の会話を聞きながら、幹みき比ひ古こはただ驚きよう嘆たんしていた。彼の意見は桐きり原はらと同じだ。まさか格かく闘とう能力で達也に匹敵する同級生がいるとは思っていなかった。達也が苦戦するのを、幹比古は初めて見たような気がした。

　既すでに達也は、十三束の攻撃をただ躱すだけでは済まなくなっていた。反はん撃げきをしなければさばききれないところまで来ている。右手にＣＡＤを握にぎっている分、達也にはハンデがある。試合のルール上、ＣＡＤで殴なぐりつけるわけにはいかないからだ。だがそれを差し引いても、十三束の猛もう攻こうは着実に達也を追い詰つめていた。

　ふと気になって、幹比古は隣となりへ目を向けた。

　そこでは深み雪ゆきが余よ裕ゆうのない表情で、兄を一心に見み詰つめていた。




　琢たく磨まは壁に背中を預けて座り込んだまま、目の前で行われている攻こう防ぼうに圧倒されていた。

　一見、ただ殴なぐり合っているだけに見える。いや、時々蹴けり技も繰り出されているから単なる格かく闘とう技ぎの試合に見える。だが一つ一つの打だ撃げきに高度な魔法が織おり込まれていた。それを理解する天てん分ぶんを持っていたから余計に、彼は強いショックを受けていた。

　十三束が目にも止まらぬスピードで間合いを詰つめる。自己加速魔法で肉体の動作速度を上げているのだが、それは決して「速ければ良い」という雑なものではない。意識して制せい御ぎよできる範囲、意識が追い付くギリギリの領域にコントロールされている。

　その足取りがわずかに乱れる。前進の為ために足を踏み下ろした瞬しゆん間かん、ピンポイントで揺ゆれる床ゆかに感覚を狂わされているのだ。もちろんその振しん動どうは達たつ也やの魔法により作られているもの。しかし、十三束が立っている所に振動波を送り込もうとしても、常時発動している（ように見える）術式解体グラム・デモリツシヨンによって無効化されるだけだ。それは琢磨が身に染みて味わわされた。だがその瞬前に発生した振動の揺り返しは純然たる物理現象で術式解体では打ち消されない。これが土の地面や舗ほ装そう道路なら揺り返しは知覚未満の大きさにしかならないだろう。しかし演習室の床は倒れた衝しよう撃げきを和らげ、かつ動きを妨さまたげないように適度な硬かたさと弾だん力りよくを持って作られている。そこまで考こう慮りよされた魔法による妨ぼう害がいだった。

　計算し尽つくした身体操作の計算を狂わせられて、十三束の動作に再最適化の為の停てい滞たいが生じる。そのわずかな隙すきをついて、達也がＣＡＤを十三束へ向け引き金を引く。それと全く同時に、琢磨が起動式の展開を知覚する間も無く、振動魔法が十三束を襲おそう。想子サイオンを揺らす、振動系魔法であり無系統魔法でもある術式。

　その魔法に十三束の守りを突とつ破ぱするほどの威い力りよくは無い。おそらく、威力よりも速さを優先した術式なのだろうと琢磨は推測した。さっきから起動式が認識できないのは、そういう風に調節されているからだろうと琢磨は思った。あるいはＣＡＤの性能なのかもしれない。

　だが倒す威力は無くても、効果が全く無いということではなかった。想子サイオンの振動波を受けて十三束自身の纏まとう想子サイオンの場もわずかに揺らぐ。それが騒音となり煙えん幕まくとなって十三束の感覚を鈍にぶらせる。

　そして次の攻こう撃げきが本命だ。達也の左掌しよう底てい打ちが十三束へ繰り出される。その掌てのひらにも何らかの魔法が込められていることを琢磨は知覚した。

　繰り返される、何一つとして同じパターンのものが無い達也の攻撃。それを十三束は、今回も防ぼう御ぎよして見せた。術式解体グラム・デモリツシヨンを宿した右腕で振動魔法を宿した左掌を受け止める。千変万化の攻撃を、ただ一つの盾たてで十三束は防ぎ続ける。

　十三束の左手が達也の腹に差し出される。ブロックすることがかえって難しい緩ゆるやかな打撃に、達也はかろうじて右腕を滑すべり込ませる。

　発動される十三束の加速系魔法「エクスプロージョン」。発動中のその魔法を、発動途中で今度は達たつ也やの術式解体グラム・デモリツシヨンが破は壊かいする。

　達也が追つい撃げきを避さけて側方へ大きく跳とんだ。それを琢たく磨まは呼吸することも忘れて凝ぎよう視しする。彼は今感じたことが信じられなかった。自分の魔法師としての感性が狂ってしまったのかと怯おびえも感じた。

　発動途と中ちゆうで無効化された十と三み束つかの加速魔ま法ほう。その中断された事象改変を踏み台にして、達也は自分の自己加速魔法を発動させていた。

（そんなことができるのか!?）

　琢磨はそう叫びたかった。心に受けた衝しよう撃げきがもう少し小さかったら、彼は間違いなく叫び出していただろう。確かに同じ種類の事象改変であれば、先に発生した事象改変力に妨さまたげられることなく新たな魔法を発動させることができる。そして「エクスプロージョン」は発動地点から半球状に加速ベクトルを発生させるものだから、側方への加速はその定義に反しない。

　しかしそれは妨げられないというだけだ。他人の魔法を利用して、物理法則の抵抗が弱まっている方向へ新たな事象改変をつないでいく。琢磨はその可能性すら考えたことが無かった。

　目の前で見ているものは、確かに自分が使う魔法と同じ「魔法」だ。同じ体系に属する技術だ。だが、自分の魔法とは次元が違う。琢磨は目の前で繰り広げられる異次元の攻こう防ぼうに、すっかり打ちのめされていた。




（攻せめ切れない！）

　十三束は徐じよ々じよに焦あせりを覚えてきていた。

　まだそれほど長い時間闘たたかっているわけではない。試合が始まってから十分も経たっていないだろう。だが肉体の感覚とは別に、彼の精神はもう何十時間も闘っているように感じていた。

　流れは自分にある。間違いなく、自分の方が優勢だ。その判断に、十三束は自信があった。先手を取っているのは自分だし、クリーンヒットこそ無いが自分の打だ撃げきはブロックの上から着実にダメージを与えている。その手て応ごたえが十三束にはあった。

　もっともダメージを受けているのは達也だけでは無かった。十三束は自分にも少しずつダメージが蓄ちく積せきしているのを感じていた。相手の攻こう撃げきは全すべてブロックしている。彼が感じているダメージは肉体のそれではなく、いわば錯さつ覚かくのダメージだ。しかしその錯覚が、少しずつ確実に自分の防ぼう壁へきを揺るがせている。毎回パターンを変えてくる攻撃の中に、一つだけ共通して組み込まれている無系統の振しん動どう魔法。壁に跳はね返されて消えるその振動が、消しよう滅めつの瞬しゆん間かん、壁そのものに波を伝える。その波がサイオン粒子を震ふるわせ、ちょうど固体が熱により膨ぼう張ちようするように想子サイオンの力場を膨ふくらませ、その分密度を低下させているのを十三束は感じていた。

　十三束は自分の想子サイオンを遠くに放つことができない。身体からだに密着していると言える範囲にしか広げることができない。彼が遠えん隔かく魔法を上う手まく使えないのは、この欠けつ陥かんによるものだ。両親が呼んだ魔法学者は、彼の「核」が非常に強固で想子サイオンを強く引き付けている為ために普ふ通つうは外へ流れ出る想子サイオンが本体から離れようとしないのだ、と説明していた。深み雪ゆきや沢さわ木きの言う「接触型術式解体グラム・デモリツシヨン」は彼のある意味呪わしい体質の産物だ。

　十と三み束つかは既すでに、この体質と折り合いをつけていた。工夫を重ねて少しは遠えん隔かく魔ま法ほうも使えるようになっていたし、近接戦せん闘とうにおいてこの特性を他の魔法師にない武器に変えた。沢木が拳を加速して放つ衝しよう撃げき波は──マーシャル・マジック・アーツ部の部長が自分の技に「マッハパンチ」という恥ずかしい名前を付けているのは部員だけの秘密だ──のように純粋物理力として叩たたきつけられる攻こう撃げきには「強い方」という程度の防ぼう御ぎよ力りよくしかないが、自分に直接魔法式が触ふれる種類の術式に対しては絶対的な自信を持っている。

　ところがその、広げることができないはずの想子サイオンの場が、達たつ也やの攻撃を受けて少しずつ拡散していた。

　そのことに十三束は言い知れぬショックを受けていた。単に脅おびえるのではなく、怯ひるむのでもなく、パンドラの箱の底をのぞき込んだような衝撃だった。

　広がらないはずの想子サイオンの場が広がっていく。それは、あるはずの無い希望ではないか。

　浮き立とうとする自分の心を十三束は懸けん命めいに引き締めた。

　自分と相対しているのは、余計なことを考えていて勝てる相手ではない。

　彼は決着をつけるべく、切エりー札スを切る決意をした。




　十三束の全身に想子サイオンが満ちた。それは達也だけでなくこの試合を見ている全員に感じられた。

　十三束の身体からだが急激に加速する。──それが自己加速魔法によるものではないと理解したのは、達也と沢木だけだった。

　形の無い雲の如ごとく十三束の身体にただ纏まとわりついていたサイオン粒りゆう子しが、急激に整えられていく。十三束の意志の下に秩序を持って掌しよう握あくされていく。

　今まで以上の正確さで、十三束のミドルキックが繰り出される。

　その足には「加熱」の魔法式が構築されていた。この蹴けりをただ受けたなら、電子レンジの電磁波を浴びるのと同じダメージを負う。達也は肘ひじを作用点とした術式解体グラム・デモリツシヨンで、加熱魔法のキックをブロックしようとした。

　ところが十三束の右足は、達也の左肘に接触する直前、不自然に停止した。

　加熱の魔法は肘から放射された術式解体で無効化されている。だがそれは十三束にとって、最初から織おり込み済みだった。

　右足を蹴りの途と中ちゆうで止めた体勢のまま、十三束は右フックを繰り出した。いや、フックではない。拳ではなく平手打ち。つまりビンタだ。しかもこんな腰の入らない状態で威い力りよくのある打だ撃げきを繰り出せるはずがない。

　それなのに、十三束の平手打ちはスピードと威力を兼かね備えていた。キックをブロックする為ために腰を落としていた達也は、この平手打ちを回かい避ひできる体勢になかった。

　ポンッ、と気の抜ぬけた音が鳴った。

「お兄様！」

　絹を裂さく悲鳴が上がった。

　達たつ也やの身体からだが床ゆかを転がる。

　右足を振り下ろし右手を振り抜き左足一本で立つ、何ど処こか人形じみたポーズで、十と三み束つかは訝いぶかしげに瞬まばたきした。

「……十三束も案外えげつねえな。あの野郎、司し波ば兄の鼓こ膜まくを狙ねらいやがった」

　桐きり原はらは十三束の平手打ちが、掌てのひらを窪くぼませ風圧を打点に集中する打ち方だったことを見み抜ぬいていた。

「ほう、自分から飛ばされたのか！　あんな体たいさばきで十三束の『セルフ・マリオネット』を凌しのぐとは。司波君、やるな！」

　三年生二人が今の攻こう防ぼうを論評している内に達也は立ち上がっていた。沢さわ木きの見抜いたとおり、自ら転がることで距離を取っている。

　十三束の訝いぶかしげな表情は、硬かたい感かん触しよくだったのに手て応ごたえが無かったことによるものだ。脳を揺ゆらされないように首に力を入れれば足腰にも力が入り強い手応えがかえってくるはずだ。相手の打だ撃げきに逆らわず飛ばされるよう脱力していたならば、掌てのひらに帰ってくる感触も柔やわらかなものだったはずだ。つまり達也は、力を入れながら力を抜いていたということになる。

　十三束は心中に湧わき上がる驚おどろきを後回しにして、再び「セルフ・マリオネット」を発動した。これは移動系魔ま法ほうの一種。自分の肉体を移動系魔法のみで動かす術式。魔法の抵抗となる筋肉の力を可能な限り抜き、関節の可動領域を超えないよう注意深く魔法式を組み立てる。

　思ったとおりの動きができる、という魔法ではない。現代魔法の仕組み上、パターン化した動きを再現するのみだ。しかし今の攻こう撃げきのように、人体の構造上、そして力学上、不可能な攻撃を繰り出すことができる。

　十三束は自らの肉体を操り人形とし、自らを操る人形師となって、武術の理に反する動きで達也へ襲おそい掛かる。──達也はその身体に付ふ随ずいする想子サイオンの動きを見ていた。

　十三束の全身を一つの魔法式が覆おおっている。複雑すぎて上級の魔法師でも再現が難しいであろう術式だ。この魔法を邪じや魔ましない為ためだろう。無秩序に、ただ身体の周まわりを巡めぐっていた想子サイオンが組織化され秩序化されて、セルフ・マリオネット以外の術式を寄せ付けない情報体に構築され直していく。

　秩序なき混沌カオスが、秩序ある世界コスモスへと変へん貌ぼうする。

　秩序とは形。即すなわち構造。

　達也の「分解」は構造の破は壊かい。形無きものは壊こわせないが、形あるものならばそれが情報そのものであっても彼には分解可能だ。

　十三束の身体を覆う形を持たなかった想子サイオンの雲が、十三束自身の魔法に従って形を作る。

　達たつ也やはそれを「イデアの景色（形色）を視る力エレメンタル・サイト」で理解した。彼はそこに、千せん載ざい一いち遇ぐうの勝機を視た。

　ＣＡＤに想子サイオンを注入する。ＣＡＤを使っているふりではなく、分解魔ま法ほうが格納されたＣＡＤを使う為ために。選ぶ魔法は「術式解散グラム・デイスパージヨン」。

　引き金が、引かれる。

　情報構造を破は壊かいする達也の魔法が、構造を得た十と三み束つかの鎧よろいを消し飛ばす。

　むき出しの武ぶ闘とう人形が達也へ迫る。

　達也の左手には想子サイオンの塊かたまりが圧縮されている。

　硬かたく、硬く、たとえ十三束の鎧が復活しても、それを貫つらぬける程に硬く。

　力を隠かくす為ではなく、勝利を摑つかみ取る為に。不十分な鎧にも阻はばまれるかもしれない得意魔法ではなく、不十分な鎧ならば確実に撃うち抜ぬくことのできる魔ま弾だんを達也は選んだ。

　人外を敵として修業した高圧高硬度の遠とお当あて「徹てつ甲こう想子サイオン弾」（八や雲くも命名）が達也の手から放たれ、武闘人形と化した十三束を貫いた。




　実体のない砲ほう弾だんを受けた十三束が、自分から後方へ吹き飛ぶ。これはセルフ・マリオネットの副作用。前から強い衝しよう撃げきを受けた、というイメージが魔法式の変数を上書きしたのだ。整合性の無いコマンドを実行した魔法式が論理エラーで破は綻たんする。

　十三束は自らの魔法に飛ばされ、大の字に倒れたまま動こうとしない。筋肉の力を抜いていた所せ為いで受け身が間に合わず、軽い脳のう震しん盪とうを起こしていた。

「勝者、司し波ば」

　それを確認した服部はつとりが、達也の勝利を宣告した。

「おっ……」

　お兄様、と言い掛けて、深み雪ゆきが俯うつむいていた。おそらく我を忘れ達也に飛びつきそうになって、ギリギリで自分の役割を思い出し自重したのだろう。

　顔を上げた深雪に、達也が笑みを送る。

　大輪の花が開いたような妹の笑顔に頷うなずいて、達也は身体からだの向きを戻もどした。

　右手のＣＡＤをホルスターにしまい、床ゆかに倒れたままの十三束へ歩み寄る。

「十三束、立てるか」

　差し出された達也の右手を、十三束は倒れたまま右手で摑んだ。

「ありがとう」

　達也の手を借りて、十三束が立ち上がる。まだ少しふらついているが、脳のう震しん盪とうもそれ程ひどくなかったようだ。十三束の足元は、すぐにしっかりしたものになった。

「思ったとおり、強いね、司波君」

「十三束もな。これはかなり効いた」

　素直に兜かぶとを脱ぐ十と三み束つかに、達たつ也やも赤くはれた頰ほおを示して笑顔で答えた。

　その横を走り抜ける人ひと影かげ。

「あっ、おい、七しつ宝ぽう！」

　琢たく磨まは振り向かず、第三演習室から逃げ出した。
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　ロボ研ガレージの奥おく、野外演習場と隣となり合う空地は、滅めつ多たに人が来ない格好の密談場所となっている。

　しかし琢磨はそれと知ってここに来たのではない。人目を避さけて走っていたら、この場所にたどり着いただけだった。

　何やら「おまじない」的ないわれのある大樹というわけではないがそれなりに大きな木の前で、琢磨はしばらく立ち尽つくしていた。だが高ぶる感情が抑おさえ切れなくなったのか、突とつ然ぜんその木の幹を右手で殴なぐり始めた。

「くそっ、くそっ、くそうっ！」

　何度も何度も、拳を叩たたきつける。

「やめなさい、七宝。血が出てるじゃない」

　罵ののしる声が震ふるえ始めた頃ころ、背後から彼を呼ぶ声がした。

　勢いよく琢磨が振り返る。

　そこには、呆あきれ顔の香か澄すみが立っていた。

「七さえ草ぐさ、お前っ！」

　キッと睨にらみつける琢磨に、香澄は両手を挙げてヒラヒラと振って見せた。

「あーっ、勘かん違ちがいしないでね。別につけてきたとかじゃないから。私がここにいるのは全くの偶ぐう然ぜんよ」

　そう言い終えると、香澄は眉まゆを顰ひそめて七宝へ歩み寄った。ハンカチを取り出し包帯の形に折りたたむと、自分を睨みつけたままの琢磨の手を取った。

「何をっ!?」

「あーあ……ずる剝むけじゃない」

　出血に顔を顰しかめながら、香澄は動どう揺ようする琢磨の右手にハンカチを巻きつけた。

「悪いけど、治ち癒ゆ魔ま法ほうはまだ許可が下りてないからね。ちゃんと保健室に行きなさいよ」

　香澄の言葉に琢磨は応こたえない。ただ、自分の血がにじむハンカチを見み詰つめているだけだ。

「あっ、そのハンカチは返さなくていいから」

「…………」

　なおもじっと動かない琢磨の前で、香澄は深いため息をついた。

「随ずい分ぶん派手に負けちゃったみたいね」

「…………」

「やっぱ、上級生の壁かべは厚かったか」

「……何な故ぜだ」

　琢たく磨まの視線は相変わらず下へ向けられたままだ。

「んっ、何が？」

　だがようやく得られた反応に、香か澄すみは何となく合いの手を入れた。

「何であいつらはあんなに強いんだ！」

　悲痛な叫び。血を吐はくような、とはこんな声を言うのだろうな、と香澄は思った。──「あいつら」が誰だれを指すのか、香澄は何となく分かったような気がした。

「同じ高校生だろう!?　たった一年しか違わないじゃないか！　それなのにあいつらは何であんなに強いんだよ!?」

「理由なんて無いんじゃない？」

「なにっ……？」

　ようやく会話になった、と香澄は思ったが、そんなとぼけたことは当然、口にしなかった。

「強いから強いんだよ、きっと。そうねぇ……あえて理由を探すなら、強くなるよう頑がん張ばったからじゃない？」

「俺おれだって……！」

「うん。きっとアンタも頑張ってきたんでしょう。私だって努力してるわ。でも、あの人たちの方が強いってことは、あの人たちの方が頑張ったってことじゃないの？」

「…………」

「才能は否定しないよ？　私だって自分の力は大部分、才能のお蔭かげだって思ってるからね」

「…………」

「でも、アンタがショックを受けたような『強さ』は……きっと才能とは別のところから生まれるんじゃないの？」

　琢磨が顔を上げて、香澄と目を合わせた。

　琢磨の目は、一筋の悔くやし涙なみだを流していた。

「まっ、私は『強さ』ってヤツにあんまり興味が無いんだけど。アンタが強くなりたいってんなら、それはアンタの問題、七しつ宝ぽうの強さは七宝だけのものだよ、きっと」

　そのセリフの通り、香澄はあっさり背を向けて琢磨の視界から消えていった。

　琢磨はもう一度、今度は拳ではなく掌てのひらで、自分が憤いきどおりをぶつけていた木の幹を叩たたいた。
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　服部はつとりをはじめとする部活連のメンバーと別れ生徒会室へ戻もどった達たつ也やは、自分のデスクに座り通信機能を立ち上げた。目にもとまらぬスピードでキーボードの上を駆かけ抜ぬけた彼の指が作製したメッセージの宛あて先さきは、同じ部屋の中にいた。

『はい、ご主人様イエス・マスター』

　対象を達也だけに絞しぼり込んだ能動テレパシーで応こたえが返る。

『データの改かい竄ざんはできているか』

　他の生徒会役員の耳をはばかる筆談は、

『ご命令のとおり、リアルタイムで偽にせのデータを記録させました』

　彼の望んだ答えをもたらす。

『ごマ主ス人タ様ー。私は貴方あなたのお役に立てましたか』

『ああ、ご苦労だった』

　彼の秘密を守り通した魔ま性しようを労ねぎらい、

『今日はもう休め』

『はい、ご主人様イエス・マスター、サスペンド状態へ移行します』

　人形に休止を命じて、達也は通信記録を抹まつ消しようした。







　［エピローグ］




『あの飛行船は盗み出されたものだったわ。フライトプランの申しん請せいもコードを盗用されて行われたもの、というのがテレビ局の言い分ね』

　達たつ也やは自室の電話機で藤ふじ林ばやしの電話を受けていた。

　内容は、あの夜遭そう遇ぐうした飛行船について。達也に自じ爆ばく攻こう撃げきで痛い思いをさせたテロリストだかマフィアだかの正体に関する調査結果だ。

『残念ながら、チャイニーズマフィアの一員らしい、という以上のことは分からなかったわ』

　しかし藤林本人が言うように、調査の結果は思わしいものではなかった。

「チャイニーズマフィア、ということは、身元が分かったんですか」

『ええ、全員じゃないけどね。達也君も因いん縁ねんのある相手よ』

「……まさか、無頭竜ノー・ヘツド・ドラゴン？」

『──の残党よ。ロバート＝孫スン、無頭竜ノー・ヘツド・ドラゴンの首領、リチャード＝孫の甥おいの従い兄と弟こに当たる人物がヘリ強ごう奪だつ犯はんを率いていたことが確認されたわ』

「甥の従兄弟ですか……？」

　それはほとんど他人では、と言い掛けた言葉を達也は吞のみ込んだ。その程度でも血けつ縁えんとして成り立っている例を、すぐ身近に思い出したからだ。

『まあ、ほとんど他人よね。だから無頭竜ノー・ヘツド・ドラゴンが崩ほう壊かいした際、少数の兄弟分しかついて来なかったんでしょう』

　しかしそれは、誰だれもが思うことのようだった。もっとも、そんな些さ細さいなことを何い時つまでも気にしている場合でもなかった。

『もちろん、昨夜みたいな真ま似ねはそんな小こ勢ぜいじゃ不可能だから、支援者か黒幕か、とにかく協力者がいるはずなんだけど……』

「正体不明ですか」

『ええ』

　事態は達也が思っていたより深刻だったようだ。元々東京の都心部でテロ未み遂すいというだけでも容易ならざる事態だが、その背後に藤林の調査能力で尻尾しつぽを摑つかめない黒幕がいるというのだから。もちろん、現段階では証しよう拠こが余りに不足している、という事情も考こう慮りよしなければならないだろう。それでも到底油断できない相手であることは間違いない。

　この時達也の脳裏を過よぎったのは、「厄やつ介かい事ごとにならなければいいが」ではなく、「厄介事が深み雪ゆきと自分に係わってこなければいいが」というエゴイスティックな願望だった。
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　夜の繁はん華か街がい。表通りから少しそれた路地に、その店はあった。

　名な倉くらは控ひかえめなイルミネーションの明かりで店の名前を確かめた。

　今の主あるじである七さえ草ぐさ弘こう一いちに指図された待ち合わせの場所は、ここで間違いない。

　そこに店があると知らなければ通り過ぎてしまうに違いない、頑がん丈じようさだけが取とり柄えのような目立たない合金製の扉とびらを開けて二階へ続く階段を上る。無愛想な男の店員に案内された個室に、待ち合わせの相手は既すでに来ていた。

「お待たせしましたか？」

「いえいえ、私わたくしも先程参りましたところです」

　そう言いながら椅い子すから立ち上がったのは、名倉自身とは比べ物にならない魅み力りよくと若々しさにあふれた、麗うるわしい青年だった。

「名倉です」

「周しゆうと申します。ささ、どうぞお掛けになってください」

　その個室には、案内の男店員とは正反対の、可愛かわいらしく愛あい嬌きようのある若い女性が控えていた。周の目め配くばせに従い、ウエイトレスの制服を着た美女が慣れた仕草で名倉を周の真向かいに誘ゆう導どうし椅子を引く。名倉が遠えん慮りよなく腰を下ろしたのを見て、周も椅子に戻もどった。

「何かお飲みになりますか？」

「そうですね。では白酒パイチユウを何か」

　周の眉まゆが意外感にピクリと動く。今のやり取りで本当にアルコールをリクエストする客は、彼の知る限り珍しかった。

「……では月並みですが茅台マオタイ酒でも如何いかがですか？」

「お任せします」

　周の注文で酒はすぐに運ばれてきた。小さなガラスの酒しゆ杯はいに注そそがれた蒸留酒を、名倉と周は共に相手の呼吸を計り、同時に、一気に飲み干す。

　空になったグラスをテーブルの中央において、名倉は周の目をのぞき込んだ。

「名倉様」

　先に話し掛けたのは周の方だった。

「我が主は、名倉様のご主人様と友ゆう誼ぎを望んでおります」

「我が主は、周さんのご提案に応じても良いと申しております」

　名倉の回答に、周は妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「これはこれは、ご信頼いただき恐きよう縮しゆくです。それでは具体的なお話に移らせていただいてもよろしいでしょうか？」

「こちらの基本条件は既に申し上げたとおりです」

「無論、承知しております。七草様の不利になるような真ま似ねは一切いたしませんし、私わたくしどもは大だい亜あ連合と利害を同じくする者でもありません」

「マスコミ工作の件は？」

「そちらも承知いたしております。魔ま法ほう師し全体を標的とするキャンペーンは控ひかえるよう、既すでに手を回しております」

「分かりました。では細部について伺うかがいましょう」

　周しゆうは再び女性店員へ合図を送った。

　ウエイトレスの美女が深々と一礼して個室を出ていく。その中で交わされた会話は、名な倉くらと周以外、知り得ぬものとなった。


〔終幕〕









　あとがき




　まずはこの本を手に取ってくださった皆様に心よりの感謝を申し上げます。はじめましての方はこれを機会に、そうでない方は引き続きよろしくお願い致いたします。




　二年生に進級した達たつ也やと深み雪ゆきとその仲間たち、そして彼らの後こう輩はいとなった新入生たちのエピソードはお気に召めして頂けましたでしょうか。このシリーズは主人公兄妹の高校入学から卒業までの物語ですので進級イベントは欠かせませんし、それに伴う人間関係の更こう新しんも必然です。この巻をお読み頂いてお分かりのとおり、卒業したからといって出番が無くなるわけではありませんが、新キャラクターも活かつ躍やくさせなければなりません。そうでなければ登場させる意味がありませんからね。

　そこで考えなければならないのは、新たな登場人物のキャラづけです。今回登場した新入生たちのキャラクター作りは、実はほとんど苦労しませんでした。彼らはこの物語を書き始めた当初から大まかな造形を済ませておりましたので。もちろん、中規模な修正は何ヶ所もあります。最も大きく変わったのは、ケントが元は女装男子だったというところでしょうか。あまりにアレなのでダブルセブン編のシナリオを構築する段階でボツにしましたが。

　頭が痛いのは、来年度の新入生です。正直申しまして、キャラ像が白紙なんですよね……。まあ、作中世界来年度のエピソードなんて鬼おにが笑うような話なんですが、このシリーズが無事そこまでたどり着いた時には、作者が四苦八苦した痕こん跡せきを笑ってやってください。

　話は変わりますが、ご存知のとおりこのダブルセブン編は電でん撃げき文ぶん庫こマガジンに連れん載さいさせていただいたものです。純新規のエピソードをファンの皆様へ早くお届けしたいという意図だったのですが……少々無む謀ぼうな試みだったと反省しております。

　その時点で存在しているはずのファクターを無いものとしてストーリーを組み立てるのですから不自由であることは分かっていましたが、あれほど舌足らずな物になるとは……。背後で何が起こっているのか、まるで説明不足になっていると、加筆しながら痛感しました。この文庫版で必要最低限の補足はできたと思いますが、如何いかがでしょうか。




　この本がお店に並ぶ頃ころには、大きなニュースが皆様のお耳に届いていることと思います。実はこのダブルセブン編の連載に当たって、スタッフの皆様には大きな負担をお掛けしているのですが、今後ますますご苦労をお掛けすると思います。申し訳ありません。

　しかしそれはあくまで舞ぶ台たい裏うらのこと。ファンの皆様に「魔法科高校の劣等生」をより一層お楽しみいただけますよう、作者を含めスタッフ一同全力で邁まい進しんする所存でございますので、今後も本シリーズをよろしくお願い致します。


（佐さ島とう勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／石いし田だ可か奈な

西暦１９ＸＸ年生まれ。挿絵は初仕事。本業はアニメーター。アニメ『俺の妹。』の総作画監督を担当。『魔法科高校』でもいよいよ本領発揮！

SpecialThanks：ジミーストーンさん。金子恵美さん。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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